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ਤ ��� 地Ҭʹࠜࠩしͨྺ࢙จԽのࢹҰཡ

༗۠ 22．東西・南北の交通－近世山陽道と千種川－

23．古代の遺跡めぐり－文化財の宝庫－

24．夢のあと－山城と山岳寺院の風景－

25．しぶらの里－豊かな農村風景－

26．有年の先人に出会う旅

༤۠ߴ 19．高瀬舟と赤穂鉄道

20．農業用水と赤穂城下の水甕

21．里山の景観と村々の社寺

塩屋۠  ５．塩づくり発祥の地

 ６．備前街道

西෦۠  ７．播磨と備前の国境

 ８．開拓ものがたり

۠（ӽपลࡔ）ӽࡔ 14．古代の海人と秦河勝伝説

15．港町・坂越

16．伝説と信仰の山めぐり

ӽ（ઍछྲྀҬ）۠ࡔ 17．古代の謎

18．村ごとの社寺と伝承

ඌ࡚۠  ９．塩田とともに－浅野家が開いた塩田－

10．赤穂藩と尾崎

࡚۠ޚ 11．塩業の歴史を今に伝える－東浜塩田－

12．御崎の信仰

13．景勝・赤穂御崎

ึɾ城西۠   1．赤穂義士ゆかりのまち

  2．城をつくる－赤穂城前史－

  3．旧赤穂上水道

  4．現代に息づく城下町－絵図をみて歩けるまち
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赤穂࣭城すᆅ༊

地ɹ
　ઍछՏ口෦の陸地化はく、現在の赤穂・
西地۠पลは、古代からத世頃にかけてようや
く陸地になったと言われている。赤穂下町の
発۷ௐࠪでは、田時代（ 400 年前）の地໘
はඪߴで 1�0̼だったことが໌して͓り、時
はҪ戸を۷っても塩ਫが出て用できなかったと
いう。
歴ɹ史
　ઍछが運び込Μだ࠭によって、平でංཊ
な平が広がったところにਓʑが生活をは͡め、
や下町をったのが、赤穂・西地۠の始ま
りである。த世になると、現在の市֗地෦分に「加
ཬ古」と呼れるࡆがஙかれた。また豊ਉल
٢がໟ利߈めのࡍにこのपลをඋして、ඣ路と
උ前への֗道がඋされたという。

　江戸時代になると、さらに海ଆへ陸地化した平
を活用して、現在の赤穂本ؙ内に「ૡ上」
が田Ոによってஙかれ、また生活ਫの֬保のた
め元 2（1616）年にچ赤穂上ਫ道がෑઃされた。
安元（1648）年にはઙによって現在のܚ
赤穂がஙされは͡め、塩田生産による活گを
എܠに下町も֦大උされている。
　ਕই事件によってઙՈがஅઈした後は、ӬҪ
Ո、࣍いでՈによるࢧに代わる。赤穂ൡは
石ߴがઙ赤穂ൡの半分以下の 2 ສ石となった
ため、ࣆෑがാ地化するなど、下町はਰୀし
ていった。
࣏໌　 22（1889）年には加ཬ町が上Ծ、த
ଜと߹ซして赤穂町となり、ত 12（1937）年
には塩、ඌ࡚、࡚ޚ（৽ᖛ）の各ଜと߹ซした。

元禄期ࠒの赤穂城下町（元赤穂០ֆਤ໘ʻ城下ਤʼ（෦）౦ژେֶ࢙ྉฤࢊॴଂ）
茶色が町家、黄色が侍屋敷、白色は社寺を指す。
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ୈ̐ষɹ̏ɽ地Ҭʹࠜࠩしͨྺ࢙จԽのࢹ

Ͱɹ͖ɹ͝ɹと࣌ɹ ɹ

ೄจւਐͷ࠷ظ༤ୋࢁͷࢁ·ͰւͰ͋ͬͨ

ಙதڗ
	1��� ʙ 1���
 দຬ༞ͷҰɺԬ๛લकޫ͕ܠՃཬݹΛங͘ʢʮभึࢤ܊ʯʣ

จਖ਼ݩʙจ໌ 1�
	1��� ʙ 1���
 Ԭ๛લकޫ͕ՃཬݹΛߏங͢Δʢʮभึࢤ܊ʯ͔Βͷ࢙ࢢઆʣ

จ໌ɾڗத
	1��� ʙ 1���
 Ճཬ෦ͷࢁ͔Β্ொग़ෑʹूམ͕Ҡॅ

Ԇಙ �	1��0
  ຏͷҰͭɺӬጯ͕ࣉதଜʹཱ͞ݐΕΔ
໌Ԡ 7	1���
  ຊ࣮ࣉئɺࡔӽঙதଜͷળ༞ʹํศ๏ଚܗΛԼ͢Δ
໌ԠʙӬਖ਼ؒ
	1��� ʙ 1��1
 Ԙࢁࢁߴͷूམ͕Ճཬ্ொʹҠॅ͢Δʢʮभึࢤ܊ʯʣ

ݩڗ 	1���
  ňڗݩፅࢠຽՈࠓϊұஸɾग़Տݪɾ್ஸลχग़ϧŉʢʮึϲभདྷॻʯʣ
ఱจݩ 	1���
  େ࿇ࣉΛ։ͨ͠ࢁಓ͕͢Δ

ΛԼܗศ๏ଚํʹݴӽதଜͷ๏ࡔ
ఱਖ਼ �	1�7�
  ສ͕ࣉಹʢ૬ੜࢢʣ͔ΒՃཬʹҠ͞ΕΔ
ఱਖ਼ 10	1���
  Ӌࣲल٢ɺՃཬʹ৽खʢඣ࿏֗ಓɾޙʹඦఅʣΛங͔ͤΔ
ఱਖ਼ 1�	1���
  ੜۨਖ਼͕ҏࠃਆ͔ށΒึʹೖ෦͢Δʢ� ສੴʣึൡ͕࢝Ίཱͯ͢Δ
ఱਖ਼ 1�	1��7
  ੜۨਖ਼ذࢌʹҠ͞ΕɺӉتଟलՈ͕ஔ͞ΕΔ

ӉتଟՈɺࡔӽɾߴɾதଜɾඌ࡚Λํ͔ߦɹӉتଟलՈͷݕʢਅ఼ଜจॻɿࢦࢢఆʣ

ܚ � ʙ 7 
	1�00 ʙ 1�0�
 ૡ্͕ங͔ΕΔ

ܚ �	1�0�
  ాًͷՈਉɺਨਫࠨӴউॏ͕ึ܊ͱͳΔʢߦ �00 ੴʣ
ܚ 1�	1�1�
  ాًڈࢮɺึԬࢁൡాܧʢًͷ࣍உʣྖʢ�� ສੴʣͱͳΔ
ݩݩ 	1�1�
  ాʢদฏʣ͕ߝึʹೖ෧͢Δʢ� ສ � ઍੴʣ

ึൡ͕࠶ͼཱɺൡఛΛվΊɺେॻӃɺؒɺؔݰɺෑɺଂΛங͘
ݩ �	1�1�
  ึ্ਫಓͷʢʮभึࢤ܊ʯʣɻӢำɺਵᷞࣉΛ։
ݩ 7	1��1
  Ճཬશমͯ͠தଜඈͼՐɺਨਫࠨӴ͕͡ΊͯொׂΛ࣮ࢪ
Ӭ �	1��1
  ాʢদฏʣً͕ڵฏ͔Βึʹೖ෧ʢ� ສ � ઍੴʣ

ൡఛʹۚͷؒɺྠۂʹଟɾ۱࿌ɺʹഅΛங͘
Ӭ 17	1��0
  ົయࣉʢࣉޫߴʣɺେଜ͔ΒՃཬ৽ொʹҠ͞ΕΔ
ਖ਼อ �	1���
  ઙ͕ৗּؒࠃΑΓึʹೖ෧ʢ� ສ � ઍ � ඦੴʣ
ਖ਼อ �	1���
  ઙɺۙ౻ࡾࠨӴਖ਼७ʹ໋͡ɺՃཬकѪౠࣾࢁΛݐ
҆ܚ �	1���
  ึங։࢝ɺށౡ༻ਫෑઃ
ঝጯݩ 	1���
  ߴΛߦૉࣛࢁ 1 ઍੴͰঌ๊͑Δɺೋ೭ؙपลͷೄுΛมߋ
ঝጯ �	1���
  Ճཬాொͷྃ
ݩจ 	1��1
  মࣦͨ͠ډߖӦࣄͷͨΊึൡɺถɺۜɺۚΛࢧग़

ึ
จ �	1���
  ҼͱͳΓึ༬͚ΒΕΔݪཁʯ͕ڭɺʮߦૉࣛࢁ
จ �	1���
  ͷʹ༡Ϳɾɾŉʢʮේʯʣࢯňେੴߦૉࣛࢁ
จ 11	1�71
  ઙ͕Ӆډɺ༑͕Λ͙ܧʢ� ສੴʣ
Ԇๅ �	1�7�
  ઙ༑͕ށߐͰڈࢮɺۣ͕Λ͙ܧʢ� ສੴʣ
ఃڗ �	1��7
  ຊؙɺೋ೭ؙʹഅΛͭ͘Δʢʮभึࢤ܊ʯʣ
தݩ
	1��� ʙ 170�
 খଜɺߑਫͷͨΊதଜʹҠΓഇଜʢʮभึࢤ܊ʯʣ

ݩ �	1��0
  தऱͷഅΛยݪொࣆෑͷʹҠ͢ʢभึࢤ܊ʯʣ
ݩ �ʙݩ1�
	1��1 ʙ 1700
 ͕ےͰ͖Δ

ݩ 7	1���
  ઙۣͷ͍ئʹΑΓɺఋʢେֶʣʹ৽ా � ઍੴͷ͕ೝΊΒΕΔ
ݩ 1�	1701
  ଈෲɺึઙൡஅઈ͜͠ىΛ݅ࣄʹ͓͍ͯਕইށߐൡओۣ͕ɺࡾ
ݩ 1�	170�
  େੴଂॿΛ͡Ίͱ͢Δึٛ٢ྑ͕࢜ఛʹ౼ͪೖΔ

ӬҪҏլक͕ܟԼࠃӊࢁΑΓึʹೖ෧ʢ� ສ � ઍੴʣ
ݩ 1�	170�
  खʢେखʣڮ৽ͨʹՍ͚ΒΕΔ

ʢʮಹจॻࣸʯʣࣄീෑՐݯ౻ۙ
ๅӬ �	170�
  ઘक͕උதࠃݪߐΑΓึʹೖ෧ʢ� ສੴʣɺ໌࣏ഇൡ·Ͱ 1� ଓ͘

ʮՃཬொ໌ࡉாʯʮதଜ໌ࡉாʯ
อڗ 1�	17��
  ࣄ࡞ීখΑΓग़Րɺچେੴෑྨমʢʮ࢙໌ؑʯʣ
จݩ �	17��
  Ֆַࣉʹઙۣɾेุ࢛࢜Λཱݐ
҆Ӭ �	1777
  ൡߍതจ্͕ؗԾʹམ
҆Ӭ 7	177�
  ึຊؙෑग़Րɺྦྷهଟ͘মࣦʢʮՈྦྷܥේʯʣ
ఱ໌ 7	17�7
  ʯʣه༡ߐɺึΛ๚ΕΔʢʮߐഅ࢘
จԽ 1�	1�1�
  ग़Ր͋Γɺࣆෑݢฒͼʹࣄ࡞খॴমࣦʢʮ৽هʯʣ
จ �	1���
  ຊؙޚ఼ͷॴͷਫಓᐩΛऔΓସ͑Δ
ఱอ 1�	1���
  ึຊؙͷڅਫΛ7 ؒ৽ઃ͢Δ
҆ �	1���
  େੴෑҰ౩ݐସʢʮେੴఛ౩ࡳʯʣ
ສԆݩ 	1��0
  ্ਫಓɺਆಓےΑΓԘଜ·Ͱେվम͢Δ
จݩٱ 	1��1
  ึຊؙޚ఼ݐସɺ্౩ࣜΛ͏ߦ

౦大ࣉのԂ「石塩生」50町9反172า、塩山60町（「౦大ࣉॾ文ॻ䮒ֆਤ録」）大5࣏	1130
年
このころ「石塩生」が「赤穂ঙ」と呼れ始める（「౦大ࣉॾԂ文ॻ録」）仁平3	1153
年
このころ赤穂は石ਗ਼ਫീ഼ٶとなっていた文࣏元	1185
年

石塩生Ԃの範囲が「౦�赤穂　西�大ґদݪ　北�ඦ口分䮒塩生山࡚」と記ࡌঝ9	842
年
天平উๅ8	756
年 赤穂܊坂越ڷの「㡣生山（塩山）」30༨町が౦大ࣉにࢪ入される（「ຏ国ූҊ」）ݹɹɹ

จ҆ � ʙ � 
	1��� ʙ 1���
 தঙʢதଜʣɺࡔӽӜ͔Βฌݿؔͷೖધهʢʮฌݿؔೖધೲாʯʣதɹɹੈ

ܚ �	1�00
  ాً͕ຏҰࠃ �� ສੴΛ༩͑ΒΕɺࡾՏ٢ా͔ࠃΒඣ࿏ʹೖΔ
ాًͷఋɺా͕Ճཬʹࡏ͢Δʢ� ສ � ઍੴʣ

ۙɹɹੈ

จٱ �	1���
  ঋ٢ΒɺՈओ੫ΒΛ҉͢ࡴΔʢจ݅ࣄٱʣ
ึຊؙޚ఼ͷݐସ

ද ��� 赤穂・城地۠ɹද（�）
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Ͱɹ͖ɹ͝ɹと࣌ɹ ɹ

࣏໌ �	1�71
  ഇൡஔݝɺึɾԬࢁൡྖึݝɺԬݝࢁͱͳΔ
࣏໌ �	1�7�
  ึഇܾఆ
࣏໌ �	1�7�
  ฌݿɾ০ຏɾ๛Ԭ � ཱ͢Δ͕ݝݿ୶࿏Λ౷߹ɺฌݝͱ໊౦ݝ
࣏໌ 11	1�7�
  ຊؙൡிղମɺึਘৗߴখֶࣷߍߍͱͯ͠Ҡங͞ΕΔʢʮՖַࣉॴଂ౩ࡳʯʣ
࣏໌ 1�	1��1
  Ֆַॅࣉ৬ऍछઋچ͕ܔେੴఛߪೖอଘ

࣏໌ �1	1�0�
  ຊઐചެࣾึہࢧி͕ࣷ

࣏໌ �� ʙ �7 
	1���ʙ1���
 ࣏໌ �� ͷߑਫࡂ෮چͷஙੴͷͨΊɺೋ೭ؙนͷҰ෦͕ఫ͞ڈΕΔ

࣏໌ �0	1��7
  େੴਆཱࣾݐͷͨΊେखᐩܗͷೆྥΛͣ͘͠ɺํଟΛ͏ͣΊͯվ͢Δ

େਖ਼ݩ 	1�1�
  ึେੴਆཱࣾ͞ݐΕΔ
େਖ਼ �	1��0
  தଜͷ্ਫಓɾڅਫ

େਖ਼ 1�	1���
  େੴྑ༤ɺࢦࠃఆ࢙ͱͳΔ
େਖ਼ 1�	1���
  ཱݐಔ૾ߦૉࣛࢁʹେੴཔෑͷෑچ
େਖ਼ 1�	1���
  தଜɺଜͱ߹ซ͠தͱվশ͢Δ
ত �	1���
  ฌཱݝݿึதֶࣷߍߍɺຊؙʹॡ
ত 7	1���
  େੴఛɺๅྻʹվ͞ΕΔʢʮึ৽ใʯʣ
ত 10	1���
  େखલͷງ͕෮͠چʢʮึλΠϜεʯʣɺଠ͕ڮޑॡʢʮ෩࣌ใʯʣ
ত 1�	1��7
  赤穂町・塩ଜ・ඌ࡚ଜ・৽ଜが߹ซして大赤穂町が生

ຊؙఱकͷ่յ͕म෮͞ΕΔɺึେ͕ڮ͢Δ
ত 1�	1��0
  ึ͕෩க۠ʹࢦఆ͞ΕΔʢ���1IBʣ
ত 1�	1���
  ઍௗ͕ຒΊཱͯΒΕΔ
ত 1�	1���
  ึொʹۙతਫಓ͕ෑઃ͞ΕΔ

ত ��	1���
  ຊઐചެ͕ࣾൃ

ত �7	1���
  ึެԂʢී௨ެԂʣܭࢢը͕ܾఆʢ1��7IBʣ
ত ��	1���
  ୈҰ۠ʢՃཬ۠ʣ۠ըཧߦࢪۀࣄ

ত ��	1���
  ݐ࠶ಔ૾Λߦૉࣛࢁ
ত ��	1��1
  தऱ۠۠ըཧߦࢪۀࣄ

ত �0	1���
  ެԂܭըܾఆ۠Ҭͷ͏ͪ 7IB ʹ͍ͭͯެԂܾۀࣄఆΛड͚Δ
ত ��	1��7
  ึຊؙӛޱ͕։͞ޱΕΔ

্Ծ۠۠ըཧߦࢪۀࣄ

ত ��	1���
  Ӻ۠ըཧ߹ઃཱ

ত ��	1���
  ึೋ೭ؙʹึԘࢿۀྉ͕ؗॡ͢Δ
ত ��	1���
  ɺׂΛऴ͑Δͷྡʹ৽ிࣷॡہࢧຊઐചެࣾึچ

ত ��	1�71
  ึ͕࢙ࠃʹࢦఆ͞ΕΔʢࢦఆ໘ੵ 1�7,��� ᶷʣ࢙ങ্͛ʹணख
ত ��	1�70
  ৽ึେ͕ڮ

ত ��	1�7�
  ึͷੴ֞मཧ͕࢝·Δ
ত �0	1�7�
  ܭࢢըۀࣄೝՄʢ7IBʣ

ত ��	1�7�
  େੴྑ༤ղମमཧྃࣄ
ত ��	1��0
  ΕΔ͞ࢪึ্ਫಓͷ૯߹ௐ͕࣮ࠪچ
ত ��	1��1
  ఆࡦըॻܭึ্ਫಓอଘچఆɺࡦߏຊجึඋ࢙

ฌཱݝݿึߴֶࣷߍߍɺ֎ͷඌ࡚Ҡస͢Δ
࢝։༺ڙԼਫಓڞɺެிࣷࢢɺ৽ຽ૯߹ମҭؗࢢ

ত ��	1���
  ຊؙͷൃ۷ௐ͕ࠪ࢝·Δ
ึཱࢢຽଏࢿྉ͕ؗ։ؗ

ত ��	1���
  ຊؙఱकੴ֞म෮
ত �1	1���
  ຊؙදޚ఼େઘͳͲͷ෮ݩ
ฏݩ 	1���
  ึ࢙ྺཱࢢത͕ؗ։ؗ

ฏ �	1���
  ຊؙ෮ݩ
ฏ 10	1���
  ຽපӃͷҠసվஙɾ։Ӄࢢ

ฏ �	1���
  үஂۀ

ฏ 11	1���
  ྃݩീՈղମ෮ݯ౻೭ؙۙࡾ
ʮ͓௨Γʯ͕֗ࢢܗ؍ܠ۠ʹࢦఆ͞ΕΔ

ฏ 1�	�001
  ӛޱඋʹΑͬͯຊؙඋྃ
ฏ 1�	�000
  ̧̟भึӺͷ্ڮԽ͕

ฏ 1�	�00�
  ఆ͞ΕΔࢦʹউ໊ࠃึఉԂʢຊؙఉԂɺೋ೭ؙఉԂʣ͕چ
ೋ೭ؙఉԂͷඋ։࢝

ฏ 1�	�00�
  ึͷҰ෦ɺ࢙ࠃʹՃࢦఆʢ�,�10�17 ᶷʣ
ฏ 17	�00�
  ึӺલେੴਆࣾઢʢ͓௨Γʣඋ
ฏ 1�	�00�
  ึೋ೭ؙఉԂͰܗस༡ཡۀࣄ։࢝

ึ͕ຊ 100 ໊ʹɺึެԂ͕ຊͷྺެ࢙Ԃ 100 બʹબఆ
ฏ 1�	�007
  ຊؙͰึࡍࠃԻָ͕ࡇ։͞࠵ΕΔ
ฏ ��	�01�
  ೋ೭ؙՃཬԊ͍นमཧʹணख
ฏ ��	�01�
  ೋ೭ؙఉԂͷҰ෦ެ։։࢝

ึ্ਫಓෑઃچ �00 ه೦ࢪ࣮ۀࣄ

ত ��	1��1
  赤穂町・坂越町・ߴ༤ଜ߹ซし、赤穂市がࢪ行
మึઢ͕։௨ɺึమಓ͕ഇઢࠃ
ຊؙଆͷੴ֞։ޱ

࣏໌ ��	1�0�
  Ԙઐച੍ߦࢪɺึʹԘ͕ہઃஔ͞ΕΔ

େਖ਼10	1��1
 ึమಓʢึʵ༗ؒʣ͕։௨

࣏໌ ��	1���
  ઍछ൙ཞʹΑΓେඃ

࣏໌ ��	1�11
  ึి౮ࣜגձࣾઃཱ͞ΕΔɺึɾࡔӽؒʹిઢ͕৽ઃ͞ΕΔ

ত �0	1���
  େख۱࿌ɺେख͕උ͞ΕΔ
మึઢɺึʵੜؒ։௨ࠃ

෩17߸ʹΑΔେਫত �1	1�7�
 

ฏ �	1���
  ึւେ͕ڮ

ݩ࣏໌ 	1���
  ͷࡾ೭ؙٴͼೋ೭ֲؙޙ෦͕࢜ɺຽͷాാʹׂ͞ΕΔۙɹɹ

ত ��	1���
  ઍௗの開開始ݱɹɹ

ද ��� 赤穂・城地۠ɹද（�）
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ึɾ۠ͷྺ࢙จԽҨ࢈Ұཡʢ1ʣ ൪߸ࢹ˞ ��� ทΛࢀরɻ

1 2 3 4 5 6

1 当㯞᭭ⲷ⨶図 ◎ ●

⦪394.8䟛、横396.9䟛の大ᖜで、ዉⰋ県当㯞寺にఏわる根ᮏ᭭ⲷ⨶の転ᮏである。
図様は『観無㔞ᑑ経』にもと䛵いて描かれたもので、中ኸに㜿ᘺ㝀ዴ᮶、ᕥྑに普㈼⸃、観㡢⸃の三ᑛを中心
にᴟ楽の世⏺を表現している。図の下辺の区画には、ရ᮶㏄図が描かれ、その中ኸの区画には㖭文が᭩かれて
いるが、ᮏ図では文ᏐがḞⴠしていて一部しか᭩かれておら䛪、原図からの転ᮏとみられる。ไసは、16世⣖後༙か
ら17世⣖前༙の絵仏ᖌ⣔と推測される。 市指定。

2 仏ᾖᵎ図 ◎ ●

⤱ᮏ╔ᙬで、167.7䟛、ᖜ172.8䟛を測る。中ኸのᐆ台に頭をᕥにした㔘㏑が横たわり、周ᅖにはᦶ⪨夫人、ㅖ⸃や
ኳ部、ᘵ子㐩、動物㐩のጼが多ᩘ描かれている。ᮏ図のไస年代は、㙊時代ᮎから南北ᮅ期（14世⣖前༙）と推測さ
れる。市指定。

3 赤穂の〇ሷ用ල ◎ 30 ●

瀬戸内海ἢ岸地域では広い◁ᕞと₻ộᖸ満の大きなᕪを利用した入ሷ田が盛んに行われてきた。この資料は赤穂
市域で使用されてきた〇ሷ用ල➼一ᘧを収集したもので、入ሷ田がほとんど見られなくなった現在では㈗㔜な民俗資
料である。国指定。

4
⩏ኈቚ跡୪びに
森助ྑ⾨門➹グ

◎ 1 ●
「⩏ኈቚ跡」はウ入後⇃ᮏ⸬⣽川⥘利㑰に㡸けられた大石以下の⩏ኈから、同⸬家中ᇼ内ఏྑ⾨門が所望したᡭ㋱
を張り合わせて一ᕳとしたもの。ウ入の≧ἣを当事者がグしたものとして最もヲしい。市指定。

5
口༙ⶶ・木村
Ꮮྑ⾨門㐃⨫㉳ㄳ文

◎ 1 ●
旧ὸ野家中の口༙ⶶと木村Ꮮྑ⾨門が㐃⨫で大石内ⶶ助にᕪしฟした㉳ㄳ文である。当ྐ料はウ入に参ຍしな
かった者に㏉༷された㉳ㄳ文であるが、赤穂事௳にかかわる၏一の現存するもので㈗㔜資料である。市指定。

6
赤穂ὸ野家⸬ᮐ
㖟ᣠ文目ᮐ

◎ 1 ●

ὸ野長▴時代のᘏᐆ8(1680)年1᭶に発行された⸬ᮐ。ὸ野家はඖ⚘14(1701)年に改᫆となったため、21年間だけ通用
したもので、ᮐの表には「播ᕞ赤穂䚷ᘏᑌ八(1680)ᗒ⏦ṓ䚷正᭶ྜྷ⚈᪥䚷㖟ᣠ文目」とある。⸬ᮐは㖟10ໜ、㖟1ໜ、㖟5
分、㖟3分、㖟2分の計5種類が発行され、ཝしいᑓ一流通が強ไされていた。改᫆時の⸬ᮐ発行高は900㈏目、引᭰え
にあてうる㖟の現有高は700㈏目であったため、速やかに6歩᭰えでᅇ収。ᅇ収した⸬ᮐはすべて城内で↝༷ฎ分され
たため、現在☜ㄆできている⸬ᮐは国で5点のみである。市指定。

7
赤穂ὸ野家⸬ᮐ
㖟ᘨ分ᮐ

◎ 1 ●

ὸ野長▴時代のᘏᐆ8（1680）年1᭶に発行された⸬ᮐ。ὸ野家はඖ⚘14（1701）年に改᫆となったため、21年間だけ通
用したもので、ᮐの表には「播ᕞ赤穂䚷ᘏᑌ八ᗒ⏦ṓ䚷正᭶ྜྷ⚈᪥䚷㖟ᘨ分」とある。⸬ᮐは㖟10ໜ、㖟1ໜ、㖟5分、㖟
3分、㖟2分の計5種類が発行され、ཝしいᑓ一流通が強ไされていた。改᫆時の⸬ᮐ発行高は900㈏目、引᭰えにあて
うる㖟の現有高は700㈏目であったため、6歩᭰えでᅇ収。ᅇ収した⸬ᮐはすべて城内で↝༷ฎ分されたため、現在☜
ㄆできている⸬ᮐは5点のみ。市指定。

8 新町地ⶶ(石仏) ● 4 29 ●

ຍ里屋の新町බ園の東南㝮に㍯ሪの水・ⅆ㍯やᐆ⠑印ሪのചを交に積み㔜ねたሪをはさんで、2体の石仏が♭ら
れている。向かってᕥの石仏は板☃に᙮られている。᙮り方から南北ᮅᮎ期～ᐊ町ึ期のものと推定される。向かって
ྑഃの石仏は、Ḟᦆ部があるが南北ᮅ期まで㐳るྍ⬟ᛶが強い。この石仏は以前この地にあった⸆ᖌ堂のもので、もと
は高山のᒾ屋寺(⸆ᖌ屋敷)にあったが寺の移築にకい移されたものとゝいఏえられている。

9 新町ᘏ命地ⶶ ● 4 ● ●
新町බ園内にある、ീ高129䟛を測り大正5（1916）年造立の᙮り༙㊜ീ。もともとは⸆ᖌ堂内にᏳ置されていたが、⸆
ᖌ堂が区画整⌮事業によって普門寺へ移転したため、地ⶶは現在地へ移された。

10 山ᓮ山八十八箇所石仏 ● 4 ● ●

赤穂南部に点在していた石仏を、明治33(1900)年にᕠ礼しやすいように山ᓮ山に集積したものとゝわれる。八十八箇所
のうち一␒は木ീである。山ᓮ山麓には一␒ᮐ所があったという。八十␒の板☃形石仏には明治35（1902）年の⣖ᛕ㖭
が残る。

11 地ⶶ（㞝㮚台山） ● 4 ● ● 㞝㮚台山斜面にある、ീ高112䟛を測る᙮りの立ീ。

12 不動明⋤（㞝㮚台山） ● 4 ● ● 㞝㮚台山山上にある、ീ高66䟛を測る༙⫗᙮りの不動明⋤ീ。

13 黒谷不動 ● 4 ● ● 㞝㮚台山黒谷にある、ീ高110䟛の板☃。ኳ保11（1840）年の造立。

14 地ⶶ（ኳ⋤道） ● 4 ● ● 自然石の上に㍕るീ高48䟛の᙮りᆘീ。頭部⿵ಟあり。

15 ㏄え地ⶶ（東Ἀ） ● 4 ● ● 東Ἀのඖ三跡にある、ീ高108䟛の᙮りᆘീで、ᐆᬺ6（1756）年の造立。

16 東門石ᶆ ● 2 4 27 ● ●
城下町の東のᢲさえとして、ὸ野長直によって築かれた門で、ᯠ形ᵓ造をもち門と␒所が設置されていた。跡地周
辺には石ᶆが建てられている。

17 大ⶶ┬境⏺石ᶆ ● 30 ●
旧᪥ᮏᑓබ社赤穂支ᒁ（現・赤穂市立民俗資料館）敷地の南東に残されている、境⏺石ᶆ。北の隣接地には時期の
␗なるᑓබ社の境⏺石ᶆが2ᮏ残る。

18 赤穂町道路ඖᶆ ● 27 ●
高さ59䟛で正面に「赤穂町道路ඖᶆ」、⫼面に「兵庫⦩」とグす。かつては花岳寺門前に建てられていたが、現在は赤
穂市立民俗資料館の敷地内に移築されている。旧置には「ຍ里屋道路ඖᶆ跡」の☃が平成2(1990)年に建てられた。

19 道ᶆ（上௬屋） ● 4 27 ●
㮚の⩚බ園から60ｍ西のᅄつゅの路ഐに建つ。高さ92䟛のจ⅊ᒾ〇の道ᶆ。「ᕥ䚷䕕(大カ)坂道䚷⩏ኈもくぞふあり」と
้まれている。

20
大石神社神㤣所
新築之☃

● 1 ● ●
明治16(1883)年に⌛和ᑦが大石神社創建㢪いをฟし、明治33(1900)年に兵庫県▱事から「大石神社創立の௳⪺ᒆ
く」とチྍ᭩をうけ、三之大石㑰跡の一ゅに創建されたことをグᛕして、大正2(1913)年に建立された。

21
ᨾὸ野氏家⪁大石ྩ
㑇ឡᱜᶞ☃

● 1 ● ●
Ᏻᨻ5(1858)年建立。大石大夫㑇ឡᱜ☃と一対になっている。

22 大石大夫㑇ឡᱜ☃ ● 1 ● ●
大正9(1920)年、ὸ野赤穂城の➹頭家⪁内ⶶ助を称え、赤ᇰ㔜㈼⿰である赤ᇰ慶ⶶ氏によって建立された。ᨾὸ野
氏家⪁大石ྩ㑇ឡᱜᶞ☃と一対になっている。

23 ⩏ⰾ☃ ● 1 ● ●

明治45(1912)年、大石神社建築に㝿しᮏ内の一石を神社の境内に移し建立。⩏ⰾの文Ꮠはᖥᮎの൲者బ⸨一ᩪの
₎詩ᕳ「ᛅⰷ⩏ⰾ」より転。⩏ⰾ門から参道のྑഃにあったが、⩏ኈウち入り300年グᛕ事業の一➃で大石㑰ᗞ園の
現在地に移転。

24 ྜྷ田ᛅᕥ⾨門㑇ឡᱜ☃ ● 1 ● ●
大正9(1920)年建立。明治45(1912)年にᣏẊᡭ前のὀ㐃柱ྑഃにྜྷ田ᛅᕥ⾨門㑇ឡのᯞᆶれᱜが移植されていたが
ᯤṚ、この☃のみ残っている。

25 ⌛和ᑦ表ຌ☃ ● 1 ● ●
赤穂大石神社境内にある。大石神社創建のຌ労者である花岳寺十一世のఫ⫋⌛和ᑦの表ຌ☃。☃文は㠡ຬ
三㑻の、᭩は黒田ಇ童で昭和3(1928)年に建立された。

26 Ṋኈ道ḷ☃ ● 1 ● ●

፬ዪ新⪺社長⚟ᓥᅄ㑻のャḷ「播磨路のあさ野のᮎにṊኈの道しるべとててる大石」を法学༤ኈἨ新⇃が自然石に
ấ᙮้。昭和16(1941)年に上域⋢垣西寄絵馬Ẋ北ഃに建立されていたが、平成の新造Ⴀに当たり大石ᗞ園に移転
された。

27 ㏥➹ሯ ● ●
昭和24(1949)年に赤穂神社境内より移設したもので、文ᨻ14(1831)年の建立の☃文㖭がある。平成12(2000)年に社合
祭Ẋྑの現在地に移された。

28 ⴙ⚟寺ᮏ堂建グᛕ☃ ● ● ⚟寺境内にある。ఫ⫋源ㄋ㢧が昭和15(1940)年に建立。

29 ⇲▯開拓㨦之☃ ● ● ● 昭和23(1948)年より始まった千鳥ケ開拓の開拓の労ⱞをఏえるため、昭和37(1962)年に建立された。

30 ✄Ⲵ神社社務所建築☃ ● 33 ● 大正11(1922)年建立。

31 文ஂ事௳関ಀ者の ● 1 ● ●
文ஂ事௳（1862年）に関ಀした㟷木ᙪᅄ㑻・田豊ྜྷ・松ᮏ善ḟのである。㟷木は自Ꮿで、田・松ᮏは花岳寺でそ
れぞれ自ᐖした。大ⶈ寺には西川༖ྜྷのがある。

32 Ṋ川ඛ生㡴ᚨ☃ ● 1 ● ●

赤穂城ᮏ内にある。Ṋ川ኖ㍜は津に生まれる。㝣㌷ᑡᑗ㏥役後、旧ไの兵庫県立赤穂中学ᰯのึ代ᰯ長を勤め
る。かつて赤穂⸬にᣍ⪸された同郷の山鹿⣲行をះい、ᰯ長就௵をᢎㅙしたという。昭和14(1939)年に赤穂城跡ᮏ
ኳᏲ台北ഃに建立、平成ඖ(1989)年移築。

33 Ⰻᐶḷ☃ ● 4 ● ●

赤穂城三之ሷ屋門付近にある。ḷ☃はⰋᐶがㅖ国行⬮の㏵中、赤穂ኳ神の森に立ち寄り野宿したときにḷったもの
といわれ、ᙅい人間の心、ᝒしみのため息がឤじられ、一人の㈋しい行⬮ൔをもཷけ入れない人の世の෭たさへのჃき
が₃れている。昭和29(1954)年建立。

34 ᛅ⩏ሯ ● 1 ●

花岳寺境内にある。⩏ኈ50ᅇᚷを前にしてᐶỌ3(1750)年に建立されたもので、ᗓ⮧᯾とは奥⸨利栄、松ᮏ善ᐉ、ᰘ原
ᩆ長、奥⸨利ᚤ、田淵ඖ、ᰗ田ྜྷ⏠らのことを指したもの。文をㄳわれた⸨江⇃陽(ᛅᗮ)は、赤穂に生まれ⩏ኈの
流れをỮむ人として、その㢪いに応えたものである。

35 ᛅ⩏Ḉྃ☃ ● 1 ●
花岳寺境内にある。赤穂森⸬において⩏ኈ㏣ះのྃをເったとき「ᛅにဏき⩏にᩓるሯのḈかな」の小林㈆Ⰻのྃが
秀㐓に当り、それから広く人口に⮊⅝されていたのを、⩏ኈ150ᅇᚷにక資㐩が᭩き、㟷山Ᏻ⸨の୧氏がྃ☃として
Ọ5(1852)年に建立した。

36 松☃ ● ● 花岳寺境内にある。境内にあった2ᮏの大松を大石Ⰻ㞝ᡭ植えの松とఏえる。文ᨻ10(1827)年建立。

37 ㅮᖌ秀存☃ ● ● ⚟寺境内にある。⚟寺18世ఫ⫋の秀存の㢧ᙲ☃、明治30(1897)年建立。

38 前㈡松Ἠඛ生☃ ● ●
ጁ慶寺境内にある。前㈡松Ἠはඖ治ඖ（1864）年坂㉺村に生まれる。ⶑ城と号し、赤穂・坂㉺でᩍ㠴をとり、ሷ屋小学ᰯ
長などを30年務めた。また㝡ⱁ、花道などᖜ広く道を✲めた。昭和2(1927)年建立。

39
広ᘏᩪ神田⢭⏠・
᪫光ᩪ神田ⱥ⏠☃

● ●

大ⶈ寺境内にある。ᘅᘏ⢭⏠は通称十㑻、᪫光ᩪ神田ⱥ⏠は通称ၨኴ㑻といい、花道をᴟめた。石☃は明治38(1905)
年建立された。
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赤穂を代表する歴史文化
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40 ㅰᜠ☃ ● ●
大ⶈ寺境内にある。神ྜྷ㕥子はᏳᨻ2（1855）年生まれ。21ṓの時に᩿㧥し、⦭・ᤄ花を✲めて家ሿを40年Ⴀんだ。大
正6（1917）年にṚཤ。昭和3(1926)年に石☃が建立された。

41 ᐑᓮඛ生☃ ● ● 龍Ᏻ寺境内にある。ᐑᓮ清はኳ保5（1834）年に生まれ、ᗂくしてㅴ᭤、Ṕ学などをᩍえた。明治33(1900)年建立。

42 児⋢䕕ྩグᛕ☃ ● ● 龍Ᏻ寺境内にある。ఀ㆙察⨫分⨫のᕠᰝのṥ⫋☃。明治39(1906)年建立。

43 前川氏㐲祖ຌᚨ☃ ● ● 龍Ᏻ寺境内にある。前川氏のฟ自、龍Ᏻ寺の⦕㉳をグす。Ọ3(1850)年建立。

44
西ሷ田三ツᵽ
一␒跡石☃

● 4 30 ●
三ᵽ町西ഃの䜾リーン䝧ルト内にある石☃で、高さ153䟛、ᖜ30䟛を測る。正面には「西ሷ田三ツᵽ一␒跡石☃」
「昭和ᅄ十（1965）年廃田」、裏面には「昭和භ十一（1986）年三᭶䚷赤穂市ᩍ⫱ጤဨ建之」と้まれている。

45
大石内ⶶ助Ⰻ㞝ീ
(㻶㻾播ᕞ赤穂駅前)

● 1 ● ●
ＪＲ播ᕞ赤穂駅前の䝻ータリーに建つീは、昭和58(1983)年に赤穂ライオン䝈クラブㄆド20周年をグᛕして建立された。
స者は科ᑂᰝဨの高橋ᛅ㞝氏。

46
大石内ⶶ助Ⰻ㞝ീ
（赤穂市役所内）

● 1 ● ●
市役所一階の市民ホールに建つീは、昭和57(1982)年に市⫋ဨにより市役所新ᗇ舎❹ᕤをグᛕして設置。ไసは兵
庫県᙮้家㐃┕ဨの広ᔱ↷道氏。

47 山鹿⣲行ീ ● 1 2 4 ●

赤穂⸬ኈのᩍ⫱、赤穂城建築の⦖張りに寄与した൲学者、山鹿⣲行はỌ6(1853)年、ᖥᗓのᑒ建ᨻ治を㠀難しᮒ子
学をᨷᧁしたとして赤穂に流ฮにฎされ、大石㢗ẕ助(大石Ⰻ㞝の大ུ父)の奥座敷にఫまいをもったという。㖡ീは大
正10(1921)年に大石㢗ẕ助屋敷跡に建立されたが、戦時౪ฟでኻわれて昭和33（1958）年に建。平成10(1998)年に
は之ᗞ園整備にకう発᥀ㄪᰝのため、現在地に移された。なお之にあったとされる「山鹿⣲行ㅷᒃ地」は、「兵
庫県ྐ跡名ኳ然グᛕ物保存㈝⿵助つ定」に基䛵くྐ跡として、かつてㄆ定されていた。

48
⩏ኈあんどん
(からくり時計)

● 1 ●
市ไ施行60周年をグᛕして設置された高さ4ｍ⛬のからくり時計「⩏ኈあんどん」。 ༗前9時～༗後8時の毎正時、からく
り人形がᛅ⮧ⶶの名場面「松のᗯ下」「はやかご」「どき」などを現する。

49 大石なごりの松(花岳寺) ● 1 ● ●

大石内ⶶ助Ⰻ㞝が、ẕ松ᶞ院がஸくなった時にෞ⚟を♳るため植えたとされる2ᮏの松は、ᶞ㱋310年の「大石なごりの
松」として「兵庫県ྐ跡名ኳ然グᛕ物保存㈝⿵助つ定」にもと䛵くኳ然グᛕ物のㄆ定をཷけていた。しかし昭和
2(1927)年にᯤṚしたため、現在は代目の松が植ᶞされた。一代目の松は、千ᡭ堂（ఇ᠁所）にษりᰴとしてグᛕ保存
されている。

50 かんかん石 ● 2 ●
赤穂城之門跡付近にあり、周辺の石垣に使われていた石。石でたたくと「かんかん」と㡢がすることから呼称されて
いる。

51 赤穂鉄道㢧ᙲ☃ ● 27 ●
赤穂鉄道播ᕞ赤穂駅跡の赤穂鉄道グᛕ☃が、赤穂市民館敷地内に建てられている。昭和43（1968）年12᭶建立。

52 赤穂城跡 ◎
1
2

3
4

27
28

32
34

35 ● ● ● ●

正保2(1645)年6᭶、ὸ野長直が池田㍤⯆㝖ᑒの後をうけて、ᖖ㝣国➟間から転ᑒし、慶Ᏻඖ（1648）年からᐶ文ඖ
（1661）年にかけて築城したもの。⦖張りは当時の地形を利用してせをᚓたものとㄆめられる。大ᡭ門、水ᡭ門付近その
他において近世ึ期に発㐩した㌷学のᙳ㡪と思われるᡭ法が見られる近世城郭ྐ上౯್ある城跡である。国指定ྐ
跡。

53
旧赤穂城ᗞ園
䚷ᮏᗞ園
䚷之ᗞ園

◎
1
2

3
4

28 34 ● ● ●

ᮏᗞ園は、御Ẋ南面の大池Ἠ、中奥ᆤᗞの小池Ἠ、ᮏ北西㝮の池Ἠが設けられており、発᥀ㄪᰝ後、検ฟした㑇
ᵓを整備しබ開している。之ᗞ園は、ᮏ門前に༨める大石㢗ẕ助屋敷南部から、之西ษまで至る池Ἠか
らなる大つᶍなᗞ園であり、これらの水はすべて旧赤穂上水道によって㈥われていた。ᮏᗞ園はᮏ・之一体と
なって保存されている大名ᗞ園であり、平成14(2002)年に「旧赤穂城ᗞ園䚷ᮏᗞ園䚷之ᗞ園」として国名指定を
ཷけた。

54 ᮏ大池Ἠ ◎
1
2

3
4

28 34 ● ● ●

赤穂城跡ᮏ内。南ഃにある大つᶍな池Ἠで、発᥀ㄪᰝによってきわめてⰋዲな≧態で検ฟされた。池には中ᓥ・入
江・ᓁをしつらえ、護岸ố線は直線・᭤線をᕦみに組み合わせ、池のᗏには石・◁利石を敷き、一部には瓦をᗄఱ学
的に敷きワめるなど㊃のある造形をもっている。

55 ᆤᗞ池Ἠ ◎
1
2

3
4

28 34 ● ● ●

赤穂城跡ᮏ内。御Ẋ中奥ᆤᗞの小池Ἠは、流れの池Ἠと舟形の池Ἠという୪列したつの池Ἠからᵓ成され、池Ἠ
の南ഃ護岸は⁽႞に⋢石を配した㟠こぼし≧の≉ᚩある上げとなっている。なお舟形の池Ἠは赤穂の昔話「赤穂城
の石舟」にฟてくる「石舟」になぞらえることができる。（赤穂の昔話）

56 くつろ䛞池Ἠ ◎
1
2

3
4

28 34 ● ● ●

赤穂城跡ᮏ内。古絵図では「くつろ䛞」とグされ➉林が描かれているにす䛞なかったが、平成ඖ(1989)年の発᥀ㄪᰝ
によって池Ἠ跡が発見された。池Ἠ跡からは多ᩘの㝡☢ჾ類や木〇ရがฟ土したが、なかでも「ὸ野内頭」「大石内
ⶶ助」などṔྐ上の人物名がグされた木⡆がὀ目される。

57
旧᪥ᮏᑓබ社
赤穂支ᒁ
(赤穂市立民俗資料館)

◎ 30 ●

明治38(1905)年のሷᑓ法施行にకい、明治41(1908)年に建設されたሷ務ᒁᗇ舎。᪥ᮏに၏一現存するሷ務ᒁᗇ舎
で、現在は市立民俗資料館として、市内で収集された民俗資料を展示している。県指定。なお近隣には旧᪥ᮏᑓබ
社の新ᗇ舎（現・赤穂市シルバー人ᮦ䝉ンター）、ሷ庫などが残されている。

58 花岳寺山門 ◎ 1 4 ● ● ●

城下町の西門であったものを、明治6(1873)年に花岳寺十一代⌛和ᑦが㉎入移築した。柱は当時のものより約三
ᑍ▷くなっていると思われ、建ᮦはᰢをとしている。 屋根はᮏ瓦葺きで、棟木とฟ᱆が一支༙継䛞たしされている。
ᮏ山門は高㯇門形ᘧをとり、西門の㑇ᵓであるため、⣲ᮔ無㦵でṊ家門の風᱁をᵓえた城郭付ᒓ建築とゝえる。市
指定。

59 大ⶈ寺山門 ◎ 1 2 4 ● ● ●

一般的な門形ᘧにヱ当しないもので、棟に1ᮏのෙ木を通しているが、中ኸ棟と୧⬥棟の屋根をẁ㐪いにして中ኸを開
き戸、୧⬥を片開きとし、三間一戸の形ᘧをとる。市内の寺院にはほかに見られない≉␗な形ᘧの門であり、つᶍが㞝
大で18世⣖の建築として㈗㔜な建築㑇ᵓである。

60 大石Ⰻ㞝Ꮿ跡(長屋門) ◎
1
2

3
4

34 ● ●

ὸ野家➹頭家⪁大石家の一家三代が57年にわたりᒃᏯをᵓえた。屋根瓦には大石家の家⣠であるツᕮが見られる。
またඖ⚘14(1701)年3᭶ྩのลയ事௳をఏえる早ᡴちが྇いた門ともされている。Ᏻᨻ3（1856）年に大ಟ⌮が行わ
れ、大正12(1923)年に国ྐ跡に指定された。

61 近⸨源八Ꮿ跡長屋門 ◎
1
2

3
4

34 ● ●

赤穂城の設計をᢸ当した近⸨三㑻ᕥ⾨門正⣧の子、近⸨源八正᠇の屋敷跡に残る長屋門。父の跡を継いで⏥ᕞ流㌷
学をಟめ、ὸ野家の㌷ᖌとして千石␒頭の㔜⫋にあった。長屋門は三分の一が改ኚをཷけながらもかろうじて保存され
ており、平成10(1998)年に市指定文化財となった。その後、現存建物の解体ಟ⌮が行われ、平成11(1999)年から一般බ
開されている。

62 ᮏ ●
1
2

3
4

28 34 ● ● ●

ᮏ内の面積は4,580ᆤでこのうち約三分のを御Ẋ・ᗞ園・ኳᏲ台・その他の建物が༨めていた昭和3(1928)年には兵
庫県立赤穂中学ᰯ（現・兵庫県立赤穂高➼学ᰯ）が内部に建築されたが、国指定をཷけて昭和56（1981）年に移転。昭
和58（1983）年より発᥀ㄪᰝが開始され、平成8（1996）年にᮏ門が整備されるなどし、平成13（2001）年のཕ口門の整
備によって一᪦整備が完し、බ開されている。

63 ኳᏲ台 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡ᮏ内。ᮏのኳᏲ台は⊂立して東南㝮の最せᐖ部にあり、東西8間、南北9間、高さ31ᑻ5ᑍのᅄ方石垣
で、ᡴ込接をとし、㝮ゅ部は⟬木積みである。廃⸬置県後は㝮ゅ上部が◚ቯされていたが、昭和ึ期にಟされた。

64 ᮏ門 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡ᮏ内。ᮏ門は東西12間余に南北8間余の約100ᆤの虎口ᯠ形を᥍えて、一の門との門をᣢつ多門で
あった。発᥀ㄪᰝの結ᯝや古┿➼を資料として、平成8（1996）年にඖが完成した。

65 ཕ口門 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡ᮏ内。ὸ野家時代にはཕ口門、森家時代には台所門と呼称されていた。廃城後にኻわれ、昭和42（1967）
年には県立赤穂高ᰯの通用門として改ኚされた。発᥀ㄪᰝの成ᯝを活かして平成13（2001）年に整備された。

66 อ橋門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡ᮏ内。ᮏの南面、⸬㑰の裏ᡭにあたる門で、㠀ᖖ門とも不ί門ともఏえられる。建ᆤ5ᆤの小門で、ここか
ら之へ開㛢ᘧのอ橋が架けられていた。現在はᮏ内に、門へ至る斜路が整備されている。

67 ᮏ御Ẋ跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡ᮏ内。ᮏ内の大部分は⸬㑰である御Ẋが༨めていた。御Ẋは表・中奥・奥からᵓ成され、表御Ẋはᨻ務
を行うබ的な場、中奥は⸬の⚾的な場、奥はዪ中たちの部屋として使用された。この地にあった兵庫県立赤穂高➼学
ᰯが移転した翌々年の昭和58（1983）年から発᥀ㄪᰝが開始され、昭和61（1986）年に御Ẋ間取りが整備された。

68 ᮏ東北㝮ᷳ台 ●
1
2

3
4

34 ● ●

赤穂城跡ᮏ内。ᮏにあった၏一の㝮ᷳで、東西4間2ᑻ、南北3間4ᑻ2ᑍの基ᗏ部をᣢつ㔜ᷳであった。明治ึ
期ᙳのᮏ門の古┿にはかすかにこのᷳがっており、 時のጼをかろうじてうかがうことができる。現在は♏石も
ኻわれているが、ᷳ台にⓏる石ẁの一部が残存している。

69 ᮏ外ᇼ ●
1
2

3
4

34 ● ●

赤穂城跡ᮏ内。ᮏを取りᕳく外ᇼで、ᮏ門の土橋部分のみ㏵ษれている。発᥀ㄪᰝによるとᇼᗏはほぼ平ᆠで
深さは1.5ｍ前後とẚ㍑的ὸい。明治の廃城後は田⏿として利用されたが、昭和28(1953)年以㝆に㡰ḟඖされ、平成
10(1998)年に周のඖが完した。

70 之 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
ᮏをほぼ形にໟむ郭が之で、面積は17,259ᆤ、ᇼによってᮏと㝸てられた。石ሠはᮏより小さいが、
ᷳ・門などを㝖いて、681間余、高さは3間4ᑻとグ㘓されている。

71 之門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡之内。山鹿⣲行が自ら設計のኚ᭦をした之門は、ሠ線から引き込まれてやや南寄りの西方に開かれ
た。門はᷳ門で口ᖜ3間1歩、高さ2間、建ᆤ9ᆤのもので、門前には⡆༢な馬ฟし(石ሠ)が設けられていた。明治25
（1892）年の千種川大水ᐖの旧のため之城壁が᧔ཤされていたが、発᥀ㄪᰝではᯠ形石垣の根石が検ฟされて
そのᵓ造がุ明したことをཷけ、平成25（2013）年に一部の石垣がඖ整備された。

72 西中門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡之内。三之ᖸ₲門の北東に西向きに設けられた。西の門ともいったが、内部が之ᗞ園であり平時
は␒人もなく㛢䛦していた。
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73 之北㝮ᷳ台 ●
1
2

3
4

34 ● ●

赤穂城跡之内。之門の北西部に置し、 時は東西3間༙、南北4間༙の基ᗏ部をᣢつ一㔜ᷳが存在した。
平成16（2004）年の発᥀ㄪᰝではᇙἐ石垣が見つかり、赤穂城のᷳ台の中でも古い時期にᵓ築されたことがุ明した。
平成18（2006）年に解体ಟ⌮が実施された。

74 之東北㝮ᷳ台 ●
1
2

3
4

34 ● ●

赤穂城跡之内。之の東北㝮ゅ、清水門の南に置する㔜ᷳで、基ᗏ部は東西3間༙、南北4間1ᑻのつᶍ
をᣢっていたという。ᷳ台の石垣は明治25(1892)年の大洪水の⅏ᐖ旧用資ᮦとしてᣢちཤられて大༙はኻわれたが、
平成8（1996）年にඖ整備された。

75 西ษ門 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡之内。西ษは之を南北に分する城壁の一つで、ప石垣の上に土塀がめぐらされていたことが古
絵図や発᥀ㄪᰝから明らかになっており、そこに小門が東に面して設けられていた。古絵図では「㏱シ門」ともあり、発᥀
ㄪᰝで検ฟされた㑇ᵓ➼の成ᯝをもとに平成22(2010)年にඖ整備された。

76 東ษ門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡之内。ኳᏲ台東ഃのᇼに接して、之ษの石垣があり、これに小門が西に面して設けられていた。
古絵図によれば、東ษの北ഃにはస事小屋が、南ഃには馬場があった。平成25(2013)年の発᥀ㄪᰝで、ษ土塀石
垣とそれに接続する之城壁の⭜石垣が発見され、置がほぼ☜定された。

77 水ᡭ門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡之内。之の南➃に置し、海もしくはᖸ₲に面した門で、間口1、高さ2間余り、建ᆤ4ᆤのつᶍを
ᣢっていたという。門の周ᅖは⯪のฟ入りのため城壁を大きく内ഃに引き込んだ水の⦖張となり、その城壁は⦆やか
な᭤線を描いて西方の南Ἀᷳ台へとつながっていることが≉ᚩである。門前は㞜木と✺ሐが築かれており、㞜木と✺ሐ
については平成10（1998）年に発᥀ㄪᰝ及びඖ整備が行われた。

78 大石㢗ẕ助屋敷跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城之䚷之門を入るとྑᡭには大石㢗ẕ助屋敷があった。大石㢗ẕ助Ⰻ㔜は大石内ⶶ助Ⰻ㞝の大ུ父に
当たる人物で、≉に⸬長直に㔜用され赤穂においては之に屋敷を㈷った。山鹿⣲行が赤穂に配流された㝿、⣲
行はこの大石㢗ẕ助の屋敷の一ゅで8年余りのㅷᒃ生活を㐣ごした。
㢗ẕ助屋敷は発᥀ㄪᰝによって㑇ᵓが明らかとなり、平成21（2009）年にはその成ᯝを活かして屋敷門が整備された。

79 之ᗞ園表門 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城之䚷之ᗞ園の南東㝮ゅにあたり、発᥀ㄪᰝでは後世の๐平によって㑇ᵓはኻわれていたが、古絵図の
資料から門の存在がุ明し、平成20（2008）年にෙ木門が整備された。

80 ඖ⚘ᱜⱌ(花見広場) ● 1 ●

赤穂城跡之内。之にある花見広場。之南西部にあり、発᥀ㄪᰝを行ったところ遊水池㑇ᵓが発見された。
現在は池のඖがなされ、周ᅖにはඖ⚘期の䝃クラのရ種など18種200ᮏ余りが植えられて市民の᠁いの場となってい
る。

81 遊水池跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● 赤穂城跡之後郭にあった池跡。発᥀ㄪᰝによって発見され、現在は花見広場の中にඖ整備されている。

82 三之 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
之の北・西部をᅖむ郭が三之で、面積は約22605ᆤと⟬定される。石ሠは長573間5ᑻ、高さは3間とグされ
ているが、ሷ屋門からᖸ₲門にいたる部分は高さ約1間༙とపい石垣が築かれている。

83 三之大ᡭ門ᯠ形 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡三之内。ὸ野長直が赤穂城を築城した㝿に城域をᣑ張した部分が、赤穂城の玄関口ともいえる三之大
ᡭ門である。明治30(1897)年に石垣が改ኚされたが、平成13(2001)年には発᥀ㄪᰝの成ᯝを活かし、び 時のጼに
整備された。

84 三之大ᡭ㝮ᷳ ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡三之内。大ᡭ門の北にある㔜ᷳで、東西4間༙、南北3間༙の基ᗏ部をᣢつ㔜ᷳである。大ᡭ門を┘
どする฿╔ᷳとしてのᛶ᱁をᣢち大ᡭ門防備のせとなるᷳである。明治ึ期に取りቯされたが、昭和30(1955)年に大ᡭ
門や土塀とともに建された。

85 ሷ屋門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡三之内。ᦕᡭの門である。口ᖜ2間2歩、建ᆤ5ᆤ、門を入ると正面に␒所、その裏には長さ13間2ᑻ、高さ2
間༙、ᖜ2間༙の石ሠがあり、内ᯠ形をしていた。このᯠ形内にኴ㰘ᷳがあって、⸬ኈに合図をした。門の向きは南寄り
の西向きで、足軽・下␒各2人、三道ල一組が配置された。

86 清水門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡三之内。三之東に口ᖜ2間2歩、建ᆤ4ᆤの清水門があり、板橋を渡ると⡿ⶶ、御⸆煙場、川口␒所にฟら
れるようになっていた。門␒は一人で平ᖖは㛢門していたという。発᥀ㄪᰝの成ᯝを活かし、平成3（1991）年に橋石垣の
ඖ整備が行われた。

87 ᖸ₲門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡三之内。₲口門とも呼ばれた。之水ᡭ門と同様、海に面していた。口ᖜ1間2歩、建ᆤ5ᆤ、平ᖖ㛢門、
␒人なしであった。

88 Ṋ家屋敷බ園 ● 1 4 ●

赤穂城跡三之内。清水門の西ഃに置し、ὸ野時代には坂田ᘧྑ⾨門の屋敷があった。昭和58(1983)年に門と瓦
葺土塀をඖし、内部は部屋の間取り表現を行ったほか、戸屋形やᅄ㜿などを設けている。また屋敷地の植栽には
当時のౝ屋敷の生活をしのばせる野⳯や⸆草類なども植えられている。

89 ᵽ門跡 ●
1
2

3
4

34 ●
赤穂城跡三之内。赤穂城跡之外ᇼの水㔞ㄪ節のᵽ門で、三之城壁の石垣面に開口している。水はᇼから石
組み⁁によってᑟかれ、城壁の下を通りこのᵽ門から城外へ水された。

90 三之外ᇼ護岸ඖ ●
1
2

3
4

34 ● ●

赤穂城跡三之内。三之外ᇼは、清水門からሷ屋門西までの間にᕠっていた。廃城後に田⏿となっていたものを㡰
ḟඖしたが、ሷ屋門周辺は区画整⌮により、道路やᏯ地となっている。その一部については発᥀ㄪᰝによって護岸石
垣が検ฟされており、現在は䝰ニュ䝯ントබ園が整備され、 時のᇼᖜを表示している。ᇙἐしたᇼ部分の一部は平成
15(2003)年8᭶27᪥にྐ跡の㏣ຍ指定を行われた。

91 ⯪入跡（赤穂城） ●
1
2

3
4

34 ● ●
赤穂城の東に隣接する⡿ⶶの南ഃにあり、⇃見川に開口していた。昭和59（1984）年～61（1986）年に一部が発᥀ㄪᰝ
された。⯪入の内部は石垣護岸となり、桟橋≧の✺ሐが付設されていた。

92 赤穂市役所㑇跡 ● 34 ●
昭和31(1956)年市ᗇ舎建設のための基♏ᕤ事中、ᩘ片の土ჾが発見された。赤穂デルタが形成され、瓦ჾを使用しう
るような階ᒙの人がᒃఫしたと考えられる。

93 千鳥ヶ土ჾ採集地 ● 34 ●
千種川河口の西ഃの高いሐ防の外ഃに広い◁がある。これが千鳥ヶで、この◁は千種川の流れによって運ばれ
た土◁のἈ積地である。河口の◁で採集された土ჾ片はᘺ生時代のものであった。

94 ຍ里屋古城跡 ● 2 29 ● ●

15世⣖頃、⇃見川河口は急速に㝣地化が進んでいくなかで、山麓部から人々が移ఫしてくるとともに、河口部の中村が
 町として栄え始めていた。そこで岡豊前Ᏺは中村の西、⇃見川の対岸にຍ里屋古城を築き、新たな◓とした。『播ᕞ
赤穂郡ᚿ』によるとຍ里屋古城は城下町の一目と寺町の間南北66間、東は大川(⇃見川)、西は横町を限った⠊ᅖに
あったという。
16世⣖には周辺で寺の建立が始まり、城下町も実しはじめた。江戸時代になると城はさらに南に移動し、ຍ里屋古城
跡は城下町の町家へとኚわっていった。

95 ᥙ上城跡 ● 2 4 ● ●
池田河内Ᏺ長ᨻ時代にᆶ水༙ᕥ⾨門㔜によって城ケὪにᵓ築された。古絵図には一㔜の石垣にᅖまれた城郭が描
かれており、現在のᮏ跡にあたると推定されているが、池田時代にはその後も様々な城郭ቑ築が行われたことがわ
かっている。

96 土取場跡 ● 2
赤穂城築城時の土取り場跡。『年々御ౝ屋敷外Ⰽ々御用定引ぬ』によると、「慶Ᏻᅄ(1651)年御城御普ㄳノ時土取場
ニ成、所はఀ⸨ྑ⾨門様ノ南ሐノ外␊」とされている。

97 西門跡 ● 1 2 4 27 ●

現在のＪＲ赤穂線の高架下周辺にヱ当する。備前街道より赤穂城下へ入る㝿の西のᢲさえの門であり、現在の赤穂城を
築いたὸ野長直が城下町をᣑ張した㝿、東西に門を築き␒所を配してᏲりとした。この門の一部は花岳寺の山門とし
て移築されている。

98 御成道 ● 4 27 ●
花岳寺門前の道の通称。古くは赤穂城の大ᡭから花岳寺までをὸ野ᥦ寺の参ユ道として御成道といい、とくに㔜せ
どされたという。

99 㘽ᆺ街路 ● 2 4 ●
城下町内の道を、㘽形に᭤げたり⿄小路を設けるなどすることで見通しをなくし、城への฿㐩時間をᘏ長させたもの。現
在も各所に見られる。

100 Ṋ者㞃し ● 2 4 ●
城下町内の道ᖜを✺ዴ広めることによってṚゅをసりฟし、✺ዴ⊃めることによってᩛの㌷ໃのໃいを軽減させるなど、
城下町防備のᕤ夫が現在も残されている。

101 ౝ屋敷(上௬屋) ● 2 4 36 ●
ౝ屋敷は城の北西に整備された。ὸ野家が赤穂に入ᑒしたときも、石高のቑຍにకって城下町をᣑ大整備したのみで
ある。之、三之には㔜⮧㑰が置かれ、ౝ屋敷の大部分を༨めたのはሷ屋門外の上௬屋の一帯であった。

102 町家(ຍ里屋) ● 2 4 30 ● 町家は城の北方に整備されていた。町家は17町に分けられていた。

103 外村源ᕥ⾨門屋敷跡 ● 1 ●
ὸ野家家⮧で⚘高400石␒頭。ลയ事௳後、⸬ᮐ引き᭰えの資㔠用にዑ㉮したが、当ึから開城ㄽに立ち、当ึか
ら┕約にはຍわら䛪。

104 ⣆谷຺ᕥ⾨門屋敷跡 ● 1 ●
ὸ野家家⮧。250石の用人。ὸ野内頭長▴の㑇㧁を引き取り、高㍯Ἠ岳寺まで見㏦った6人の中の一人。ウち入りに
は参ຍせ䛪。

105 బ々木平స屋敷跡 ● 1 ●
ὸ野家家⮧で、15石3人ᢇᣢ。屋敷地は東面して間口13間༙⛬、奥行き18間⛬であったとఏえられる。ウち入りにはຍ
わら䛪。

106 大木ᘺྑ⾨門屋敷跡 ● 1 ●
ὸ野家家⮧で500石の中小姓頭。屋敷地は間口30間、奥行き30間以上を測る広大なものであった。屋敷地横ᡭの三之
城壁には之外ᇼの水㔞ㄪ節用のᵽ門がある。

107 小松ཪྑ⾨門屋敷跡 ● 1 ●
ὸ野家家⮧で150石の⮃␒。屋敷地は西面して間口13間⛬、奥行き20間⛬であったとఏえられる。屋敷地裏は之
外ᇼとなっており、ᇼの対岸には一㔜ᷳがあった。

108 間瀬ஂኴ夫Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。間瀬ஂኴ夫正明はᐶỌ18（1641）年生まれ。役⫋は目付（大目付）で▱行高は200石・役料10石であった。間
瀬Ꮮ㑻の父、小野寺十内のᚑᘵにあたる。ா年63ṓ。

109 ☾㈅十㑻ᕥ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。☾㈅十㑻ᕥ⾨門正ஂはᘏᐆ7（1679）年に江戸で生まれた。役⫋は用人（近⩦・物頭୪ഃ用人）で、▱行高
は150石であった。ா年25ṓ。
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110 大石瀬ᕥ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。大石瀬ᕥ⾨門ಙ清はᘏᐆ5（1677）年に赤穂で生まれた。役⫋は馬ᘔで▱行高は150石であった。ா年27
ṓ。

111 片岡源ྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。片岡源ྑ⾨門高ᡣはᐶ文7（1667）年に名古屋で生まれた。役⫋は用人（内ド用人）で▱行高は350石で
あった。ா年37ṓ。

112 ⟶谷༙之Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。Ⳣ谷༙之ᨻ利は治3（1660）年に赤穂で生まれた。役⫋は馬ᘔ・代ᐁで▱行高は100石であった。ா年
44ṓ。

113 近松຺භᏯ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。近松຺භ行㔜はᐶ文10（1670）年生まれ。役⫋は馬ᘔ（給人）で▱行高は250石であった。奥田㈆ྑ⾨門の
。ா年34ṓ。

114 早水⸨ᕥ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。早水⸨ᕥ⾨門満ሕはᐶ文4（1664）年に備前国西大寺で生まれた。役⫋は馬ᘔ（給人）で▱行高は150石で
あった。ா年40ṓ。

115 大高源Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。大高源ᛅ㞝はᐶ文12（1672）年に赤穂で生まれた。役⫋は中小姓近⩦・⮃␒で▱行高は20石5人ᢇᣢで
あった。ா年40ṓ。

116 ㈅㈡ᘺᕥ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。㈅㈡ᘺᕥ⾨門友ಙは慶Ᏻ3（1650）年生まれ。役⫋は中小姓近⩦・ⶶዊ行で▱行高は10୧・役料2石3人ᢇ
ᣢであった。ྜྷ田ᛅᕥ⾨門のᘵ、ྜྷ田沢ྑ⾨門のུ父。ா年54ṓ。

117 不◚ᩘྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。不◚和ྑ⾨門正種はᐶ文10（1670）年Ἴ国古市で生まれた。役⫋はᾉ人（ඖ馬ᘔ・ඖ辺普ㄳዊ行）で
▱行高はඖ100石であった。間瀬ஂኴ夫の⏚。ா年48ṓ。

118 田新ᕥ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。田新ᕥ⾨門Ṋሕはᘏᐆ8（1680）年赤穂で生まれた。役⫋は中小姓近⩦・ᮐ座横目で▱行高は15石3人ᢇ
ᣢであった。ா年24ṓ。

119 中村຺助Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。中村຺助正㎮は明ᬺ2（1656）年に㉺後国村上で生まれた。役⫋は馬ᘔ・♸➹頭（給人ほか）で▱行高は100
石であった。間瀬ஂኴ夫の⏚。ா年48ṓ。

120 岡ᔱ八十ྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。岡ᔱ八十ྑ⾨門ᖖᶞはᐶ文6（1666）年生まれ。役⫋は中小姓近⩦・ᮐ座຺定方で▱行高は20石5人ᢇᣢ。
原ྑ⾨門のᘵ、下㈅㈡ᘺᕥ⾨門の⏚。

121 原ྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。原ྑ⾨門ඖ㎮は慶Ᏻඖ（1648）年生まれ。役⫋は足軽頭（鉄◙頭・物頭）で▱行高は300石。岡ᔱ八十ྑ
⾨門の。ா年56ṓ。

122 間႐兵⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。間႐兵⾨光ᘏ⩏ኈᏯᆎ。はᐶỌ12（1635）年に近江国で生まれた。役⫋は馬ᘔ・ᡭ方ྫྷ役で▱行高は
100石であった。間㔜治㑻・新භの父。ா年69ṓ。

123 矢頭ྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。矢頭ྑ⾨門ᩍවは㈆ா3（1686）年に赤穂で生まれた。矢頭長助の子。ா年18ṓ。

124 木村岡ྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。木村岡ྑ⾨門㈆行は治ඖ（1658）年に赤穂で生まれた。役⫋は馬ᘔ（絵図役）で▱行高は150石であっ
た。ா年46ṓ。

125 岡野㔠ྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。岡野㔠ྑ⾨門ໟ秀はᘏᐆ8（1680）年に赤穂で生まれた。小野寺十内の⏚、大高源のᚑᘵ。ா年24ṓ。

126 千馬三㑻兵⾨Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。千馬三㑻兵⾨光ᛅはᢎ応2（1653）年生まれ。役⫋は馬ᘔで▱行高は100石。ா年51ṓ。

127 ₻田ཪ之Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。₻田ཪ之高ᩍはᐶ文9（1669）年に江戸で生まれた。役⫋は馬ᘔ・国絵図役人で▱行高は200石。ா年35
ṓ。

128 赤松⁚ᕞᏯ跡 ● 4 ●
赤松⁚ᕞ・⹒ᐊ父子は、༤文館をはじめとする赤穂⸬の文ᩍの基♏を築いただけでなく、近世後期におけるி㒔との文
化交流の役もᯝたした。

129 大ᓥ㯤谷❔跡 ● 4 ●
大ᔱ㯤谷は名を㑻ḟといい、㗪物・生花➼に秀で、≉に㝡ⱁでは㯤谷と号して㞼ⅆ↝と呼ばれる㝡ჾを創りฟした。
この場所は⇃見川の新土ᡭにあたり、㯤谷に㝡ⱁをᩍえたస根ᘚḟ㑻が築いたもので、㯤谷も使用したという。

130 ༤文館跡 ● 4 ●

⸬医、医൲であった赤松⁚ᕞと、その子⹒ᐊのᑾຊにより、家⮧の子ᘵᩍ⫱のためᏳỌ6（1777）年に完成した⸬ᰯであ
る。ⴠ成にඛだち「༤文館つ⠊」がไ定され、ゝ行をៅみ、ㅖ᭩を༤ぴし、詩文に通じた人ᮦの養成を目的とした。明治
⥔新後は、明治5（1972）年の学ไ発ᕸを経て、翌年に༤文小学ᰯとして引き継がれたが、明治10（1877）年には学ᰯ⤫
合とともに中村に移転した。現在は㭯のබ園となっており、平成29(2017)年の発᥀ㄪᰝで建物の置が☜定した。

131 木南家ఫᏯ ● 4 ●
旧備前街道に面して建つ、取り込み᱁子、ฟ᱆造のཔ子2階の町家。明治34(1901)年築、平成10(1998)年に赤穂市市
街地景観㔜せ建築物に指定。

132 山㷂家ఫᏯ ● 4 ●
旧備前街道に面する間口が広く中ኸにᗞをᣳんだẕ屋とሷⶶがある。ᖥᮎ～明治ึ期築、平成10(1998)年に赤穂市市
街地景観㔜せ建築物に指定。

133 新田家ఫᏯ ● 4 ●
御成道に面した、黒⁽႞ሬりの㔜ཌな建物。昭和7(1932)年築、平成6(1994)年に赤穂市市街地景観㔜せ建築物に指
定。

134 谷家ఫᏯ ● 4 ●
御成道に面する2階の虫⡲❆のពが見られるᮏ瓦葺きの建物。昭和6(1931)年築、平成6(1994)年に赤穂市市街地㔜
せ建築物に指定。

135 ℈尾家ఫᏯ ● 4 ●
赤穂城下町の≉ᚩで塀でᅖまれた入ẕ屋造のཔ子階Ṋ家風ఫᏯ。明治中期築と推定。平成10(1998)年に赤穂市市
街地景観㔜せ建築物に指定。

136 ኳ神ᐑ跡（ᱵ通寺跡） ● 4 ● ●

ኳ保3（1647）年、ὸ野長直が➟間城内にあった鎮Ᏺをሷ屋門西に移し「ኳ神ᐑ」として建立したものという。ඖ文ඖ
(1736)年～明和6(1769)年頃には、森ᛅ洪によって空き地となっていた大ⶈ寺南に移された。明治12（1879）年の寺社明
⣽ᖒによれば、ಙᚐは7,108人をᩘえたが、明治42（1909）年、この地に移転してきた赤穂神社に合♭された。ኳ神ᇼに
ఫむ「ガタ䝻ウ」という河童がⓏ場する昔話がある。（赤穂の昔話）

137
赤穂神社跡
(ኳ神ᐑ・ኳ満神社跡)

● 4 ● ●

明和3（1767）年、森ᛅ洪が赤穂城之後郭に建立した森家三㟋⚆を前身とするもので、明治10年代に赤穂神社と改
称した後、ሷ屋門西(༤文館跡)に㑄された。明治42（1909）年にはຍ里屋町のኳ満神社（ኳ神ᐑ）跡地に改築移転、昭
和24(1949)年には大石神社に合♭されたが、建物は改ಟされながらも赤穂カトリックᩍとして長く使用された。平成
25(2013)年、ᗂ稚園舎建᭰えにకい解体された。

138 赤穂大石神社 ● 1 33 ● ● ●

明治ኳⓚのᐉ᪨をዎᶵとして明治33(1900)年に神社創立がබチせられ、大正ඖ(1912)年11᭶、ᅄ十⩏ኈ命を♭る神
社が大石Ⰻ㞝Ꮿ跡をྵむ敷地に建立された。祭神は大石内ⶶ助Ⰻ㞝以下ᅄ十⩏ኈ命とⴛ野三平命を神とし、ὸ
野長直・長友・長▴の三代の城、その後の⸬森家のඛ祖でᮏ⬟寺のኚにᩓった森⹒ら人のṊᑗを合♭する。
昭和24（1949）年に赤穂神社を合♭し、赤穂大石神社となった。境内には⩏ኈྐ料館、⩏ኈᐆ物Ẋ、⩏ኈ木ീዊᏳẊ、
大石㑰長屋門・ᗞ園などがある。

139 ✄Ⲵ神社（中広） ● 33 ● ●
祭神は✄㨦命。ᮏẊ・ᣏẊ・社務所のほか、ῐᓥ社が合♭されている。毎年10᭶➨3᪥᭙᪥には中広地区の秋祭りで
⊺子⯙のዊ納が行われている。

140 龍Ᏻ寺・Ⲩ神社 ● 4 ● ●

ᐶỌ3（1626）年に┿ゝ᐀としてኳ⋤山の西麓に開山し、ඖ⚘14（1701）年に中⯆されて⚙᐀に改められ、現在に至る。
山号はⲨ神山。龍Ᏻ寺にあるኳ⋤神社は上郡町の長ᕊ神社から㑄してきたものとఏえるがヲ⣽は不明。このほか三ᐆ
大Ⲩ神と✄Ⲵ社が♭られている。境内には、ᘏா5（1748）年造立の台石をもつീ高75䟛の地ⶶ⸃ീ（ീと台石は石
ᮦが␗なる）、ീ高64䟛を測る᙮りの石造地ⶶ⸃ീがある。

141 ⚟寺 ● 1 2 4 29 ● ● ●
┿᐀大谷ὴの寺院で、播磨භᆓの一つ。もとⱥ㈡（ጲ路市）に建立されていたが、㑣Ἴ大ᓥ（相生市）を経てኳ正年間
（1573～1592年）にຍ里屋に移った。山号は大ᔱ山。

142 ⋢龍院 ● 4 ● ● ●
かつては⋢龍ᗡ、ᅉ㤳座といった。北ഃには慶長2(1597)年に移築建されたという大高山長Ᏻ寺(大楽院)があったが、
昭和32(1957)年に普門寺と相合して尾ᓮに移された。

143 ጁ慶寺 ● 4 ● ● ●
赤穂城を設計した近⸨正⣧が建立したもので、赤穂城築城の余ᮦをもって築かれたとఏわる。山号は大谷山。近⸨正
⣧のは、のちに花岳寺に移された。すぐ南に隣接してሗᜠ寺もあった。

144 㝶㮆寺 ● 1 2 4 ● ● ●

ඖ和2(1616)年に開創された⮫῭᐀寺院で山号は江西山。開山の㞼⏠は不生⚙を☜立した┙⌛のᖌ。かつて寺の裏は
⇃見川に面し、ὸ野時代には㐲林寺とともに水㌷のᒡ所としての役をᢸっていた。境内の地には⩏ኈの⫗ぶや近
⸨源八のがあるほか、ᘯ化5（1848）年造立、総高134䟛、ീ高54䟛を測る「⩚㫣ሪ」地ⶶ⸃ീのほか、Ọඖ
（1848）年造立、ീ高48䟛の᙮りᆘീがある。後者は「ᘏ命地ⶶ」「ฟ世地ⶶ」と呼ばれ、かつては上௬屋南にあったが
区画整⌮事業によって移転、所在不明ののち備前市で発見、平成18（2006）年に現在地にᏳ置された。

145 高光寺 ● 1 2 4 ● ● ●

大津村にあった᪥ⶈ᐀寺院ጁ寺が、ᐶỌ17（1640）年に備前街道に対するᵓえとして現在地に移設。明ᬺ3（1657）
年にὸ野長直からᮏᑛの寄進をཷけ、ᐶ文2（1662）年には長直夫人のᥦ寺となり、ᘏᐆ2（1674）年にその法名から
高光寺となる。寺には原ྑ⾨門がዊ納した直➹の法華経8ᕳ、大石内ⶶ助Ⰻ㞝画の大黒ኳ画ീ、ὸ野家寄進の三十
␒神画ീ、㨣子ẕ神十⨶็ዪ画ീのほか、⩏ኈの∩などが残されている。山号は法⪀山。

146 ᖖ清寺 ● 1 4 ● ● ●

慶Ᏻ年間（1648㻙1655）に開創された┿ゝ᐀の寺院で、もとは東ᛶ寺といったが、ὸ野長直三ᅇᚷのᘏᐆ3（1675）年に
長直の法号をとって寺号とした。城下町の東北㝮に置し、東門のᢲさえとしての役をᢸっていたという。寺には、
ὸ野家からの寺㡿寄進≧が残されている。山号は᪥山。境内には10体の地ⶶ⸃ീがᏳ置されている。

147 ίᛕ寺 ● 4 ● ●
┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院で、明応4（1495）年に㔘ίが開基した。かつて⚟寺前にあったが、ඖ⚘15（1702）年に現在の場
所に移ったという。山号は➼ຊ山。

148 ⚟Ἠ寺 ● 1 4 ● ● ●

ᐶ文5(1665)年に建立された法華᐀寺院。境内にはⱴ野和助の子猪之助のがあるほか、大石㢗ẕ助Ⰻ㔜の᭩⡆がఏ
わる。山号は長㐲山。ᖥᮎの文ஂ事௳により⸬ᨻから㏥けられた村上┿㍜のḟ⏨河原㥪之助が⸬㡿外へ立ち㏥く㏵
中、くᧁのてがあることを▱り⚟Ἠ寺で自ᐖしており、境内にそのがある。
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149 花岳寺(⩏ኈ所) ● 1 2 4 ● ● ●

正保2（1645）年に、ὸ野長直が父華⊹院Ẋとẕ台㞼院Ẋのᥦ寺として建立し、その法名から台㞼山華⊹寺と称した。
᭪Ὕ᐀Ọ平寺のᮎ寺である。以後、Ṕ代⸬となるỌ家、森家のᥦ寺でもある。境内にはὸ野・森家☃、赤穂⩏
ኈ47人の☃、⩏ኈᐆ物館、⩏ኈ木ീ堂、大高源のྃ☃、近⸨正⣧の➼があり、赤穂⸬や⩏ኈ関㐃資料が多く保
存されている。ほか石仏として、ா保19（1734）年、ᐶᨻ2（1790）年、文化11（1814）年造立の地ⶶ⸃ീなどがある。な
お池田時代、このあたりは鉄◙屋敷であり、周辺のㄪᰝで㘫෬関㐃㑇物がฟ土している。

150 大ⶈ寺 ● 1 2 4 29 35 ● ● ●

ί土᐀の寺院で、もとは北方の山麓にあったとఏえられ、城下町の形成とともにຍ里屋に移された。ኳ文ඖ（1532）年に
は、開山した察道がἐしていることから、ຍ里屋最古の寺院とゝえる。境内にはᖐ౫をうけたὸ野長友夫人であるᡄ⌔
院Ẋのがあるほか、大石内ⶶ助Ⰻ㞝の寄進とఏえられる✄Ⲵ神社、石⇠⡲がある。また大川Ᏻ☒、赤松⹒ᐊ、神ྜྷ東
郭といったᖥᮎ期の文人のが残されている。石仏としてはᏳᨻ3（1856）年造立のභ地ⶶがᏳ置されているほか、ീ高
177䟛を測る➟付板☃形の༙⫗᙮り立ീがある。山門は市指定有形文化財。山号は↷満山。

151 Ọ᠕寺 ● 1 2 4 29 32 ● ● ●

ᘏᚨ2（1490）年に開創されたί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。中村にあり「播磨භᆓ」の䜂とつで、山号はᮅ᪥山。寺には大
石内ⶶ助Ⰻ㞝から寄進されたႏ㚝とその㝿の᭩≧が残されている。地には、ா保12（1727）年に『播ᕞ赤穂郡ᚿ』をⴭ
した⸨江ᛅᗮのがある。

152 普門寺跡 ● 4 ● ●

ኳ台᐀園城寺ὴの寺院跡地。寺⦕㉳によると古᮶は㞝㮚台山にあり、ឿぬ大ᖌの創建といわれているが、慶長2(1597)
年、普門寺は赤穂東組(橋ᮏ町)、長Ᏻ寺は赤穂西組(新町)に建された。昭和32(1957)年、ຍ里屋の区画整⌮事業に
より尾ᓮに移築され、୧寺が相合して明⋤山普門寺と改称された。ᮏᑛは木造千ᡭ観㡢ᆘീで、国指定㔜せ有形文化
財に指定されている。

153 玄⯆寺跡 ● 2 ● ●
池田家の赤穂入ᑒとともに、池田家のᥦ寺として建立された⮫῭᐀ጁ心寺ὴの寺院。ὸ野家入ᑒ後は㐲林寺と改め
られ、ὸ野家の♳㢪所となった。水㌷のᒡ所として、赤穂城のฟとしての役をᯝたしたという。

154 㐲林寺跡 ● 1 4 ● ● ●

池田時代の⮫῭᐀玄⯆寺をὸ野時代に┿ゝ᐀㐲林寺と改め、ὸ野家の♳㢪所、赤穂⸬水㌷のᒡ所とした。山号はෞ
᠕山。赤穂ὸ野家᩿⤯後は大石内ⶶ助が開城の残務ฎ⌮を行ったこともある。明治14（1881）年に廃寺となり、ᮏ堂は
御ᓮのᘅ度寺に移築された。

155 長Ᏻ寺跡 ● ● ●
ὸ野時代の城下町の整備にకって、高光寺とともに備前街道の西のฟ的ពをもって新町に建立された。「大⾗院」
とも呼ばれた。⸆ᖌዴ᮶堂があった。昭和32（1957）年に普門寺と相合した。

156 行ᐆ院観㡢堂 ● 4 ● ●

新赤穂大橋の西ワめにあり、道路形≧からかつての中村の南➃にあたる場所に置する。観㡢堂横にはീ高154䟛を
測るኳ保4（1833）年造立の᙮り༙㊜ീ（㏄え地ⶶ）を中心として、計23体分の地ⶶ⸃ീがᏳ置されている。

157 山ᓮ山東水余しᵽ ● 3 28 ●

戸ᓥᯠから200ｍほど上流にあり、ᑟ水路を流れる水の㔞をㄪ節し、余った水を୪んで㉮るᝏ水路に放流して水㔞をㄪ
節した。現在では近代的な施設に改ಟされていて旧≧をംぶことはできないが、ຍ里屋川の水源の一部となり、下流の
水田を₶している。

158 戸ᓥ用水 ● 2 3 4 28 ●

正保2（1645）年、赤穂に入ᑒしたὸ野長直は、城や城下町の整備とともに新田の開発を積ᴟ的に行った。慶Ᏻ2（1649）
年には「戸ᓥ⁁」を᥀๐し、翌年には戸ᓥ新田村を成立させた。この用水は184町95␇（約185ha）の℺₅用水とし
て、また新田ᒃ村地区の生活用水としても利用され、現在は農業用水として役目をᯝたしている。大正2（1913）年からは
㮁和地区にも㏦水している。

159 戸ᓥᯠ ● 3 4 28 ● ●

ᑟ水路からሷ屋、戸ᓥ新田への農業用水（戸ᓥ用水）の分ᒱ点であるとともに、ᑟ水路を南下してきた水をί化する役
をもっていた。ここではᵽሖによって流れる土◁をỿẊさせ、その上みの水を城下北➃に設けられた百々࿅屋裏大
ᯠへ㏦っていた。現在では、ここもまったく近代的な施設にኚわってしまったが、付近には旧赤穂上水道内板と、ᯠの
石ᮦを転用した水ᜠの☃が建てられている。ここから分ᒱしてሷ屋、戸ᓥ新田の田⏿を₶した戸ᓥ用水はὸ野長直が
築いたものであり、改ಟされてはいるが現在もなお使用され続けている。

160 農業用水との分ᒱ ● 3 4 28 ●

ຍ里屋地区への農業用水路は、現在は赤穂小学ᰯに隣接する「いこいのハー䝰ニーබ園」の北ഃを西方向に通されて
いる。この㏵中にษり板をᕪし込む✰があり、ここにษり板をᕪし込むことで水㔞がቑし、余水が 時の上水ᑟ水路
へとᑟかれ、城下町の旧上水道䝰ニュ䝯ントへと通水されている。

161 余水水⁁ ● 3 28 ●
百々࿅屋裏大ᯠのすぐᡭ前で、余水は東方に流され、⇃見川へ水された。この水⁁は現在も残されており、現在の
ຍ里屋川護岸からその≧ἣを見ることができる。周辺の護岸はᗄ度かの改ಟ跡がㄆめられる。

162
旧赤穂上水道
䝰ニュ䝯ント(駅前通り)

● 3 4 28 ● ●

発᥀ㄪᰝや通水ㄪᰝ、文⊩ㄪᰝなどの総合ㄪᰝによってそのヲ⣽が明らかとなった旧赤穂上水道のシ䝇䝔ムとṔྐ的
ព⩏をグᛕし、その保存と活用のシン䝪ルとして昭和57（1982）年に設置された。赤穂小学ᰯ前からの余水が通水される
と水を検▱し、上水道⟶からᄇ水のように水がᄇきฟすようになっている。

163
旧上水道ルートの
䝺ンガ表示
(旧上水道保存区域)

● 3 28 ● ●

昭和55(1980)年の旧上水道ㄪᰝの成ᯝに基いて設定された旧上水道の保存区間にヱ当する花岳寺裏の路地には、旧
上水道の配水路ルート上に䝺ンガがᇙめ込まれ、そのルートがどㄆできるようになっている。また保存区間では、現在も
道路下に旧上水道⟶やᯠが残されていて、「旧上水道」とグ㍕されたマンホールは、現在も地下に残された㑇ᵓをᏲっ
ている。

164
町家Ữฟᯠ
水⍆❍䝰ニュ䝯ント

● 3 4 28 ● ●

ౝ屋敷や町家への給水には、道路の下を通る配水⟶から引き込まれた給水⟶によって水が㏦られ、屋敷内のỮฟᯠか
らは長のᱩやつるべを用いてỮみ上げた。現在ではこうしたỮฟᯠも多くがኻわれてしまったが、水⍆❍䝰ニュ䝯ント
が整備されたこの小බ園では、その裏ഃに当時のỮฟᯠがそのまま保存されている。内部をなくと、土⟶が接続されて
いるのを見ることができる。

165
旧赤穂上水道
䝰ニュ䝯ント
(大ᡭ前බ園)

● 3 4 28 ● ●

赤穂小学ᰯ前の用水分ᒱを経て、赤穂⸬上水道䝰ニュ䝯ントのᄇ水を通㐣した水は、赤穂城跡三之大ᡭ門前の大ᡭ
前බ園内に入り、池を₶す。ここで䝰ニュ䝯ントに使用されている上水道⟶（㝡⟶）は、実㝿の配水路に使われていたもの
を移築したものである。

166 配水路間ᯠ ● 3 4 28 ● ●

ＪＲ播ᕞ赤穂駅から赤穂城跡までの通称「お城通り」では、平成14(2002)年度に道路⯒ᕤ事が実施され、道路上の旧
上水道配水路の間ᯠは上部が◚ቯされるとともに、内部もᇙめられて見えなくなってしまった。ただし江戸時代の䝯イン
䝇トリートが現道と䛪れていたために「通り町」筋の配水路間ᯠを1基残すことができた。ここでは䜾䝺ー䝏ン䜾の㝽間から
ではあるが、⎼ᯠに豊ᓥ石の戸ᯟが組み合わされた間ᯠのᅄ方に配水⟶が接続されている様子を実㝿に見ることが
できる。

167 大ᡭ門橋下の水道⟶ ● 3 28 ● 赤穂城三之大ᡭ門にあるኴ㰘橋の下には、近代に改ಟされた上水道Ⳣを見ることができる。

168 百々࿅屋裏大ᯠ跡 ● 3 4 28 ● ●
城下町の北➃にあたり、ここで上水道のᑟ水路は開ῺからᬯῺとなった。周辺には水をί水するために、2間ᅄ方の石
組ᯠが設けられていた。発᥀ㄪᰝによって置が☜定し、路面表示が行われている。

169
赤穂城之ᗞ園の
給水施設

● 2 3 28 ●

赤穂城三之大ᡭ門ᯠ形内を通㐣した上水道は、城内のౝ屋敷を₶しながら之門を通㐣した後、3方向に分ᒱす
る。南方向はᮏ内に入るものであり、東方向は之東ษり周辺まで配水したようである。一方、西ഃにはὸ野家の
㔜⮧、大石㢗ẕ助Ⰻ㔜の屋敷があり、その⫼後には広大な之ᗞ園が広がっていた。これら㢗ẕ助屋敷と之ᗞ
園では、い䛪れも発᥀ㄪᰝが行われ、すべての水が旧上水道によって㈥われていたことが明らかにされた。

170 ᮏ御Ẋの給水施設 ● 2 3 28 ●

ඖ⚘14（1701）年の『城中戸、水道につき⸬ᅇ⟅』によれば、城内の戸は᥀๐しても用水にでき䛪ᤞて置かれたもの
という。そのため城下の水道はすべて上水道によって㈥われた。絵図や発᥀ㄪᰝの成ᯝにより、台所やᗞ園への給水
施設が明らかとなっている。

171 西ሷ田跡 ● 2 30 ● ●
江戸時代から近代にかけての西ሷ田区域。として森時代に開発された。

172
旧᪥ᮏᑓබ社
赤穂支ᒁ新ᗇ舎

● 30 ●
昭和44（1969）年にᑓබ社赤穂支ᒁとして新築された建物。現在はබ┈社ᅋ法人赤穂市シルバー人ᮦ䝉ンターの事
務所となっている。

173 ሷ庫⩌ ● 30 ●
旧᪥ᮏᑓබ社赤穂支ᒁ（現・市立民俗資料館）に隣接してሷ庫⩌がも残されているほか、新川にかかる橋には、
Ⲵ揚げの上家からሷ庫へሷを運ぶためにかつて使用されていた運ᦙ㌴୧用の䝺ールが残されている。

174 赤穂鉄道播ᕞ赤穂駅跡 ● 4 27 ●
大正10（1921）年に播ᕞ赤穂䠉有年間の12.7㎞を結ぶ軽便鉄道として開通し、昭和26（1951）年の国鉄赤穂線が開通す
るまで活㌍した。播ᕞ赤穂駅は、現在のᰴᘧ社ウ䜶䝇ト神ጲ赤穂Ⴀ業所周辺にあった。

175 ＪＲ播ᕞ赤穂駅 ● 1 4 27 ● 昭和26(1951)年12᭶12᪥ に᪥ᮏ国有鉄道の駅として開業した。

176 旧備前街道 ● 2 3 4 27 29 ●

三石から西有年、や⦅、りおてれさ残が筋道も在現はで辺周下城。トールのへ屋里ຍ、屋ሷ、田新ᓥ戸、津大、内の
かにカーブするために見通しがᝏく、またṊ者㞃し➼の防備施設を見ることができる。≉に花岳寺周辺は市街地景観㔜
せ建築物もあって景観にඃれている。

177 旧ጲ路街道(百目ሖ) ●
2
3

4 27 29 32 ●

豊⮧秀ྜྷがẟ利ᨷめをした㝿に整備された道が、池田家時代に土ᡭ道として整備され、後のጲ路街道となった。しかし
ὸ野時代には中村を経由するルートがせ道となり、かつての道は「有年道」となった。ὸ野時代には東ഃに新たに新
土ᡭが築かれ、土ᡭとしての役目も⤊えたが、旧上水道のᑟ水路がこの土ᡭにἢってあったため、現在まで道として残
されたと思われる。

178 旧黒谷道 ● 2 4 27 ●
旧道名。ὸ野長直が赤穂城下町を整備した㝿の関㐃文᭩「年々御ౝ屋敷外Ⰽ々御用定引ぬ」には治3（1660）年
に「黒谷道となる」とのグ㍕があり、その頃に整備されたと思われる。現在も一部のルートが残されている。

179 山ᓮ山 ● 36 ● 㻶㻾播ᕞ赤穂駅の北ഃに置する。ู名「お大ᖌ山」と呼ばれ、八十八ヶ所石仏があるほかツツ䝆の名所として▱られる。
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地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
名　称 もの 場№

180 取揚ᓥ ● 4 36 ● ●

千種川河口ඛの播磨ℿにある3,562㎡の小ᓥ。江戸ึ期に播磨国と備前国との間でこのᓥの㡿有ᶒதいがあり、ᖥᗓ
が取り揚げたことによる。のちᓥの東を播磨、西を備前㡿と定められた。現在もᓥ上の石ᶆから⥘ᓮ海岸に建つ国境石
を見通した海上線が岡山・兵庫県境である。 昔の景地。

181 ⇃見川（ຍ里屋川） ● 4 ● ● ●

ຍ里屋川の旧称。かつては高瀬舟➼の交通のため尾ᓮ川（現在の千種川の流れ）の水を亀の⏥でሖきṆめて⇃見川
を流としていたが、明治25(1892)年の大水ᐖ後、亀の⏥は᧔ཤされての流れとなり、⇃見川は川ᖜが⊃められてຍ
里屋川と中広川となった。ຍ里屋川の護岸には、現在も㞜木の跡が残されている。

182 ຍ里屋川護岸 ● 4 27 ● ●
かつての⇃見川の護岸にあたり、絵図によれば景観を㔜どした整備が行われて現在も新しい㞜木がຍ里屋川の景観に
一役を㈙っているが、古絵図に見られる置にも㞜木跡が残されている。

183 旧尾ᓮ川 ● 2 27 ●
現在の千種川の旧河川名。かつては亀の⏥によって川がሖきṆめられて⇃見川（現在のຍ里屋川）に多くの水が流れ
ていたが、明治25(1892)年の大水ᐖ後に亀の⏥は᧔ཤされ、尾ᓮ川が流となり、千種川となった。

184 新川 ● 27 30 35 ● ● ●

かつて赤穂城の南から西方へ流れていた≴川が、ሷ田開発にకって水路に整備されたもの。旧᪥ᮏᑓබ社赤穂支
ᒁの南ഃを流れている。赤穂城築城に㝿し「コク䝇ケ」という≴がጉᐖをし、≴川の名前を付けさせたこと、城内に国助（こ
くすけ）✄Ⲵがあることをఏえた昔話がある。（赤穂の昔話）

185 旧長池 ● 2 4 32 ● ●

中世にຍ里屋古城から西方面への街道は自然ሐ防上にできたと考えられ、江戸時代には備前街道となる。池田時代、
備前街道の南ഃにἢって東西に長い池があり、長池と呼ばれた。ὸ野時代には長池はᇙめ立てられて町家となり、現在
は水路のみとなっている。

186 旧上広門村 ● 2 32
旧集ⴠ名。『播ᕞ赤穂郡ᚿ』によれば中村（現在の中広）の北ഃにあったが、ா保12(1727)年にはすでに中村の内に
入っていたという。

187 旧下広門村 ● 2 32
旧集ⴠ名。『播ᕞ赤穂郡ᚿ』によれば中村(現在の中広)の北ഃにあったが、ඖ⚘年間（1688～1704）の洪水を難を㏨れ
て家を中村に移したという。

188 旧中村(中広) ● 2 4 27 29 32 ● ●

旧集ⴠ名。中庄(中村)は大川の河口部にሁ積した中ᕞ上に成立した集ⴠである。15世⣖頃は中庄といい、千種川河口
の 町として⦾栄したことが『兵庫北関入⯞納ᖒ』よりうかがわれる。播磨භᆓの䜂とつỌ᠕寺が開設され、市域南部の
中世文化の中心地であった。明治25(1892)年の大洪水による千種川の大改ಟの後に中村と広門村が一つになり、大正
15(1926)年に中広と改称した。

189 赤穂市立Ṕྐ༤物館 ● 1 3 4 28 30 ● ●
かつて赤穂城に隣接してあった⡿ⶶの場所に置し、赤穂のሷ、赤穂の城と城下町、赤穂⩏ኈ、旧赤穂上水道の4
䝔ーマにもと䛵き、赤穂のṔྐと文化を⤂する。平成ඖ(1988)年開館。

190 赤穂情ሗ物⏘館 ● 4 ●
ຍ里屋お城通りに面した立地にあり、多種多様な地ඖの土⏘物を集めて㈍する。㈍䝇䝨ー䝇の1階部分には定␒
のሷまんじ䜕う、ሷをはじめₕけ物、㝡ჾ、絵はがきなど約150種類が୪ぶ。

191 赤穂⋵ල༤物館 ● ● 大正時代後期に建築された古民家を活用し、昭和30～50年代を中心とした⋵ලを展示する⚾設༤物館。

192 赤穂⥽通ຍ里屋ᕤᡣ ● ● ●
赤穂⥽通のᢏ法継ᢎのために平成3(1991)年から開ദされた市ᩍ⫱ጤဨのㅮ⩦以後、市内各地につくられた赤穂
⥽通ᕤᡣの一つ。

193 赤穂⥽通いらかᕤᡣ ● ● ●
赤穂⥽通のᢏ法継ᢎのために平成3(1991)年から開ദされた市ᩍ⫱ጤဨのㅮ⩦以後、市内各地につくられた赤穂
⥽通ᕤᡣの一つ。

194 䜾リーン䝧ルト ● ●
ሷ田跡のᕤ業地帯とఫᏯ地域との間のබᐖ⦆⾪⥳地事業としてつくられた、総ᘏ長4㼗㼙の⥳地帯。昭和43(1968)年に
╔ᡭ、昭和52(1977)年4᭶にᕤ事完成。

195 ⩏ኈ䝰ニュ䝯ント（ᄇ水） ● 1 ●
息継䛞戸西ഃにあり、ᅄ十ኈの⩏とຬにあふれる心を㢧ᙲするため平成13(2001)年に造られた。ไసは᙮้家の
田᙭氏。

196 息継䛞戸 ● 1 3 4 28 ●

江戸でὸ野内頭によるลയ事௳の➨一ሗを▱らせるため、ඖ⚘14(1701)年3᭶14᪥のኤ้に赤穂⸬ኈ、早水⸨ᕥ⾨
門、ⴛ野三平が早㥙⡲で江戸をฟ発。 赤穂城下に╔いたのは3᭶19᪥の早ᮅ。 155里（約620㼗㼙）の行⛬を4ኪ༙早
㥙⡲にᦂられ続けた୧人は、城下に入りこの戸の水を㣧んで一息ついたといわれ、以᮶、移転を㔜ねながらも、息継
䛞戸と呼ばれている。

197 いきつ䛞広場 ● 1 ●
息継䛞戸周辺は観光施設として整備されて広場となっている。広場の一ゅでは、発᥀ㄪᰝで見つかった旧赤穂上水
道が㟢ฟ展示されている。

198 ⯪入広場・⯪入跡 ● 4 27 ● ●

江戸時代になると、⇃見川に接して赤穂⸬の⯪入が築かれた。ඖ⚘期の絵図には⯪入北ഃに㞜木や⯪ዊ行屋敷、水
屋敷、⯪頭屋敷が描かれている。森時代になると役目を⤊えて水田となり、現在はその一部がຍ里屋㥔㌴場になると
ともに、隣接して⯪入広場が整備されている。平成14（2002）年の発᥀ㄪᰝで、18世⣖代の護岸石垣が☜ㄆされた。

199 花岳寺門前広場 ● 4 ●
花岳寺の門前に平成16(2004)年に整備された䝫ケット䝟ーク。赤穂や⩏ኈに䜖かりのある「ᱜ」をシン䝪ル・ツリーとし、
赤穂⩏ኈのウち入り᮰の入山形⯒など、地域ఫ民のアイデ䜱アが活かされた䝫ケット䝟ーク。

200 お城通り ● ●
赤穂駅大石神社線（みなと㖟行～赤穂城大ᡭ門前）のឡ称。平成10(1998)年に市街地景観形成地区に指定され、城下
町を䝰䝏ー䝣とした街路整備が実施された。

201 三線〇సᢏ法 ◎
赤穂市内において三線のᕤ⛬を一㈏〇సするᢏ⾡をᣢつ目坂進氏を赤穂市㑅定保存ᢏ⾡保ᣢ者にㄆ定してい
る。

202 ຍ里屋・௬屋 ● 2 4 29 36 ●

地名。千種川河口西ഃのデルタ上に置し、赤穂市役所をはじめ、行ᨻᶵ関の所在地。ຍ里屋村は明応・Ọ世(1492
～1521年)頃に㞝㮚山の西、黒谷・長尾・山下のຍ庄村の農民が⪔స・〇ሷをႠむために山下の南䠙上町あたりに௬り
屋をつくって移りఫんだのに始まるという。かつてのౝ屋敷は上௬屋、町家はຍ里屋と呼ばれている。

203 黒谷 ● 32 ● 地名。黒と呼ばれた城下町北方の谷であり、現在も黒谷へ通じる黒谷道が一部残されている。

204 橋ᮏ町 ● 36 ●
地名。かつて長池にかかる橋があったことから名付けられた。中世ຍ里屋古城のᦕᡭにあたるとされる。ὸ野長直が慶
Ᏻ2（1649）年にᇙめ立てた。

205 ☾ ● 36 ● 地名。森時代ึ期に開ቧしたሷ田。

206 西Ἀ ● 36 ● 地名。ຍ里屋川ἢいのἈ積地。大正6(1917)年頃より⪔地整⌮事業で整備された敷地。

207 東Ἀ ● 36 ● 地名。西Ἀと同様で、ຍ里屋川東ഃのἈ積地。

208 千鳥 ● 36 ●
地名。千種川河口の◁ᕞが発㐩して千鳥が遊ぶ◁であった。戦前の⪔地整⌮事業、戦時中は㌷㟂ᕤ場の立地、
戦後は開拓組合によって高₻ሐ防が築かれᏯ地化が進んだ。

209 農神 ● 36 ●
地名。農神西・農神東とある。森時代に農神社(備中西江原神社からの分神。明治43(1910)年にኳ満神社に合♭)があ
り、農神道といった。昭和53(1978)年3᭶1᪥に新設して農神町となる。

210 භ百目 ● 36 ● 地名。ሷ屋の上田で一600目の್ᡴちによる。

211 三ᵽ ● 3 ●
地名。三ツᵽඖは池田時代の古ሷ。片・ຍ⸨・新川の三ᵽ門があった。三ツᵽは三ツᵽඖに続くᏳỌ9(1780)年
の開。

212
山鹿⣲行による
之虎口の改ኚ

● 1 2 ●
赤穂城之門は、㌷学者・山鹿⣲行によって之虎口の改ኚが行われたとされており、平成14(2002)年の発᥀ㄪ
ᰝで実㝿に改ಟ跡が発見された。

213 赤穂⩏ኈ祭 ● 1 ●

明治36(1903)年から、ウ入があった᪥の12᭶14᪥に開ദされているദ事。ᛅ⮧ⶶ䝟䝺ー䝗と称し、市内小学生による㔠
⟶バン䝗、東ᫎによる「ẅ㝕」、赤穂⩏ኈፉによる「⩏ኈፉ人ຊ道中」、「大名行列」、ᛅ⮧ⶶ䜖かりの人物にᢃする
「⩏ኈఏ行列」、ᛅ⮧ⶶの7つの名場面を₇じる「山㌴」、Ἠ岳寺へと向かうᅄ十⩏ኈにᢃした「⩏ኈ行列」と続き、多く
の観光ᐈでに䛞わう。
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ʲετʔϦʔʳ
　赤穂の名をશ国にらしめた赤穂事݅。後に史
実を元にしてඳかれた「ਉଂ」は、現代にࢸる
まで数々の語をҭんできた。
　そのの多くは江戸にあるが、赤穂にはٛ࢜
らが実際に住んでいた土地、またをࣥってい
た城が残されている。ٛ࢜をࡇ神としてѻった
赤穂大石神社がݐ立されている΄か、ٛ࢜Ώかり
の々が残る社寺が数多く点ࡏしており、旧赤穂
城下町内に残るٛ࢜Ώかりの歴史文ԽҨ࢈を८る
ことによって、史実とඳかれた語の背景をる
ことができる。

ึɾ地۠ 歴史文化の視点̍
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二之丸

三之丸

山鹿素行銅像土取り場跡 山鹿素行による二之丸虎口の改変
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ʲετʔϦʔʳ
　千種川河口෦は、ٸに地Խがਐんだ中世に
なって開発がਐんだ。Ԭ๛前कによって時の海
岸ઢ（百目అ・旧長池）Ԋいに「加ཬ屋古城」が
築かれ、Ӌࣲल٢がໟར߈めのときに整備した道
をૅجとしてඣ路֗道が整備された。
　江戸時代には、池田家が地Խした河口෦を城
地とし、現ࡏの赤穂城本ؙ近にૡ上城を築い
た。この時にはすでに大࿇寺やສ寺をはじめと
した֤寺Ӄが築かれඣ路֗道、備前֗道とଓし

て城下町を形成していた。隣する中世以来の港
町、中村（中庄）の存ࡏも見ಀせない。
　現ࡏの赤穂城は正保 2（1645）年に赤穂に
入った浅野長直によって築かれた。֦ுされた城
下町の౦西に門が置かれ、三೭ؙ大手門ᐩ形を
整備、本ؙ、ೋ೭ؙ、三೭ؙのֲをもつ赤穂城が
築かれた。採石場や土取り場も伝承や文ݙによっ
ておおむͶ明らかとなっており、現ࡏも赤穂城前
史を語る歴史文ԽҨ࢈が数多く残されている。

ึɾ地۠ 歴史文化の視点̎
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赤穂࣭城すᆅ༊ ṔྐᩥࡢどⅬ㸱

ึ্ਫಓچ．3

ʲετʔϦʔʳ
　赤穂・城西地区の大෦分は、千種川河口の三֯
भにあり、井戸を۷っても塩分をؚΈҿྉ水とし
て使用できͣ、江戸時代になってこの地に城と城
下町を築こうとしたとき、大きなとなった。
　上水道の整備は慶長 19(1614) 年、池田家の家
ਉ・ਨ水半左Ӵ門勝ॏが千種川の上ྲྀ 7LN から
水をͻく工事を開࢝。城下町や城への水は、そ
の 2 年後の元和 2（1616) 年であった。

　取水口から城下町端までは֖のない開ڎで
あったが城下町内の端にある百々࿊屋ཪ大ᐩ以
南は҉ڎとなった。昭和 50（1975）年代の下水
道工事の事前に૯合ௐࠪが実施され、一෦保存
ϧʔτが設定されるとともにϞχϡϝϯτが整
備された。
　「֤戸څ水」を成しげた旧赤穂上水道は、日
本三大水道の一つといわれ、現ࡏもその名残を留
めている。　
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られていたೄ文時代ݶ山の山まで海がഭって͓り、平地は大पลにߴ
ಊ山遺でೄ文時代のਓʑが生活をは͡めるೄ文時代前ظ 6,000年前

がஙかれる10～11世紀頃ࣉؠ

塩・ங田遺出のೄ文ثの年代ೄ文時代後ظ 4,000年前
ಊ山遺でث塩は͡まる生時代 3世紀頃
大ྛ古܈でԣ݀ࣜ石ࣨがஙかれる古時代後ظ 6世紀後半～7世紀


1650	安3ܚ年 戸島৽田ଜ開ଜ
ສ3࣏	1660
年 戸島৽田ଜのうちݢޒՈ・石ϲ࡚できる
Ԇๅ3	1675
年 荒ਆࣾ（塩）のࣾࣾ࠶಄一Ӊをڵ࠶

戸島৽田ଜのうちेݢޒՈ・ࣣݢՈできる

ๅӬ6	1709
年 塩ଜ・戸島৽田ଜ、大ଜ、生୩ଜ໌ࡉா
元禄10	1697
年 ඌ࡚Ոがඌ࡚ଜから塩にҠり、ࣲݪに改

ๅӬ7	1710
年 ৽田日٢ਆࣾをがڵ࠶

1720	保5ڗ年 ౬の内山の入ձ権をめ͙る山が͓こる

ๅྐྵ9	1759
年 ീ田（115反༨）の塩田成

安Ӭ9	1780
年 Ṥ（56反༨）の塩田成ࡾ

文5	1822
年 前（80反༨）の塩田成
文11	1828
年 大ख（20反༨）の塩田成
天保年間
	1830～1840


大出口地۠にఈԃ用ਫ路をෑઃ

寛元1789
年 ԭख（60反༨）・江戸（50反༨）の塩田成・࠶起
寛101798
年 大ख1～5൪（70反༨）の塩田成

文化9	1812
年 赤穂塩田、ٳಉໍにࢀ加
文化8	1811
年 ౦ԭख（13ݢ前）・小内方（4ݢ前）の塩田成

1801	元ڗ年 塩口ڮ・ڮ下の上ਫ道Ṥを改म

ՅӬ5	1852
年 塩ଜで出Ր、128ݢমࣦする
ສԆ元	1860
年 上ਫ道、ਆ道ےより塩ଜまで大改मする

荒ਆࣾ（塩）のࢀ道がࣲݪՈより寄ଃされる
ʰࣲݪՈ文ॻʱに行事のॳ見

文2ٱ	1862
年

౦ԭख（2ݢ前）の塩田成ܚԠ3	1867
年


1904	37࣏໌年 塩ઐ売๏ެ、ཌ年ࢪ行

1906	39࣏໌年 Ոがഁ産するݪࣲ
大ਖ਼元	1912
年 塩に赤穂࣮Պঁֶߍが開ߍ（1923年にதଜにҠస）

ত12	1937
年 赤穂・塩・ඌ࡚・৽が߹ซして大赤穂町が生

ত24	1949
年 日本ઐ売ެࣾが発

ত32	1957
年 ྲྀ下ࣜ塩田へのస事がྃ
ত35	1960
年 西塩業߹、ઐ売ެࣾよりഇ業をࠂקされるも赤穂海ਫ業ࣜגձࣾをઃཱ

大ਖ਼2	1913
年 赤穂西塩業߹が発

ত51	1976
年 άϦʔϯϕϧτ成、大の全໘改म

ত57	1982
年 山ཅࣗಈं道赤穂ΠϯλʔνΣϯδ開通、塩改म成
平成9年	1997
年 関西ࢱ大ֶ開ֶ
平成11年	1999
年 塩地۠ըཧ事業成

ত54	1979
年 塩৽町、加ཬ地۠にฤ入

天平উๅ8	756
年 赤穂܊坂越ڷの「㡣生山（塩山）」30༨町が౦大ࣉにࢪ入される（「ຏ国ූҊ」）

天平উๅ5	753
年 大Ոの開発した赤穂܊坂越ڷのࠖ田をਇ大ᖴが༬かり、塩అの構ஙをࢼみてࣦഊ
（「ຏ国赤穂܊坂越ਆ戸྆ڷղ」）

古　　代

ๅُ元	770
年 赤穂܊内に西大ࣉの塩山（塩山）が存在していた（「西大ࣉ資ྲྀࡐ記ா」）

౦大ࣉのԂ「石塩生」50町9反172า、塩山60町（「౦大ࣉॾ文ॻ䮒ֆਤ録」）大5࣏	1130
年
このころ「石塩生」が「赤穂ঙ」と呼れ始める（「౦大ࣉॾԂ文ॻ録」）仁平3	1153
年

த　　世 塩Ѩଫಊが西༗年の道山วরӃよりҠるՅ٢2	1442
年
ಊ山遺で༲ܥ塩田（ை）による塩が営まれていたこの頃

৽田ޫড়ࣉ、ສࣉよりҠされる元文2	1737
年
生୩ઐ๏ࣉܚົ、ࣉのࢧとして開جๅྐྵ6	1756
年

ೆ（83反༨）の塩田成໌2	1765
年

石塩生Ԃの範囲が「౦�赤穂　西�大ґদݪ　北�ඦ口分䮒塩生山࡚」と記ࡌঝ9	842
年

ত47	1972
年 赤穂海ਫ化ֶ業	ג
、ΠΦϯ๏塩の本֨ૢ業開始

塩山開開ࠖ開始

山ཅ৽װઢ、৽大ࡕʵԬ山間開業

ত26	1951
年 赤穂町・坂越町・ߴ༤ଜ߹ซし、赤穂市がࢪ行

ত23	1948
年 西塩業߹ಉḦᗍ場が成現　　代


1889	22࣏໌年 市੍・町ଜ੍により塩以西をすてؚめた塩ଜの成ཱۙ　　代

寛Ӭ17	1640
年 ົయࣉ、大ଜより加ཬ৽町にҠる
ਖ਼保元	1644
年 生୩ࡾๅ荒ਆࣾ、ં方ଜの荒ਆࣾをקਐしてݐ

このころ古ࣜ入塩田のܦ営形ଶが成するܚ～元年間
	1596～1624


ۙ　　世

ɹ࣌ ɹ Ͱɹ͖ɹ͝ɹͱ

ত39	1964
年 ੜ୩ڮͷվम
ত40	1965
年 Ԙాͷۀ༻ͷస
ত44	1969
年 Ԙ๏͕ྲྀԼ͔ࣜΒΠΦϯ๏ʹશ໘స


1649	安2ܚ年 戸島用ਫෑઃ

ද ��� Ԙ地۠ɹද
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Ԙ۠ͷྺ࢙จԽҨ࢈Ұཡʢ1ʣ ൪߸ࢹ˞ ��� ทΛࢀরɻ

1 2 3 4 5 6

1 木造⸃立ീ ◎ ●
大津八幡神社⸆ᖌ堂にᏳ置され、⸆ᖌዴ᮶ീの୧⬥付として᪥光・᭶光⸃ീがఏえられている。現在は赤穂市立Ṕ
ྐ༤物館に寄クされている。市指定文化財。

2
木造ὸ野赤穂⸬ᆘീ
(付)པ子3基

◎ 5 6 ● ●

ὸ野家ึ代より三代にいたる⸬の木造ᆘീである。3㌤の⸬ീは、その᙮成及び表現から江戸期の⫝̸ീ᙮้とし
てはెసであり、ி㒔の仏ᖌస家のᡭによってไసされたことが推定される。ไస時期は18世⣖後༙頃と考えられる。
市指定文化財。

3
木生谷三ᐆⲨ神社
⩏ኈ画ീ図絵馬
(付)≌馬図絵馬1面

◎ 6 ● ●

⩏ኈ画ീ図絵馬は、ᅄ十ኈにⴛ野三平ീをຍえた計48面あり、大石内ⶶ助、⛯の2面は大きめのものとなってい
る。大石内ⶶ助Ⰻ㞝ീ、大石⛯Ⰻ㔠ീ、ⴛ野三平ീには絵ᖌである法橋長Ᏻ⩏ಙのⴠḰが見られ、内ⶶ助ീには
ዊ納時期を示す「慶応ඖ(1865)எଢ଼季᭶」の年グをㄞみ取ることができる。また絵馬にはዊ納者の名前がグされてお
り、三Ꮿ源兵⾨をはじめとする木生谷及び周辺の在ఫ者名や集ᅋ名が見られる。市指定文化財。

4 ᬺ法⟬㢠絵馬 ◎ ●

大津村庄屋であったฟ口屋・田文治がᐶᨻ3(1791)年9᭶に大津八幡神社にዊ納したṔ法⟬㢠絵馬。⟬㢠絵馬は、
江戸時代の和⟬の水‽を示すものとして高いホ౯をᚓている。このうちᬺ法をグした絵馬は珍しく、国に4しか☜ㄆ
されておら䛪、当絵馬は最古のものである。市指定文化財。

5
┿光寺旧ⶶ・
ᰘ原家文᭩

◎ 30 ●
西ሷ田最大のሷ業者で、近世において赤穂⸬の御ⶶඖ役として⸬財ᨻの一⩼をᢸい、代々ሷ屋村大庄屋を世くし
ていたᰘ原家䜖かりの古文᭩類。市指定文化財。

6 ሷ屋㜿ᘺ㝀堂の三地ⶶ ● 6 30 ● ●
ா保5(1720)年にሷ屋村と有年村との間で㉳こった山ㄽの≛≅者3名をംんでா保5(1720)年に建立された3体の㜿ᘺ
㝀ዴ᮶ീ石仏。「山බ事の地ⶶ」ともいう。

7 横谷地ⶶ ● 6 27 ●

横谷は山を㝸てて高㞝地区┿Ẋへつながる谷をゝい、ሷ屋にはも「まとの㉺え」というゝ葉が残っている。その山道を
見Ᏺるように建てられているのが横谷地ⶶで、高さ66䟛、㖭文には大正8(1919)年に造られたことが้まれている。『播ᕞ
赤穂郡ᚿ』には赤穂の名所として「御ᓮの、横谷の流れ、⯆ᑡなから䛪」というゝ葉がఏわる。㞼ⅆ↝の創始者・大ᓥ
㯤谷は㞞号を横谷の木೫をとって㯤谷とした。平成16（2004）年に地ⶶ堂建᭰え。

8 水筋戸␒地ⶶ ● 6 28 ●

地ⶶ⸃が5体Ᏻ置されている。ሷ屋ん台の善ྑ⾨門が慶応3(1867)年、戸を᥀り当てた。地ⶶは戸のᏲりᮏᑛ
で、ഐらには石ᯟで組まれた戸が残り、現在でも清水がきฟているという。旧赤穂上水道の戸ᓥ用水にも接してい
る。

9 ሷ屋大地ⶶ ● 6 ●

ᐶ保2(1742)年に流行病の発生により㡿内で270人がṚஸし、病㨱㏥ᩓと使者の㟋を៘めるため、大地ⶶ建立を赤穂⸬
に㢪いฟ、35年後のᏳỌ6(1777)年にㄆめられ建立されたという。台石にはᐶ保2（1742）年の㖭が見られる。ඖは名ᓮ
の三(ⅆⴿ場)にあったが、赤穂市ᩪ場設立に㝿し現在地に移された。

10 ハブ池地ⶶ ● 6 ●
地ⶶにはኳ保11(1840)年の㖭が้まれており、⁒Ṛ者౪養のために建立された。昭和の頃、一つだけ山上にあるのを
ྍယと考えた村人が移したものであるという。

11
㌺家地ⶶ
(子ᤵけ地ⶶ)

● 6 ●

昔大津川にかかる橋が流され、水ᐖの根⤯を㢪って造立された地ⶶ。後にこの地ⶶの前に陽根の形をした石が置か
れ、触れると子をᤵかるとゝわれ「子ᤵけ地ⶶ」としてಙ௮された。基♏石には昭和10（1935）年のグ㍕があるが、ീと石
ᮦが␗なる。

12
十㌺家地ⶶ
(ṑの地ⶶ)

● 6 ●
大津川のᕥ岸の土ᡭの上にᏳ置されている。いつのころからがṑ③にຠくとされ「ṑの地ⶶさん」としてಙ௮を集めてい
る。台石にはᏳᨻ4(1857)年の㖭があるが、ീと石ᮦが␗なる。

13
㌺家地ⶶ
(目の地ⶶ)

● 6 ●

大津川改ಟᕤ事の㝿、一体の地ⶶがᇙまっていたのを引き上げて堂を建て、村のᏲりᮏᑛとしたが、まもなく村に大ⅆ
事があり、村人は水の中にいた地ⶶさんが、㝣に揚げられてᬬくてᛣったのだろうとということで、堂を取り外した。以㝆、
㌺家にⅆ事は㉳こらなくなったという。では「屋根なし地ⶶ」「目の地ⶶ」としてぶしまれている。ᐶᨻ11(1799)年の㖭
あり。

14 㤳ሯ地ⶶ(清水) ● 6 35 ●

⯪渡橋からᑡし北西に行ったところに「㤳ሯ地ⶶ」と呼ばれる地ⶶがᏳ置されている。役人となったᘵが┐㈫ᅋのを
ᤕらえ、ᾦながらにこの地で㤳をอねた。これをれんで村人が建てたのがこの地ⶶであり、㤳から上の病Ẽを治⒵す
るとされている。（赤穂の昔話）

15 道しるべ地ⶶ(清水) ● 6 27 ●

道ᶆを台石に転用した地ⶶᑛ。「川こしうね道」とは大津川を渡り、有年に通じる道のことを指し「び䛬ん道」とは帆坂峠
を㉺えて備前に至る備前街道を指す。道ᶆはもと備前街道のഐに南を向いて立っていたと思われる。この道ᶆには文
化11（1814）年の㖭が入っているが、ീと石ᮦは␗なる。

16 大津奥三跡地ⶶ ● 6 ●

䝇ク䝰ሯの〈の田地の一ゅに、奥大津の三跡があり、✜やかな㢦をした地ⶶがᏳ置されている。村人が有年の石ᕤ
に౫㢗して造らせたところ、౫㢗者の㢦そっくりの地ⶶとホุになったというゝいఏえがある。台石には明治4(1871)年の
㖭があるが、ീと石ᮦが␗なる。

17 地ⶶ(帆坂) ● 6 ● ᐶᨻ5（1793）年に造立された、ീ高105䟛の᙮り立ീ。Ṋኈが建立したとఏわる。

18 大津ⶶ地横池内の ● 6 ● 大津の。ീ立のり᙮⫗༙る測を䟛14高ീ、たれら♭に堂の横池内の

19 地ⶶ(高山㟋園) ● 6 ● 高山㟋園内にあるா保9（1724）年造立の᙮りᆘീ。このほか1体の᙮り地ⶶがある。

20 地ⶶ(向山) ● 6 ●
木生谷向山にある、ീ高33䟛の᙮りᆘീ。台石にはᐆỌ（1705）年の㖭があるが、ീと石ᮦが␗なる。このほか1体
の地ⶶがある。

21 村中地ⶶ ● 6 ●

かつて流᭶ᗡに大小2体の地ⶶが夫፬地ⶶと呼ばれていた。木生谷に地ⶶがないことを៧いたᗡが「Ṕ世ሪ」と้ま
れた石を台座とし、大きい方の地ⶶを与えたのがこの地ⶶという。木生谷橋のたもとに♭られていたが、大津川の改
ಟ時、昭和46(1971)年に現在地に移転。

22 ᒃ村観㡢 ● 6 ●

新田ᒃ村の山〈に♭られた石仏で、江戸時代ᮎ期、眼病の旅人が戸水でὙ眼し治⒵したことにឤㅰし建立。土地の
人々は眼病にຠく「地ⶶ」として♭ったが、昭和28(1953)年、堂Ᏹ改ಟ時のㄪᰝで、地ⶶ⸃ീではなく観㡢⸃ീで
あることがุ明。毎年4᭶18᪥にはಙ者一同が集まり法せをႠむ。

23 ⅲ谷観㡢 ● 6 ●

ኳ長年間(824～834年)に、ᘯ法大ᖌ空海が2体の観㡢ീを石に้んだとఏわる。その㝿、1体は㨶౪養のために海へ、
1体は鳥獣౪養のために山へᇙめられたという。堂内にはീ高約50䟛の自然石の⛎仏があり、ா保15（1730）年の「由
᮶᭩」にグ㍕されている。

24 西の観㡢様 ● 6 ●

ሷ屋北␁のྑ⾨門が、ክのお࿌げから水中より観㡢様をᣠい上げ、観㡢堂を建立したといわれる。文ᨻ13(1830)年
には、ఫ民が所へჃ㢪して㖟ᮐ300目の㈚付をཷけ、堂Ᏹの屋根᭰えや台石取᭰などを行ったグ㘓がある。現在は
ሷ屋西観㡢堂集所にᏳ置されていて⛎仏となっており、ᘏᐆ年間（1673～1681）以㝆の開ᖒグ㘓が残されている。

25 道ᶆ（ሷ屋広道） ● 6 27 ●
赤穂城下町西門から㜿ᘺ㝀堂までを広道というが、広道と村中小道への分ᒱ点に「ྑび䛬ん道」と้まれた道ᶆがあ
る。花ᓵᒾの自然石で高さ約70䟛を測る。

26 ሷ屋村道路ඖᶆ ● 6 ●
江戸時代のሷ屋村所跡に、町村間の㊥㞳を測るための㉳点となる道路ඖᶆが建てられている。

27 新田ᒃ村の道ᶆ ● 6 ●
「ᕥ䚷はま㐢(辺)䚷ྑ䚷䜂せん(備前)䚷道」と้まれる。年代不ヲであるが、ᕥの道を行けばሷ田・に至り、ྑに行けば
大津を経て備前に至ることを示す。

28 ᶒ現の㢟目ሪ ● ●
ᶒ現の三跡の横に「南無ጁ法ⶈ華経」と᪥ⶈ᐀の㢟目が᙮られた石ሪがあり、文ᨻ9(1826)年に⯪渡のጁ寺が建
立したものである。

29 帆坂の㢟目ሪ ● ●
帆坂峠に向かう道筋に「南無ጁ法ⶈ華経」の㢟目が้まれた石ሪがある。᪥ⶈ᐀が盛んであった大津において、ኳ保
2(1831)年に᪥ⶈの550ᅇᚷをグᛕして身ᘏㅮ中によって建立されたものである。

30 ጁ寺開基᪥ᜨ上人ሪ ● 6 ● ጁ寺境内にある。ጁ寺を開基した᪥ᜨ上人の石☃。明治43(1910)年建立。

31
Ⲩ神社石⇠⡲
ዊ納グᛕ☃

● 6 ●
Ⲩ神社（ሷ屋）境内にある。大正13(1924)年建立。

32 ㆙㚝台建設グᛕ☃ ● 6 ● 昭和10(1935)年建立。

33 ┳護፬ṥ⫋౪養ሪ ● ●
明治12(1879)年のコ䝺ラ⚝の後に建てられた村立の㑊病院では、大正ึ期の䝏䝣䝇流行の折に2人の┳護፬がឤᰁし
命をⴠとした。平成3(1991）年に、地域の人々によって石が౪養ሪとして♭られた。

34 コ䝺ラ病Ṛ者౪養☃ ● 6 ● 㜿ᘺ㝀堂（ሷ屋）境内にある。当時流行したコ䝺ラでஸくなった人々の౪養☃。明治14(1881)年建立。

35 ᛅ㨦☃ ● 6 ●

以Ⰻ⨶山の山頂に大正13(1924)年に建立。ᛅ㨦☃には246人の戦ἐ者が♭られている。☃文の文Ꮠは、旧᪥ᮏᖇ国㌷
東郷平八㑻ඖᖊの᭩である。折方ฟ身の松ᓮఀ織中ᑗが⤫合ඖᖊのᐁを2期勤めた関ಀから᭩をなしたといわれて
いる。

36 岡部氏の ● 6 ●
岡部භᘺኴという源氏のṊᑗが、堂山のイ䝏ブ（㯞の一種）⏿であった戦でṚし、そのᓫりからイ䝏ブが⫱たなくなっ
たとされ、慶応ඖ(1865)年に౪養が建てられた。

37 西山ᚨ治ྩ☃ ● 6 ●

明治6(1873)年に大津村の豪農に生まれ、小学ᰯ中➼科を༞業し㛩谷学ᰯで₎学を学ぶ。༞業後は木生谷ᑜᖖ小学
ᰯでᩍ㠴をとった。後に推されてᖌ⠊学ᰯに進むが病となり、学業༙ばにᖐᏯ、療養の⏥ᩫなく明治27(1894)年22ṓで
ἐ。明治33(1900)年に友人たちが彼のᡯ⬟とᚨ行をᚸび建☃した。

38 ྜྷ村ඛ生之☃ ● 6 ● 大正13(1924)年建立。
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39 Ᏻ部ඛ生☃ ● 6 ●

Ᏻ部ὸྜྷはᏳᨻ4(1857)年新田村生まれ。㝶㮆寺内の学舎で学ぶഐらತྃをႴみ、大ᓥ᐀⩝にᖌ事して源氏流の
ᤄ花のᢏをᴟめ松㡩ᩪと号した。近郷の子ᘵにತྃやㅴ᭤、ᤄ花をᩍえ地域の文化人として活㌍、昭和3(1928)年の
ᅇᚷにあたり、門人が☃を建て㏣ះのពを表した。

40 里正有ᮏ⩝☃ ● 6 ●

有ᮏ新㑻はඖ文2(1737)年大津村生まれ、父新三㑻の後を継䛞庄屋となる。大津村はしばしば᪭㨧の⿕ᐖにあい、こ
れを៧いて帆坂に大池を完成させ、᪭㨧から村をᏲった。仏ᩍのಙ௮ཌくᏳ養寺の建にもᑾຊした。新㑻の行Ⅽ
に村人はᓫᩗのᛕをᝰしまなかったが、⸬බのᚷㅐにふれて身を引き、備前三石に転ᒃし文化9(1812)年ἐ。⩝の100
ᅇᚷにあたり同ᚿが建☃してそのᚨを明らかにした。明治44(1911)年建立。

41
明治三・八年戦役
ถ᪕⚃㈡グᛕᶞ☃

● 6 ●
明治39(1906)年建立。

42 西川ඛ生☃ ● 6 ●

ጁ寺境内にある。西川與三ྜྷは慶応2(1866)年大津村生まれ。明治11(1878)年17ṓのときᜠᖌ小林新ஓとともに西ℿ
小学ᰯᩍဨに採用され、大ᔱ千代㯢・平尾ᮡ松・Ᏻ部ὸྜྷらとᩍቭに立った。明治29(1896)年に木生谷小学ᰯᰯ長を
ᣏ命して子ᘵの⫱成にᑾຊ。明治38(1905)年に病Ẽでᩍ⫋をཤった後、寺子屋を開き、近隣の㟷年のᩍ⫱にᑾくし
た。村の総代や寺の総代、郡議ဨ、村議ဨをṔ௵。大正8(1919)年、58ṓで他⏺。ᖌをះって門下生が昭和
12(1937)年☃を建立した。

43 Ᏹ田平の☃ ● 6 ●
㜿ᘺ㝀堂（ሷ屋）境内にある。明治9(1876)年、ሷ屋村に入ったἾᲬを㏣った時のയがもとでṚんだᏱ田平の。大
ἾᲬをᤕまえたということで明治10(1877)年に145が子の亀ኴ㑻に下がり、をつくり౪養した。

44 黒田ຊ松ඖᖾඛ生☃ ● 6 ● 㜿ᘺ㝀堂（ሷ屋）境内にある。ᰂ⾡高木流の十三代ᖌ⠊であり、明治43(1910)年にṚཤ。大正11(1922)年に建立。

45 八木一治㑻ୠ⦼☃ ● 6 ●
㜿ᘺ㝀堂（ሷ屋）境内にある。昭和25(1950)年、赤穂町ᾘ防ᅋᅋ長であった八木一治㑻が昭和24(1949)年にṥ⫋し
たことをみ、その業⦼を称えて赤穂町ᾘ防ᅋሷ屋分ᅋによって建てられたもの。

46 ⰸⷀྃ☃ ● 6 ● 㜿ᘺ㝀堂（ሷ屋）境内にある。ᘯ化4(1847)年建立、平成5(1993)年建。

47 ί㡪☃ ● 6 ●
┿光寺境内にある。大正9(1920)年、西播磨◊㡪ᮏᚨ寺のᲙှの指ᑟ者として大きなຊᚨを備えた人物である➨十
世⩏ᕦᖌのᘵ子たちが人に䜂かれ㏣ះの☃を建立。

48 谷口ඛ生☃ ● 6 ● 木生谷の谷口⣠ḟ㑻は池のᆓ流を子ᘵにᩍ⫱した。明治36(1903)年建立。

49 和Ẽ清㯞࿅බ御舟寄松 ● 35 ●
和Ẽ清㯞࿅がᏱబ八幡へ行くとき、この松にᣓり付けて⯪をめ、郷里である和Ẽに立ち寄ったという。（赤穂の昔話）

50 堂山㑇跡ฟ土⦖文土ჾ ● 23 34 ●
現在の山陽自動㌴道赤穂インター䝏䜵ン䝆設置や鉄ሪ建設にకう発᥀ㄪᰝによって、⦖文時代前期（約6,000年前）か
ら⦖文時代ᬌ期（約3,000年前）までのそれぞれの時代の土ჾが多㔞にฟ土している。

51 大林古ቡ⩌ ● 34 ●

ⅲ谷を谷川ἢいにⓏると、ྑ方に横谷が展開し、横谷の奥にハブ池がある。池の北ഃに㏕る山の斜面をさらに東に
Ⓩったところに古ቡが造られている。昭和44(1969)年当時で4基の古ቡが残存。昭和57(1982)年のㄪᰝでは一帯は䝭カ
ン⏿に開発され2号ቡと4号ቡはᾘኻし、南斜面に1号ቡが残存するのみである。

52 ⅲ谷ᕸ目瓦ฟ土地 ● 34 ●

Ꮠⅲ谷の観㡢堂に通じる道の㏵中にᕸ目瓦のฟ土地がある。観㡢堂のᡭ前約100ｍの道路の西ഃに⊃い造成地があ
り、そこから小片2点が採集された。外面にはやや⣽かいᕸ目が施されていて、内面には不つ๎に୪ぶ線文が้まれて
おり、平Ᏻ期のものとされる。

53 ሷ屋築田㑇跡 ● 34 ● ሷ屋川改ಟᕤ事の㝿に⦖文土ჾ片と中世以㝆の木ᵽ2ᮏ➼がฟ土した。

54 ሷ屋㜿ᘺ㝀堂㈅ሯ ● 34 ● 㜿ᘺ㝀堂改ಟの㝿、平Ᏻ～㙊時代の㈅ሯが発見された。

55 高山㑇跡 ● 34 ● ᘺ生時代の土ჾや石ჾが採集されている。

56 大津ฟ口㈅ሯ ● 34 ●
市内の㈅ሯは、堂山㈅ሯを㝖いてい䛪れも小つᶍ。時期としてはฟ土ჾからみてᐊ町時代以㝆にᒓするものと推測さ
れる。

57 堂山㑇跡 ● 5 30 34 ● ●

現在の海岸線から約4㎞北ഃの通称「堂山」と呼ばれる山〈に置し、山陽自動㌴道赤穂インター䝏䜵ン䝆建設や鉄ሪ
建設の㝿に発᥀ㄪᰝが行われた。赤穂インター䝏䜵ン䝆建設地では平Ᏻ時代以㝆のሷ田㑇跡が国でึめて発見さ
れたほか、⦖文時代前期からᬌ期にいたる多㔞の⦖文土ჾや、古ቡ時代以㝆の〇ሷ土ჾなどが多ᩘฟ土した。

58 ᆓ屋敷跡 ● 34 ● ● ൔᗡの跡とఏえられており、周辺にはⱝᖸの平ᆠ地、石ẁ、土ሠ、戸跡と思われるものが残されている。

59 Ⲩ神社(ሷ屋) ● 5 6 30 31 33 ●

創立年᭶は不ヲ。ⓚᴟኳⓚのころ(7世⣖中ごろ)⛙河が⣲ᡆႲᑛを່進し創建したとఏえられる。ᘏᐆ3(1675)年、正
ᚨ5(1715)年、ᐶᨻ12(1800)年の棟ᮐに建・ಟが行われたグ㏙がある。ู称「正面さん」。明治42(1909)年にはⱝᐑ
社・㔠ẝ⨶社・ሷ㔩社を合♭した。境内には市内でẚ㍑的古いᘔ⯪絵馬がዊ納されている。秋祭りに行われるሷ屋Ⲩ
神社屋台行事は市指定文化財。

60 三ᐆⲨ神社(木生谷) ● 6 33 ●
正保ඖ(1644)年に折方村のⲨ神社を່進して創建。祭神は⣲ᡆႲ命。ᣏẊには江戸後期に活㌍した絵ᖌ法橋⩏ಙの
ᅄ十⩏ኈ画ീ図絵馬がᥖげられている。境内に大正8(1919)年に流᭶ᗡから村がㆡりཷけた✄Ⲵ神社を合♭。

61 ᪥ྜྷ神社 ● 5 6 33 ●

戸ᓥ新田の造成によりఫ民が定╔したため、ᢎ応ඖ(1652)年に⸬ὸ野長直が近江の山⋤大ᶒ現ᐑ(᪥ྜྷ大社)を່
ㄳしたのが㉳こり。祭神は大山神・㤶山戸神・⩚山戸神。ᐆỌ7(1710)年に森長直がᮏẊ・ᣏẊ・鳥ᒃ➼の⯆を行っ
た。明治ඖ(1868)年には神仏分㞳௧により「山⋤ᶒ現神社」を᪥ྜྷ神社に改称。境内に✄Ⲵ神社・ኳ満ᐑ・水神社が合
♭されている。

62 森ྜྷ✄Ⲵ神社(大津) ● 6 ●

八幡ᐑの参道の西に、✄Ⲵ神社・㔠ยẚ⨶神社・㘠ケ森神社を♭った一ゅがある。✄Ⲵ神社は明治2(1869)年3᭶15᪥
に່進、一説には明治42(1909)年に合♭されたという。2᭶ึめの༗の᪥にᐑྖ、ᐑ総代、参ᣏ者によって祭礼が行わ
れる。㔠ยẚ⨶神社は山にあったものが昭和56(1981)年に合♭された。㘠ヶ森神社は、水不足にᝎむ村人が、水神
を♭る千種町の㘠ケ森神社から分㟋を່進したものとఏわる。また、ここにはかつて和Ẽ清㯞࿅が⯪を⧅いだというఏ
ᢎのある松の大木があり、現在⚆の中にษりᰴが残されている。

63 八幡神社(大津) ● 6 32 33 ●

和Ẽ清㯞࿅が豊前のᏱబ八幡ᐑからのᖐ路に寄 し、八幡神を່進したのが始まりとఏえる。社Ẋはኳ正年間(1573
～1592)にᏱ႐多秀家の㌷ໃが㥔ᒡした㝿にすべて↝ኻし、その後明ᬺ2(1656)年にᮏẊ建。⸆ᖌ堂内にあった(現
在はṔྐ༤物館寄ク)2体の木造⸃立ീは平Ᏻ時代後期のస風をみせ、市指定文化財となっている。鳥ᒃはா保
20(1735)年の㖭があり、坂㉺の生ᓥ、西有年の大㑊神社にḟいで古いもの。

64 㘠ケ森神社(大津) ● 6 ●
水不足にᝎむ村人が、水神を♭る千種町の㘠ケ森神社から分㟋を່進したものとఏわる。᪭㨧時には、ここで㞵ஒいの
神事が行われた。参ຍ者に㣩。ういとたしいஒ㞵でဨ、い⯙るを

65 ⱝᐑ神社跡 ● 6 ●
ዉⰋⱝᐑ神社の分㟋を່ㄳして♭られていたが、明治42(1909)年に境内神社に合♭。神社のあった頃、7᭶15᪥に行
われていた祭礼には道路ἢいに㟢ᗑが୪び、ຊ相᧞も行われて大いに㈰わったという。

66 ┿光寺 ● 5 6 ●
ί土┿᐀西ᮏ㢪寺ὴにᒓし、ൔ善明が創建。Ọ正3(1506)年、西有年のභ道山㐢↷院よりこの地に移ったとされる。山
号は㐢↷山。山門(東表門)は立ὴな㞝龍㞤龍の᙮り物のあるᅄ⬮門。

67 ⶈ岳寺 ● 6 ●
「岡山最上✄Ⲵ神社赤穂支所」として建立。ᱜ対の麓のᏐ奥田は、播磨国大క宿⚇がハブ山を開発した㝿にᱜ谷の
奥も開ቧしたため、奥田と呼ばれるようになり、ሷ屋で最も古い田とఏわる。山号はᱜጁ山。

68 光ί寺 ● 5 6 ●

ᖸ拓により、慶Ᏻ3(1650)年に新田ᒃ村、明ᬺ3(1657)年に㌺家、ᐶ文5(1665)年に十㌺家と㌺家ができ寺が創建
された。ா保21(1736)年に⚟寺(ί土┿᐀)に㢪いฟて、⸬ᗇのチྍをᚓた翌ඖ文2(1737)年、⚟寺の寺家であった
光ί寺を移したのが㉳こり。山号は戸ᔱ山。寺ではᐶᨻ年間頃(1789～1801年)に、新田村をసった⸬、ὸ野長直・長
友・長▴の木ീをసってᏳ置し、以᮶長直の命᪥である毎年8᭶24᪥に「たくみさん」という法せがႠまれている。

69 ጁ寺 ● 6 ●

文亀2(1502)年に備前国ᾆఀ部のൔ᪥្上人が、大津の法華垣内に法華道場を開設したのが始まりとゝわれる。ᐶỌ
17(1640)年に赤穂城下に移転、その後⸬ὸ野長友が生ẕのᥦ寺として大改ಟし、寺号を高光寺と改めた。この時
ጁ寺の寺号を残すため、大津の⯪渡に寺を⯆して現在に至っている。山号はၨ運山。寺には江戸時代に赤穂⸬
が立ち寄ったことをグしたグ㘓が残されている。

70 Ᏻ養寺 ● 6 ●

Ᏻ養寺は大治ඖ(1126)年に大和国南河内郡ኳ見村のᚓⶈ院乗が、西国ಟ行の㏵中に立ち寄り草ᗡを結んだのが
始まりという。当ึは┿ゝ᐀で、ί土┿᐀の流ᕸにకい、ඖ⚘8(1695)年に改᐀。大津八幡ᐑの神ᐑ寺としてຍ㈡ⲯに
あったが、改᐀にకい現在地に移転。山号は⣸㞼山。ኳ明8(1788)年にᮏ堂↝ኻ、ᐶᨻ6(1794)年に⯆し現在に至
る

71 ᑓ法寺 ● 6 29 ●

ᐆᬺ6(1756)年に赤穂ู院ጁ慶寺の支ᆓとして、仏ീを東ᮏ㢪寺から下付されて現在の木生谷集所のあたりに開基
したί土┿᐀の寺院。文化2(1805)年に東ᮏ㢪寺よりᑓ法寺の寺号をཷけた。明治11(1878)年にጁ慶寺のᮎ寺として⊂
立。大正3(1914)年現在地に寺ᆓを移した。山号は₯龍山。平成4(1992)年大改ಟを行い現在に至る。

72 ᒾ屋寺跡（⸆ᖌ寺跡） ● 29 34 ● ●
土ሠによってᅖまれた5間ᅄ方の♏石が残る。周辺から平Ᏻ時代頃の㡲ᜨჾ᳐がฟ土している。ຍ里屋新町にあった
長Ᏻ寺の前身であったとఏえられている。

73 大ឿᗡ跡 ● 6 ●
花岳寺のᮎ寺として正ᚨ5（1715）年建立された。境内は20間ᅄ方であったが、昭和10（1935）年頃、無ఫとなる。現在境
内は県道となり、当時の戸が現存する。
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74
西の御大ᖌさん
（大ᖌ堂）

● 5 6 35 ●

以前はⅣ屋台に♭られており、ሷ業にᚑ事するሷ屋の人々のಙ௮と集いの場であったといわれる。昭和32(1957)年に
現在のᱜ谷に移設。建物⪁ᮙ化のため昭和60(1985)年に改築。
ᮏᑛは、自然石にᾋ᙮が施された60㼏㼙⛬度の大ᖌീ。大正時代に流行病でஸくなった人々への౪養のための観㡢ീ
1体と大ᖌീ2体がᏳ置されており、自然石に༙⫗᙮りの地ⶶ、「ばん」とグ㍕のある༙⫗᙮りのᘯ法大ᖌീ、「十一
ばん」とグ㍕のある観㡢⸃ീ、大正9（1920）年造立のᘯ法大ᖌീがᏳ置されている。毎᭶1.15.21᪥には御ャḷがャ
ၐされる。
ᱜ谷のㇷ（むじな）が人をだまそうとする㐓話がある。（赤穂の昔話）

75 㜿ᘺ㝀堂（ሷ屋） ● 6 ●
⦕㉳には、ྜྷ2（1442）年、西有年のභ道山㐢↷院より移ったとグされている。ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。ᮏ堂改築の㝿、平
Ᏻ時代～㙊時代の㈅ሯが☜ㄆされている。

76 流᭶ᗡ ● 6 ●

新田村にあった⚙᐀の草ᗡが廃寺となっていたのを、正ᚨඖ(1711)年に木生谷ฟ身の新田の大庄屋、三Ꮿᨻ清が現
在地に移したのが始まり。昭和54(1979)年のᗡἐ後、仏ീ・仏ල➼は北野中の⯆⚟寺の⟶⌮となる。観㡢堂には、観
㡢⸃・ᘯ法大ᖌ・地ⶶ⸃がᏳ置され、播ᕞ赤穂坂内33ケ所㟋場の21␒ᮐ所。ᗡの裏ᗞにはᏳ⚈ឿ✜ẚୣᑽや三
Ꮿ氏のなどがある。

77 横谷ఫᒃ跡 ● 5 ●

『播ᕞ赤穂郡ᚿ』に「ሷ屋村㫮谷よりฟ村ஓ。㫮谷は正面Ⲩ神山の後、横谷⁀池の谷なり。」とグされており、ሷ屋村の
㉳こりが⫼面山ሢの合間にある横谷の地であったとఏえられている。現在は、石垣や戸の石組➼の㑇ᵓが残るのみ
であるが、大正時代まで人々が生活していた。

78 戸ᓥ用水 ● 6 27 28 ● ●

正保2(1645)年、赤穂に入ᑒしたὸ野長直は、城や城下町の整備とともに新田開発を積ᴟ的に行った。慶Ᏻ2(1649)年
には「戸ᓥ⁁」を᥀๐し、翌年に戸ᓥ新田村を成立させた。この用水は旧赤穂上水道のᑟ水路を活用し184町95
␇(185ha)の℺₅用水として、また新田ᒃ村地区の生活用水としても利用され、現在も農業用水として役目をはたしてい
る。大正2(1913)年からは㮁和地区にも㏦水している。

79 戸ᓥ新田 ● 27 ●
正保2(1645)年、赤穂に入ᑒしたὸ野長直は、城や城下町の整備とともに新田開発を積ᴟ的に行い、慶Ᏻ2(1649)年に
は「戸ᓥ⁁」を᥀๐して、184町95␇(185ha)の戸ᓥ新田を開発した。

80 西ሷ田跡地 ● 5 6 30 ●

古代から〇ሷが行われていたሷ屋では、近世になり池田時代～ὸ野時代～森時代とሷ田開拓を行った。尾ᓮ地区・御
ᓮ地区の東ሷ田に対して、ሷ屋地区は西ሷ田と呼ばれ、ᐆỌ3(1706)年で95町28␇ほどあったとされ、西での
平ᆒ生⏘高は約10石と推定されている。西はとして┿ሷと称する上方向けの上㉁ሷを生⏘し、大坂市場をᚓព
ඛとしていた。

81
ᰘ原ᮏ家（野屋）
屋敷跡

● 5 6 30 ●

ᰘ原家は尾ᓮ村よりඖ和6(1620)年に移ఫ。赤穂ᒅ指のሷ田地・豪ၟとなり、赤穂⸬(森家時代)のⶶඖ役、ሷ屋村大
庄屋を務めた。文化年間(1804～1818)には田⏿23町余(約23ha)、ሷ田28町余(約28ha)、屋敷31␇余(約3100㎡)、大
坂屋敷3㌺その他、ᩘえきれない⛬の家を所有していたが、近代にἐⴠした。

82 寺田家ఫᏯ ● 5 ●

寺田家は西ሷ田の有ຊ地の一つ。「ᚿ保屋（しほや）」の屋号でሷၥ屋をႠんだ。旧備前街道に面した㑰Ꮿはẕ
屋、㞳れ、Ⲕᐊ、ⶶなど9棟からなり、 木造པ子階建ての屋は、通りに面した上階部分が江戸時代中期の建築とい
われ虫⡲❆が≉ᚩ。敷地北西のⲔᐊ「ⶇᗡ」は⸭内流を㇟ᚩする「⇩ᗡ」をᛅ実にしている。地域のまちなみに㔜せ
な役をᯝたしているとして、兵庫県景観形成㔜せ建築物に赤穂市でึめて指定された。

83 ሷ屋村所跡 ● 5 6 ● 江戸時代に、ሷ屋役人のワ所として使用されていた。⬥にはሷ屋村道路ඖᶆがある。

84
新田組大庄屋
三Ꮿ家の屋敷跡

● ●
三Ꮿཪ兵⾨清㈆が㈆ா3(1686)年に木生谷よりฟてこの地にᒃをᵓえて以᮶、廃⸬置県まで9代約200年もの間、大庄
屋三Ꮿ家の屋敷があった。

85 西門跡 ● 6 27 ●
備前街道より赤穂城下へ入る西の門であり、ᯠ形が築かれ␒所が配置されていた。その門の一部は、明治4(1871)年
に花岳寺ఫ⫋⌛和ᑦが㈙収後花岳寺の山門として移築し、平成ඖ年(1988)に市指定文化財となっている。

86 木戸の口跡 ● 6 ●
江戸時代には、ሷ屋村へฟ入りする木戸門があったとゝわれ、治Ᏻ⥔ᣢのためにฟ入りする者を見張っていた場所で
ある。

87
ሷ◪ⶶ跡・
ሷ◪ⶶ␒小屋

● ●

森時代、鉄◙のⅆ⸆をసるሷ◪ⶶ(ⅆ⸆庫)が建てられていた。はたきⶶといわれる瓦葺4間2間(約8㽢4ｍ)のస業ⶶと瓦
葺3間2間(6㽢4ｍ)のⅆ⸆庫が建てられ、その上にはⅆ事に備えて池が造られていた。また現在は高さ約2ｍの石垣上
にᖜ約30ｍ、奥行き約15ｍの平地だけが残っている。ⶶの上ᡭと下ᡭには⸕葺の␒小屋が置かれていたが、現在は農
家の納屋となって1㌺残るのみである。

88 ฟ口のᗏฟ跡 ● 6 ●
ኳ保時代(1820～1840年)のᮎ期、大津村庄屋の田⦾治はฟ口地区をᖸばつからᩆうため、⚾財をᢞじて地下にᗏ
ሖを造り、అ流水をここから放流した。

89 長尾の池跡 ● 35 ●
かつて27ｍ㽢29ｍの池があり、近くのฎฮ場でᡴちⴠとされた㤳をὙったため池の水は赤を帯び、᪥に7度もⰍをኚ
えたので「Ⰽの池」と呼ばれた。またௐウがあり池の中へⱝ者が㏉りウちにされたことから「うらみの池」のู名がある。

90 ⶑ場跡 ● 5 30 ●
西ሷ田の水尾にあり、₻の満ち引きを利用してここにሷᘔ⯪を⯪させ、⯪ᗏについた㈅を↝いてᤲ㝖した。現在の
䝗ック（⯪Ὼ）のような役をᯝたした。

91 かんにん橋 ● ●

石橋のഃ面の一方には「ሓᚸ橋」、もう一方には「かんにんばし」と้まれている。正᭶屋とゝわれる大家が⾶㏥したが、
㏫境に⪏えて「ሓᚸ、かんにん」とാき、家を⯆させたという話が残る。小橋川に架けられていたが、道路ᕤ事の㝿、
現在地に移された。

92 ⯪渡橋 ● 6 36 ● 大津川にかかる橋の一つで、古᮶はこのあたりまで海岸線が㏕っていたといわれている。

93 小橋川のὙい場の石 ● 6 ●

旧ሷ屋村の北辺には、近代上水道が設置されるまで戸ᓥ用水から引いた小橋川に、長さ約30ｍにわたる石造りのὙい
場があった。上流から㡰に、水Ữみ場・⡿や野⳯のὙい場・Ὑ℆場・おしめὙい場・∵馬Ὑい場が୪んでいたといわれ
る。小橋川がᬯῺとなる㝿に、現在地に移された。

94 㔠時さんの足跡 ● 35 ●
「㔠時さんは、小㇋ᓥから海を㊴び㉺え、片足はこの石の上に、もう一方の片足は高山についた。」と昔話はㄒる。（赤
穂の昔話）

95
おんびきᒾ（上）・
∵ᒾ（下）

● 35 ●
道の上ഃにガマガ䜶ルの形をした「おんびきᒾ」、道の下ഃに「∵ᒾ」と呼ばれるᕧ石があり、ሷ屋にఏわる昔話に「௰
のよい三つのᒾ」のつとしてㄒりつがれている。（赤穂の昔話）

96 お㚝石 ● 35 ●
50ｍⓏった䝭カン⏿にある。ሷ屋にఏわる昔話「௰のよい三つのᒾ」の一つ。分・秋分の᪥には尾形にある「オン䝡キ
ᒾ」から┿東となるこの石の上から᪥が᪼るという。（赤穂の昔話）

97 げんじ䜗のᒾ ● 2 35 ●

ሷ屋のⲨ神社の裏山にあり、高さ約2.5ｍを測る花ᓵᒾ。矢✰が✸たれており、赤穂城築城にకう石ษりとの関㐃も指
される。上方には「げんじ䜗の台」と呼ばれる見ᬕらしのⰋい場所がある。げんじ䜗の台は、昔話「おఀໃまいり」にⓏ場す
る。（赤穂の昔話）

98 八␚敷 ● 35 ●

ሷ屋の横谷から木津・┿Ẋの方に⧅がる山道には、㔠⋢⿄を八␚くらいまで広げて旅人をくう化け物がฟたという。し
かしある時ついに㏥治され、その正体は大きな古⊇であったという昔話がఏえられており、この昔話の⯙台となった横谷
にある大ᒾを「八␚敷き」と呼びならわしている。（赤穂の昔話）

99 おも石（石） ● ●
横谷の谷を流れる川の中に家のように大きなᒾがあり、川のであるとఏえられ「石」としてぶしまれてきた。石と
八␚敷きがある横谷の谷は、山道がⲨれているため、現在は᥈ゼがᅔ難。

100 三ᮏ松 ● ● ●
明治25(1892)年の洪水の㝿、現在地付近で3ᮏの松のᰴが見つかった。昭和63（1988）年には河川改ಟᕤ事の㉳点に
グᛕ☃とともに松が植えられた。

101
㔜の石垣
（Ⲩ神の◓跡）

● ●

西方の大津、南方の瀬戸内海、東方の尾ᓮが見渡せる小ᏐⲨ神の山頂付近に㔜の石垣が見られる。現在見られ
る石垣は∾場開拓の㝿に積まれたものであるが、『播磨㚷』にグ㏙された昔の◓跡をംばせるものである。ሷ屋の山中
に戦国時代の山城が存在したのかもしれない。現在は⚾有地のため立ち入ることはできない。

102 猪垣(大津) ● 6 ● 大津の備前街道にἢって造られ、農స物や人家を猪の⿕ᐖから防いでいた。

103 木生谷の猪垣 ● 6 ●
いつ頃造られたかはよくわからないが、木生谷集ⴠをᅖむように石垣が造られ、人家や農స物を猪の⿕ᐖから防いでい
た。

104 西ℿ小学ᰯ跡 ● ●
明治5(1872)年に学ไが発ᕸされ、新田以西の5カ村内に6ᰯの小学ᰯが開ᰯしたが、明治9(1876)年には6ᰯが合ేし
て西ℿ小学ᰯが開ᰯされた。明治36(1891)年には木生谷ᑜᖖ小学ᰯに移転した。

105 赤穂実科ዪ学ᰯ発⚈地 ● ●
明治45(1912)年、ሷ屋村他5カ町村の組合立赤穂実科ዪ学ᰯが創立され、ጼのዪ学生が通っていた。当ึሷ屋ᑜ
ᖖ小学ᰯが置かれ、ḟに赤穂実科ዪ学ᰯ、ሷ屋村役場、ሷ屋保⫱所となり、現在はබ園及び屋台᱁納庫となってい
る

106 木生谷ᑜᖖ小学ᰯ跡 ● ●
明治9(1876）)年に新田以西5部ⴠ6ᰯが合ేして西ℿ小学ᰯが開ᰯされたが、明治36(1891)年にはこの地に移転され、
木生谷ᑜᖖ小学ᰯとなった。

107 海食ᓴ跡 ● ●

Ⲩ前から神保にかけての田地の中に、北西方向に高పᕪ1ｍ⛬度の小ᓴが続いている。地表下1～1.2ｍ以下が海成と
みられる◁ᒙとなっていること、近くの堂山、田ⱱに海成とみられるሁ積物があることから、この小ᓴは⦖文時代の海食
ᓴ(海岸線)と考えられている。

108 旧備前街道 ● 6 27 ●
備前街道は、赤穂城下から新田を経て、⯪渡から大津川ྑ岸の山㝿を通って帆坂峠に続いていた。現在、大津川と山
麓の間にその跡を見ることができる。

109 帆坂峠 ● 6 27 32 ● 兵庫県と岡山県の県境にあり、大津川の源流となっている。
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110 以Ⰻ⨶山 ● 6 ●

古くから「イララ山」と呼ばれる。古代のᮅ㩭ㄒで「ラ」は津・ のពがあり「ララ」は津渡、イは場所のពで、イララは
津を渡る場所のពとなるため、渡᮶人による命名ではないかと考えられている。山頂に大正13(1924)年にሷ屋村在郷㌷
人によって建てられたᛅ㨦☃があり、戦ἐ者246名の㟋を♭る。昭和27(1952)年、昭和44(1969)年に設置された2基の
⥭急用上水貯水タンクは役目をᯝたし平成19(2007)年に᧔ཤ。山一帯は昭和45(1970)年に風⮴地区に指定された。

111 黒鉄山 ● 6 35 ●

大津地区の北ഃにそびえる黒鉄山はᶆ高430.9ｍを誇る。頂上からは北は中国山⬦、南はῐ路ᓥ・ᅄ国が望める。➨
ḟ世⏺大戦までは山麓で㖡㖔石の採᥀が行われていた。大正時代ึ期頃まで、᪭ばつ時には㝆㞵の♳りをこめて
村人総ฟで山頂にう䛪高く積み上げた⸄をいて㞵ஒいを行った。氏神様をᓫめなかった大津へのኳ⨩に関わる昔話
がある。（赤穂の昔話）

112 高山 ● 6 ●

ᶆ高約299ｍを測る。旧ሷ屋村の北ഃの山々の中で一␒高い山である。山腹には赤穂市の「赤」Ꮠが、ウバ䝯ガシとシイ
によって昭和47(1972)年にᾋ᙮植ᶞされている。下方にはかつて石⢊採取地があった。以前は⡿を⢭⡿するため、農
家の人々がここでよく石⢊を採っていたとఏわる。ᘺ生土ჾや石㙨、㡲ᜨჾが採集されている。

113 大津川 ● 6 ●

大津川水⣔は、源を兵庫県・岡山県県境の帆坂峠に発して、大津ኚに西南らか東南をれ流し流合と川現ᶒ、川内ノ
え、さらに折方川合流点で南へኚえ、ሷ屋川と合流した後、播磨ℿにὀぐ⣭河川である。昭和51（1976）年に面改
ಟされた。

114 ሷ屋川 ● 6 ●
昭和51（1976）年の台風⿕ᐖの旧のため、昭和57（1982）年に⣭河川として改ಟ完成した。改ಟは長さ2,470ｍ、橋
ᱱ10橋に及んだ。ᕤ事の㉳点場所には昭和63（1988）年に三ᮏ松の☃が建立された。

115 横谷の谷 ● 35 ●
横谷はሷ屋でも最も古く人々のᒃఫ地であったところで、山道は木津・┿Ẋへ続いている。谷の中には「八␚敷」と呼
ばれる広いᒾ場があり、⊇にまつわる昔話がある。（赤穂の昔話）

116 ᶒ現池 ● 6 ●

水不足が深้であった大津は℺₅用のため池が多く造られ、ᶒ現池は中でもつᶍの大きいものである。ᶒ現池はኳ保
年間(1830～1844)に当時の庄屋の資㔠をᚓて╔ᕤ、その後赤穂⸬がỴቯ防Ṇのための大ᕤ事を行い、約10町歩の田
の水源として利用された。昭和18～19(1943～1944)年にሐ防を高く改ಟ、昭和49(1974)年に余水ྤの改ಟを行い、平
成13～14(2001～2002)年度にሐ防➼の改ಟを行って現在に至る。

117 帆坂池 ● 6 35 ●

県境のある帆坂峠近くにあり、開๐時期は不明。国的に大㣚㤡の続いたኳ明年間(1781～1789)に当時の庄屋、有ᮏ
新㑻が中心となり大改ಟを行ったことが明らかとなっている。このᕤ事でのฟ㈝がかさんだため年㈉がり、新㑻は
㡿外㏣放となって三石でἐしたという話がఏわる。昭和24(1949)年にሐ防がỴቯして大津に水ᐖをもたらし大改ಟが行
われた。平成8～10(1996～1998)年度にかけてሐ防・放水設備➼の改ಟが行われている。北田・南田・ฟ口・奥・中開地
➼に水を౪給している。帆坂池の大⺬が赤穂⸬をだました㐓話がある。（赤穂の昔話）

118 池内の ● 6 36 ●

黒鉄山東麓に置し、大津のため池の中で最大。開๐時期は不明だが、江戸時代中期には᪤にあったと推測される。
文化4(1807)年にሐ防がỴቯし、Ṛ者1名をฟしたことがグ㘓に残る。昭和30年代にሐ防の⿵強・大改ಟを行い、昭和
63(1998)年度から平成3(1991)年度にかけて余水ྤ、放水設備の改ಟを行った。長坂・奥・ク䝪リ・䝇ク䝰ሯ・中開地・ຍ
㈡ⲯの各地区の田に水を౪給。この池の水は⥳Ⰽをしており、戦前まで近くに㖡㖔山があったため、㖡㖔石のᙳ㡪で
はないかといわれている。

119 ハブ池 ● 5 6 31 ● 小Ἴᕸ川の水源となる池。

120 西の谷池 ● 6 ● 木生谷のⲨ神社裏に築かれた池。

121 ሷ屋東屋台ⶶ ● 5 33 ● ● ሷ屋Ⲩ神社の秋祭りで使用される屋台が収納されたⶶ。ሷ屋Ⲩ神社屋台行事は市指定文化財。

122 ሷ屋西屋台ⶶ ● 5 33 ● ● ሷ屋Ⲩ神社の秋祭りで使用される屋台が収納されたⶶ。ሷ屋Ⲩ神社屋台行事は市指定文化財。

123 旧ሷ屋村(ሷ屋) ● 30 32 36 ●

地名。古代は海₻のᖸ満の地であった。後⫼山地には⦖文時代以㝆の㑇跡が点在する。8世⣖中ごろに、ハブ谷周辺
と思われるあたりが、東大寺㡿のሷ山であった。横谷のお㚝石・Ⲩ神あたりのఫ民が〇ሷのため山麓や海岸部に移り₻
家にఫみ始めたのがሷ屋村の㉳源という。

124 山陽自動㌴道 ● 6 27 ●
兵庫県神戸市北区を㉳点に、岡山県、広ᓥ県を経由して山口県山口市へ、および山口県Ᏹ部市から同県下関市へ至
る高速道路。

125
山陽自動㌴道
赤穂インター䝏䜵ン䝆

● 6 27 ●
山陽自動㌴道の入り口で、敷設にకって兵庫県ᩍ⫱ጤဨによる堂山㑇跡の発᥀ㄪᰝが実施され、⦖文時代以᮶の
Ṕྐが明らかとなっている。

126 山陽新ᖿ線 ● 6 27 ●
新大㜰駅から༤多駅を結ぶ。昭和42(1967)年3᭶16᪥、赤穂市で山陽新ᖿ線「新大㜰 ～岡山間」の㉳ᕤᘧが行われ
た。

127 ＪＲ赤穂線 ● 6 27 ●
播ᕞ赤穂～東岡山までの路線。昭和26(1951)年に国鉄相生～播ᕞ赤穂間が開業。昭和30(1955)年に播ᕞ赤穂～᪥生
間がᘏఙ開業。

128 赤穂䝢クニックබ園 ● ●

高山にあり、∾場として使用されていたୣ㝠地を利用して、市街地から瀬戸内海にかけての展望、ᅄ季折々の花や実、
紅葉が楽しめるබ園として、平成12(2000)年にオープン。広場や野外䝇䝔ー䝆があり、林間ᩓ策道や百花園(赤穂の森)
には赤穂を代表する植物をに、㨯ᚿೖ人ఏ、葉、生ᓥᶞ林の植物᥈⣴コー䝇が設けられている。

129 䜾リーン䝧ルト ● 5 ●
ሷ田跡のᕤ業地帯とఫᏯ地域との間のබᐖ⦆⾪⥳地事業としてつくられた、総ᘏ長4㼗㼙の⥳地帯。昭和43(1968)年に
╔ᡭ、昭和52(1977)年4᭶にᕤ事完成。

130 ሷ屋Ⲩ神社屋台行事 ◎ 5 33 ●

10᭶25᪥に最も近い土᪥に開ദされるሷ屋Ⲩ神社の秋祭で、東西2地区の大屋台のほか多ᩘの子౪屋台➼がⓏ場
し、㏵ษれることなくှわれるఀໃ㡢頭を⫼景として練りやᕪし上げが行われる。 明治に㐳るṔྐをもち、文化財的౯
್がある屋台➼を⥔ᣢしている点で、市の無形民俗文化財に指定された。

131 ᐑ大ᕤのᢏ⾡ ◎
ᐑ大ᕤは近世以㝆家大ᕤと分㞳して社寺ᑓ門大ᕤとなり、さらに文化財城郭建築などの改ಟもཷけᣢつようになった。
ఏ⤫的なᢏ法をᚓしている和田㈆一氏を㑅定保存ᢏ⾡保ᣢ者として㑅定している。

132 石ሷ生Ⲯ(赤穂Ⲯ) ● 5 30 31 ●
〇ሷに関するⲮ園の名前。大治5(1130)年には東大寺が「石ሷ生Ⲯ」として50町9172歩、ሷ山60町を保有していたと
グ㘓されている。ோ平3(1153)年頃には、石ሷ生Ⲯが「赤穂庄」と呼ばれ始めたらしい。

133 භ百目 ● 36 ●
地名。昔からの度㔜なる水ᐖにより、肥沃な土が1(約3ｍ)⛬度ሁ積したため、1に600ໜ(භ百目)もฟさないと㈙えな
いほど್ᡴちのある上田になったとのபわれがある。

134 መ生山 ● 5 30 31 ●
「ハブ䝲マ」とㄞみ、ኳ平ᐆ8(756)年の古グ㘓によるとመ生山(ሷ山)30余町が東大寺に施入されている。ሷ山は〇ሷ
のᮦ料となる⸄をఆ採する山。

135 大津 ● 6 27 32 36 ● ●
地名。古代にこのあたりは海で、大津は広い のព。帆坂から大津‴(Ⲩ前あたり)に入った舟帆を眺められたという。
大津千㌺ツの口☃がఏえられるのは 町として栄えたことを表す。

136 木生谷 ● 32 ● ●
地名。いわれは不明。『赤穂郡ㄅ』には⸃ᦶのᾉኈが木生谷に㞃᳇したとき、折方のఫ人が7戸移ఫして、木生谷に村
ができたというが、ヲ⣽は不明。

137 ⯪渡 ● 6 27 36 ● ● 地名。その名の示す通り、⯪が通った場所が地名となったものと推測される。

138 新田 ● 32 36 ● ●
地名。大津川河口に置し、もとは沢や古であったが、正保2(1645)年、赤穂⸬ὸ野長直が入ᑒの翌年から20年
をかけて新田地100余町歩を開拓して成立した土地。そのため၏一の山なし村であった。

139 ㌺家 ● 36 ● 地名。治3(1660)年に5㌺の入植があったことによる。

140 ㌺家 ● 36 ● 地名。ᐶ文5年(1665)年に入植した家ᩘによる。

141 十㌺家 ● 36 ● 地名。ᐶ文5年(1665)年に入植した家ᩘによる。

142 ⱝᐑ ● 36 ● 地名。ி㒔ⱝᐑ神社の分㟋を♭った。明治42(1909)年にⲨ神社へ合♭。

143 片 ● 36 ● 地名。ሷ田跡地。

144 西ヒ䝆リコ ● 35 ● 地名。石ᕤが西ヒ䝆リコの石山に砕石にฟかけ、大⺬を㏥治する昔話がある。（赤穂の昔話）
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ʲετʔϦʔʳ
　ಊ山Ҩから出土した、古墳時代以来の多ྔの
製塩土ثやฏ安時代の塩田Ҩߏによって、市内で
も古い製塩の地と目されている塩屋地区は、古࠷
代に౦大寺のԂ「石塩生」も築かれているな
ど、赤穂の塩づくり発の地といえる。近世に入っ
て藩の塩田開拓が本֨Խし、後には「西浜塩田」
として一大製塩地となった。

　塩屋村は、赤穂城下町の西のԡえとしての役割
をՌたす一方、塩田࿑ಇऀの村として荒神社や真
ޫ寺などをਸഈしながら、赤穂の製塩をࢧえた。
　「౦の田、西のࣲ原」といわれ、赤穂藩のࡒ
を大きくࢧえたࣲ原家は塩屋村でࡒを成した。
現ࡏでは、西浜塩田の有ྗ地主であった寺田家住
が塩屋地区のོを伝えている。
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ʲετʔϦʔʳ
　かつての塩屋村は、౦の赤穂城下町からଓする
備前֗道の備をݻめる村として位置づけられてい
たため、細い路地がෳࡶに入りんだつくりをして
おり、現ࡏもそのまちなΈが残されている。
　備前֗道に໘した家なΈは൘ญがଓき、塩屋ಠ特
の景؍を形成している。道をਐむとѨଫಊや真ޫ
寺、؍Իಊ、日٢神社、ޫড়寺といった歴史文ԽҨ

に数多く出ձえる。これらには浅野家藩主にま࢈
つわるもの、塩屋の山における三ٛ人にまつわ
るものなど、それぞれのいわれや伝承が残されて
いる。
　備前֗道Ԋいには道をࢦし示す道ඪが残され、
地ଂも数多くあって、往時の景؍を感じることが
できる。
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年 Ԙༀॴ͕ᳪଜށౡʹؠҪༀॴΛઃཱ
大ਖ਼8	1919
年 ྃׯ৽ాͷݪ౻
ত19	1944
年 ෆͱͳΔ༺Έɺࠐ৽ాʹւਫ͕ೖΓݪ౻


1889	22࣏໌年 ΑΔ߹ซͰԘҎ͕ͯ͢ԘଜͱͳΔʹߦࢪɾொଜ੍੍ࢢ
ӜଜɺפՏͱ߹ซͯ͠Տଜͱվশ


1878	11࣏໌年 Ӝଜͷ࢝ۀړ·Δ

ত37	1962
年 ೖిͷਫվमɻࠃమึઢશઢ։௨
ত38	1963
年 Ӝ͕۠ึࢢʹฤೖɻ
ত38	1963
年 ᳪʹࠃమͷແਓӺʮఱӺʯ։ઃ
ত42	1967
年 ಓ��0߸ઢ։௨ࠃ
ত43	1968
年 ্ਫಓ
ত45	1970
年 ฌݿɺԬࢁͷւͷڥքઢௐҹ

મౡͷԘా͕༻ͱͯ͠ങऩ͞ΕΔ

ত52	1977
年 Ӝߓړ
ত50	1975
年 Ӝɺ΄උۀࣄೝՄਃ

ত58	1983
年 ߓݹ

ত46	1971
年 ࢭԘాഇݹ

ত30	1955
年 మึઢɺึʵੜؒ։௨ɻՏଜੜொͱ߹ซɺੜொͱͳΔࠃ
ত29	1954
年 ΘΕΔߦԘాͰྲྀԼࣜʹΑΔԘ͕ݹ
ত28	1953
年 Ӝߓைఅ͕͞ࢪΕΔ
ত22	1947
年 ɹɹݱ৽ా͕ྲྀԼࣜԘాͱͳΔݪ౻

Ӭ2	1376
年 ๏ޫӃɺࢁࣉʢԬݝࢁʣ͔ΒӜҠసதɹɹੈ

لʙ7ੈޙلੈ� ఱਆݹࢁͰԣ݀ࣜੴ͕ࣨங͔ΕΔݹ࣌ظޙ


1600	8ܚ年 ӜɺখૣलळͷࢧͱͳΔۙɹɹੈ


1876	9࣏໌年 ௗɾਅଜ͕߹ซ͠ᳪଜͱͳΔ

1873	8࣏໌年 ӜຊଜͱӜ৽ా߹ซɺӜଜͱͳΔۙɹɹ

地ɹ
　赤穂市西෦の一֯をめ、Ԭ山県とする地Ҭ
で、ં方、ᳪ、浦がそれにあたる。浦はか
つてԬ山県にଐしていた。
　江戸時代に大نなׯが行われるまでは海が
ਂく入り込Μだ入江地形を呈し、特に浦は「
艘ധ」、「大ധ」、「船Ӆ」といった地名からも船の
ఀധするとしてのׂをもっていたとߟえられ
る。江戸時代になるとׯによって塩田やਫ田が
උされ、現在のような平地がଓく地形となった。
　な͓浦一ଳの山ʑでは、赤穂市全ମを෴う「赤
穂ίʔϧυϩϯ」のࠟがよくࢹ認できる。
歴ɹ史
　現在のところ、西෦地۠に古代遺は΄とΜど
見つかって͓らͣ、古がࢄ見されるのみである
が、ࠓ後のৄࡉ分ௐࠪが待たれよう。

　த世になると、ં方、ᳪには௩が見つかっ
ている΄か、浦はӉت多ྖࢯ༗の頃にׯがਐ
み、ࣉӃもݐてられていたという。江戸時代にな
ると、浦ではԬ山ൡ田Ӭによるୈ 1 ׯ࣍
が寛Ӭ元（1624）年、ୈ 2 が天ׯ࣍ 2
（1682）年にそれͧれ行われ、浦৽田ଜが生ま
れた。ં方については、ઙが行った戸島৽
田のׯによって広大なਫ田が出現した΄か、西
塩田の一֯を形成して赤穂塩田をࢧえた。ᳪ
は、ۙ代になってߞ地ཧや౻ݪ৽田の開発が行
われ、ߞ地がඋされた。な͓、ᳪの地名は໌
࣏ 9（1876）年にਅଜとௗଜが߹ซするࡍ、
それͧれの಄ࣈをとって「ᳪ」とし、「」を
して名けたものである。
　浦はত 38（1963）年にԬ山県日生町より
越県߹ซ、赤穂市となった。

ɹ࣌ ɹ Ͱɹ͖ɹ͝ɹͱ

ๅӬ6	1703
年 ৫方ଜ、ௗଜ、ਅଜ໌ࡉா
ๅྐྵ元	1756
年 ཱݐরӃܙ
天໌6	1786
年 મ島のׯ始まる

1801	元ڗ年 浦ଜ・פՏଜのඦ、古पลに塩田ׯをԬ山ൡにئい出る
文4	1823
年 浦ଜに৽開塩田ができる

ද ��� ෦地۠ɹද
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1 2 3 4 5 6

1 鳥ᡴ峠の地ⶶ ● 7 27 ● ●
鳥ᡴ峠を⚟ᾆഃへ下った街道筋にあったものが現在地に移されたもの。高さ約120㼏㼙、ᖜ約60㼏㼙を測る༙⫗᙮り立ീ
で、明治3（1870）年の㖭がある。

2 峠の地ⶶ ● 7 27 ● ●
⚟ᾆから岡山県᪥生町ᐮ河へฟる峠の国道ἢいにある。地ⶶ堂の中に♭られ、ീ高42㼏㼙を測る᙮りのᆘീ。台座に
は明治17(1884)年の㖭がある。

3 ㏄えの地ⶶ ● 7 ● ●

くちの池(ู名・西のハ䝇池)ሐ防南➃のⅆⴿ上跡に東を向いて♭られ、高さ約127㼏㼙を測る板☃である。正面に「南無
㜿ᘺ㝀ష」と้まれている。ⅆⴿ場の㏄え地ⶶであった。

4 古土ᡭ地ⶶ ● 7 8 27 ●
ീ高30䟛の༙⫗᙮り立ീ。下༙部がḞᦆしている。

5 大Ἡ地ⶶ ● 7 27 ● ●
ኳ๎Ⲩ神社へ至る山道のᡭ前にあり、高さ約43䟛の᙮り立ീである。現在はコンクリート〇の堂に♭られ、ṑ③に㟋
㦂があるとされる。

6 赤ノ峠の地ⶶ ● 7 27 ● ●

ീ高87㼏㼙を測り、台石には「ᘯ化எ(1845)年ᕭ正᭶」の㖭がある。かつては旅人のᏳを㢪って備前国へᢤける寺
山街道に通䛪る赤ノ峠の八合目に建立されていたが、峠を通る人もᑡなくなり、昭和54(1979)年2᭶18᪥堂Ᏹ新築の
㝿、現在地に移しᏳ置された。

7 折方橋の地ⶶ ● 7 27 ● ● ●

折方橋の正面に建立されていたが、道路ᣑ張計画のため、昭和49(1974)年8᭶に堂Ᏹを新築して現在地に移された。2
体あり、一つはീ高60㼏㼙の᙮りᆘീで、⏨子ฟ⏘を♳㢪するとᚲ䛪⏨の子が生まれるといわれ、神戸・ጲ路方面から
も参ユする人があった。台座はูの石仏のものを転用している。もう一体は༙⫗᙮りの立ീである。

8 長Ᏻ家の地ⶶ ● 7 ● ●
長Ᏻ家のある当がお㏄え地ⶶを寄進建立したが、ⅆⴿ場⤫合により移転、堂Ᏹを新築してᏳ置された。ീ高73䟛、
ᐶᨻ11（1799）年造立の᙮りᆘീ。

9 ᘏ命地ⶶ ● 7 ● ●
ീ高81㼏㼙を測り、୧ᡭでᐆ⌔をᣢった᙮りの地ⶶ。台石の正面には「ᘏ命地ⶶ⸃」、ྑഃ面に「昭和十八(1953)
年建之」の㖭がある。

10 ┿木地ⶶ ● 7 27 ● ●

ീ高84㼏㼙を測る༙㊜ീ。台石正面には「南無㜿ᘺ㝀仏」と้まれている。ྑᡭに㘏᮫、ᕥᡭにᐆ⌔をᣢつ。鳥ᡴ峠の
頂上より東10ｍほど北ഃに建立されていたが、昭和45(1970)年頃に堂Ᏹの新築の時、現在地に移された。

11 ᶵケ谷池の地ⶶ ● 7 8 ● ● ●

ᶵヶ谷池のᕤ事≛≅者のෞ⚟、池のᏳຍ護を♳㢪して池のሐ西ഃに♭られたもの。昭和23（1948）年造立、ീ高80
䟛の᙮り立ീ。

12 一ᮏ松の地ⶶ ● 7 ●
明治11（1878）年に造立された、ീ高94䟛を測る᙮り立ീ。

13
見┿大ᖌ石仏
(ぶ㮭上人)

● 8 ● ●
大きな自然石の上に♭られたീ高52㼏㼙を測る༙⫗᙮りᆘീ。ഃ面に昭和12(1937)年1᭶の㖭がある。

14 播磨備前国境石 ● 7 27 32 ●

㮁和の⥘ᓮは、かつては◁ნ≧に⣽長く◁地ఙびる地形を࿊しており、その◁ნ上に播磨国と備前国の国境石が建て
られていた。表に「ᚑ取揚ᓥ見通シ」とあり、下部に「東播磨ᅧ」「西備前ᅧ」と୪グされ、ྑに「ᚑ東播磨ᅧ」、ᕥに
「ᚑ西備前ᅧ」と้まれている。

15 鳥᧙の道ᶆ ● 7 27 ●
播磨と備前とを結ぶ街道ἢいにあった。高さ56㼏㼙、ᖜ28㼏㼙を測る花ᓵᒾ〇で、「ྑ䚷かたかみ䚷ᕥ䚷は(カ)満䚷䚷道」とあ
る。

16 旧街道の道ᶆ ● 7 27 ●

旧街道にἢった田ῲ橋の㝿にあり、「東䚷より東䚷赤穂へ里」、「北䚷田ῲ橋䚷道ᶆ」、「南䚷旧街道䚷道ᶆ」、「西䚷
より西䚷᪥生へ里」と้まれている。⚟ᾆが岡山⸬にᒓした時代から、赤穂との関わりの深かったことがうかがえる。旧
街道は現在、⊃い農道としてわ䛪かに原形をとどめているにす䛞ない。

17 ሐ防水門ᡬ ● 8 ●

岡山⸬池田ᛅ㞝の時代に実施された➨1期ᖸ拓事業により、古土ᡭሐ防に取り付いていたと考えられる、長さ約
178㼏㼙、ᖜ約94㼏㼙、ཌさ約25㼏㼙を測る花ᓵᒾ〇の板≧石造物である。「ᐶỌභ（1629）年ᅄ᭶十一᪥䚷川ᮏ村స䝿門」
と้まれている。ᐶỌ橋付近の川ᗏから見つかった後にⅆⴿ場に移され、台として利用されていた。

18 古土ᡭ石ⅉ⡲ ● 8 ●
自然石を組み合わせたⅉ⡲で、道路改ಟでⱝᖸᇙまり、現在の高さは約2.7ｍである。古土ᡭとは岡山⸬池田ᛅ㞝の
時代に実施された➨1期ᖸ拓事業の㝿の₻Ṇめሐであり、石ⅉ⡲も当時のものであろう。

19 ᜊヶの石☃ ● 8 ● ●

⥘ᓮにあるᜊヶは、⨾しい自然の◁で、かつては海水ᾎや、₻ᖸ⊁り、キ䝱ンプなどで㈰わったという。ᜊヶの名
前の由᮶としてḟのような話がఏᢎされている。昔、この海辺に漁を生業とするⱝい夫፬が௰╬まじくᬽらしていたが、
ᔒの᪥にもかかわら䛪夫は漁にฟていき、夫はᖐら䛼人となってしまった。その後もしばらく夫をംびჃくጔのጼが見ら
れたが、やがて夫をᜊいះうጔは、海に入水してᯝてたという。◁にฟるまでの道のഐらに「ᜊ⬟者満」の石☃が建て
られており、この☃からᑡし㞳れたところに1基の౪養☃がある。☃の正面中ኸには「ᲙᏐ(キリーク・㜿ᘺ㝀)ᐮ㟖ί⯪ಙ
ኈ㞽」とあり、そのྑには「ᢎ応三(1654)年生国平Ᏻ城中御カ⨾カ」と、ᕥに「ᴟ᭶(12᭶)᪥ఫ国ⱁᕞ䚷北川ோᕥ⾨
門」とある。

20 ຊኈの☃ ● 8 ●

昭和24(1949)年建立。昭和2(1927)年に大㜰ゅຊ協を合ేし᪥ᮏの相᧞を一ᮏ化した㝿、相᧞協を㏥き郷里の
㮁和にᖐったቑຬྜྷ㑻(正木ྜྷ㑻)は地方相᧞に㈉⊩したという。赤穂の地方相᧞(草相᧞)の地ඖຊኈをംび石
☃を建立した。

21
┿木開拓グᛕ☃
㮁和⪔地整⌮グᛕ☃

● 8 ● ●

㮁和はඖ᮶平野がᑡなく、生⏘ᛶにஈしかった。大正ඖ(1912)年に⪔地のᣑ大が計画され、翌年8᭶31᪥に⪔地整⌮
が❹ᕤされた。約17haであった⪔地は約58haとなり生活は豊かになった。このᜠᜨをグᛕして、大正13(1924)年6᭶に、
岡山県⚟河村の⚟ᾆに生れた₎学者水利有⤊によってされた☃を建立したものである。ྑ横には┿木の開拓をグ
ᛕして明治18(1885)年に建立された石☃がある。┿木の国道ἢいにあったが、国道改Ⰻᕤ事にకって現在地に移され
た。

22
⡆᫆水道敷設完成
グᛕ☃

● 8 28 ● ●

ኳ神山の山〈にあり、Ⲩ尾ኴ㑻ྜྷらによって大池の水の流れを利用してᑓಟ寺裏に水源となる⁀池がつくられ、昭和
10（1935）年に⡆᫆水道が完成したことをグᛕした石☃。石ヶᓮ集ⴠの水⎼として利用された。大正13(1924)年建立。

23 ᶵヶ谷池のグᛕ☃ ● 8 ● ●
大正5(1916)年から昭和5(1930)年の約15年のṓ᭶をかけた、ため池造成と8町歩余の水田開発のグᛕ☃。昭和5(1930)
年の建立。

24 ⋢垣階ẁ完成グᛕ☃ ● 8 ●

⚟ᾆ八幡ᐑの⋢垣・階ẁ建設の寄付㔠のເ集にᑾຊしたᯬᮏ定ྜྷ氏➼が発㉳人となり氏子、総代、ጤဨなどが三者
一体となり神域の⨾化のためにຊを合わせて完成したグᛕ☃。大正2(1913)年建立。

25
ᾘ防5分ᅋワ所
移転新築☃

● 8 ●

以前はᏐ田中の集所付近にあったが、昭和6(1931)年に石ヶᓮに新築移転。その時のᾘ防組ᖿ部、地区役ဨの名が
้まれている。昭和58(1983)年のワ所改築にకってワ所前に設置された。国道改Ⰻᕤ事により、平成14(2002)年に現
在地の㥔在所前に移設された。

26 ⸨原兵ኴ㑻⩝㡴ᚨ☃ ● 8 ● ●

⸨原兵ኴ㑻は、⚾財をᢞじるとともに身をもって土木ᕤ事に⢭ບし、かつては‵地帯であったが、約20haの新田開拓を
行った。開拓地は兵ኴ㑻の姓を取って「⸨原新田」と呼ばれ、新田ᒃఫ者は兵ኴ㑻のຌ⦼をㆭえて昭和11(1936)年に
㡴ᚨ☃を建立した。

27 ⣖ඖ千භ百年グᛕ☃ ● 8 ●

昭和15(1940)年建立。⣖ඖ2,600年をグᛕしてሷ屋国民小学ᰯにዊ建していたが、戦後のᰯ舎改築の㝿に松ᓮ中ᑗが
折方ฟ身ということから現在地に移された。

28 花道山ᮏඛ生☃ ● 8 ●
花道のᖌをᚸび子ᘵ有ᚿが建立した。明治後期の建立。

29 水利ඛ生᪖ᚨ☃ ● 8 ● ●

名は新㑻、┿ᖿ号を有⤊といい、ᘏඖ(1860)年に⚟ᾆで生まれ、ᗂくして学ၥをᚿし8ṓで村ሿに入った。東ிᖇ
国大学の古科進学をあきらめ郷ᰯᩍ⫱にᑓᛕ、赤松・片上・三石村の児童をᩍえるഐら⚾ሿを開ᰯし40年にわたり
₎学を村の子ᘵらにᩍえた。また村社八幡ᐑの社ᤸ(神⫋)としてもᬌ年をᑾくした。大正15(1926)年建立。

30 ྜྷ栖ᜠᖌ☃ ● 8 ● 昭和2(1927)年、㐲近の子ዪのために⦭をᩍえたことにᩗពを表してその子ᘵが建立した。

31 ྜྷ栖ඛ生☃ ● 8 ● 昭和6(1931)年建立。

32 栄ಇኴ㑻᪖ຌ☃ ● 8 ● ●

Ᏻᨻ3(1856)年⚟ᾆ生まれ。ኊ年ᩍ⫱にᚑ事し、相生小学ᰯに在⫋後に⚟ᾆ小学ᰯでᩍ㠴をとる。㎡⫋後、村議ဨ
などṔ௵し、後に⚟河村長にබ㑅された。ᖖにບ⢭で≉に土木ᕤ事にຊをὀいだ。さらにᮏ村漁業組合、法光寺建
にあたりそのຊ㔞を発した。亀山ᮏ㢪寺で急㏽ཤ。このṚをみ有ᚿが᪖ᚨ☃を建てた。昭和2(1927)年建立。

33 㢠田ඛ生之☃ ● 8 ● ●

㢠田氏は⚟河村の名家で、ᜨᅄ㑻はኊ年になり小学ᰯᩍဨ、3期12年⚟河村長を務め、その後も子ᘵを集めኪ学を開
ᰯした。そのᚨを㏣ះして☃を建てた。大正7(1918)年建立。

34
ᨾ㝣㌷一➼༞
ྜྷ栖ྩ神道之☃

● 8 ●
明治20(1887)年建立。
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35 岡ඛ生之☃ ● 8 ●
子ᘵのᩍ⫱にᑾຊし学務ጤဨ、村議ဨなどをṔ௵したᖾ平のඃれた学ᚨをംんで、ሿ生たちがグᛕにを建てᜠ
人にሗいた。明治27(1894)年建立。

36 八幡ᐑのᴋ木 ● 8 ● ● ⚟ᾆ八幡ᐑの参道入口に氏子が植ᶞしたᖿ周り4.8㼙、ᶞ㱋400～500年とఏわる市内最大のク䝇ノキが୪ぶ。

37 ኳ神山古ቡ ● 34 ●

かつて折方Ꮠኳ神山の䝭カン山の中ኸにあった後期古ቡで、ቡୣは流ฟし、石ᐊの石組が㟢ฟしていたという。残存し
ていた石ᐊは長さ4.5ｍ、ᖜ87䟛、高さ1.65㼙あり、㡲ᜨჾ小片が採集されている。昭和41（1966）年にᕤ場敷地造成用
の土取場となり、その後のᏯ地化のためᾘ⁛した。

38 ┿木㈅ሯ ● 34 ●
⏿を開ቧ中に発見されたもので、ハイガイ・ア䝃リ・ハマ䜾リなどの㈅類、ᐊ町期のና形土ჾがฟ土し、ᐊ町時代ึ期か
ら中葉にできた㈅ሯと推定されている。

39 ኳ和田ノᾆ㈅ሯ ● 34 ● 田⏿を開ቧ中に発見されたもので、ハイガイ・ア䝃リ・ハマ䜾リなどが多㔞にሁ積している。

40 正八幡ᐑ（⚟ᾆᮏ町） ● 8 33 ● ●
祭神に௰ယኳⓚ、神ຌⓚྡྷ、応神ኳⓚ、᪥子穂ᡭ見命を♭る。また境内のⲨ神社は㡲బ之⏨命、㔠ẝ⨶社は大物
命を♭り、⚆の下には「Ⲩ」「㔠」の㨣瓦が置かれている。

41 ឡ神社 ● 8 ● ●

祭神はⅆ⏘㟋神。法光寺裏の山腹に立地し、ⅆの神としてᓫᣏされている。建立時期不明であるが、古⪁の話では八
幡ᐑより前からあったとされる。一時期八幡ᐑに合♭され、村にⅆ⅏が多発したため土◁㝆りの㞵の᪥にඖの場所に
♭ったところ、ⅆ事がᑡなくなったとのபわれがある。

42 ኳ๎Ⲩ神社 ● 8 ● ●

祭神は㡲బ之⏨命。地ඖでは通称「ᐑ谷」と呼ばれている。ኳ和年間(1680年前後)に岡山⸬によるᖸ拓事業の㝿、土
地の氏神を♭るために建立されたとఏわる。旧ᮏẊから㑚ஂ郡బ山村のᐑ大ᕤ5人が文ᨻ3(1820)年6᭶に建立と᭩か
れた棟ᮐが見つかっている。現在のᮏẊは昭和29(1954)年7᭶に建。

43 龍神社（⚟ᾆ新田） ● 8 33 35 ● ● ●

祭神にᑡ童神、大山♲神、道祖神を♭る。境内社として、✄Ⲵ神社とᜨẚᑑ神社があり、それぞれᏱ㏑之御㨦神とᜨẚ
㡲を♭る。由᮶はᐑᓮฮ部の龍㏥治による建立とする説（赤穂の昔話）と、Ἀの大ሐ防ᵓ築ᕤ事の㝿に⯟行やᕤ事の
Ᏻを♳㢪して建立とする2説がある。また戦時中には「⋢よけ神社」として㐲᮶からの参ᣏ者で㈰わった。

44 ሷ㔩神社（古池） ● 8 30 33 ● ● ● ●

祭神にሷ土⪁⩝、建御㞾神、経津神を♭る。古池ሷ田をᖸ拓する㝿に、ሷ田の神様を♭るために建立したとされる。
神社の裏にはᜨẚ㡲神社と㤳ሯが♭られている。

45 八幡神社(折方) ● 8 33 ● ●

由᮶は不明、祭神は௰ယኳⓚ・応神ኳⓚ・神ຌⓚྡྷ。かつては折方村の田中・南・奥・◁子・石ケᓮの各地区ごとに八
幡神社・Ⲩ神社・ᶒ現神社・ኳ⋤神社・ኳ神社が♭られていたが、明治40(1907)年頃に八幡神社に合♭された。参道・
境内には、各神社から移設された多ᩘの石造物がある。ᣏẊには、明治45(1912)年に北ᲄ文ಙが描いた⩏ኈ画ീ図
絵馬がዊ納されている。『播ᕞ赤穂郡ᚿ』には「八幡ᐑ䚷山林境内十間(約90ｍ)භ十間(約108ｍ)、下⏿一(約900
㎡)ᐶỌᕭ(1625)年㝖地」とある。

46 Ⲩ神社(鳥᧙) ● 8 33 ● ●

祭神は⣲ᡆႲᑛ。ኴᐓ神社・㖹ᓥ八幡神社を合♭。境内には「大正八(1919)年十᭶」㖭の備前↝〇の≻≟がある。10
᭶の大祭に⯙う⊺子⯙は、平成8(1996)年に市の無形民俗文化財に指定されている。また境内下に「カ䝽」と呼ばれる
水がある。

47 八幡神社(㖹ᓥ) ● 8 ● ● ●

慶長5(1600)年、播磨国の㡿となった池田㍤ᨻは、翌年赤穂郡代にᆶ水༙ᕥ⾨門を௵命し、㡿国西南➃のᏲ護神と
してᘚ財ኳ・ఫྜྷ・八幡を㖹ᓥ(㖹戸ᓥ)に♭った。その後、東のሷ田開拓のため慶長10(1605)年に八幡神社のご神
体は尾ᓮの地(赤穂八幡ᐑ)に移され、社は鳥᧙Ⲩ神社の西に移されたという。

48 Ⲩ神社(┿木) ● 8 33 ● ●

祭神は⣲ᡆႲᑛで、八幡神社を合♭する。境内には「ᐆᬺභ子(1756)年᭶十ᅄ᪥」㖭の石ⅉ⡲や、備前↝〇の
≻≟などがある。┿木の峠南方には、合♭された八幡神社の御神体が流れ╔いたとされる大きな自然石がも残され
ている。

49 ኳ⋤神社跡 ● 8 ● ●
境内、ᮏẊ、ᣏẊの石垣が残されている。一村一社ไのため明治40(1907)年に八幡神社に合♭され、鳥ᒃなどが移築
されたという。

50
ᶒ現神社跡
（織₲ᶒ現）

● 8 32 ● ●
参道の石ẁ、ᣏẊあるいは絵馬堂があったと思われる境内の石垣、ᮏẊの石垣・石ẁが残されている。明治40(1907)年
に八幡神社に合♭され、鳥ᒃなどが移築されたという。

51 法光寺 ● 8 29 ● ●

ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。Ọ和2(1376)年に┿ゝ᐀法光院として創建され、文明5(1473)年にί土┿᐀に改᐀。当時は
八幡ᐑの西に置する小さなᗡの寺院で、ඖ和年間(1620年頃)に↝後、ඖ⚘4(1691)年に建。明治32(1899)年、栄
ಇኴ㑻や㢠田ᜨᅄ㑻らのᑾຊにより、現ᮏ堂が建立された。山号は⫇㤶山。

52 ᜨ↷院 ● 8 35 ● ●

⮫῭᐀ጁ心寺ὴの寺院で、ᐆᬺඖ(1751)年、ຍ里屋の㝶㮆寺世↷山の㞃᳇として建立され、㔘㏑牟ᑽ仏、観㡢
⸃、✄Ⲵを♭る。観㡢⸃は平Ᏻᮎ期のసといわれ、ᕞの人のసとఏわる。⸃が⪁፠のክに現れ、海からᣠい上
げて♭ったというఏᢎがある。境内にᏳ置される3体の地ⶶは、昔から「ஙの地ⶶ」と呼ばれ、文化3（1806）年、文化8
（1811）年の㖭があるもので、⫱児の無事成長を㢪うዪᛶの参ユが多い。平成17（2005）年に石仏の堂Ᏹ新築。赤穂の
昔話には、「きんこんさん」という旅のᆓを௬ఫまいさせた施設としてⓏ場する。（赤穂の昔話）

53 ίᑓ寺 ● 8 ● ●

㜿ᘺ㝀ዴ᮶をᮏᑛとするί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。Ọ正3(1506)年、ᮏ㢪寺八代のⶈዴ上人にᖐ౫し、ᑛ号を⏦しཷ
け開基したとఏえられる。山号は大成山。境内にはᮏ堂をはじめ、㚝ᴥ、庫⿹、᭩院、山門(ᅄ⬮門)、⸆医門(通用門)が
ある。

54 ᑓಟ寺 ● 8 ● ●

ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院で、ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。織田ಙ長がຍ㈡㉺前をᨷめた折に高田ᑓಟ寺(ᮏ山は三㔜県津市
一身田町、ᮏ寺はᰣ木県┿岡市高田)より分かれて㏨れ、ᮏ地に移ったといわれる。寺号の由᮶は、ί土⣔᐀ὴの≉
ᚩであるᑓಟᛕ仏による。山号は大谷山。境内には山門(⸆医門)・ᮏ堂・㚝ᴥ・庫⿹がある。境内地の北西には、⡆᫆
水道敷設完成グᛕ☃が建てられている。

55 ⸆ᖌ堂（⚟ᾆᮏ町） ● 8 ● ●

かつては堂前に水があり、⏘後にஙのฟない፬人が㣧めばஙがⰋくฟるとされ、近在の人々が水をồめにゼれた。
昭和62(1987)年、正八幡ᐑ参道前のබ園に移築。堂内には⸆ᖌീのほか地ⶶが2体Ᏻ置されており、旧街道田ῲ橋北
50ｍのところに旅人のᏳを♳㢪して建立されたが、ಶ人Ꮿに♭られた後、台風で堂がቯれたため⸆ᖌ堂内に移され
た。1体は᙮りᆘീ、もう1体は舟形後⫼をᣢつ༙⫗᙮りの地ⶶである。

56 水神ᐑ ● 8 ● ● ●

西ノの➃、ኳ神山の山〈にあり、石ヶᓮ集ⴠの水⎼として古くから利用されていた。集ⴠの水道としては赤穂では早
く、昭和10(1935)年には⡆᫆水道として完成した。ኳ神山地区の造成によってᇙἐするのを㑊けるため、造成中の10年
間はಶ人Ꮿの大ᒾの⬥に移転され、完成後に現在地に♭られた。ഐらには旧戸のഃ石を使った石☃が建てられて
いる。

57 お大ᖌ堂 ● 8 ● ● ●
赤穂八十三␒ᮐ所であり、大ᖌ座ീを♭る。堂のྑᡭ裏に水があり「お大ᖌ水」と呼ばれて㣧料水にされていた。新
田地区の戸水はሷ分が多いため、㌺屋、八㌺屋からもᢸいᱩで水をỮみにきていた。

58 観㡢堂（᪥々ᗡ） ● 8 ● ●
ඖは、㖹ᓥ(㖹戸ᓥ)にあったが、昭和32(1957)年に現在地に移された。千ᡭ観㡢ീを♭る。堂前に建つ「᪥々ᗡ」の石
☃には「ኳ保⏥༗(1834)年正᭶八᪥」「施䚷木生谷栄三㑻䚷根々子小ḟ㑻」の㖭がある。

59 西ሷ田跡 ● 8 30 ● ●

古代から〇ሷがおこなわれていたሷ屋では、近世になり池田時代～ὸ野時代～森時代とሷ田開拓を行った。尾ᓮ地
区・御ᓮ地区の東ሷ田に対して、ሷ屋地区は西ሷ田と呼ばれ、ᐆỌ3(1706)年で95町28␇ほどあったとされ、西
での平ᆒ生⏘高は約10石と推定されている。西はとして「┿ሷ」と称する上方向けの上㉁ሷを生⏘し、大坂市
場をᚓពඛとしていた。

60 ⸨原新田 ● 8 28 30 ●
㮁和の南は広大なⴺ原であった。ఫ民が⸨原兵ኴ㑻をᣍいて相ㄯし、大正3(1914)年にᖸ拓が㉳ᕤされ、大正8(1919)
年に約20haの造成が完成した。

61 古池ሷ田跡 ● 8 30 ● ●

ா和ඖ(1801)年、備前国和Ẽ郡⚟ᾆ村とᐮ河村の百姓が、⚟ᾆ村Ꮠ古池周辺のᖸ₲のᖸ拓を岡山⸬に㢪いฟた。そ
の後文ᨻ6(1823)年には2町82␇25歩༙(約2.8ha)の入ሷ田が完成したが、生⏘ᛶはపく、〇ሷがఱ度か中Ṇされ
ることもあった。昭和29(1954)年になると流下ᘧሷ田による〇ሷが行われ、昭和46(1971)年のᯞ᮲架の廃により〇ሷ
が中Ṇされた。現在もᯞ᮲架᧔ཤ時の様子をそのまま残しており、㈗㔜な㑇ᵓとなっている。

62 Ἀの大ሐ防 ● 8 ●

岡山⸬の時代に実施された➨2期ᖸ拓事業の㝿の₻Ṇめሐであり、240間(約432ｍ)にわたる長大なሐ防である。ᵓ築
には三ẁ積みᕤ法が用いられた。施ᕤのᩘ年前に入㟁山、八㌺屋、黒㰯のᒾ石をᢞ入してἾᗏのỿ下を待ち、さらに
ᤞ石を敷いて、その上に石ᮦを積んだ。ᖸ拓事業は新田開発で実⦼を残し、㛩谷学ᰯの経Ⴀや後楽園の造Ⴀなどに
もຊをὀいだ岡山⸬郡代津田㔜ḟ㑻Ọᛅがᢸ当した。現在はコンクリート〇になっている。

63 ᮏ町寺東ⅆⴿ場跡 ● ●

以前は市道新田線と備前⚟河駅道路の三ཫ路付近にあったが、昭和30(1955)年に国鉄赤穂線が赤穂・᪥生間に開通
するため、山林に移転した。その後昭和38(1963)年の赤穂市との合ేによって市Ⴀᩪ場を利用することとなり廃場となっ
た。⚟ᾆにはほかにᮏ町寺西、古土ᡭ、新田㌺家、新田八㌺家、古池にもⅆⴿ場があったが、現在すべて廃場と
なっている。
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64 ⚟ᾆ小学ᰯ跡 ● 8 ●
明治6(1873)年に創立された。明治22(1889)年に⚟ᾆ・ᐮ河小学ᰯが⤫合されてᑜᖖ⚟ᾆ小学ᰯと改称する。明治
32(1899)年に⚟ᾆᰯ舎がಽቯした後、明治35(1902)年にᐮ河東奥に移転した。

65 兵庫県・岡山県の旧境⏺ ● 7 ● 昭和38(1963)年に岡山県᪥生町⚟ᾆ地区が赤穂市に編入合ేしたため、兵庫県と岡山県の境⏺はኚ᭦された。

66 旧街道 ● 7 8 27 ● ● ᪥生方面につながる街道。

67 ⚟ᾆ峠 ● 7 27 ●
兵庫県と岡山県の境⏺、赤穂市と備前市の境目にある峠。

68 鳥ᡴ峠 ● 7 8 27 35 ●

㮁和┿木と⚟ᾆとの間の峠。『せ㘓』では「鳥ᒃ峠」とグ㍕されている。赤穂市が⚟ᾆを㉺県合ేするまでは播磨国
（兵庫県）と備前国（岡山県）の境⏺にあたり、赤穂の昔話にはかつて␒所があったことがグされている。（赤穂の昔話）

69 採石地 ● 8 ● 現在も採石場があるが、古くから採石が行われており、近代には㜰神間へᗞ石の㟂せもあった。

70 入㟁池 ● 8 35 ●
地名。民話によるとᐑᓮฮ部によって矢で୧目をᡴたれた龍がもがきⱞしんでのたうちまわっているところに、㞾がⴠち
て池ができたとされる（赤穂の昔話）。現在は⚟ᾆ漁 となっている。

71 ᶵケ谷池 ● 8 ● 7歩余りの水田開発のために築かれたもので、大正5（1916）年に╔ᕤし、昭和5（1930）年完成した。

72 古池（折方） ● 8 ● 折方川ἢいに築かれた池。

73 新池（折方） ● 8 ● 折方川ἢいに築かれた池。

74 鳥ᡴ峠池 ● 8 ● 鳥ᡴ峠西ഃに築かれ、満水時貯水面積16,000㎡を測る、⚟ᾆ地区で最大⣭の池。

75 西の谷池 ● 8 ● ⚟ᾆᮏ町の法光寺西の中の谷川ἢいに築かれた池。

76 新池（⚟ᾆᮏ町） ● 8 ● 口の池よりさらに山ഃに築かれた、満水時貯水面積14,600㎡を測る、⚟ᾆ地区で最大⣭の池。

77 口の池 ● 8 ● ⚟ᾆᮏ町地区のඹ同地西ഃに築かれた池。

78 中の谷池 ● 8 ● ⚟ᾆᮏ町のḟ㑻ኴ夫川ἢいに築かれた池。

79 中河原池 ● 8 ● 赤穂カンツリークラブ内に築かれた池。

80 Ⲵ子台池 ● 8 ● 赤穂カンツリークラブ内に築かれた池。

81 Ⲵ子谷池 ● 8 ● 赤穂カンツリークラブ内に築かれた池。

82 奥の池 ● 8 ● 成瀬川ἢいに築かれた、満水時貯水面積15,500㎡を測る、⚟ᾆ地区で最大⣭の池。

83 南池 ● 8 ● 石ヶᓮኳ神山の山〈に築かれた池。

84 ⸨原新田池 ● 8 ● ⸨原新田は大正8(1919)年に⸨原氏による20余町歩の農地が開かれた。

85 戸ᓥ用水 ● 8 28 ● ● 山ᓮ山山麓の戸ᓥᯠからᑟ水された旧赤穂上水道は、㮁和まで敷設されていた。

86 取揚ᓥ ● 7 36 ● ●

千種川河口ඛの播磨ℿにある3,562㎡の小ᓥ。江戸ึ期に播磨国と備前国との間でこのᓥの㡿有ᶒதいがあり、ᖥᗓ
が取り揚げたことによる。のちᓥの東を播磨、西を備前㡿と定められた。現在もᓥ上の石ᶆから⥘ᓮ海岸に建つ国境石
を見通した海上線が岡山・兵庫県境である。 昔の景地。

87 㖹戸ᓥ（⯪␒所跡） ● 8 ● ● ●

池田㍤ᨻは鳥᧙村㖹戸ᓥにᘚ財ኳ・ఫྜྷ・八幡の三神を♭って海上Ᏻを♳った。大津川河口地域のᖸ拓を計画し
ていたためとఏわる。慶長10（1605）年に八幡神は尾ᓮに㑄された。また赤穂⸬ὸ野長直が新田開発の㝿、この地の
土を採取して97町歩余りの水田を開いた。またこの地に⯪␒所を設け内海⯟行の⯪を┘どしたという。

88 ⚟ᾆሷ田බ園 ● 8 30 ●
国道2号ἢいにあり、流下ᘧሷ田のᯞ᮲架の䝰ニュ䝯ントが整備されている。広場は入ሷ田が䝰䝏ー䝣であり、東屋は
㔩屋風となっている。

89 ＪＲ備前⚟河駅 ● 7 27 ●
㻶㻾赤穂線の駅名。合ేにより現在は赤穂市であるが、かつて備前であったことが駅名より៖れる。

90 ＪＲኳ和駅 ● 27 ●
㻶㻾赤穂線の駅名。昭和38（1963）年に開設された。

91 鳥᧙Ⲩ神社⊺子⯙ ◎ 8 33 ●

⊺子⯙はఀໃ⣔の神楽⊺子であり、豊సを⚃い、神にឤㅰする⯙として明治後༙頃に千種川筋の高野・木津・高㞝➼
の⊺子⯙を⩦ᚓして始められたもので、不సの年には⯙うことはなかった。16種類の⯙があり、Დ子⊺子など市内㝶一
のⱁ⊺子が≉ᚩで、市指定無形民俗文化財となっている。

92 ⚟ᾆ ● 32 36 ● ●
地名。自然地形と大Ꮠ名（ふくら）から古代は大きな入海(‴)であったことがわかる。

93 折方 ● 32 ● 地名。ヲ⣽は不明であるが、江戸時代のグ㘓には織₲・織方があり、ᶵを織っていたことに由᮶するという。

94 鳥᧙ ● 32 ● 地名。鳥᧙村。

95 ∾（┿木） ● 32 ● 地名。┿木村。

96 㮁和 ● 36 ●
地名。明治9(1876)年に┿木村36戸と鳥᧙村68戸が合ేした。頭文Ꮠの┿と鳥を合体した「㮁」を㑅び、௰Ⰻく発展しよ
うと「和」をつけた新地名である。

97 ኳ神山 ● 36 ● 地名。古ቡのところにኳ神社(明治後期に移した)があったことによる。現在は山がᏯ地となっている。

98 ᜊケ(ᜊノ) ● 32 35 ● ●
地名。広ᓥὸ野⸬㡿より流されてここにఫみ╔いた漁ᖌがあるとき㐼難したのをᝒしんでጔが入水したことによるという
（赤穂の昔話）。またᜊの松原備前境ともいわれた。

99 ⥘ᓮ ● 7 32 35 ● ●

地名。大津川河口ྑ岸の地名。現在はᇙめ立て地となっているが、⥘ᓮから南西の古池へ至る海岸線は、瀬戸内海の
多くの海岸線と同様に、㝣地が海の中にỿみこんだ≧態を示すỿ㝆ᛶ海岸である。赤穂の昔話「ᜊヶ」の⯙台となっ
ている。（赤穂の昔話）

100 石ケᓮ ● 36 ● ● 地名。江戸時代の中ごろまでは大石の山が海中に✺ฟしていた景の地。

101 大Ἡ ● 8 27 36 ● ●
地名。Ἡまりとは、海辺で大風を防ぐ入江、⯪をಀ␃するのにᏳな場所をいう。大Ἡは40ᩘ㌺の大集ⴠであったよう
であるが、は㌺屋、㌺屋、入㟁に移ఫしている。

102 ⯪㞃 ● 8 27 36 ● ● 地名。ᖸ拓前、漁業者が風を㑊けて⯪をಀ␃していた。風から⯪を㞃したところから付いた地名。

103 古池 ● 8 ● ● 地名。300～400年前より人がఫみ╔いたとされる。の集ⴠ地は❑地（古池）で、Ἀは㐲ὸであった。

104 ┿尾㰯 ● 8 ● ● 地名。⥘ᓮと┿尾㰯を結んだラインが、も赤穂市と岡山県᪥生町に関する漁業ᶒの境⏺となっている。

105 ⯺Ἡ ● 27 ● ●
地名。㐵㝳使時代からの風よけ、₻待ちのための⯪がἩするための入江であり、当時一度に⯺の⯪がἩしたと
ఏわる。
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ʲετʔϦʔʳ

　̧̟備前河Ӻはฌݝݿ赤穂市ʵ。昭和 38
（1963）年の越ݝ合併までは、浦はԬ山ݝにଐ
していた。この地区には、江戸時代にݐてられた
とࢥわれる「播磨備前国境石」が今も残されてい
る。ここから、瀬戸内海にුかぶ取༲島を見通し

たϥΠϯが、播磨と備前の海の国境であった。
　かつての国境には鳥打ಕがあり、旧֗道が通っ
ていた。備前֗道ではないもう一つの֗道として、
ཱྀ人の安શをفる地ଂや道Ҋ内の道ඪが、今も多
く残されている。

෦地۠
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Ұ本দの地ଂ ຏඋ前ڥࠃ石鳥ଧಕの地ଂ 真木地ଂ 赤のಕの地ଂ

0 500N



111

ୈ̐ষɹ̏ɽ地Ҭʹࠜࠩしͨྺ࢙จԽのࢹ

৽

అਫ൶
٢ઌੜൾ

મށౡ 	 ધ൪ॴ 


ീ഼ਆࣾʢમౡʣ
Իಊʢʑ҇ʣ؍

ాϊӜ௩

ਆࣾʢਅʣߥ

ઐमࣉ

ਅ௩

ਆࣾʢௗʣߥ

Ԙזਆࣾʢݹʣ

ཾਆࣾʢӜ৽ాʣ

͓େࢣಊʢӜ৽ాʣ

େധ

ધӅ

ᢦധ

ͷޱ
ௗଧಕௗଧಕ

೦ൾهϲ୩ͷػ

ਫਆٶ রӃܙ

೦ൾهೋઍඦݩل
ফ �ஂ٧ॴ৽ஙҠసൾ

ౡ༻ਫށ

ᳪߞཧه೦ൾ
ਅ։ه೦ൾ

ͷൾ࢜ྗ

৽ాݪ౻
৽ాݪ౻

ੴ࠾

؆қਫಓෑઃه೦ൾ

ൾஈ֊֞ۄ

ਫརઌੜᏜಙൾ

ਆಓ೭ൾ܅Ұଔ٢܉ނ

ຊொࣉ౦Ր

٢Ըࢣൾ

ӫढ़ଠᏜޭൾ

Ӝখֶߍ

ੴࢣਅେݟ

ܴ͑ͷଂ

Ԭઌੜ೭ุൾ

ֹాઌੜ೭ൾ
खੴ౮ݹ

େധଂ

Ֆಓࢁ�ຊઌੜൾ

ฌଠԧᰌಙൾݪ౻

ԭͷେఅ

ఱଇߥਆࣾ

ೖి

Ԙాݹ

ਖ਼ീ഼ٶʢӜຊொʣ

ༀࢣಊʢӜຊொʣ
ळࡇΓʢࢠࢰʣ

্ਫಓෑઃه೦ൾ

ϲ୩ػ

ਆࣾݱݖ
৽
ݹ

ՙࢠ୩ՙࢠ

தՏݪ

தͷ୩

Ԟͷ

ೆ

ീ഼ਆࣾʢંํʣ

ఱԦਆࣾ
֪ग़ 	 ંํ 


ড়ઐࣉ

Ѫౠਆࣾ

ӜԘాެԂ

๏ޫࣉ

ͷ୩

ਅ
尾
ඓ

ೖిʢࡱӨɿग़ਫഢ໌ʣ

ਅߥਆࣾΑΓूམΛΉ

Ԙా

【ストーリー】

ɹ͔ͭͯͷ෦۠ɺւ͕ࡍࢁ·ͰೖΓࠐΉฏ
ͷগͳ͍ܗͰ͕͋ͬͨɺதੈ͔ΒݱʹࢸΔ
Ͱ͖͕͋ͬͨɻ͕؍ܠͷࡏݱɾ։ൃʹΑͬͯɺׯ
ɹӜͷׯ։࢝͘ݹఱਖ਼ؒʹΔͱ͞Εɺ
Ӭ �ʢ1���ʣʹӜͷݹख͓Αͼਫ
ఱޙͨ͠ɻͦͷ͕ �ʢ1���ʣʹӜ
৽ా͕ɺ͠ Βͯ͘͠Ӝ৽ాଜཱ͕ͨ͠ɻ

ɹҰํɺᳪʹ͍ͭͯɺ࣌ށߐʹԘా͕
͞Εͨ΄͔ɺେਖ਼ׯ �ʢ1�1�ʣʹͨ͠
৽ాɺতݪ౻ 10ʢ1���ʣʹੴϲ࡚·Ͱ௨
ਫͨ͠ށౡ༻ਫͳͲ͕͋Δɻ
ɹۀࣄઌਓͷܙͷੵΈॏͶͰ͋Γɺࡏݱ
Θͬͨઌਓܞʹࣄ೦ൾɺهΒΕΔଟ͘ͷݟ
ͷ٘ਜ਼࿑ྗͷ݁থΛশ͑ͨͷͰ͋Δɻ

෦地۠

�ɽ։ͷ͕ͨり

歴史文化の視点̎

ͷ  ͜ͱຌྫ0 �00m



112

ᑿᓮᆅ༊

ށւԊ͍ͷழᆵ୩ҨͰೄจثग़ೄจ࣌ظޙ �,000લ
ށւԊ͍ʹඌ࡚ɾେ௩ݹ͕ங͔ΕΔݹ࣌ظޙ لʙ7ੈޙلੈ�

ࣨொ࣌ ๅઐࣉɺདྷࣉɺീ഼ਆࣾͳͲɺࣾࣉͷԑى


�1�0	10ܚ ീ഼ٶΛௗͷમ͔ށΒભٶͱ͍͏ʢʮभึࢤ܊ʯʣ

���1	�Ӭ ԬాฌӴ͕ඌ࡚ʹೖΓɺึʹԘٕज़ΛͨΒͨ͠ঝ

ԠӬ1�	1�0�
 ീ഼ٶΛௗͷમ͔ށΒભٶͷঝ

ਖ਼อ�	1���
 ౦Ԙాׯ։࢝
ਖ਼อ�	1���
 ઙɺඌ࡚ീ഼ٶʹࣾྖΛدਐ


1�71	จ11 ాՈɺඌ࡚ଜԘʹ໊Λ࿈ͶΔ

Ԇๅ7	1�7�
 ึീ഼͕ٶେՐɺۣ͕ീ഼ٶຊ఼ͷݐ࠶։࢝
Ԇๅ7ݩ	1�7�
 ాՈɺඌ࡚ଜΑΓ࡚ޚ৽ଜҠΔɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ


���1	�ݩ ඌ࡚ɺࡔӽͱࢁ͡·Δ

ๅӬ�	170�
 ඌ࡚ଜ໌ࡉா

1701	�1ݩ େੴྑ༤͕ึҾ͠ޙʹɺ͓ͤͲʹԾ͢ࡏΔ

ਖ਼ಙ�	171�
 ඌ࡚ଜͰग़Րɺ�11ݢমࣦɺึീ഼ٶͷௗ1͔ډॴম͚Δ

��17	7 㖣ձౝཱ͕͞ݐΕΔ

҆��จٱ�
	1���ʙ1���


Ր͕ࣄଓ͖ɺ̑ؒͰ��0ݢমࣦ


�1�0	�1࣏໌ ඌ࡚ɾେ௩ݹͰ࠷ॳͷຒଂจԽ۷ൃࡒௐ͕ࠪߦΘΕΔ

ত1�	1��0
 ීࣉͷઍख؍Իࠃ͕૾࠱ๅʹͳΔ

ত��	1��0
 ึւਫۀ	ࡏݱͷࣜגձࣾຊւਫ
ઃཱ

ত��	1�70
 ৽ึେ͕ڮ
ত��	1���
 ඌ࡚۠۠ըཧۀࣄ߹ͷઃཱ

ྲྀԼࣜԘాͷసྃࣄ
ত��	1��7
 ීࣉɺՃཬ͔Βඌ࡚ʹҠ͞ΕΔ

φϯαϚɾΠοαγࢁͰதੈثࡶதɹɹੈ


�1�0	�ܚ ਨਫࠨӴɺึͱͯ͠ෝɺඌ࡚ʹډΛ͑ߏΔۙɹɹੈ


1�01	��࣏໌ Λ։ઃۙɹɹߍҪֶࠓཱࢲʹɺඌ࡚ଜࡾҪࠓ

ɹɺ
ɹઍछԼྲྀҬͷ౦؛ʹ͋ΓɺࢁٶʹΑͬͯߑਫ
ͷΛಀΕͨॴ͕ඌ࡚ͷத৺Ͱ͋Δɻๅ࡚ਆ
ࣾͷϊοτؠͷଘࡏɺ͜ͷ͋ͨΓ͕͔ͭͯྲྀ
ɺઍछͤ͞ى൫͕࿐಄͍ͯͨ͜͠ͱΛؠͷؠ
ͷӡͼࠐΜͰ͖ͨ࠭ͱͦͷޙഎ࣪ͷܗʹ
Αͬͯੜ׆൫͕Ͱ͖ɺਓʑͷ͕࢝ॅډ·ͬͨ͜
ͱ͕ਪఆ͞ΕΔɻ
ɹࡏݱͷඌ࡚۠ʹ͕Δ৽ॅڵɺ͔ͭͯ
ͷ౦ԘాͰ͋Γɺʹ͋ΔੴࢦʢΠοαγʣͷ
؍ܠେ͕ͳ͞ΕͨͷͰɺͦͷͯͬΛࢁ
ۙʹͳͬͯେ͖͘ม͕ͨ͠ɺਫ࿏໊ʹ໊
ʹ͍ͭͯɺ֗ࢢچपลͷࢁٶɻҰํɺ͢Λ
Ұ෦ʹ֗࿏උ͕ߦΘΕ͍ͯΔͷͷɺ࣌ށߐ
ͱ΄ͱΜͲมΘΓͳ͍ொׂ͕͞Ε͍ͯΔɻ

ྺɹ࢙
ɹඌ࡚۠ʹւ؛Ԋ͍ʹೄจ࣌ͷழᆵ୩Ҩ
ݹ࣌ͷඌ࡚ɾେ௩ݹ͕ݟΒΕΔ͕ɺͦͷ
എܠ໌Β͔Ͱͳ͍ɻதੈࣾࣉͷԑىঝʹ
Αͬͯྺޠ͕࢙ΒΕ͍ͯΔʹ͗ͣ͢ɺ໌֬ͳྺ࢙
͕໌Β͔ʹͳ͍ͬͯΔͷ࣌ށߐҎ߱Ͱ͋Δɻ
ɹ࣌ށߐʹͳΓึΛ࣏ΊͨాՈͷɺਨ
ਫࠨӴ͡Ίඌ࡚ʹډΛͨ͑ߏͱ͍͍ɺܚ
 10ʢ1�0�ʣʹึീ഼ٶΛ෦۠ͷમ
ʹܠΒ͜ͷʹભͨ͠ͱ͍͏ɻ͜͏ͨ͠എ͔ށ
Ԙా։ൃ͕͋ΓɺӬ �ʢ1���ʣʹా
ՈͷՈਉԬాฌӴ͕Ԙٕज़Λ͑ͨͱ͍͏ɻ
ɹ౦Ԙాͷେنͳׯ։࢝ɺઙ͕
ึʹೖ෧͙ͯ͢͠ͷਖ਼อ �ʢ1���ʣͱ͍ΘΕ
͓ͯΓɺ࡚ޚ৽ଜͱͱʹҰେੜ࢈ͱͳͬͨɻ

ɹ࣌ ɹ Ͱɹ͖ɹ͝ɹͱ

จԽ�	1�0�
 େࡔૹΓԘͷઐച੍։࢝	1��1·Ͱ

จԽ�	1�1�
 ึԘాɺٳಉໍʹࢀՃ
จ�	1���
 Ԙʹੴข͖։࢝
ՅӬ�	1��0
 Δ͜ىࢁӽɾඌ࡚ଜؒͰࡔ


�1�0	��࣏໌ Ԙઐച੍ߦࢪ

େਖ਼1�	1���
 ึ౦৴༻ߪങར༻߹ൃ
ত�	1���
 Ԙాͷୈೋ࣍උ࢝·ΔɺҰ෦ഇాͱͳΔ
ত10	1���
 ඌ࡚ീ഼ٶલ͔Β৽ʹ௨͡Δݝಓ֦ுࣄୈҰظॡ
ত1�	1��7
 ึɺԘɺඌ࡚ɺ৽͕߹ซͯ͠େึொʹͳΓɺඌ࡚ึொඌ࡚ͱͳΔ

ึେڮ͢Δ

ত�7	1�7�
 ึ౦Ԙۀ߹ղࢄ

ฏ1�	�00�
 ಓपੈඌ࡚ઢʢඌ࡚τϯωϧʣ։௨ݝ
ඌ࡚۠ܭࢢըʹ֗ͮ͘ج࿏උ։࢝

ত��	1�71
 ึ౦Ԙۀ߹͕ԘΛதࢭɺึԽ	ג
ઃཱ

ত1�	1���
 ౦߹ಉḦᗍ場が成、上ՙसが陸܉への用によりফ໓

ত��	1��0
 ఆ͞ΕΔࢦʹԂެཱࠃւށ͕؛ӽͷւࡔΒ͔࡚ޚ
ීࣉઍख؍Իࢦࠃ͕૾࠱ఆॏཁจԽࢦʹࡒఆ͞ΕΔ

ত��	1���
 ౦߹ಉḦᗍ場が全মݱɹɹ

ఱਖ਼1�	1��7
 ӉتଟՈɺࡔӽɾߴɾதଜɾඌ࡚Λํ͔ߦ


1��7	จ7 ધେखͷஙɺཌધɹͷׯ࢝·Δ

ฏ �	1���
  ึւେ͕ڮ

ද ��� ඌ࡚地۠ɹද

ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ



11�

ୈ̐ষɹ̏ɽ地Ҭʹࠜࠩしͨྺ࢙จԽのࢹ

/

� 1��N

� 1�� ���N

/

の

͜ͱ

ඌ࡚地۠શਤ

1
19

20

21

22

4 5 9

10

25

27

26

40

41

48

49

39

48

2

13

51

55

53

52

23

1428

47

36

29

15 17 1816

6

3

7
8

11

12

30
31 33

32

46

34

42

43

50

44 3537
45

38

24



114

ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ

ඌ࡚۠ͷྺ࢙จԽҨ࢈Ұཡʢ1ʣ ൪߸ࢹ˞ ��� ทΛࢀরɻ

1 2 3 4 5 6

1 木造千ᡭ観㡢ᆘീ ◎ 9 ●

平Ᏻ時代ᘯோ期（810～824年）のᜨ㎩ൔ㒔のసとされ、ி㒔の高㞝山神護寺に♭られていたが、応ோのなどᗄ多の
兵ⅆをのがれて普門寺に㑄ᆘしたとఏわる。十一面千ᡭ観㡢のᆘീとしては県下၏一のもので、昭和15(1940)年に旧
国ᐆ、昭和25(1950)年の文化財保護法ไ定により国の㔜せ有形文化財に指定された。

2
木造不動明⋤立ീ
(光⫼をྵむ)

◎ 10 ●

ീ高106䟛で、一木ㄪ成、⫼โりを施す。୧ᡭは⫪部で△ぐ。頂ⶈは前༙をḞき、ྑᡭ㤳よりඛはኻわれ、୧足ඛは虫
食いのため䜂どくᦆじている。 光⫼のಟ⌮ቚ᭩㖭によれば、木ീはឿぬ大ᖌ（ோ）のసとఏえ、もと赤穂郡周世郷の
高㞝山神護寺清⠢院護ᦶ堂のᮏᑛであったが、現在はዴ᮶寺で保⟶されている。平Ᏻ時代後期の木ീとして市指定
有形文化財となっている。

3 木造ẝἋ門ኳ立ീ ◎ 10 ●
木造不動明⋤立ീと同様の経⦋をᣢち、平Ᏻ時代ᮎ期の〇సとされる。市指定。

4 三の㏄え地ⶶ ● 9 ● ●
尾ᓮඹ同地内にあるീ高105䟛の᙮りᆘീで、ඖ文2（1737）年の造立。かつては木ノ下のඖ三にあったが、三
の移転により現在地に移された。

5 ㏄え地ⶶ ● 9 ● ●
尾ᓮඹ同地内にあるീ高62䟛の᙮りᆘീで、ᏳỌ10（1781）年の造立。

6 子Ᏺ地ⶶ ● 9 ● ●
旧赤穂大橋東ワめの⚆内にあるീ高65䟛の᙮ᆘീ。川遊びで毎年のように子どもがṚんでいたので、昭和23(1948)
年に建立された。

7 භ地ⶶ（田尾） ● 9 ● ●
清水のඖ三跡にあるീ高55䟛前後のභ地ⶶ。自然石をྵみ、Ḟᦆが多いが、一般的なභ地ⶶの形態ではない。

8 地ⶶ（田尾） ● 9 ● ●
清水のඖ三跡内に2体の地ⶶ⸃ീがあり、ീ高98䟛の᙮りᆘീと、ീ高28䟛の頭部がḞᦆしたᆘീがある。後
者はᐶ保2（1742）年の造立。

9 石指の㤳無し地ⶶ ● 9 ● ●
石指にあるീ高59䟛の᙮り立ീ。隣接して一石㍯ሪもある。

10 㤳無し地ⶶ ● 9 ● ●
石指にあるീ高37䟛の᙮りᆘീ。頭部がコンクリートで⿵ಟされている。

11 小坂の地ⶶ ● 9 ● ●
小坂の地ⶶ堂内にᏳ置されたീ高62䟛の᙮りᆘീ。明治26（1893）年に造立された。

12 三ᮏ松と᭳ሪ ● 9 10 ● ●
医ᖌ尾ᓮ玄度が、そのඛ祖である尾ᓮఀ㈡Ᏺᨻ㢧らのを整備し、ᐶᨻ7（1795）年に建てたものである。ྑ・ᕥ・裏の3
面にはその由᮶がグされている。上部は᙮りᆘീ。

13 ಙ௮之道石☃ ● 9 ● ●
赤穂八幡ᐑの⬥からዴ᮶寺や普門寺へとつながる道ἢいにある高さ192䟛の石☃で、昭和50(1975)年に建立された。

14 尾ᓮ村道路ඖᶆ ● 9 27 ●
昭和12（1937）年5᭶に赤穂大橋が完成するまで、旧赤穂大橋東ワに建つ石ᶆは旧尾ᓮ村への玄関口を示し、高さ
65㼏㼙、25㼏㼙ゅの花ᓵᒾで、正面に「尾ᓮ村道路ඖᶆ」⫼面に「兵庫⦩」と้んでいる。

15 田淵ྃ☃ ● 9 ●
江戸期における赤穂ತㅊのドとして、またᗢ民文学のさきがけとしてᐶᨻ3（1791）年に建立された文学☃。

16 児ᓥ長年☃ ● 9 ● 赤穂における၏一の勤ⓚᚿኈの☃で明治21(1888）年に建立された。

17 ಇᜨᖌ之☃ ● 9 ●
明治29(1896)年、近江国百姓ஂḟ㑻(のち慶心)の八世のᏞ、松ᒃஂྑ⾨門がᣠᚓ㔠の⨾ᚨを▱り、後世にఏえんと建
立した。

18 ⰸⷀ早ⱑሯ ● 9 ●
ತ⪷松尾ⰸⷀをംびつつ門下生の広瀬ᝳ然、上ᐮ⎩の㑇ᚨをㆭえたもので、ኳ明8(1788)年に尾ᓮ在ఫのᰗ田ᐮ
᱈がこれを建てた。

19
ሷ❤神社社Ẋ
改築グᛕ☃

● 9 30 ●
大正6(1917)年、ሷ❤神社の改築グᛕ☃として建立。

20 ᛅ㨦☃ ● 9 ●
当ึは᪥㟢戦தによる戦Ṛ者8名を合♭するため、寺山に大正10(1921)年4᭶に建立していたのが、昭和10(1935）年、
現在地に移転した。なお、現在は➨ḟ世⏺大戦の戦Ṛ者も合♭している。

21 㫣☃ ● 9 ● ᤕ⋓したᗄ൨の㨶᪘をᘫう石☃で、昭和3(1928)年の建立。

22 ᝰᱜ☃ ● 9 ● 昭和26(1951)年、ḟ⏨の戦Ṛをみ父・᱈三が鎮㨦☃を建立したもの。

23
大石内ⶶ助
䜖かりのハ䝊

● 9 10 ● ●

ᘏᐆඖ(1673)年、大石内ⶶ助Ⰻ㞝のඖ᭹を⚃ってⱁᕞ(広ᓥ県)からハ䝊を取り寄せたとఏわり、かつては尾ᓮ川(現在
の千種川)のሐ防にあったという。大正11(1922)年、ሐ防の改ಟにకって赤穂八幡ᐑ境内に移築され、昭和31（1956）年
に由⥴☃が建てられた。

24 おせどの∵石・馬石 ● 9 10 ● ●

おせどは、ඖ⚘14（1701）年のลയ事௳の後、大石内ⶶ助が城明け渡しの残務整⌮のため6᭶25᪥まで௬ఫまいしたと
ころとఏえられる。池のほとりにつの石があり、池に向かってྑഃは∵がうつఅしたような形の∵石、ᕥഃは馬が立っ
たような馬石とされ、かつて赤穂城内にあったとされている。

25
尾ᓮ・大ሯ古ቡ
(付)ฟ土㑇物12点及び
『Ꮠ大ሯ古ቡㄪᰝ᭩類⥛』

◎ 34 ● ●

瀬戸内海に面した向山の南にのびる尾根上に⊂立して立地する。6世⣖後༙から7世⣖に築かれた直ᚄ約20㼙のቡ
で、୧⿇ᘧの横✰ᘧ石ᐊをもつ。㡲ᜨჾのほか⪥⎔がฟ土しており、明治41（1908）年に地ඖ有ᚿによって発᥀され、
そのㄪᰝ結ᯝは「Ꮠ大ሯ古ቡㄪᰝ ᭩類⥛」としてグ㘓されている。市指定。

26 猪ኑ谷㑇跡 ● 34 ●
尾ᓮᏐ猪ኑ谷にあり、⦖文時代の土ჾや石㙨、ᘺ生時代の䝃䝚カイト〇のᡴ〇小ᆺᢔ入り石ໟなどがฟ土採集され
ている。

27 大ሯ㑇跡 ● 34 ●
3点の⦖文時代の石㙨が採集されたほか、発᥀ㄪᰝによって古ቡ時代、中世の土ჾ類がฟ土しているが、㑇ᵓは見つ
かっていない。

28 赤穂大橋下㑇跡 ● 34 ●
昭和35（1960）年に赤穂大橋の橋⬮⿵強ᕤ事にకって約3,500年前の⦖文土ჾ、約2,000年前のᘺ生土ჾ、㡲ᜨჾ、石
㗽などが見つかった。

29 赤穂八幡ᐑ（尾ᓮ） ● 9 10 30 32 33 ● ● ● ●

祭神は応神ኳⓚ、神ຌⓚྡྷ、௰ယኳⓚであり、応Ọ13(1406)年鳥᧙村(現在の㮁和)㖹戸ᓥから移されたとఏわる（『播
ᕞ赤穂郡ᚿ』では慶長10(1605)年に移すとある）。江戸時代にはኳ台᐀の神仏⩦合寺で神ᐑ寺と称したが、明治ᨻᗓ
の神仏分㞳௧で八幡神社と改称し、戦後は現在の八幡ᐑとなった。氏子域は千種川河口部一帯であり、御旅所にᐆᓮ
神社がある。同ᐑには大石内ⶶ助䜖かりのᕸ⿄㢠、ハ䝊の木・石ⅉ⡲などをはじめ、赤穂⩏ኈ関ಀの᭩≧などがᩘ多く
残されている。

30 ዴ᮶寺 ● 9 10 ● ●

赤穂八幡ᐑの神ᐑ寺であったが、神仏分㞳して仏道を観㡢寺に移し、寺号を㔠光山ዴ᮶寺に改め、ኳ台᐀にᒓした。
ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。寺内に⸆ᖌ堂のほか、ಇᜨᖌ之☃・岡田ᘺ兵⾨☃・早ⱑሯなどの石☃、昭和12（1937）年造立
の地ⶶ⸃ീなどの石仏が建つ。寺ᐆとして、神ᐑ寺時代にྍ➗(大石Ⰻ㞝)画をはじめ、赤穂⩏ኈ䜖かりの᭩⡆など
が残る。

31 ሷ❤神社（尾ᓮ） ● 9 10 30 ● ● ●
かつて東ሷ田に♭られていたが、大正6（1917）年頃に現在地に移され、その後㔠ẝ⨶神社とኳ神社が合♭。通称
「㔠ẝ⨶さんの社」。

32 ᐆᓮ神社 ● 9 10 ● ●
赤穂八幡ᐑ大祭の御旅所。境内にはノットᒾと呼ばれる自然ᒾ┙が㟢頭しており、神ຌⓚྡྷがここで⚃モをၐえ台風が
おさまったことから「ノットᒾ」と呼ばれるとఏわる。

33 普門寺 ● 9 ● ●

寺⦕㉳によると古᮶は㞝㮚台山にあり、ឿぬ大ᖌの創建といわれている。慶長2(1597)年、明⋤山普門寺は赤穂東組
(橋ᮏ町)、大高山長Ᏻ寺は赤穂西組(新町)に建された。昭和32(1957)年、ຍ里屋の区画整⌮事業により現在地に移
築され、୧寺が相合して明⋤山普門寺と改称された。ᮏᑛに国指定有形文化財の木造千ᡭ観㡢ᆘീがあるほか、භ
地ⶶをはじめとした地ⶶ⸃ീが境内にᏳ置されている。地ⶶ⸃ീには文化2（1805）年造立の᙮り立ീ、明治16
（1883）年造立の᙮り༙㊜ീなどがある。

34 ᐆᑓ寺 ● 9 10 ● ●

かつて┿ゝᐦᩍの㟋場として7カ寺が上の山(寺山)にあったが、戦国時代には⾶㏥して龍⋤山ᑓ⚟寺と龍馬山観㡢寺
の2ケ寺だけが残っていた。ኳ文5(1536)年、ᑓ⚟寺ఫ⫋正善がί土┿᐀に改᐀し、寺号をᐆᑓ寺に、名も正空と改め、
現在地に堂Ᏹを移した。山号は龍⋤山。ᐶ文年間(1661～1672年)には、ᮏ㢪寺より一寺ఫ⫋のචチをᚓて、東院と
西院が1年交代ไで寺務を行うようになった。一寺ఫ⫋の寺は、国でも珍しい。

35 ኴ地堂 ● 9 ● ●

普門寺の向いにあり、昭和4（1929）年に建築された。大ᖌീ、ᘏ命地ⶶ、子⫱て地ⶶ、⪷ᚨኴ子ീが♭られており、⪷
ᚨኴ子の「ኴ」と地ⶶの「地」をとって堂の名としたとఏわる。ா保年間（1716～1736）造立の᙮りᆘീ、「ᮏᑛ千ᡭ観
世㡢」「八十一␒」とグ㍕のあるᘯ法大ᖌീなどがᏳ置されている。

36 川馬の大ᖌ堂 ● 9 ● ● ●
ᘯ法大ᖌീ、地ⶶ⸃ീが2体䛪つ♭られている。

37 ఏ大石Ⰻ㞝௬ᐯ地跡 ◎ 9 10 ● ●

ඖ⚘14（1701）年のลയ事௳後、城明渡しの残務整⌮をする5᭶7᪥から6᭶25᪥の間、大石内ⶶ助とその家᪘が௬ఫ
まいしたところとしてఏえられ「おせど」の俗称でぶしまれている。現在は、⎭⟸池や、内ⶶ助が♭ったとされる✄Ⲵ社、
赤穂城にあったとされる∵石・馬石が残されている。市指定ྐ跡。

名　称 もの 場№ こと 解　説
地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
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名　称 もの 場№ こと 解　説

地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化

38 ノットᒾ ● 9 10 32 ● ● ●

ᐆᓮ神社の境内にある長さ約15ｍ、高さ約1.7ｍほどのపく平らな⁐結จ⅊ᒾ㉁の流⣠ᒾで、赤穂八幡ᐑの秋祭りでは
御旅所となり、神輿がこのᒾの上に╔座する。このᒾについては、ḟのようなఏᢎがఏわる。神ຌⓚྡྷが三㡑ᚁఆのᖐ
りに海が台風で大Ⲩれになり、難◚ᑍ前の時、近くにあったこのᒾに⯪を⧅䛞、Ἴの㟼まるのを㢪って⚃モをၐえたとこ
ろ、たちまちἼは㟼まり、⯪を進めることができたという。そのためこのᒾを「のりとのᒾ・ノット」というようになった。

39 ᘚ慶のとめᒾ ● 35 ● ●
県道坂㉺・御ᓮ・ຍ里屋線の山付近にある。かつて山頂からこの大石が転がりⴠち、一人の村人が下敷きになろうと
したその▐間、ち䜗うど通りがかったᘚ慶がこのᒾを支えṆめ、村人をᩆったという。（赤穂の昔話）

40 尾ᓮ・坂㉺山ㄽ石ሠ ● ● ●

ඖ⚘8（1595）年、尾ᓮ村の者が坂㉺ᾆの南ഃ、「山」と呼ばれる場所で松ᯞをสっているとのᒆけが坂㉺村に入った
ことを発➃として、坂㉺村は赤穂⸬へྫྷ㢪いをᥦฟ、ッゴとなった。このதいは114年間も続き、文化8（1809）年によう
やく和解が成立し、୧村の境⏺線が石ሠによって築かれた。江戸時代には、山林を所有する村がそこから⸄や肥料に
する木ᮦやⴠち葉をㄪ㐩できたため、このようなதいが㉳きた。

41 旧尾ᓮ村 ● 30 32 ●

ᐑ山の麓、赤穂八幡ᐑの周辺に形成された、ሷ田をな生業としたまち。かつての千種川が運んだ自然ሐ防上に築か
れ、海ഃはሷ田で༨められていた。

42
尾ᓮᑜᖖ高➼小学ᰯ
跡地

● 9 ●

明治40(1907)年、ᑜᖖ小学ᰯが高➼科をే合してᑜᖖ高➼小学ᰯに移行し、ಟ学年限が4年から6年にᘏ長された。小
学ᰯ名は、昭和16(1941)年に国民学ᰯと改称されるまで続き、学ᰯ地としては明治32(1899)年から昭和10(1935)年まで
存在した。

43 学ᰯ跡地 ● 9 ●

明治期の尾ᓮは、ᗂい頃から〇ሷ労ാにᦠわる者がほとんどで、多くの子は不就学で⤊わることを៧いた三造が、
明治34(1901)年に⚾財をᢞじて⚾立学ᰯを開ᰯ。尾ᓮᑜᖖ小学ᰯに部ᩍᤵのኪ間ᤵ業が行われるようになり、
明治35(1902)年10᭶㛢ᰯとなった。

44 中川家ఫᏯ ● 9 ●
明治ᮎ期の建築と推定される。入ẕ屋平入の屋根、建物と一体となった塀など屋敷ᆺఫᏯの外観をもち、隣接する赤
穂八幡ᐑと一体となり地区の景観を形成している。平成10(1998)年に赤穂市の市街地景観㔜せ建築物に指定。

45 ᱈園（᱈家ఫᏯ） ● 9 ●

⣲ᑒ家小川ఏḟ㑻が明治27(1894)年に画ᖌの北᮲文ಙにᗞ園設計を౫㢗し、旧山陽道有年宿駅のᰗ原家のᮏ㝕御
座所を᭩院として移築するなど、ู㑰として整えられて紅ⶑ園と称した。ᗞ園中腹には、大正10(1921)年、2階建のⲔᐊ
もቑ築したが、昭和22(1947)年᱈氏にㆡ渡され、᱈園と改称された。このᗞ園は、明治時代中期にసられた赤穂地
方のᩘᑡないᗞ園として㈗㔜なものである。

46 水尾跡 ● 9 10 27 30 ● ● ●
ሷ田に海水をᑟき入れる水路を「みお」と呼び、尾ᓮのまちを歩くとその名残を見ることができる。

47 旧赤穂大橋跡 ● 9 27 34 ● ●

明治25(1892)年に赤穂をくったᮍ᭯有の大水ᐖで橋が流ኻしたため、旧赤穂大橋が明治28（1895）年に完成した。
つの橋からなり、ほぼ中ኸより尾ᓮഃをᕑ津橋、赤穂ഃを赤穂橋と呼んでいた。その後は、千種川に旧赤穂大橋の橋
⬮が昭和35(1960)年頃まで建っていたが、はなく東⿂にその名残をとどめている。

48 海水ᾎ場 ● ●
御ᓮから尾ᓮにかけて3つの海水ᾎ場があり、₻ᖸ⊁りなども楽しめる。

49 オートキ䝱ンプ場 ● 13 ● 兵庫県立赤穂海බ園に隣接した施設で、西᪥ᮏ最大⣭をうたうオートキ䝱ンプ場。

50 たでのはな⨾⾡館 ● ● ●

江戸時代のḷ川ὴのᾋ世絵をはじめ、平ሯ運一、棟方ᚿຌ、➉ஂክなどとして昭和期に活㌍した∧画家のసရを
多ᩘ収ⶶ、展示している。平成17（2005）年にຍ里屋のお城通りに開館したが3年後に㛢館。その後、平成24（2012）年
から尾ᓮ地区で運Ⴀされている。

51 赤穂八幡ᐑ⊺子⯙ ◎ 9 10 33 ●

赤穂八幡ᐑ⊺子⯙は、ᐶ文ඖ(1661)年の赤穂城完成を⚃って始まったとされ、「神ᖾᘧ」の行列の㟢ᡶを務める。ᄳ子
がなく、ኴ㰘のᡴちฟしのみで㰯高にᑟかれた㞤㞝の⊺子が、境内及びお旅所までの道中を清めながらⲨ々しく⯙う。
平成5(1993)年に市指定、平成17(2005)年に兵庫県無形民俗文化財に指定された。

52
赤穂ᐆᑓ寺
ᜨẚᑑ大黒⯙

◎ 9 10 33 ●

江戸時代中頃からはじまり、ሷ田でാく人々の間にཷけ継がれてきたⱁ⬟で、毎年正᭶に家々をᘔってホ䜼䝂ト（⚃ゝ
など）を㏙べ⚃をཷけていた門付祭文のⱁをఏえたものである。⯙は、ᜨẚᑑおよび大黒の面をかぶり、ᜨẚᑑは大
きい㪉をかかえ、大黒は小䛵ちをᡭにして相対し、ᴟめて大ぶりな身ごなしで⯙う。昭和47(1972)年に兵庫県無形民俗
文化財に指定された。

53

赤穂八幡ᐑ神ᖾᘧの
頭人行列
（付）祭礼ḟ➨➼文᭩䚷75
点

◎ 9 10 33 ● ● ●

赤穂八幡ᐑの頭人行列のṔྐのヲ⣽は定かではないが、ᐶ文ඖ（1648）年にはすでに頭人のグ㘓が残されている。明
治34(1901)年の⾰・ㅖ道ලの㉎入グ事から、ᑡなくとも近代以㝆、現在に至るまでほぼ同様の行列が保たれていると
推測される。祭礼ḟ➨➼文᭩と合わせて、市指定文化財となっている。

54 赤穂㗟きှ ◎ 9 30 ●

㗟きとはሷ田స業の䜂とつで、海水の上᪼をಁすため∵≑・鉄㘵などでᅛくなった地┙を㗟きᅇることであり、その
㝿に⏨たちによってှわれていたస業ှが「㗟きှ」である。現在は保存が結成され、採㆕された㗟きှを民
ㅴ風にア䝺ン䝆して新ှとし、ᑻ八や三線➼もຍわって当時のものとは␗なっているが、ඖ᮶の㗟きḷもあわせて
ఏᢎされている。市指定。

55 尾ᓮのまちなみ ● 9 10 30 ● ● ●

尾ᓮは東ሷ田ᚑ事者のまちであり、千種川の自然ሐ防にあたる赤穂八幡ᐑ周辺に人々が集ఫし、周ᅖはሷ田として
開発された。自然ሐ防上のまちは当時の海岸線にἢって道ができていたと思われ、᭤線を描く道と⣽い路地が≉ᚩで
ある。≉にᖜ1㼙にも満たない路地が多くみられる。

56 三ᮏ松 ● 9 10 ●

地名。赤松氏のᮎ⿰である尾ᓮఀ㈡Ᏺᨻ㢧が、この地にᒃఫしたため一帯の地名が「尾ᓮ」になったとఏえる。ᨻ㢧の
Ṛ後、生前のឡ木であった松が3ᮏ植えられたのでこの地を「三ᮏ松」と呼んだ。

57 ᐑ山 ● 9 10 ● ●
地名。赤穂八幡ᐑの鎮座地。「みややま」がワまって「みやま」という。

58 猪ኑ谷 ● 35 ●
地名。⦖文・ᘺ生時代の石ჾ・土ჾのฟ土する地。谷間の平地でሷをసっている人を見た㐓話が残る。（赤穂の昔話）

59 向山 ● 35 ●
地名。集ⴠの向にある山。大⺬がฟてきた昔話が残る。（赤穂の昔話）

60 川馬 ● 36 ● ●
川➃と馬場町の頭文Ꮠをとったもの。

61 ☾㔩 ● 36 ● ●
☾ノ橋と㔩屋ᮏ町の頭文Ꮠをとったもの。

62 明神木 ● 36 ● ●
地名。応神ኳⓚが⟃⣸からᖐ㏵、⯪つな䛞したとఏえる。その後に小社をつくる。
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ʲετʔϦʔʳ
　尾崎には、永 3（1626）年に池田ޫの家
ਉԬ田ฌӴが製塩ٕज़をもたらしたという伝承
が残されており、一ൠ的に言われる౦浜塩田の干
拓開1646）࢝ 年）より古い。
　浅野長直の赤穂への入封は正保 2（1645）年
であり、ٕज़ऀをটᡈできたのは、池田時代にす
でに下地があったためと言われているが、౦浜塩
田を開発してશ国にらしめたのは、間ҧいなく
浅野家と言える。
　尾崎地区には、塩田地を示す水尾とともに、
赤穂八幡宮を中৺とする旧市֗地のまちなΈと、
塩田࿑ಇऀの৴ڼの対象となった赤穂八幡宮があ

り、さらにその背後には如来寺、塩ה神社、ී門
寺などが立ちฒぶ「৴ڼ೭道」がある。周ลには
ࠢൾ、宝崎神社、宝専寺、尾崎という地名の由
ॹとなった三本দといった歴史文ԽҨ࢈が点ࡏし
ている。
　赤穂八幡宮のळࡇりは、「赤穂八幡宮ࢠࢰ」
としてࢦݝ定ແ形ຽଏ文Խࡒにࢦ定されたࢠࢰ
に特がある΄か、ஓࣇ頭人をंݞして࿅りาく
頭人行ྻ（赤穂市ࢦ定ແ形ຽଏ文Խࡒ）もஶ名で
ある。いͣれも塩業でӫえた尾崎地区の風を৭
ೱく残す。ळࡇりのཱྀޚ所は宝崎神社にあるノο
τؠという࿐頭ؠ൫であり、塩田開発前の地形を
語っている。

ඌ࡚地۠

�．ԘాͱͱʹʵઙՈ͕։͍ͨԘాʵ

歴史文化の視点̍

赤穂ീ഼宮ࢰ子
赤穂ീ഼宮神ࣜの಄ਓྻߦ

ࠇൺण大ܙ

尾崎ଜの·ͪͳΈچ

赤穂ീ഼宮

宮山

島年ൾࣇ

ๅ崎神ࣾ
ノοτؠ

ๅઐࣉ

三本দ
㖣။ౝ

དྷࣉ

ଠ地ಊ

水尾

ී門ࣉ ʢ木千手؍Ի૾࠱ʣ

Ԭ田ฌӴのุൾ
田୮ઋ۟ൾ
ഄাૣබ塚
ढ़ࢣܙ೭ൾ

子क地ଂ

川馬のଠ子ಊ

尾崎ଜಓ路元ඪ

੯ࡩൾ

৴ڼ೭ಓ石ൾ

赤穂大橋چ

の  ͜ͱຌྫ

塩ᜱ神ࣾ 塩ᜱ神ࣾࣾ殿վங記೦ൾ

赤穂ീ഼宮ࢰ子 ノοτؠ

0 100 200 300N
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ʲετʔϦʔʳ
　江戸時代に池田ًがඣ路城に入ると、赤穂は
そのఋ池田長の行地となった。慶長 8
（1603）年に赤穂代官としてෝしたਨ水半左Ӵ
門勝ॏは、はじめ尾崎にډをߏえたという。
　ਨ水勝ॏは、慶長 10（1605）年に八幡宮をમ
戸から今の地に移したともいい、この頃がおそら
く尾崎地区の本֨的な開発の開࢝であり、その目
的は製塩であったことだろう。

　赤穂八幡宮は赤穂藩との関わりがਂく、同宮に
は大石内ଂॿΏかりのାֹ、ϋθの木、石౮、
ሯ風をはじめ、赤穂ٛ࢜関のॻঢ়が多く残され
ている。またਕই事݅後に赤穂城を開城した後、
ԕྛ寺で残ॲ理を行う際に大石内ଂॿྑ雄が住
んでいたのが、伝大石ྑ雄仮ۯ地（通শおせどɿ
市ࢦ定史）であったという。

ඌ࡚地۠

��ɽึൡとඌ࡚

歴史文化の視点̎

赤穂ീ഼宮ࢰ子
赤穂ീ഼宮神ࣜの಄ਓྻߦ

ࠇൺण大ܙ

尾崎ଜの·ͪͳΈچ

赤穂ീ഼宮ʢ尾崎ʣ

宮山

ๅ崎神ࣾ
ノοτؠ

ๅઐࣉ

三本দ
㖣။ౝ

དྷࣉ

大石内ଂॿΏかΓのϋθ
大石ྑ雄仮ۯ地ʢ͓ͤͲʣ

水尾

塩ᜱ神ࣾʢ尾崎ʣ

の  ͜ͱຌྫ

0 100 200 300N

大石ྑ雄仮ۯ地ʢ͓ͤͲʣ赤穂ീ഼宮
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Ұཡʢ1ʣ࢈จԽҨ࢙۠ͷྺ࡚ޚ ൪߸ࢹ˞ ��� ทΛࢀরɻ

1 2 3 4 5 6

1 ዪᡣ三十භḷ画ᖂ ◎

代表的なዪᛶḷ人36人の絵ጼと、その和ḷを描いた一ᖂの画。見開きのྑに和ḷを、ᕥにそれそれのዪᡣの絵ጼ
を᭩いている。ዪᡣの各図は、町⊁野家ึ代⊁野ᒲಙ(ᐶ文2年～ᐆỌ5年・1662㻙1708)のసと▱られる。和ḷの➹
者は「ዪᡣḷ御➹者目㘓」が付ᒓしており、外㢟近⾨基⇊をྵめ、36人のබཀが1人1㤳䛵つ᭩いている。市指定文
化財

2 田淵家文᭩ ◎ 11 30 ●

赤穂ሷ田最大のሷ業者・田淵家所ⶶの文᭩類。田淵家は尾ᓮ村から新村に移ఫし、ᘏᐆ5（1677）年からሷၥ屋を
経Ⴀした。ᘏா5(1748）年にはⶶඖ役に就௵し、江戸後期には東西のሷ田あわせて106町歩を有する᪥ᮏ最大のሷ田
地に成長した。文᭩類は総ᩘで1,137௳、代々当の造ユが深かったⲔ道➼のㅖ子や⸬御成りに関するグ㘓な
どが残されており、新村の発展、ሷ田地の多ゅ経Ⴀの実態、豪ၟの生活ぶりが❚える資料である。市指定文化財。

3
赤穂東ಙ用㉎㈙
利用組合文᭩

◎ 11 30 ●

東ሷ田は、明治38(1905)年のᑓබ社発足時には152町42␇21歩を誇り、生⏘高は133,000石(明治43(1910)年)
に㐩していた。ᑓไ度下で大正13(1924)年に赤穂東ಙ用㉎㈙利用組合が成立したが、この組合が昭和47(1972)
年に解ᩓするまでの約༙世⣖のグ㘓がこの文᭩であり、᪥ᮏ〇ሷ業における⃭動を物ㄒる㈗㔜資料である。市指定文
化財。

5 東ሷ田ඖἈ郭跡石☃ ● 11 30 ● ●
兵庫県立赤穂海බ園東㥔㌴場入口近くの小බ園内にある、高さ70䟛、ᖜ2ｍの石☃。正面に「東ሷ田ඖἈ郭␒
跡」、裏には「平成（1995）年三᭶建之」と้まれている。

6
東ሷ田ඖἈ郭
一␒跡石☃

● 11 30 ● ●
赤穂ඖ⚘䝇䝫ーツ䝉ンター近くの小බ園内にある、高さ95䟛、ᖜ2ｍの石☃。正面に「東ሷ田ඖἈ郭一␒跡」、裏には
「平成（1995）年三᭶建之」と้まれている。

7
東ሷ田東海水尾
␒跡石☃

● 11 30 ● ●

かつての東海水尾␒跡であった御ᓮබ民館前に建てられた石☃で、高さ153䟛、ᖜ30䟛の石☃。正面に「東ሷ田
東海水尾␒跡石☃」「昭和ᅄ（1929）年廃田」とあり、裏面には「昭和භ十一（1986）年三᭶䚷赤穂市ᩍ⫱ጤဨ建之」
とある。

8 ሷ田風景☢石㝡板 ● 11 30 ●
東බ園の西南部、中広御ᓮ線の横᩿地下道ฟ入口の壁面に、入ሷ田のస業風景やᯞ᮲架の風景画が48ᯛの☢
石㝡板を用いて㣭られている。高さ1.2ｍ、ᖜ2ｍの大きさで、平成6（1994）年に設置された。

9 東海北向地ⶶ ● 12 ● ● ඖ⚘16（1703）年に造立された᙮りᆘീ。ീ高80䟛を測る。

10 භ地ⶶ(東海) ● 12 ● ● 昔の三跡に残されたභ地ⶶで、ീ高85䟛を測る。

11 地ⶶ(三ᓮ) ● 12 ● ● 三ᓮの堂内にある、ീ高50䟛の᙮りᆘീ。海からᣠい上げた地ⶶを♭っているという。

12
ఀ和㒔ẚ神社の
ᡭ水㖊

● 12 ● ●
ลയ事௳の後、赤穂ὸ野家が᩿⤯となり、大石内ⶶ助Ⰻ㞝が御ᓮから⯪によってி㒔へ向かった後、ඖ⚘14（1701）年
に地域ఫ民らがそのグᛕに寄進したものとఏわる。

13 භ十භ部中౪養ሪ ● 12 ● 仏道をᴟめた人の౪養ሪであり、ᘅ度寺は納経ሪとしている。文ᨻ8(1825)年建立。

14 ᪥ᗡྃ☃ ● 12 ●

ኳ明(1781～1788)の頃から᪥ᗡ⋡いる川東社というತㅊ䜾ループがあり、文化・文ᨻ(1804～1892)にかけて活発に活
動していた。᪥ᗡ᐀についてはヲしくุっていないが、ⷚ村や一Ⲕとおおむね同時代の人とみてよい。このྃ☃は
現存する၏一のものである。ᛕ仏᐀のಙ௮生活を後༙生に㏦った人のようである。ⰸ門の流れをỮむ設立者ᰗ田ᐮ᱈
が正⚟寺境内にྃ☃を残した。文ᨻ8(1825)年建立。

15 ⚗ⵉ㓇☃ ● 12 ●
⮯いのきつい野⳯(䝛䜼・ニラ・ニンニク類)は不ίであり㓇はίᛕをすので、ඹに清ίな正⚟寺の門内には、入ること
を⚗䛪るということ。文ᨻ4(1821)年建立。

16 御ᓮ開発グᛕ☃ ● 13 ●
大正14（1925）年に西ᮏⱱྜྷらによって赤穂土地合資社が設立されて、道路敷設やᏯ地造成などの開発が行われた
ことを㢧ᙲするために昭和22(1947)年に建立された。

17 ᛅ㨦☃ ● 12 ● ● 御ᇸⅉ台そばに建てられたᛅ㨦☃。

18 田淵氏ᗞ園 ◎ 11 13 30 ● ●

田淵氏ᗞ園は、Ⲕீ㟢地と᭩院ᗞ園から成り、三ᓮ山のഴ斜を利用して山㝿にⲔீを、平地に᭩院を配してᵓ成され
ている。上部に明㐲ᴥ、中腹に陰ᩪ、下部に᭩院と池ᗞが配置され、陰ᩪを中心とする㟢地から下部の᭩院ᗞ園
まではஂ田᐀参のసᗞとされている。建築、ᗞ園ともに当代一流の造Ⴀがなされ、᪥まで当時のጼをよくとどめた名ᗞ
として昭和62(1987)年5᭶、国名に指定された。平成18(2006)年5᭶19᪥、敷地すべてが名⠊ᅖに㏣ຍ指定され
た

19 ఀ和㒔ẚ神社 ●
11
12

13 30 32 33 ● ● ● ●

市内၏一のᘧ内社で、祭神はఀ和㒔ẚ大神。『播ᕞ赤穂郡ᚿ』によると、かつて␚ᒾ(大園)にあった社が後に移され
たという。境内にはᜨẚᑑ神社・㔠ẚ⨶神社が合♭。ᮏẊ前の文化13(1816）年㖭の≻≟は㖭文のあるものでは市内最
古。またඖ⚘14(1701)年のᡭ水㖊も残る。

20 正⚟寺 ● 12 ● ● ●

正保3(1646）年、ὸ野長直が城下に建立した後、ᐶ文12(1672）年には花岳寺内に移設。ඖ⚘14(1701）年、Ⰻ㞷和ᑦが
現在地にⰋ㞷ᗡを建て、Ọ保3(1706）年に⿵㝀山正⚟寺とした。Ⰻ㞷と大石Ⰻ㞝のᅖ◻「Ⰻの対ᒁ」の寺として有
名。明治6(1873）年、思ㄔ小学ᰯが当寺を௬ᰯ舎として開ᰯ。ลയ事௳後の大石らのᬤஒい≧が残る。境内にはኳ保
10（1839）年造立の子Ᏻ地ⶶがある。

21 ᘅ度寺 ● 12 30 35 ● ●

新村の開拓にకい明ᬺ3(1657）年に᪥ᗡが開創、ᘏᐆ2(1674）年にᖖ光山ᘅ度寺となる。開山は♳⚏によりᖸば
つをᩆった㡰Ꮩᛕ。ඖ治ඖ(1864）～明治4(1871）年に、ൔ成ඖによってㄞ᭩を中心とした寺子屋が開かれ、ᮏ堂は
かつて赤穂城下町に所在した㐲林寺にあったᮏ堂を移築したものとఏえる。境内には明治40（1907）年造立の「馬頭観
世㡢⸃」と้Ꮠされた板☃石仏がある。赤穂の昔話には、ሷ田ᖸ拓➼村の開発に大きく㈉⊩したᏙᛕの寺、海印寺
（後のᘅ度寺）のゝわれが残されている。（赤穂の昔話）

22 光ᚨ寺 ● 12 ● ●

ί土┿᐀大谷ὴの寺院で、ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。ᐶ文7(1667）年に௮西寺として創建、ᘏᐆ2(1674）年に東有年の黒沢
山光明寺中の光ᚨ院を移転し、寺号を光ᚨ寺と改めた。開山は玄ᬛで山号はⓑ㞼山。ᐷẊ造のᮏ堂は、ா保7(1722）
年に東有年の黒沢山光明寺中の光ᚨ寺にあった堂を移築、階建のᴥ門・㝮ᴥはᐶ保2(1742）年に建立されたとい
う

23 法㞼寺 ● 12 ● ●
昭和30（1955）年に建立された᪥ⶈ᐀の寺院で、開山は∵尾文ၨ。山号はၨᫀ山。寺と御ᓮ展望台広場との間に建て
られた「南無ጁ法ⶈ華経」と้まれたᐆሪは昭和27（1952）年の建立である。

24 大ᖌ堂1䚷(東海） ● 12 ● ● 「十一面観㡢⸃」と呼ばれるീ高67䟛のᘯ法大ᖌീ。「ᮏᑛ十一面観世㡢」「十ばん」のグ㍕。

25 大ᖌ堂2䚷(東寺） ● 12 ● ●
大ᖌ堂内にある༙⫗᙮りのᘯ法大ᖌീが2体Ᏻ置されている。「ᮏᑛ⸆ᖌዴ᮶」「十ばん」の石仏と「ᮏᑛ㜿ᘺ㝀ዴ
᮶」「十八ばん」の石仏が୪んでᏳ置されている。

26 大ᖌ堂3䚷(東寺） ● 12 ● ●
板☃形光⫼をもつ、༙⫗᙮りのᘯ法大ᖌീ。ᮏ᮶はീ高80䟛のものがษ᩿されて地ⶶ部分のみ分㞳されている。
「小㇋ᓥ➨十ᅄ␒」のグ㍕。

27 大ᖌ堂4䚷(西寺） ● 12 ● ● ീ高67䟛を測る、༙⫗᙮りのᘯ法大ᖌീ。「十一ばん」のグ㍕。

28 大ᖌ堂5䚷（西寺） ● 12 ● ● ീ高41䟛を測る、༙⫗᙮りのᘯ法大ᖌീ。

29 大ᖌ堂6䚷(西山) ● 12 ● ●
「十一面観㡢⸃」と呼ばれるീ高60䟛のᘯ法大ᖌീ。「ᮏᑛ十一面観世㡢」「八十භばん」のグ㍕。ീと台石の石ᮦ
が␗なる。

30 大ᖌ堂7䚷(山ᡭ) ● 12 ● ● 大ᖌ堂内にᏳ置されているീ高32䟛の᙮りのᘯ法大ᖌീ。ീと台石の石ᮦが␗なる。

31 大ᖌ堂8䚷(三ᓮ山) ● 12 ● ● 三ᓮ山の大ᖌ堂内にあるീ高45䟛のᘯ法大ᖌീ。「十භばん」のグ㍕。

32 御ᓮ観㡢堂 ● 12 35 ● ●

東海に7つの木〇の観㡢ീが流れ╔き、それをᣠって大ሯ屋が♭ったのが始まりとఏえる。その後は岡ᮏ家が⟶⌮して
いたが、❓ஈして木ീは༷されたという。赤穂の昔話では、備前国の西大寺から流れ╔いた観㡢様の話が残されて
いる。（赤穂の昔話）

33 ኳ⌮ᩍ赤穂分ᩍ ● 12 ● ● 東海にある赤穂市で最古のᩍ。早川᐀助氏の子౪の身上をᏲ護いただいていたという。

34 旧岡ᮏ家屋敷跡 ● 11 30 ●

岡ᮏ善兵⾨はもとⲨ（高◁市）でሷ業をႠんでいたが、東ሷ田開拓にకって正保3(1646）年、新村に移りఫん
だ。以㝆、ጲ路⸬㡿内から入ሷ田の新ᢏ⾡を身に╔けたሷ民たちが移ఫし、新ሷ田の開拓によって新村は大きく
発展していった。新村で財をなした岡ᮏ家も、現在ではその跡地が残されるのみとなっている。この屋敷跡は、赤穂
森⸬時代に津山から移ఫした岡ᮏ家のものという説もある。

35 東ሷ田跡 ● 11 30 ● ●
かつては水尾の張りᕠらされたሷ田であったが、現在は県立赤穂海බ園や県立赤穂高➼学ᰯ、ఫᏯ地となってい
る。

36 水尾跡 ● 11 27 30 ● ●
ሷ田に海水を入れる水路として、また上Ⲵ舟が用いる運河として築かれた⁁を「水尾」と呼び、現在でもその名残をまち
なみや風景の中に見ることができる。なお上Ⲵ舟は昭和13(1938)年、㝣㌷への上Ⲵ舟ᚩ用によりᾘ⁛した。

37 百間ἼṆ ● 11 30 ● ● 水尾に千種川の運ぶ土◁が流れ込み、ᇙ積しないように築かれたἼṆ。

38 ၈⯪土ᡭ ● 11 30 ● ●
ᐶ文7（1667）年、၈⯪山を㉳点として築造された東ሷ田の最も外ഃの防₻ሐで、大土ᡭと呼ばれた。現在は道に
なっている。

39 ሷ田水尾入口跡 ● 11 30 ● ● かつての東ሷ田における水尾の入口で、ここからⲴ揚舟がฟ入りした。

40 ሷ田給水䝫ンプ跡 ● 11 30 ● ●
近代の東ሷ田において、⃰度の高い海水を取り入れるために、山を㉺えて河口から㐲い海岸から取水を行った施
設。

41
みなと䜂ろば
(ሷ庫・〇ሷᕤ場跡)

● 11 30 ● ●
かつての東の〇ሷᕤ場跡。現在では赤穂ඖ⚘䝇䝫ーツ䝉ンターに隣接する県有地に、䝇䝫ーツ施設、イ䝧ント広場と
して整備されている。

名　称 もの 場№ こと 解　説
地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
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名　称 もの 場№ こと 解　説

地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化

42 御ᇸⅉ台 ● 13 27 ● ●
播磨ℿを⯟行する⯪⯧の道しるべとして昭和38(1963)年に設置された。南は播磨ℿに面しᅄ国やᓥ々を見ることがで
き、北に赤穂の市街地を一望できる䝇䝫ット。

43 東御ᓮ展望台 ● 13 ● ● 瀬戸内海のᓥᕋ景観を望むことができる。大石内ⶶ助ീあり。

44 ᱜ・ᱵ林 ● 13 ● ● ᱜは三ᓮ山一帯に、ᱵは御ᓮ展望台広場(赤穂東御ᓮබ園)の斜面に整備されており、観光䝇䝫ットとなっている。

45 赤穂 Ἠ街 ● 13 ● ●

昭和44(1969)年に開に海内戸瀬。名改に「Ἠ 穂赤」、し発開を源Ἠいし新に年(0002)21成平、はἨ ᓮ御穂赤たし
ᾋかぶᓥ々やᅄ国を見渡せる䝻ケーシ䝵ンで、宿の部屋や㟢ኳ風࿅から⨾しいኤ᪥や風景が眺められる。瀬戸内海の
⨾しさ、目の前の海から⋓れるᖾがሓ⬟できる。

46 観光道路 ● 13 27 ● ● 昭和34（1959）年に開通。

47 海岸ἢいの遊歩道 ● 13 27 ● ● 大正14（1925）年、赤穂土地合資社（西ᮏⱱྜྷら）による開発が開始されて以㝆につくられたと思われる。

48 ඖ⚘橋 ● 11 27 ● ●
赤穂市内において現存する၏一の鉄〇トラ䝇橋。昭和6（1931）年❹ᕤ、橋長24.9ｍ、ᖜဨ5ｍ。ぶ柱は花ᓵᒾ〇ᅄゅ
柱。橋の名前はඖ⚘時代から採った。

49 大橋跡 ● 11 27 ● ● ●
御ᓮの旧市街地から、〇ሷᕤ場へ行く㝿、水尾を渡るために設置された橋。⯪の通行のため、㊴ね橋になっていた。昭
和30年代に廃Ṇされたが、現在も橋台が残っている。

50 赤穂コール䝗䝻ン跡 ● 13 ● ● 「赤穂コール䝗䝻ン」と名付けられたᕧ大なカルデラ跡の、㝗入したマ䜾マの跡が見られる。

51 ỿ㝆海岸 ● 13 ● ●
ỿ㝆海岸とは㝣地のỿ㝆によって生じた海岸のことで、尾根はᓁに、谷は入江となり、」㞧な海岸線をつくっている。赤
穂の海岸線はᇙめ立ててできた場所を㝖き、ほぼこの海岸が見られる。

52 ၈⯪山 ● 11 13 35 ● ● ● ●
兵庫県内でᶆ高の一␒పい山で、かつて社があった。昔話には、山の上で足㋃みするとよく㡪き、昔の၈の⯪がᇙまっ
ている、または海㈫の財ᐆがᇙまっているなど、ᩘ々のゝいఏえがある。（赤穂の昔話）

53 ␚ᒾ(大園) ● 12 13 32 ● ● ●
『播ᕞ赤穂郡ᚿ』には「昔の社は大園にあり、ഹの⚆なり、ኳ和（1681～1684）のṈの地に移す。大園はの鳥（鳥
ᒃ）の東の大ᒾをபう」とある。現在は通称「␚ᒾ」と呼ばれ、₻の引いた時には㝣続きとなる。

54 㮆護ᒾ(御前ᒾ) ● 12 13 32 ● ● ●
『播ᕞ赤穂郡ᚿ』には「神前の海中に大ᒾあり、㮆護ᒾという。₻く時は現われ、満るときはἐす。ᅇ⯪これがために◚
ᦆす。Ṉ海を㐣るものᠳれ䛪とபうことなし。そのためにᶆ木を建つ」とある。

55 思ㄔ小学ᰯ発⚈の地 ● ●
明治5(1872)年の学ไබᕸをうけて、明治6(1873)年3᭶20᪥に正⚟寺を௬ᰯ舎として新村（現在の御ᓮ）にึめての
小学ᰯとなる思ㄔ小学ᰯが発足した。

56
大ᖌさんの戸
⭜けᒾ

● 12 ● ●

御ᓮの山ᡭ地区に「大ᖌさんの戸」と呼ばれるඹ同戸があり、この戸の⬥にあるᡥ平な石を「大ᖌさんの⭜け
ᒾ」と呼ぶ。ᘯ法大ᖌが国行⬮の㏵中に御ᓮの地をゼれ、この戸のഐらのᒾに⭜けたという。以᮶、この戸が
あるところを「⭜山」と呼ぶようになった。

57 大石名残の松 ● 13 ● ● ●
大石内ⶶ助は城を明け渡し、ඖ⚘14(1701）年6᭶༙ばにጔ子を新 より大坂に㏦った。自らも同年6᭶25᪥にி㒔山
科に向けて同 からฟ立した㝿、ఱ度も松を見㏉したことから、名残の松のఏᢎができたという。

58
東ሷ田䝰䝄イクタイル
絵図

● 11 30 ●
東බ園の中ኸにある、⦪4.5ｍ、横3ｍのカラータイル䝰䝄イクの東ሷ田絵図。東の各ሷ田がカラ䝣ルにⰍ分けさ
れ、名称がグされている。

59 瀬戸内海国立බ園 ● 13 ● ●

昭和9（1934）年に㞼、㟝ᓥとともに᪥ᮏึの国立බ園に指定された。備ㆭ瀬戸を中心に⣖ῐ・㬆門・関門・豊予の4
つの海ᓙにᅖまれ、広い海域と点在するᓥ々、それらを望む㝣地の展望地がබ園区域として指定されている。⠊ᅖは1
ᗓ10県、海域をྵめると90haを㉸え、国内最大の国立බ園。大小ᩘ々のᓥでᵓ成された内海の多ᓥ海景観が≉ᚩ
で、ἢ岸の㝣域に展望地が多ᩘ存在する。

60
兵庫県立赤穂海බ園
(赤†・ⓑ†)

● 11 13 30 ● ● ●

地域の自然⎔境や赤穂のṔྐ的⫼景を生かし、昭和62(1987)年、広大なሷ田跡地につくられたබ園。園内には、䝔ニ
䝇コート、遊園地（わくわくラン䝗）、ሷの国（ሷ田をඖ）などが整備され、西播磨地域の多様な䝇䝫ーツ、䝺クリ䜶ーシ䝵
ン㟂せをᢸう。

61
赤穂市立海ὒ科学館・ሷ
の国

● 11 30 ● ●

兵庫県立赤穂海බ園内にあり、瀬戸内海とሷ・海ὒ科学・赤穂の自然科学に関する資料が展示されている。隣接す
るሷの国では、揚ᘧ・入ᘧ・流下ᘧሷ田などの〇ሷ施設がඖされており、㔩屋での〇ሷస業の実₇や、入ᘧ
ሷ田での引き・集◁・₻かけなどのస業の体㦂、ሷ䛵くり体㦂が楽しめる。

62
赤穂市立野外活動
䝉ンター

● 13 ● ●
キ䝱ンプ、野外⅕㣤、ハイキン䜾などの野外活動が楽しめる施設。瀬戸内海とᱜを楽しめる。

63
赤穂市立⨾⾡ᕤⱁ館・田
淵グᛕ館

● 11 13 30 ●

江戸時代前期よりሷ田、ሷၥ屋などをႠんできた「田淵家」より平成6(1994)年10᭶に⨾⾡ရ、古文᭩類が赤穂市に寄
贈され、それを展示保存する施設として平成9(1997)年に開館。寄贈された⨾⾡ရは、᪥ᮏ画、᭩、Ⲕ道ල、፧礼道ල
など多ᒱにわたる。中でもⲔ道ලが多く、季節ឤを大ษにした展示が行われている。

64 ᱈䝭ュー䝆アム ● 13 ●
ᖥᮎから明治にかけて↝かれていた「ᗁの㞼ⅆ↝」を活させた᱈氏が、平成23（2011）年に開館した⨾⾡館。㞼ⅆ
↝のほか様々な⨾⾡ရや、ᩘ多くの水⍆❍が展示されている。

65 赤穂瀬戸内❔(㞼ⅆ↝) ● 13 ●

㞼ⅆ↝は、Ọ5(1852)年に大ᔱ㯤谷(㑻ḟ)によって考されたもので、「新土ᡭ↝」とも呼ばれた。⊂≉の光沢のあ
る⫙Ⰽの↝き物で㔙⸆を施さ䛪、ኤ᪥にᫎえる㞼の景Ⰽのような赤と黒の❔ኚが≉ᚩ的である。残されたసရにはⲔ
入・水指・㤶合・ᡭ・ⅆ入・⅊ჾなどのⲔჾが多い。㞼ⅆ↝は㯤谷以㝆後継者がいなく᩿⤯していたが、近年、この❔
でᢏ法が現された。

66 ၈⯪䝃ン䝡ー䝏 ● 13 ● ● 瀬戸内海国立බ園内にあり兵庫県立赤穂海බ園に隣接している。瀬戸内海の景Ⰽと、₻ᖸ⊁り、海水ᾎを楽しめ
る

67 ⚟ᾆ海水ᾎ場 ● 13 ● ●
瀬戸内海国立බ園内にあり、赤穂 Ἠまでᚐ歩すぐというዲ䝻ケーシ䝵ンに置する。長150㼙のには海の家があ
り、シー䝈ンには家᪘㐃れで㈰わう。

68 ᜊ人の⪷地 ● 13 ● ● ●

瀬戸内海が一望できる赤穂御ᓮにあるఀ和㒔ẚ神社は、古くから⦕結びの神様として▱られており、平成25（2013）
年にはその周辺が㻺㻼㻻法人地域活ᛶ化支䝉ンターから「ᜊ人の⪷地」のㄆ定をཷけた。神社では「ᜊみくじ」も䜂け
る。

69 きらきら坂 ● 13 ●
ఀ和㒔ẚ神社一帯は前面に播磨ℿが開け、☾ఏいに遊歩道なども整備されている。神社から海へ向かう坂道が近
年「きらきら坂」と呼ばれ、ᕤⱁ関ಀのアトリ䜶や人Ẽの㣧食ᗑなどが୪ぶ䜶リアとなっている。

70 赤穂⥽通ᢏ法 ◎ ●

Ọ年間（1848～1854）、中広の児ᓥなかはబ㈡とሜの⥽通を観察してその原料や織方を◊✲し、織ᶵを〇స。慶応
年間（1865～1868）に現在の原ᆺを考。⥽通生⏘を開始した。新村の子ዪを労ാ者として御ᓮに⥽通場に開か
れ、明治・大正時代に㝯盛したが戦時中の⥥花㍺入ไ限によって⾶㏥。赤穂市は残されていたᢏ法を赤穂⥽通ᢏ法と
して無形文化財（ᕤⱁᢏ⾡）に指定した。平成3（1991）年からは赤穂⥽通織方ᢏ法ㅮ⩦を開ദ、後継者⫱成にດ
め、現在は活している。

71 御大ᖌㅮ ● 12 ●

新村の大ᖌಙ௮はほとんど大正期以㝆に♭られたというグ㘓とఏᢎをᣢち、戸などかつての水利ඹ同体と深い⧅
がりがある。各地区の大戸はಶ人ではなくඹ同戸であり、村内合ຊのみでなく隣村や旅⯪からの助によって᥀ら
れた。現在も4᭶にはお大ᖌ祭りが開ദされている。

72 ₻ᖸ⊁り ● 13 ● ● ၈⯪䝃ン䝡ー䝏で行われる赤穂の季節の風物詩。

73 ᪥ᮏのኤ陽百㑅 ● 13 ● ●
御ᓮは景観にᜨまれた土地で、御ᓮから望むኤ᪥は、㻺㻼㻻「᪥ᮏ列ᓥኤ陽とᮅ᪥の郷䛵くり協」によって「᪥ᮏのኤ
陽百㑅」に㑅定されている。

74 一目千ᮏのᱜ ● 13 ● ●
赤穂御ᓮでは、海岸の斜面約3㼗㼙にわたって䝋䝯イ䝶シノが植えられており、「一目千ᮏ」のキ䝱ッ䝏䝣䝺ー䝈でᱜの名
所となっている。

75 鳥ᒃからの眺め ● 13 ● ● ఀ和㒔ẚ神社の鳥ᒃからの眺めは、御ᓮを代表する景観である。

76 ၈⯪山からの眺め ● 13 ● ● 瀬戸内海のᓥᕋ景観が広がる。

77 赤穂御ᓮからの眺め ● 13 ● ● 瀬戸内海のᓥᕋ景観が広がる。

78 坂のまちと路地景観 ● 11 13 ● ●
御ᓮは平地をሷ田とするため、江戸時代にはୣ㝠地にまちを築いた。斜面をⓏるせ道と、そこからὴ生する路地道が
≉ᚩ。

79 御ᓮ ● 36 ● ●
地名。市域の南➃で播磨ℿに✺きฟた三つのᓮ、つまり␚ᒾのあるᓁと、⚟ᾆと㑻谷の間のᓁと、鳥石（通称䠖ライ
オンᒾ）のあるᓁに由᮶する。

80 東海 ● 36 ● 地名。江戸中期は小舟もฟ入りしていた。渡海。

81 大ሯ ● 36 ● 地名。東隣の尾ᓮ大ሯ古ቡによる。

82 ඖሷ町 ● 36 ●
地名。東土地区画整⌮事業によって昭和46(1971)年5᭶に新しくできた町名。ሷ田跡なので「ሷ」のᏐを残すために
ඖሷ町という町名をసった。

83 ᮏ水尾町 ● 11 30 36 ● ● 地名。東土地区画整⌮事業によって昭和46(1971)年5᭶に新しくできた町名。ሷ田地のᏐᮏ水尾をとって町名とし
た

84 ඖἈ町 ● 11 30 36 ● ● 地名。ሷ田地の「ඖἈうつろ（土೫に郭）」から。

85 御ᓮマルシ䜵 ● 13 ●
赤穂 Ἠ街の一ゅで、毎᭶➨三᪥᭙᪥に地ඖᗑ⯒の他、ಶ人やస家など有ᚿによる市を開ദ。通称「きらきら坂」を 䝯
イン通りとして、ఀ和㒔ẚ神社の境内から東の海ഃへとᗑ⯒が୪ぶ。
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Ұཡʢ1ʣ࢈จԽҨ࢙ӽपลʣ۠ͷྺࡔӽʢࡔ ൪߸ࢹ˞ ��� ทΛࢀরɻ

1 2 3 4 5 6

1
⯪祭り祭礼用和⯪
(付䚷⯪1棟)

◎ 17 18 19 ● ●
大㑊神社(坂㉺)の祭礼「坂㉺の⯪祭」において用いられる祭礼用和⯪。行列をつくる11⯺のうち₈⯪（ᷫఏ馬）、楽⯪、
御座⯪(神輿⯪)、㆙護⯪(議ဨ⯪)、ḷ⯪の6㞘が兵庫県指定有形民俗文化財となっている。

2
⯪㈤㖟定法
(付)大西家文᭩一ᣓ

◎ 18 27 30 ●

ᖜ約181㼏㼙、高さ約25.3㼏㼙の板に、国各地への⯪乗り㈤㖟定をᮒ⁽᭩きしたもので、ᘔ⯪業で栄えた坂㉺の実態をよ
く示した資料である。㠞、ኍᒱ、対馬、ຍ㈡、㓇田などの地名が᭩かれ、ᘔ₈ඛまでの㊥㞳に応じて㈤㔠が定められて
いる。市指定有形文化財。

3 ₻見の地ⶶさん ● 19 ● ●
もとඖ文3（1738）年の地ⶶがあったが、地下にᇙ設され、新たな᙮りᆘീがᏳ置されている。現在の地ⶶはീ高60䟛
を測る。

4 西の地ⶶさん ● 19 ● ●
坂㉺ங下に所在する、ീ高72䟛を測るᐶ保2（1742）年造立の᙮りᆘീ。㔘ᑽጁኖ（俗名䚷大西⣒）の25ᅇᚷにあたり
建立されたもので、かつては西よりの地にあったが、明治19（1886）年ᭀ風㞵によりᦆയして現在地に移された。

5 入江の地ⶶさん ● 19 ● ● 坂㉺。ⶶ地り᙮の䟛64高ീ、るあに町Ẋ

6 おたいしさん ● 19 ● ●
大黒にある、༙⫗᙮りの石造ᆘീ。「ᘯ法さん」ともゝわれる。平成10（1998）年に移転。

7 地ⶶ（ᮏ町） ● 19 ● ●
ጁ道寺裏山のඖ高川家地内にあり、ඖ和4（1618）年に㉳きた「✄垣↝ஸ」でṚയした人を鎮めたもの。建立年代不
ヲ。

8 石仏 ● 18 19 36 ● ● 自然石を5ẁに積み上げたもので「高谷の㟋石」とも呼ばれ、周辺の地名の始まりともいう。

9 八十八ヶ所石仏 ● 19 ● ● ጁ見寺周辺にあり、昭和6（1831）年にᐆ⌔山にᏳ置されたもの。

10 ㏄え仏(高谷) ● 19 ● ●
高谷ඹ同地の㏄え仏としてᏳ置されている石造の㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീで、ኳ明3（1783）年に造立された᙮りの立ീ。北
㝣から⯪でᣢちᖐったとゝわれている。

11 道ᶆ ● 18 27 ●
かつては高谷㥔在所付近にあったが、平成3(1991)年に現在の木戸門跡広場の㝮に移築された。高さ94㼙のจ⅊ᒾ〇
の道ᶆで、「ྑ䚷大坂䚷䚷ᕥ䚷城下䚷道」、他面には「ྑ䚷み㑣と」とある。

12 下高谷の道ᶆ ● 18 27 ●
下高谷の坂㉺水源地南の県道周世尾ᓮ線の⬥に建つ、高さ110䟛、18䟛ゅの花ᓵᒾ〇の道ᶆ。「ྑ䚷さこし道䚷ㅖ国ฟ
⯪所」、他面には「ᕥ䚷大坂道」とある。平成3(1991)年に現在地に移された。

13 小御前の ● 19 32 35 ● ●

㍯ሪが8基Ᏻ置されており、南北ᮅのதいにᩋれ坂㉺に㞃᳇していた南ᮅのⓚ᪘小ᐑ（後亀山ኳⓚのⓚ子）のと
ఏわる。小御前は、ྜྷの後の山名ᣢ豊が坂㉺に進ฟするに及んで、ことこれまでと坂㉺の海に入水自ẅしたとい
い、その場所の海ᗏに「御前ᒾ」と呼ばれるᒾがあり『播ᕞ赤穂郡ᚿ』にも㍕る。現在はふるさと海岸整備によりᇙ立てら
れ㝣地となっている。（赤穂の昔話）

14 小御前之☃ ● 19 32 35 ● ● 海岸ἢいの敷地に、海からみて御前ᒾがあった方向に建てられている。

15 児ᓥ高ᚨ ● 19 32 35 ● ●

『ኴ平グ』によれば、児ᓥ高ᚨは新田⩏㈆とともに足利ᑛ氏と戦い、ጁ見寺でയを⒵し各地を転戦し、ᬌ年坂㉺でἐした
という。⯪岡園中に児ᓥ高ᚨのとఏえられる㍯ሪがあるが、㍯ሪ自体はその≉ᚩから考えて近世ึ期のものであ
る。

16 ᑑ㝯海難Ṛἐ者☃ ● 19 27 ● ●

ጁ見寺境内にある。明治19(1886)年建立。高川家⯪ᑑ㝯は、和ḷ山県ฟ㞼ᾆἈで◚⯪し乗り組みのうち❳野清ら3
人がᩆ助されたが7人がṚἐ。一周ᚷにあたり⯪の高川家が建立した。ᩆ助にあたった三㍯ᓮの長ᓥ松ḟ㑻に対し
時の県௧から渡されたឤㅰ≧が残っている。

17 児ᓥ贈ᚑ三之☃ ● 19 ●
南北ᮅの時、南ᮅにᑾくしたという児ᓥ高ᚨの☃。海㌷大ᑗ東郷平八㑻が⠌㢠。☃陰グは赤穂⸬൲、赤松⁚ᕞがグ
す。児ᓥ贈ᚑ三㊑保存名ဨの⸨野㟿㍤ᩗ᭩。大正3(1914)年建立。

18 山ᓮ善࿃ྩീ ● 19 ●
明治25（1892）年、赤穂・◁子生まれ。 ‴ᇙめ立て、ᕤ場ㄏ⮴、水道敷設などにᑾຊした。村長29年、地方ຌ労者。昭
和32(1957)年にീを建立。

19 奥ྜྷኴ平⩝之☃ ● 19 ●
ኳ保8(1837)年生まれ。奥⸨家の␒頭として家の⦾栄にᑾくした。⯪岡園十三景の設計にもᑾຊする。大正7(1918)年
に82ṓで⤊ᑑ。☃は大正7(1918)年に建立。

20 ࿃有⚙ᖌの ● 19 ●

ᖖ楽寺境内にある。࿃有⚙ᖌはᮏ名を松ᮏ和ྑ⾨門行㑥といい、もと高松⸬ኈでᰗᩪ、⋢⸴館と号し、๋㧥して࿃有玄
道といった。坂㉺ではጁ道寺Ⳮⵦᗡにఫみ、多ᩘ門人に和ḷや絵画、⚙道をᩍえた。文化11(1814)年にㆭᒱでἐする
が、門人らがᖖ楽寺境内に石を建て、㑇ရの鉄㖊と十ᚓをⴿった。

21 木村秀ⶶྩ⯆業☃ ● 19 ●

東秀ⶶとして明治3(1870)年大㜰に生まれ、ᗂくしてẕ方の木村姓を名乗る。大㜰の⸆種ၥ屋につとめ、ኪ学に通って
⸆ᖌචチをᚓ、22ṓで⊂立。明治43(1910)年、坂㉺に木村〇⸆所を設立、Ⅳ㓟マ䜾䝛シウムを〇造したほか、昭和
4(1929)年に㝖虫⳥を原料にẅ虫アー䝇を発明した。木村氏の名はၟᶆ「地⌫印」として国に広まったほか、坂㉺小
学ᰯ建築㈝を寄付するなど地域にも㈉⊩した。昭和20(1945）年ἐ。昭和3(1928)年建立。

22 木村秀ⶶ⩝之ീ ● 19 ● 昭和29(1954)年建立。

23 ⯪絵馬(大㑊神社) ● 18 19 30 ● ●
大㑊神社のᣏẊにዊ納されているもので、最古のものは明和6（1769）年のものが見られる。

24
イ䝇ノキの虫こぶ
（ヒ䝵ンの実）

● ●
大㑊神社の境内にあるイ䝇ノキの虫こぶ。虫こぶは虫のฟた✰に息を྿き入れるとヒューという㡢がして➜として遊びに
使われる。イ䝇ノキのู名をヒ䝵ンノキ、実はヒ䝵ンの実ともいい、➜の㡢に由᮶する。

25 生ᓥ・生ᓥᶞ林 ◎ 17 18 19 31
32
35

● ● ● ●

坂㉺‴にᾋかぶ周ᅖ2㎞余りの小ᓥ。⛙河が⁻╔したとఏわる。ᓥ内西ഃには⛙河の所、神水戸、東ഃには
辺に石鳥ᒃを有しⓑ壁にᅖまれた御旅所と、祭礼⯪を᱁納する⯪が建っている。古᮶から神地でありᶞ木ఆ採や
ᓥ内に入ることが⚗ᚷされており、そのಙ௮にᏲられてᶞ林が生⫱。国立බ園≉ู保護区にも指定されている。ᓥ内の
植物は190種余り、海植生から森林ᛶのものまであり、国内の植物分ᕸとして㈗㔜なᶞ林。国ኳ然グᛕ物。昔話では、
生ᓥの木をఆ採した者への⚅りが残されている。（赤穂の昔話）

26 みかんのへた山古ቡ ◎ 17 31 ● ● ●

ᶆ高79㼙の山頂に築かれた直ᚄ約38㼙のቡは、海上から見ると「みかんのへた」のように見える。5世⣖中頃、形に
㝯㉳する地形を利用してつくられた古ቡ。坂㉺‴を眺望できる場所につくられていることから、海人の㤳長と考えられ
る。すぐ⬥に2号ቡもある。県指定ྐ跡。

27
黒ᓮ所
(㝃)黒ᓮ所グ・
ጁ道寺㐣ཤᖒ 1

◎ 18 19 27 30 ● ● ●

坂㉺ᾆ海域で㐼難や病ẼなどによってᐈṚした人をᇙⴿした場所(他所三)。『ጁ道寺㐣ཤᖒ』➼によると、北はฟ⩚、
南は⸃ᦶ種子ᓥ、西は対馬、東はఀ㇋までの29䞃国の人がᇙⴿされている。文化4(1807)年域がᣑ張された。なお境
内にある地ⶶは、ඖ⚘12（1699）年に奥ᕞ㓇田でṚἐした大西භ之助の౪養にと、同地の大ಙ寺にᣢって行ったがチ
ྍが下り䛪、寺境内に放置されていたのを、文化8（1811）年のᣑ張改ಟにあわせて黒ᓮ所内にᏳ置されたものとい
う。県指定ྐ跡。

28 ጁ見寺観㡢堂 ◎ 18 19 29 32 ● ●

ጁ見寺は、ኳ平ᐆ年間（749～757）に行基が開基し、のち大同ඖ（806）年に空海が中⯆したとఏわる。観㡢堂は治
2（1659）年にᐆ⌔山中腹に建立され「通㛶」とも呼ばれたがᭀ風で大◚、ா保7（1772）年に建。近世には珍しいᠱ
造りの建造物として、市指定建造物。

29 旧坂㉺ᾆ所 ◎ 18 ●

ኳ保2～3(1831～1832）年に建築、坂㉺ᾆ所として使用されたほか、赤穂⸬᮶ᾆの㝿のఇ᠁所にもなった。昭和
5(1930）年に大改造され䠈坂㉺බ堂となる。平成5～6(1993～1994）年にかけて解体ඖ整備を行い建築当時のጼに
ඖ、一般බ開。市指定建造物。

30
鳥町地ⶶ堂
（付）石造地ⶶᆘീ及び
名号石

◎ 18 19 35 ● ●

建築年代はጁ道寺旧グにா保6(1721)年とあり、明治25(1892)年のಟ⌮以㝆も、平成9(1997)年まで小つᶍなಟ⌮がᗄ
度か行われたが、建築的౯್を示す⣽部はよく残されていて、市内の同種㑇ᵓのなかでは最古のものにᒓし、原形をよ
くとどめている。民⾗のᗢ民ಙ௮をよく示す建物として㈗㔜な౯್がある。市の文化財として指定後の平成24（2012）年
にಟ⌮。堂内にᏳ置されている地ⶶは᙮りのᆘീでඖ⚘11（1698）年の造立とされているが、風化がᑡない。

31 小ᓥ㑇跡 ● 34 ● 坂㉺‴の一部を形成する㔩ヶᓮ༙ᓥ周辺にある

32 小ᓥ古ቡ⩌ ● 17 34 ●
坂㉺‴の一部を形成する㔩ヶᓮ༙ᓥ周辺にある古ቡ⩌。横✰ᘧ石ᐊቡと⟽ᘧ石がΰじっており、古ቡ時代後期の
築造とされる。平野がない地区の古ቡ⩌であることから、漁労を生業とした人々のቡと考えられている。

33
生ᓥ古ቡ・生ᓥ古ቡ⩌
(ఏ⛙河)

● 17 19 31 34 ● ● ● ●
生ᓥ内に築かれている古ቡ⩌。このうち1号ቡはᶆ高44.2ｍのところにある生ᓥ古ቡ（ఏ⛙河）であるが、ᮍㄪᰝで
あり築造年代は明らかではない。ほか生ᓥ内には2基の古ቡが☜ㄆされている。

34 坂㉺ᾆ城跡 ● 18 29 32 34 ●
坂㉺ の北、上ノ山と呼ばれるᶆ高約30ｍの小ୣにあった。城跡はかつて小学ᰯ運動場に使用されて完に整地され
ており、᭤㍯の跡は残っていない。現在は展望広場となっている。

35 Ⲕ⮻山城跡 ● 18 19 29 34 ● ●
坂㉺‴の北にそびえるᶆ高約130ｍのⲔ⮻山(ᐆ⌔山ともいう)の山頂にあったという。現在は䝔䝺䝡ሪが建ち、整地され
ていて城跡の㑇ᵓは☜ㄆできない。

名　称 もの 場№ こと 解　説
地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
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地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化

36 八祖山経ሯ ● 17 19 29 34 ● ●
八祖山の尾根のほぼ中ኸにある。八祖山は坂㉺‴と千種川の間にあるᶆ高約70ｍのୣ≧の山。赤穂高ᰯṔྐ◊✲部
による発᥀ㄪᰝが行われฟ土した土ჾ片から、古ቡではなく経⟄をᇙめた経ሯであることがわかった。

37 下高谷㑇跡 ● 17 34 ●
現在の坂㉺㒑便ᒁ建設にకって兵庫県ᩍ⫱ጤဨが発᥀ㄪᰝを実施し、古代～中世の集ⴠ跡が見つかった。

38 㘠ᓥ古ቡ ● 17 34 ● 坂㉺‴にᾋかぶ㘠ᓥに築かれている古ቡ。ᮍㄪᰝのためヲ⣽は不明。

39 ኳ満ᐑ跡 ● 19 32 ●
『播ᕞ赤穂郡ᚿ』によると、ᘏ႐ඖ(901)年にⳢ原道┿がᕥ㑄の㝿、坂㉺ᾆをឡし⯪をᩘ᪥㏸␃させたという。ኳᬺ年中
(947～957)に♭られ、᭮根のኳ満ᐑと同じであるとグされている。

40 大㑊神社御旅所 ● 17 18 19 31 33 ● ● ● ●

坂㉺大㑊神社の御旅所は対岸の生ᓥ内にある。御旅所はா保4(1719)年12᭶に建された、瓦葺で仏ᩍ様ᘧの建物。
平成16（2004）年に赤穂市市街地景観㔜せ建築物に指定された。隣接する⯪祭り祭礼用和⯪⯪には、坂㉺の⯪祭で
使用される祭礼用和⯪が᱁納されている。

41 大㑊神社 ● 17 18 19 31
32
33

● ● ● ●

祭神はኳ↷ⓚ大神、大㑊大明神(⛙河)、᪥大神。神社創建は不ヲであるが、播磨国総社⦕㉳によると養和ඖ
(1181)年には祭神ኴ神24座に列せられていたという。ᮏẊ・ᣏẊ・神門は江戸時代に建され、絵馬堂には古絵馬が多
くዊ納されている。秋の大祭の⯪祭は国㔜せ無形民俗文化財に、その祭礼用和⯪は兵庫県有形民俗文化財に指
定。神門のோ⋤立ീ・㝶神ᆘീや、ா保4(1719)年に建された仏ᩍ様ᘧの建物である御旅所などに神仏⩦合の名残
が見られる。

42 Ⲩ神社（上高谷） ● 19 ● ● 上高谷集ⴠの⫼後の山〈にある神社。

43 Ⲩ神社（下高谷） ● 19 ● ● 下高谷集ⴠの⫼後の山〈にある神社。

44 ✄Ⲵ神社（₻見） ● 19 ● ● ₻見集ⴠの⫼後にある神社。

45 ጁ見寺 ● 18 19 29 ● ●

ኳ平ᐆ（749～757）年間頃に行基の創建、大同年中（806～810）の空海の⯆とఏわり、盛時には16ᆓ5ᗡをᢪえた
大山岳寺院であったが、ྜྷの➼によってᜳく↝ኻしたという。その後、明応3（1494）年に⯆されたが、慶応4・明治
ඖ（1868）年の神仏分㞳௧によって⾶㏥し、現在に至る。境内には観㡢堂や様々なᘯ法大ᖌീや地ⶶ⸃ീがあるほ
か、周辺のᐆ⌔山には༙⫗᙮りの石造不動明⋤ീがある。

46 ጁ見寺ጁぬ院跡 ● 18 19 ● ●

ᐆ⌔山ጁ見寺のᮏᆓであり、文明17(1485)年の↝ኻの後、明応3(1494)年に乗࿂が建。その後ᆓ舎は明治6(1873）年
に坂㉺ึの小学ᰯ「松風ᰯ」ᰯ舎として使用され、小学ᰯᰯᗞ整地のため明治41(1908）年に観㡢堂下に⦰小移築され
た。昭和54(1979)年に⪁ᮙ化のため大㞵でಽቯ、現在はኳ保3(1832)年に建された山門が残るのみである。

47 ጁ道寺 ● 18 19 35 ● ●

ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴ。ா⚘5(1532)年に善♸門ᚐ学西が開基した。ᮏᑛの㜿ᘺ㝀仏の木ീはᐶỌ9(1632)年に高◁Ἀで
漁⥙にかかったものを奥⸨ཪḟ㑻がཷけてᮏ堂にᏳ置したものとఏわる。山号は光明山。ᮏ堂はா保19(1742)年に、山
門はᐆᬺ3(1753)年にそれぞれ建され、㰘ᴥはᐶ保2(1742)年に、㚝ᴥはᐶᘏ2(1749)年に建立されたもの。∻⾃Ẇの
ついた㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീのゝいఏえが残る。（赤穂の昔話）

48 ᖖ楽寺 ● 18 19 32 ● ●

赤穂郡大㡿高屋㉺前㑻Ⅽ経のᖖ楽ᗡにはじまり、その後子Ꮮの高屋生源景⩏が正中ඖ（1324）年にி㒔の東⚟寺
の深㤳座にㄳうて⚙院となってᖖ楽寺に改号し、よく栄えたという。しかしኳ文年間（1532㻙1555）にಙᚐが改᐀したり、
慶長年間（1596～1615）のึめに坂㉺Ⲯ三か村を㡿したᾋ田Ᏻ心がみだりに山林田⏿をᢲ収したため、⾗ൔ㞳ᩓして
廃寺となった。その後ඖ⚘15（1702）年、明和7（1770）年の2度にわたり小堂が建される。山号は㞼谷山。

49 海㞼寺跡 ● 18 19 ● ●
ᐆ⌔山ጁ見寺のᮎ寺で、ኳ文年間(1532～1555)に廃寺となったという。山号は㟋亀山。現在付近に残る戸は「寺」
と呼ばれ、坂㉺三の一つにᩘえられる。

50 清海寺跡 ● 18 19 ● ● 置や開基は不明だが、山号が赤城山であり、旧坂㉺小学ᰯ周辺にあったと考えられる。

51 長明寺跡 ● 18 19 ● ● 置や開基は不明だが、山号は八祖山であり、八祖山にあったと考えられる。

52 坂㉺まち୪み館 ● 18 ●
大正ᮎ期の旧奥⸨㖟行坂㉺支ᗑを平成6(1994)年にಟ景整備し、坂㉺地区のまち䛵くりのᣐ点施設としたもの。現在は
一般බ開され、建物内には㖟行時代の㔠庫が現存している。

53
奥⸨家・奥⸨㓇造郷土館
奥⸨ၟ事ᰴᘧ社㓇ⶶ
⩌

● 18 ● ●

300年前に築かれたẕ屋は、西国大名のᮏ㝕にもなった大つᶍな入ẕ屋造り。現存する㓇ⶶは、ᐶ文年中(1661～
1673)の建物といわれ、高さ2ｍ余りの石垣による༙地下ᘧのᵓ造も保存されている。黒い⩚目板にⓑいሬ込め❆の㓇ⶶ
の一ゅにある郷土館では、大庄屋や⯪ᡭ庄屋も務めた奥⸨家に残る昔の㓇造道ල、ᘔ⯪業関ಀの資料、生活用ලな
どを自由に見学できる。郷土館の開館は昭和61(1986)年。

54 山家 ● 18 ●
明治6(1873)年に建築されたཔ子階建ての町屋で、平成6(1994)年には赤穂市市街地景観㔜せ建築物に指定されて
いる。

55 木戸門跡 ● 18 27 30 ●
江戸時代には坂㉺ᾆの治Ᏻ㆙護のため坂㉺大道に木戸門を設置し、␒人を配してᮅኤに開㛢していた。平成7(1995)
年に䝰ニュ䝯ント整備された。

56 ふるさと海岸 ● 18 ● ●

昭和40（1965）年代前༙の台風により海岸ἢいの家屋が大きな⿕ᐖをཷけ、その後防₻ሐが建設された。平成5(1993)
年4᭶、坂㉺ ふるさと海岸整備䝰デル事業(高₻対策事業)としてᕤ事╔ᡭ。平成16(2004)年に護岸、養、㣕ἓ防Ṇ
帯の整備を⤊え、平成17(2005)年には旧防₻ሐの᧔ཤが完した。

57 とうろん台 ● 18 ● ●
かつて坂㉺‴には、神戸海ὒẼ㇟台からのẼ㇟情ሗに基䛵き、ᕸ〇の྿きᢤきを柱にᥖ揚してኳೃや風向きを▱らせ
る施設があり、「とうろん台」と呼ばれていた。現在はኻわれたが、䝰ニュ䝯ントとして整備されている。

58 㪅見の小屋跡 ● 18 ● ●
㪅とは䝪ラのᗂ㨶のこと。坂㉺では敷⥙を用いた㪅漁が盛んで、江戸時代には㪅座が結成されていた。㪅漁の㝿、坂㉺
‴を一望できるこの尾根からの㪅の⩌れල合を┘どした。

59 高瀬舟⯪╔場跡 ● 18 27 30 ● ● ●

千種川の南北流通を支えた高瀬舟運路が坂㉺上高谷に╔岸していた場所。内㝣部からは〇ሷに用いる⸄のほか⡿・
㯏・木Ⅳ・こんにゃく⋢・⥥などを、⮫海部(下流部)からはሷなどの海⏘物が運ばれた。土ᡭሐのⲴᢅい所は㈰わい「坂
㉺ᾆの裏玄関」ともゝわれたという。中土ᡭ(Ⲵ揚げ場)からᮏ通りの土ᡭに渡す石橋は「高瀬の石橋」とぶしまれ、昭和
60(1985)年にそのうちの3ᮏを跡地に保存し、土ᡭሐに「高瀬舟⯪╔場跡」のグᛕ☃を建立した。

60 ⯪岡園 ● 18 19 35 ● ●

大正3(1914)年、児ᓥ高ᚨἐ後550周年にあたり開設された。十三景は高ᚨの命᪥である13᪥にちなんで⸨野ྩ山が命
㢟したものである。現在はᱜの名所となっている。

61 坂㉺大道 ● 18 19 27 30 ● ● ●
千種川を上下した高瀬舟の⯪╔場と、坂㉺‴とをつなぐ道で、川の運ᦙと海の運ᦙの積み᭰えをᢸっていた。㏵中の鳥
坂については「人の᪦㑣はん」という話の⯙台となっている。（赤穂の昔話）

62 ᐆ⌔山 ● 18 19 ● ●
山麓に大㑊神社を᧦し、中腹には坂㉺ᾆ城跡、⯪岡園、ጁ見寺、八十八ヶ所石仏をྵむ。ᩓ策路が整備され、䝃クラや
ツツ䝆が多く植ᶞされている。山頂からは坂㉺‴を一望できる。

63 坂㉺‴ ● 17 18 19 27 30 ● ● ● ● ‴の形≧は、瀬戸内海に大きく開いたỿ㝆海岸。古くから や漁場として栄え、現在は∻⾃養Ṫが盛ん。

64 㘠ᓥ ● 17 18 19 32 ● ●

小ᓥ漁 のἈ合に置するᓥ。豊⮧秀ྜྷがᕞにฟ兵した㝿、⣽川ᗃᩪが坂㉺へ寄 し「ሷは早䚷よき⛬なれや䚷㘠
がᓥ䚷ᮨ子の中へ䚷入れてみつれば」とャんだという。

65 ᘯ法の戸 ● 19 ● ● ●
ᘯ法大ᖌによって見つけられたとఏわる。昔は10␚ほどの広さがあり、眼病によいとされた。この水を⯪で運び、Ἓかした
風࿅屋は「大ᖌ。るれば呼もと「水㟋の法ᘯ」。たれましぶれば呼と「

66 げんなみさんの戸 ● 19 ● ● ●

₻見町にありも使用されている。「げんなみさん」は「げんさんみ」が訛ったものと推測される。治ᢎ4(1180)年に平家㏣
ウの㌷をおこしたᦤ津源氏の源三㢗ᨻは、Ᏹ治川で戦ってᩋれ自ᐖしたが、それにඛ立ってឡ・Ⳮⵦ前を播磨国
に㏨がしている。㏣われる身のⳭⵦは坂㉺にたどりつき身を₯め、源氏の世になってから「げんなみさん」とぶしまれたと
ఏわる。

67 Ⲩ神の戸 ● 19 ● ● ●
東之町とộ見町の境にあたるⲨ神谷にἢって上に行くとⲨ神の戸がある。以前は⻄子社、ឡ社が建てられていた
が、後にⲨ神社を♭り、ඖ⚘5(1692)年には「東ᾆⲨ神敷地森භ間、間」とグ㘓が残る。

68 ᐑの前の戸 ● 19 ● ● ●
「ጁ見寺の寺」ともいう。水をỮみ上げた⥘のあとが戸の⦕に้み込まれており、ඹ同戸として長い間坂㉺の人々
のႃをうるおし続けてきたことがわかる。

69 生ᓥの⯪ ● 19 ● ● ● 生ᓥにあり、⯪乗りが毎᪥水をくんでいた戸で、坂㉺三の一つ。

70 大道 ● 18 19 ● ● ●
坂㉺三の一つ。文化年間(1804～1818)に᥀り᭰えを行った⟄普ㄳグ㘓によれば屋形もあったようである。昭和
35(1960)年の道路ᣑᖜのため地上よりጼをᾘし、石の戸ᯟだけが現地保存されている。
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1 2 3 4 5 6
名　称 もの 場№ こと 解　説

地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化

71 わ䜖みさんの戸 ● 19 ● ● ●

ᐶᨻの頃、高松⸬に松ᮏ和ྑ⾨門というṊኈがいた。Ṋⱁや学ၥに秀で、⸬の子ᘵをᩍえていたが、ಟ行ൔとしてㅖ
国行⬮の㏵中坂㉺に立ち寄り定ఫ。彼が学ၥをᩍえていた場所はጁ道寺ᮏ堂のྑ奥で、明治の頃は「わ䜖みさんの
戸のところ」と呼ばれていた。昭和10(1935)年に水道が敷かれ現在は「わ䜖みさん」とだけ呼ばれる。

72 ᖖ楽寺の戸 ● 19 ● ● ●

下高谷の南ഃ、Ⲩ神山の山〈にᖖ楽寺の戸がある。この戸水は生活用水としてだけでなく「イ䝪を治す㟋㦂あらた
かな㟋水」として㐲く明石辺りまでも▱られていた。現在も地域ఫ民に利用されている。

73 海運寺の寺 ● 19 ● ● ●
㟋亀山海㞼寺はᐆ⌔山ጁ見寺のᮎ寺で、ኳ文年間(1532～1555)に廃寺になった。現在付近に残る戸は「寺」と呼
ばれ、坂㉺三の一つ。

74 ஙの下の戸 ● 19 ● ● ●

ீ(ちん)の下の戸が訛ったものとఏわる。坂㉺ᏐὝ龍の原鉄ᕤ所内に保存されている。この戸の山の上に、南ᮅの
ⓚ᪘小御前の᭶見のீがあったので、「ீの下の戸」とか「ீの清水」とゝわれ、水に不自由する坂㉺の人たちに
大ษにされてきた。

75 䜶イ䝂の戸 ● 19 ● ● ●
戸は2つあり、豊ᐩな水がᑾきることのない「Ọຕ（えいごう）」をពするものか。≉に下の戸は⯪の㣧料水として利
用されていた。

76 ᱵの木の戸 ● 19 ● ● ●
ᱵの木の地名も場所もでは▱る人がほとんどない。㞧木林の深いⱱみを分け入ると谷川の川ᗏに土◁にᇙまった石
積みの㑇ᵓがわ䛪かに☜ㄆできる⛬度である。かつてኳ満ᐑが♭られていたという。

77 イ䝃ラーの戸 ● 19 ● ● ● 石ᮦを⦪方向に積んで築かれた珍しい戸。

78 神石 ● 19 ● ●
大㑊神社参道の鳥ᒃ付近の路ഐにあり、坂㉺三㟋石の一つ。この石を動かしてはなら䛪、小便など不₩なことをすると
⚅るといわれている。なお、坂㉺三㟋石とは、この神石と西之町のኳ神ᒾ、鳥の民家に残る石をいう。

79 ኳ神ᒾ ● 19 35 ● ●
かつてἼᡴち㝿から9ｍ⛬ඛの海中に␚2ᯛ分ぐらいのᒾがあり、Ⳣ原道┿がኴᐓᗓにᕥ㑄された㝿に坂㉺に寄 し、
このᒾに上がって景Ⰽを㈹したとఏわる（赤穂の昔話）。坂㉺三㟋石の一つで、集所前に説明板がある。

80 㣕びつきᒾ ● 17 19 31 35 ● ●
⪷ᚨኴ子のṚ後、⛙河が⸽ᡃ入鹿の㏕ᐖを㑊けて難Ἴから⯪ฟし、ⓚᴟኳⓚ3(644）年に坂㉺生ᓥの東岸に⁻╔
し、その㝿に生ᓥの「㣕び付きᒾ（㰯）」に上がったとఏわる。

81 坂㉺漁  ● 18 27 ●
市内最大の漁 で、赤穂市体の年間水揚㔞778㼠のうち674㼠を༨める。漁⯪約66㞘（2⣭18㞘、3⣭48㞘）がᣐ点として
おり、年間水揚㔞は674㼠（うち∻⾃が523㼠）である。（い䛪れも平成28年度実⦼）

82 小ᓥ漁  ● 18 27 ●

小ᓥは漁村で、明治までは海路か峠㉺えの道で坂㉺ᮏ村と㐃⤡していた。『赤穂の民俗』には、㫇漁、定置⥙漁、さし
⥙漁、こ䛞⥙漁、建て⥙漁、しばり⥙漁、はえ⦖漁、アナ䝂⟄⡲漁➼の漁法がグ㘓されているが、㪅⥙漁は昭和
35(1960)年に、しばり⥙漁は戦後廃業とある。

83 大Ἡ ● 17 18 27 35 36 ● ●
‴≧地形を࿊し、Ⰻዲな であった。現在も養Ṫ∻⾃⟁がἼ㝖けのためにᾋかんでいることが多い。昭和5(1930)年西
之町より⊂立し、Ꮠをもって町名とした。Ⳣ原道┿が⯪をἩめたఏ説が残る。（赤穂の民俗）

84 Ὕ❳ ● 17 19 35 36 ● ●
Ⳣ原道┿が⟃前にᕥ㑄された時、㏵中ここでしばらく「㏸␃（Ὕ❳）」したことが地名の由᮶とする（赤穂の民俗）。南ᮅの
ⓚ᪘小御前が坂㉺へ᮶た時、はじめにఫんでいた場所というゝわれもある。

85 ₻見 ● 18 36 ● ●
㪅見の小屋があったところで、漁業者が₻のල合や㨶の⩌れල合を見るのに㐺した場所であった。₻見の小高いところ
に立つと、景地として▱られる㣕╔やᒾ堂(ᒾ戸)など坂㉺‴が一望できる。

86 ∻⾃養Ṫ⟁ ● 18 ●

播磨ℿにおける∻⾃養Ṫは昭和49(1974)年に坂㉺で始まり、その後、相生市やたつの市に広がった。坂㉺‴のỿ㝆海
岸が海流の⦆やかな入り海を形成し、∻⾃養Ṫの最㐺᮲௳となっている。様々な自然᮲௳を考៖して移動する∻⾃⟁
は、坂㉺の㔜せな景観となっている。

87 ᐆ⌔山ᩓ歩道 ● 19 ● ● ●
ᐆ⌔山山頂から東方向へᘏびる尾根上のⓏ山道。ツツ䝆➼の植栽が整備されており、瀬戸内海の眺望もⰋい。

88 坂㉺大Ἡ㖔山跡 ● ●
坂㉺山で᧯業していた䝻ウ石㖔山が、昭和49(1974)年の台風8号による㟢頭䝃ンプルの結ᯝ、高ရな㔠㖔山である
ことがุ明。昭和50（1975）年から᧯業開始、昭和59(1984)年に㛢山した。

89 坂㉺小学ᰯ跡 ● ● かつての坂㉺ᾆ城跡が、小学ᰯの運動場として使用されていたもの。

90 海の駅 ● 18 ●
季節によって᪪の㨶類がሓ⬟でき、㉎入できる。漁業体㦂もྍ⬟。ู名䠖しおさい市場。

91 坂㉺漁業協同組合 ● 18 ● ₻見集ⴠ前の坂㉺漁 前にある。∻⾃の養Ṫ➼も行っている。

92 坂㉺の⯪祭 ◎ 17 19 31 33 ● ● ●

大㑊神社の祭礼で、木造和⯪が行列を組んで海上をᕠ行する大つᶍな⯪渡御祭である。10᭶➨2᪥᭙に行われるᮏᐑ
には、神輿⯪を中心とする11⯺の木造和⯪が東之から坂㉺‴にᾋかぶ生ᓥの御旅所まで、坂㉺‴内をᕠ行する。国
指定㔜せ無形民俗文化財。

93 坂㉺┅㋀り ◎ 19 ● ● ●

ா和3(1803）年の『御役用ㅖ事᥍』に、㋀りを取り⥾まったグ㘓があるがヲ⣽はわからない。大戦中は中᩿し、戦後に㟷
年ᅋなどによって活。昭和52(1977)年に䡞坂㉺┅㋀り保存」が結成された。なお、ᐶỌ16(1639）年にఀ予国㟷ᓥ（当
時は馬ᓥ）に移ఫした坂㉺ᾆの漁ᖌ与㑻ら16家᪘が、ふるさと坂㉺をംんで始めたという┅㋀りが㟷ᓥにఏわってい
る。市指定無形民俗文化財。

94 ⛙河⁻╔ఏ説 ● 17 31 ● ●

⛙河は、⪷ᚨኴ子の㔜⮧としてえたとされる人物で、⸽ᡃ入鹿の㏕ᐖを㏨れて坂㉺生ᓥに⁻╔したとのఏ説が残
る。⛙氏は旧赤穂郡（現在の赤穂市、相生市、上郡町）と関ಀの深い渡᮶⣔氏᪘であり、古代には郡ྖᒙとして活動し
ていた。大㑊神社の祭神は⛙河であり、神地である生ᓥ内にはఏ⛙河もある。旧赤穂郡内にはかつて27社の大
㑊神社があったとされる。

95 坂㉺ᱜ祭り ● 19 ● ●
ᱜの名所である坂㉺ᾆ城跡及び⯪岡園周辺でദされる。ጁ見寺観㡢堂では無料のおⲔがദされኪ間はᥦⅉが点ⅉ
し、ኪᱜが楽しめる。

96 坂㉺たこ祭り ● ●
地ඖの新㩭なたこを使った料⌮のふるまいなどが楽しめる地域の祭。坂㉺┅㋀りもᢨ㟢される。

97 ᐆ⌔山山頂の景観 ● 18 19 ● ● ●
山頂からは坂㉺‴を一望できる。ᩓ歩道からの風景も⨾しく、ツツ䝆などの植栽が整備されている。

98 瓦葺きのまちなみ ● 18 ● ●
坂㉺の民家の≉ᚩは、階建て、ᮏ葺きの瓦屋根、平入のษጔで、道路に面する建物前には石垣が築かれ❆᱁子の
板塀をめぐらすことが≉ᚩである。

99 ∻⾃養Ṫ風景 ● 18 ● ●
坂㉺では昭和47（1972）年に播磨ℿึの∻⾃の養Ṫを開始した。坂㉺‴や大Ἡ➼の地形を活かし、海流や水 ➼に
よって移動する∻⾃⟁の風景は、の風物詩となっている。

100 つなしᑑྖ ● ●
秋祭りの頃に食べられる郷土食。「つなし」はニシン科の㨶「コノシ䝻」のู名。体長15䝉ン䝏よりも小さなものを「つなし」
と呼び、赤穂では昔からᑑྖのලᮦとして使われてきた。

101
䝏リ䝯ン、イカナ䝂、タコ
ツ䝪漁

● 18 ●
坂㉺の養Ṫ漁業の発㐩は戦後のことで、≉に∻⾃養Ṫに関してはẚ㍑的Ṕྐは新しい。古くからἢ岸漁業が盛んで、
ᗏ᭥⥙や⿄待⥙による䝏リ䝯ン漁やイカナ䝂漁、タコツ䝪を使った漁法がある。
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ʲετʔϦʔʳ
　坂越には、文ݙで遡りಘる 11 世紀よりはるか
昔の 5 世紀に、大きなุ＝「古墳」を築いた人々
がいた。ฏ地の少ないこの地にあって、大きな権
ྗを持っていた集ஂは、漁業や海上交通を生業と
する「海人集ஂ」だったであろう。
　秦河勝をࡇ神とする大避神社の神地にある生島
古墳は、ಙଠࢠにえた秦河勝のุであると伝
えられるなど、海と人との関のਂさをڭえてく
れる。

　秦河勝は、時の朝鮮半島から渡ってきた渡来
人で、ોզ氏のഭからಀれてこの島にたどりண
き、赤穂の地を開発したという。旧赤穂܊には、
この秦河勝をࡇ神とする神社（大避神社）がかつ
て 30 あった。
　大避神社のळࡇりは、瀬戸内三大船ࡇの一つ「坂
越の船ࡇ」（国ࢦ定ॏཁແ形ຽଏ文Խࡒ）で、生
島内にあるཱྀޚ所まで、11 ᢦの船が船ஂをん
で坂越湾をめ͙る。

越पลʣ地۠ࡔ越ʢࡔ

のւਓͱਇՏউઆݹ．��

歴史文化の視点̍

ΈかΜのͨ山ݹ܈

生島ݹʢਇՏউุʣ
ਇՏউ�ඬணઆ

Լ高谷Ҩ ീ山ܦ塚

　ށ　内　海

坂　越　 生島
ඈͼ͖ͭؠ

大ආ神ࣾ御ཱྀॴ
礼༻和船船ࡇ

生島थྛ

大ආ神ࣾ

坂越の船ࡇ

খ島ݹ܈

ು島ݹ

の  ͜ͱຌྫ

大泊

洞竜
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ਇՏউุ 坂越の船ࡇ
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ʲετʔϦʔʳ
　文安 2 ～ 3（1445 ～ 1446）年におけるฌݿ
関（現ࡏの神戸市）への入船ه「ฌݿ関入
ᢠೲா」には、船出し港として「坂越」の名がొ
場する。湾ঢ়地形と生島によって荒からकられ
た天然のྑ港坂越浦は、漁業とともにն船業で発
లした。
　千種川ではߴ瀬舟によるྲྀ通が行われており、
年ߩถをはじめとした՟はߴ瀬舟船ண場でՙ༲
げされ、坂越の主ཁ道「大道」を通って坂越湾で

ն船に積まれ、大坂をはじめとしたશ国֤地へと
ӡばれた。
　また江戸後期になると赤穂で生࢈した塩をӡͼ
出す塩ն船がӫえ、坂越は港町としてگ׆をఄし
た。「ࠇ崎ุ所」（ࢦݝ定史）は、坂越近海で٬
した水などのุ地であり、埋ऀの出地はࢮ
は出Ӌから南は種ࢠ島までいൣғにわたる。
　大避神社のळのྱࡇ「坂越の船ࡇ」は、近世海
ӡのོを今に伝えている。

越पลʣ地۠ࡔ越ʢࡔ

�5ɽߓொɾࡔӽ

歴史文化の視点̎
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坂　越　

海のӺ

坂越ߓړ

Რ見のখ屋 খ島ߓړ

赤穂坂越ڠړ

生島　

　大ආ神ࣾ御ཱྀॴ
礼༻和船船ࡇ　

潮見町
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;Δ͞ͱ海؛

千

ɹ種

ɹ川
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෪͖の·ͪฒΈנ

大泊

大ආ神ࣾ

ົಓࣉ
鳥Ҫ町地ଂಊ

Ԟ౻家

坂越浦
山㟒ળ૾܅ޗ

船ֆ馬

Ԟ౻ञڷؗ
坂越·ͪฒΈؗ

坂越浦ձॴچ

木ށ門
ಓඪ

石仏

坂越大ಓ

ͱ͏ΖΜ
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ʲετʔϦʔʳ
　坂越湾と生島が一できる宝च山には、山の
大避神社から山近の八े八ヶ所石まで多く
の৴ڼ施設が築かれ、また様々な伝説が生まれた。
　秦河勝を祀る大避神社、中世に山ַ寺Ӄとし
てӫえた真言फ古ٛのົ見寺、宝च山山周ล
にある八े八ϱ所石の΄か、新田ٛఃとともに
རଚ氏とઓったࣇ島ߴಙのุや、南朝方の皇
であった小ޚ前のุの伝承地がある。

　坂越には、こうした伝説や৴ڼを大にࢥう৺
が今もଉづいており、ࣇ島ߴಙの 550 年سをه
೦して船ԬԂが整備されてࡩが植थされるなどし
ている。坂越の伝説と৴ڼをめ͙る山は、य़には
も多くの人をऒきつࡏやππδでຬちҲれ、現ࡩ
けている。

越पลʣ地۠ࡔ越ʢࡔ

��ɽઆͱ৴ڼのࢁΊ͙Γ

歴史文化の視点̏

ീ十ീヶॴ石仏

潮見の地ଂ͞Μ
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地ɹ
༤地۠からೆྲྀしてきたઍछが山にぶつߴ　
かって大きくೆ西にᷖ回し、赤穂地۠へとྲྀれて
いくԆ 3LN の範囲である。平と山地の間
に؇ࣼ໘が΄とΜどなく地もかったため、古
くからߑਫに見われた。しかしこうしたߑਫは
に、ංཊな࠭を運ൖして、「ঙ内」と呼れٯ
る良なਫ田地を生み出し、各ଜがࣗ然అ上に
ஙかれていった。
　江戸時代には、ઍछの本ྲྀであったඌ࡚（現
在のઍछ）をُのߕでせきࢭめて赤穂下町౦
にྲྀし、ߴ瀬सの運航に活用していたが、໌࣏
25（1892）年の大ਫ後はُのߕがఫڈされ、
現在のྲྀ路となっている。
歴ɹ史
　̧̟赤穂ઢよりೆについては、த世にḪる遺

が見つかっていない。͓ そらく、後世のߑਫによっ
て地൫͝とྲྀされてしまったものと推定される。
現ஈ֊では、市遺で生時代ٴび古代の集落
が発見されているのみである。
　தは、かつて一つのଜであったが、ߑਫによっ
てഁられて北தଜとೆதଜに分かれたとい
う。江戸時代ॳظのֆਤではすでにೋつのଜが分
かれているため、そのྺ࢙はத世にḪるのだろう。
田時代のֆਤでは、北の山を通るようにඣ路
֗道が記されているが、ઙ時代のֆਤでは、こ
こは༗年道となり、代わりにೆを通る道がඣ路
への主ཁ道となっている。
　ۙ年に行われている۠ըཧ事業によって、か
つての道は΄とΜどࣦわれてしまったが、各ଜʑ
にݐてられたࣾࣉはࠓもされて͓り、その؍ܠ
をえている。

ྐྵݩ 	10�7
  ӽঙʯ͕͡Ίͯొ͢Δʢʮฏ҆Ҩจʯʣࡔʮʹݙจݹ
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天平উๅ 5	753
 年 赤穂܊坂越ڷと呼れていた（「ຏ国赤穂܊坂越ਆ戸྆ڷղ」）
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Ұཡʢ1ʣ࢈จԽҨ࢙ӽʢઍछྲྀҬʣ۠ͷྺࡔ ൪߸ࢹ˞ ��� ทΛࢀরɻ

1 2 3 4 5 6

1 㖡㚫㗪ᆺ片 ◎ 20 ● ●

有年考古館の館長であった松岡秀夫は、昭和51（1976）年、上高野の地ⶶ堂に♭られている石〇ရがᘺ生時代の㖡㚫
石〇㗪ᆺ片であることを発見した。◁ᒾ〇で高さ24䟛、㔜さ23.2䟙を測る。〇ရは発見されていないが、推定される㖡㚫
の長は80㼏㼙に㐩し、ᘺ生時代中期の㖡㚫としては国最大のものである。現在は赤穂市立Ṕྐ༤物館に収ⶶされ
ている。県指定。

2 භ道絵 ◎ 21 ●

ㄋᩍ寺に所ⶶされている16ᖜからなるసရで、そのไస年代は18世⣖後༙から19世⣖中頃と考えられる。භ道絵はᜨ
心ൔ㒔源ಙの『 生せ集』によって広まった、ᴟ楽や地⊹といった世⏺のල体的なイ䝯ー䝆を表したもので、㨣たちによ
る人々へのᣝၥなどの地⊹の様子を実㝿に絵にしている。ㄋᩍ寺では4᭶最⤊᪥᭙᪥に「御絵解法せ」が行われてい
る。市指定。

3 ᑽ子ሯ（㔗ዪሯ） ● 20 32 ● ●
ᑽ子⩏ஂとも赤松一᪘のᐩ田㔗ዪのሯともఏえられている。㍯ሪのⅆ㍯・水㍯・地㍯を積み上げたもので、ඖはᩘ基
の㍯ሪがあったと考えられる。

4 高野石地ⶶ ● 21 ● ●

高野Ꮠ高取に石仏が♭られている。地ඖのఏᢎによると、この石仏はもと高取峠にあったが、Ṋኈのヨしษりによって頭
部は上高野へ㣕び、下༙部は峠の坂を転げⴠちてここにとどまったので♭ってあるとのこと。花ᓵᒾ〇で高さ51䟛、ᖜ
37䟛、上➃のḞᦆ部で34䟛ある。ീは⬗部以下が残っていてその高さは32䟛、ⶈ華座はᖜ28.5䟛、高さ11䟛。向かっ
てᕥに「十᭶三᪥」と้まれている。向かってྑഃに⣖年㖭があったと思われるがḞᦆのため不明。ᐊ町期の⣖年㖭石
仏と推測される。なお、石の磨⁛は坂を転がってきたものではなく、おそらく川の上流から流れてきた結ᯝと推測される。

5 高野地ⶶᑛ ● 21 ● ●
高野ඹ同地内にある㏄え仏。ඖ文3（1738）年に造立されたീ高105䟛の᙮り立ീ。ዊ納者は大坂ኳ満や堂ᓥの在
ఫ者で、田➃の高取峠地ⶶと一部に同一人物の名が見られる。

6 地ⶶ(上高野) ● 21 ● ●

上高野集所敷地内の堂ᏱにᏳ置されたീ高50䟛の᙮りᆘീで、かつて地ⶶとして♭っていた石仏が、松岡秀夫
によってᘺ生時代の㖡㚫㗪ᆺ片であることがุ明し、Ṕྐ༤物館に収ⶶされたため、昭和58（1983）年の千種川ሐ防ಟ
後の地ⶶ堂新築とともに新たに造立されたもの。平成10（1998）年現在地に移転。

7 高取峠地ⶶ ● 21 ● ●

現在は田➃集所敷地内にあるが、かつては高取峠の街道ἢいにあった。ඖ文4（1739）年に造立された᙮りの立
ീ。平成15（2003）年に現在地に移転。「田➃地ⶶᑛ」とも呼ばれる。ዊ納者は大坂ኳ満や堂ᓥの在ఫ者で、田➃の高
野地ⶶᑛと一部に同一人物の名が見られる。

8 地ⶶ(᪥) ● 21 ● ● 赤穂自動㌴ᩍ⩦所東にある、ീ高76䟛の᙮りの石造ᆘീ。

9 䛵れの地ⶶさん ● 21 ● ●
野中橋東ワめにある、文ᨻ12（1829）年造立の石造༙㊜ീ。かつては千種川ᕥ岸の赤穂市ᩪ場北にᏳ置されていた
が、県道周世尾ᓮ線の道路ᣑ張ᕤ事にకい現在地に移転した。平成9（1997）年に地ⶶ堂新築。

10 赤穂市ᩪ場の石仏⩌ ● 21 ● ● 赤穂市ᩪ場敷地内には、市内各地から移されたභ地ⶶが計222体、地ⶶ⸃ീが7体Ᏻ置されている。

11 中ྩ玄➃⏠之☃ ● ●

⯆⚟寺境内にある。上養山の子として正保2（1645）年に広ᓥで生まれた中ᫀ直は、中➉ᗡの養子となり、父とと
もに龍野⸬⬥坂ೃにえたが、ᐆỌ3(1706)年ᐁを㎡して大坂に移りఫむ。ா保ඖ(1716)年、赤穂に移り医院を開業
する。Ꮠを玄➃と号した。☃はா保5(1720)年建立。

12 ⸨田ஈᝆྩ☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。⸨田᐀▷は、Ꮠをஈᝆという。ᐆỌ4(1707)年に病でṚཤし、総ᕞ㜝宿㑚(千葉県関市)にてⴿられ
る。☃はᐆᬺ6(1756)年に建立し、仏経を一ᕳᇙめたという。

13 東㛶ඛ生☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。⸨田東㛶は赤穂森⸬の医ᐁであり、名を ಙといった。Ꮠはᜨῄ、東㛶はその号である。☃は明
和6(1769)年に建立。

14 ஂ保江㞼☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。ጲ路の生田ඛ生にᖌ事し、↻ሷの業、医学を㐙げた。ᐶ保3(1743)年に大、翌年のᘏாඖ
（1744）年に༞。☃はᏳỌ2(1773)年に建立、赤松⁚ᕞ。

15 河野㩃ᩪ☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。ᐆᬺ9(1759)年生まれ、赤松⁚ᕞのḟ⏨である。河野氏の養子となり、城郭、⁁池のไからᶵᲔ用
兵に⢭通した₎学者。名を通⥟、Ꮠは大経、通称は㑻平、㩃ᩪと号した。ኳ明6(1876)年ἐ。☃は同年建立。

16 ⁚ᕞඛ生☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。赤松⁚ᕞはா保6(1721)年生まれの₎学者。赤穂⸬医、大川⪔ᩪの養子。名を㬨、Ꮠを国㮭、通称
をⰋ平、⁚ᕞと号した。ᐶᨻ13(1801)年ἐ。☃はா和ඖ(1801)年に建立。

17 ᰗ田ᘅ川ඛ生☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。ᰗ田Ṋబ⾨門は、明和6年(1769)年に三代Ṋబ⾨門の子として生まれ、㡿内にてㅮ㔘、ᩍ示を行っ
た。☃は文ᨻඖ(1818)年に建立。

18 文水㐓⳽☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。⸬医、⸬බより号㐓⳽を㈷る。明治26(1893)年に59ṓでἐ。文水ጅᘏ原Ⰿ子(ጁ㐓)大正5（1916）年
ἐ。☃は大正6(1917)年に建立。田淵῟ⶶㅽ表。

19 ᩪ᭶῟ⶶඛ生☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。田淵ᩪ᭶は文水ඛ生の長子。東ி大学で医学を学びᖐ郷後、尾ᓮ、新、㑣Ἴ町の村医、小学
ᰯ医、兵庫県▱事の㔠☃、赤穂町長の㖟┃をᡝく。大正9(1920)年に56ṓでṚཤ。☃は同年建立。ᘏ原ᖿ三ㅽ㆑。

20
ᖿ三ᘏ原ඛ生夫፬の
☃

● ●
⯆⚟寺境内にある。田淵㐓⳽の➨3子。ᘏ原氏をႹ䛞、東ிᩪ生学舎の開業医ヨ㦂に合᱁、⡿国クー䝟ー大学の医学
༤ኈの学取ᚓ。赤穂郡医ᖌ長学ᰯ医長。昭和15(1940)年に64ṓで病ἐ。☃は昭和17(1942)年に建立。花岳
᭩。

21 ㈢ᩪඛ生ஂ保一Ꮵ☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。内海⸨ኴ夫(ᖖಙ)のḟ子でஂ保氏をႹ䛞、ᰗ田氏に子なくፚ、尾ᓮ村をႹぐ。ா和ඖ(1801)年
に52ṓで病ἐ。☃の建立年᭶᪥不明。ஂ保Ⅽ┈ㅽㄅ。

22 友⹒田淵ඛ生☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。田淵医院、父῟節の➨4子。ᐶᨻ8(1796)年生まれ、Ọ3(1850)年に55ṓで病ἐ。建立年᭶᪥不
明。

23 御大グᛕ☃ ● ● 北野中ኳ満ᐑ境内にある。昭和3(1928)年建立。

24 亀ノ⏥旧石グᛕ☃ ● 32 ● ● ●

᪥神社境内にある。亀の⏥ሖは赤穂⸬森家時代にかさ上げಟ⌮され、明治28(1895)年の千種川改ಟの時᧔ཤさ
れた。築造のため石ᮦを亀の⏥より採᥀すると、中世にも⛥な一つのወ石があり、基┙のዴくᩬ点がありこれを◻┙石と
名付けた。保存をసり、大正13(1924)年に᪥神社境内にグᛕ☃を建立したことをグす石☃。

25 基┙石（亀ノ⏥旧石） ● 32 ● ● ● ● ᪥神社境内にある。大正13(1924)年建立。亀の⏥ሖより採᥀された◻┙石。ᚑ三子∖源ᛅᛣ᭩。

26
ⶶ民㟢ᙳ☃
（大ᮏ㔜ኴ㑻）

● ●
長楽寺境内にある。赤穂郡(上郡町)高田村に明治3(1870)年に生まれる。小学ᰯカᑟ、高㞝、赤松、ᒾ木の各学ᰯのᰯ
長、◁子区長となり村道改ಟなどにᑾຊした。☃は昭和8(1933)年建立。

27 山ᓮᐥ三㑻ඛ生之☃ ● ●

長楽寺境内にある。明治11（1878）年◁子生まれ。Ⲕ・華道ᖌ⠊。南山、Ⲕ道ஂ田流ᖌ⠊代として≴ᓠᗡ᐀ᘏと、また華
道ᮏ法ᮍ生流➨世としてཿᫀᩪ南⏠と号す。息継䛞戸ഃに≴ᓠᗡをᵓえ、Ⲕ花を子ዪにᩍえた。☃は昭和
25(1950)年建立。

28 ᮥ屋ྜྷ ● ● 高野田➃集ⴠ内にある、「㈇ᖌ」と呼ばれたᮥ屋ྜྷの。明治12（1879）年建立。

29 上高野㑇跡 ● 34 ● 上高野㖡㚫㗪ᆺ片が見つかった周辺にあたるが、現在のところ集ⴠ跡は発見されていない。

30 高取山古ቡ⩌ ● 20 34 ●
21基の横✰ᘧ石ᐊቡが発見されている。現在のところฟ土㑇物はそれほど多くないが、6世⣖ᮎ～7世⣖前༙頃に築造
されたものが多いとみられる。

31 高取山積石ሯ古ቡ⩌ ● 34 ●

高野・田➃集ⴠの裏山、高取山の南東斜面の山〈から中腹にかけて分ᕸし、横✰ᘧ石ᐊቡの間に交じって積石ሯ古
ቡが点々と6基発見されている。ᚄはい䛪れも10ｍ以下であるが、積石がᔂれておりቡであるかは明らかでない。石
ᐊは⟽ᘧ石というより❿✰ᘧ石ᐊのᛶ᱁をもつ。

32 八㔜山古ቡ ● 34 ● 高取峠の頂上から旧道を西へ入った高野Ꮠ八㔜山の斜面にある。古ቡはᑒ土の流ฟ➼によってᾘ⁛。

33 高అ山古ቡ⩌ ● 20 34 ●

高取山の南ഃの最高ᓠ、ᶆ高280ｍの高అ山山頂から西方へ尾根ఏいに200ｍばかり行ったあたりに3基ᩓ在してい
る。い䛪れもᔂቯ・┐᥀をうけている。このような高所にቡをᵓ築していることから、山頂付近に生活基┙があったか、
農業地帯の田➃と海岸地帯の児ᓥとの中間にあり、୧地帯と交流する集ᅋであったのではないかと推測される。

34 南野中中Ὢ㑇跡 ● 20 34 ●
坂㉺橋から1.6㎞ほど下流に南野中地区にᒓする中Ὢがある。Ῥ水時にはかなり大きな中ᕞとなり、千種川西岸に接す
るほどであるが、ቑ水時には水ἐ。昭和51(1976)年、この中ᕞで◁利採取స業がおこなわれた時、多ᩘの土ჾがฟ土。

35 南野中川岸㑇跡 ● 20 34 ●
昭和51(1976)年の台風17号にకう千種川大洪水による河川改ಟがおこなわれた㝿、赤穂大橋の上流700ｍの西岸にお
いて土◁に交じってᩘ点の土ჾが採集された。

36 高野㑇跡 ● 20 34 ● 千種川東岸のẚ㍑的広大な平野にある。ᮍㄪᰝながら土ჾが採集されている。

37 市㑇跡 ● 20 34 ● 民間開発によって発見された㑇跡で、ᘺ生時代中期の集ⴠ跡のほか、古代、中世の᥀立柱建物跡が発見された。

38 上高野㖡㚫㗪ᆺ発見地 ● 20 34 ●
昭和51（1976）年、地域ఫ民が♭っていた石仏がᘺ生時代の㖡㚫㗪ᆺ片であることがุ明した㝿、⪺き取りㄪᰝによっ
て発見地が推定された場所。

39 ᑽ子山城跡 ● 20 29 32 34 ● ●

ᶆ高259ｍの山頂部にあり、ᑽ子ᑗ┘⩏ஂにより築かれたという。山頂は平ᆠで中ኸ部がややくびれ、4ẁからなる᭤㍯
が残り、戸跡もある。Ọ⚘6(1563)年⩏ஂⴠ城説もあるが、⩏ஂはฟ㞼ᐩ田城ⴠ城後、ฟ家して慶長15(1610)年まで
生きているので、一᪘が在城したとも考えられている。

40 Ⲩ神社(上市) ● 21 33 ● ● 西山寺に隣接してある。祭神はⅆ㨦神。

41 Ⲩ神社(市) ● 21 33 ● ●
集ⴠを見渡す山麓にあり、南向きの社Ẋが建っている。開拓の神でもあるⅆ㨦神を♭る。境内には✄Ⲵ社のほか道祖
神・⦕結びの神も♭る。

こと 解　説
地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
名　称 もの 場№
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42 Ⲩ神社（◁子） ● 21 ● ●
祭神はⅆ㨦神である。かつては現在地より100ｍ東の山麓にあったが、大正ᮎ期か昭和のึめに移築されたという。こ
の場所は◁子御山と呼ばれ、参道には大間・小間も建てられていた。境内にはሰの神を♭る。

43 ኳ満ᐑ(北野中) ● 21 33 ● ●
祭神はⳢ原道┿である。境内には᪥神社やⲨ神社を合♭する。かって᪥神社は後山、Ⲩ神社はᏐ新田に♭られ
ていた。Ᏻᨻ2(1855)年㖭のᡭὙ石がある。

44 ᪥神社(南野中) ● 21 33 ● ●
祭神はኳ児屋根命で、南野中の鎮Ᏺの神として♭られている。境内には水神社と㔠ẝ⨶社がある。㔠ẝ⨶社はかつて
は亀の⏥ሖのሐ防上にあったものを合♭したものである。

45 ᑽ子神社 ● 20 21 33 ● ●

祭神はᑽ子ᑗ┘⩏ஂで、ᑽ子山上にも♭られている。境内には三ᐆⲨ神社、ニイガキ社などがある。ニイガキ社は⩏ஂ
と運命をともにしたഃᐊニイガキのྩの㟋を៘めるために建立されたという。山上の鳥ᒃはᏳỌ3(1774)年、境内のᡭὙ
石は文ᨻ5(1822)年の⣖年㖭がある。

46 ឡ神社跡 ● 21 ● ●

ὸ野長直は、正保2(1645)年に赤穂に入ᑒし、翌年正᭶24᪥近⸨正⣧に命じて城の鎮Ᏺとしてឡ山社を建立させ
た。この地は城のଢ଼ᐥ(北東)にあたり㨣門となるため、གྷ㝖けとṊ運⦾栄・国家Ᏻを♳って社を建立したといわれてい
る。現在、社Ẋはᮙちᯝて⋢垣と鳥ᒃを残すのみである。

47 光ⶈ寺 ● 21 ● ●
ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。創建は大栄3(1523)年、開祖はൔ᐀玄、ᐶ文ඖ(1661)年に山号⣸㞼
山となっている。

48 正ぬ寺 ● 21 ● ●
ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴにᒓし、ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。ൔぬ㜿により正中2(1325)年に開基される。ᐶ文ඖ(1661)年にᮏ㢪寺
➨世実ዴ上人から寺号をᤵかる。山号はᐆ林山。明治37（1904）年にⅆ⅏、明治43（1910）年に建。

49 ┿ぬ寺 ● 21 ● ●
ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院で、ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶である。寺ఏによれば、Ọ正5(1508)年にൔ善入によって開基されたと
ఏえられている。山号は㔠๛山。

50 ⯆⚟寺 ● 21 32 ● ●

⮫῭᐀ጁ心寺ὴの寺院で、ᮏ堂に⪷観世㡢⸃ീ、開山堂には┙⌛国ᖌ木ീをᏳ置している。平Ᏻᮎ期頃に創建さ
れ、⸨原氏と関ಀが深いとఏえられるが明らかではない。┙⌛は慶Ᏻ3(1650)年北野中にᗡを設け、寺を中⯆し、ᘵ子
は5人余りをᩘえ、播磨一のみなら䛪に国に47寺を開創したともいう。山号は᪥山。境内には赤穂⸬家⪁森
家、ᰘ原家、ᰗ田家の⣼代をはじめ赤松⁚ᕞ、中玄➃、⸨田東㛶、ᰗ田⨾郷➼の文人のがあるほか、文ᨻඖ
（1818）年造立の地ⶶ⸃ീ、板☃形後⫼をもつ༙⫗᙮り㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീがある。播ᕞ赤穂坂内33カ所と播ᕞ赤穂郡33
観㡢㟋場の12␒ᮐ所である。

51 ᑓ光寺 ● 21 ● ●
ί土┿᐀大谷ὴにᒓし、㜿ᘺ㝀ዴ᮶をᮏᑛとする。ᐶỌ6(1629)年開基。創建時は西ᮏ㢪寺にᒓしていたが、ὸ野時
代に東ᮏ㢪寺のᕸᩍ所となり、ὸ野赤穂⸬より大谷ὴに転ὴを命䛬られ現在に至る。山号は亀⏥山。

52 ㄋᩍ寺 ● 21 ● ●

ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。ඖ文3(1738)年にൔ無⬟の開基。山号は三光山。寺ᐆの三⏺භ道図
絵は16ᖜ、Ⰽᙬも㩭やかで保存≧態もᴟめてⰋく、江戸ᮎ期頃のసと推察されている。かつては㝸年で5᭶上᪪に「御
絵解法せ」が行われ、赤穂周辺から多くの参ユ者があり㈰わった。現在は4᭶最⤊᪥᭙᪥に「御絵解法せ」が行われて
いる。

53 西山寺 ● 21 34 ● ●
行基⸃が開山、観↷上人が中⯆とఏわる。ᑽ子氏の所㢪寺となるが↝ኻし、ඖ⚘中頃に建。ா保年間に↝ኻ、ඖ
文3(1738)年建、現在に至るという。山号はᐆኖ山。参道にはീ高112䟛を測る᙮りの༙㊜ീがある。

54 長楽寺 ● 21 32 34 ● ●
⪷Ṋኳⓚの神亀年間ສ௧をዊじてᕸᩍ遊説し、神亀ඖ(724)年に建立とఏわる。山号はᐆᛶ山。寺院としてሷ田を有し
たのはここのみという。

55 ឿ光寺跡 ● 21 ● ●
赤穂⸬ὸ野長直が、赤穂城築城ᕤ事成ຌを♳㢪して正保2(1645)年に建立した。開山は秀ᜑ。㢪は近⸨正⣧。┿
ゝ᐀㐲林寺ᮎ寺。山号はឡ山。

56 三木家ఫᏯ ● ● 近代和風建築。

57
近⸨三㑻ᕥ⾨門正⣧
Ꮿ跡

● ●
近⸨正⣧はὸ野家の㌷学ᖌ⠊、家⪁。慶Ᏻඖ(1648)年からᐶ文ඖ(1661)年に及ぶ赤穂城築城の⦖張りを行う。築城後
は城内に屋敷をᵓえた。

58 亀⏥跡 ● 27 ● ●
江戸時代には、⇃見川の水をሖきṆめて城下町ഃに川を流し、舟運の便を図った。また、石ሐは道の役目をවねた。

59 ┙⌛和ᑦ座⚙ᒾ ● 21 ● ●

┙⌛Ọ⌶は、ඖ和8(1622)年、ᥬ西郡⥙ᖸ田村(現在のጲ路市)に生まれる。ᗂいころから仏門に入り、ᐶỌ15(1638)
年に赤穂城下の㝶㬑寺の㞼⏠⚈のもとでᚓ度。┙⌛は慶Ᏻ3(1650)年に北野中に一ᗡ(現在の⯆⚟寺)を設け、㞼⏠
のᩍえである座⚙の難行ಟ業を㔜ね、不生を説いた。⯆⚟寺の裏山の㝤しい山道をⓏると中腹あたりに┙⌛が座⚙ಟ
業したとఏわるᒾがある。

60 ṓ所 ● ●
ฟᚁする兵ኈ、ఀໃユなどで旅立つ人を身よりの者や近所の人々が見㏦り、ูれをᝰしんだところで、時にはṓ三ၐ
をしたという。当時の風⩦で、はその面ᙳはない。

61 ᑽ子山の大ᒾ ● 20 ● ● ᑽ子山山頂にある大ᒾ。眺望がⰋい。

62 高取峠 ● 27 32 35 ● ●

高野田➃から相生方面に向かう峠で、赤穂市と相生市の境⏺に置する。ลയ事௳をఏえる早かごが通った道として
「早かご䝰ニュ䝯ント」が設置されているが、昔のルートと現在のルートは㐪っている。昔話「人の᪦㑣はん」の⯙台にも
なっている。（赤穂の昔話）

63 ◁子㌴場跡 ● 27 30 ● ●
赤穂鉄道の播ᕞ赤穂駅から2.5㎞北にある㌴場で、乗ᐈがある場合のみ列㌴が㌴していた。駅舎は待合所のみの
⡆便な建物であった。また、裏山には保線用の土取場があった。

64 赤穂鉄道坂㉺駅跡 ● 27 30 ● ●
赤穂鉄道坂㉺駅は市にあり◁子駅間0.8㎞、目坂駅間1.8㎞であった。駅にはᮏ家（事務所・待合所・社Ꮿ）と便所が
あった。また、駅前から坂㉺ 行きの赤鉄バ䝇が発╔した。

65 㻶㻾赤穂線 ● 27 ●
昭和26(1961)年に播ᕞ赤穂䠉相生間が赤穂線として開通し、山陽ᮏ線と接続している。

66 ＪＲ坂㉺駅 ● 27 ●
昭和26（1951）年に播ᕞ赤穂䠉相生間に赤穂線が開通した㝿に設置された、坂㉺の玄関口。

67 大ᓮ資料館 ● 21 ●
江戸時代より代々瓦ᖌを務める大ᓮ氏が、⚾設で開設した瓦の資料館。

68 ㄋᩍ寺絵説き ● 21 ●

寺ᐆの三⏺භ道図絵は16ᖜ。Ⰽᙬも㩭やかで保存≧態もᴟめてⰋく、江戸ᮎ期頃のసと推察されている。かつては㝸
年で5᭶上᪪に「御絵解法せ」が行われ、赤穂周辺から多くの参ユ者があり㈰わった。な描により、見る人々へ地
⊹のᜍᛧ心を強く↝きつけ、この世における善行を説く仏のᩍえを実現させている。

69 ᑽ子山の㞵ஒい ● 20 ●
ᑽ子山は一名『㞵ஒい山』ともいい、ᖸばつの年は㞵ஒいをした山ともいう。

70
ᑟ水路とຍ里屋川の
景観

● 28 ● ●
市から山ᓮ山麓までは、山ഃに上水道のᑟ水路があり、平野ഃにຍ里屋川が流れており、旧赤穂上水道のᑟ水路
景観がよく残されている。周辺は赤穂鉄道㌶道跡のᱜ୪木などもあり、景観にඃれている。

71 市 ● 32 36 ● 地名。上流の木津がᮦ木の積ฟ で、その下流のに市がたったと推定される。
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ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ

Ұཡʢ1ʣ࢈จԽҨ࢙༤۠ͷྺߴ ൪߸ࢹ˞ ��� ทΛࢀরɻ

1 2 3 4 5 6

1
┿Ẋ村検地ᖒ
(付)┿Ẋ村方文᭩一ᣓ
(村301点)(自治227点)

◎ 16

文⚘3(1594)年以㝆、昭和30（1955）年代に至る長期にわたる┿Ẋの村方文᭩。中でも文⚘3（1594）年のᏱ႐多の検地
ᖒの存在がὀ目される。村方をめぐる㡿の㡿民支配の推移をたどりうる資料がすべてそろっている村は、播磨におい
ては┿Ẋ村をおいて他になく、村方資料としてᴟめて㈗㔜である。市指定。

2
三十භḷ絵ᡥ㢠
(付)ᕸ⿄図絵馬1面

◎ 16

ᐶ文6(1666)年、ὸ野長直によって、赤穂の周世にある高㞝山の神護寺にዊ納された6面の絵ᡥ㢠である。ᡥ㢠絵は⸬
のዊ納物にふさわしく、板面に㔠⟩を張りつめ、その上にᡥ㢠1ᯛに6名䛵つのḷが⃰ᙬによって描かれている。
各ḷがやまと絵的ᡭ法によりながら、それぞれにಶᛶ豊かな相ㇺで表されていることから江戸時代ึ期のస風をఏえ
るものである。市指定。

3

神護寺石造物
大石Ⰻḯ寄進ᡭὙ石1基
大石Ⰻ㔜寄進石⇠⡲2基(1
対)䚷大石Ⰻ㞝寄進石⇠⡲2
基(1対)

◎ 16 ● ●

神護寺は、ᐶ文3(1663)年に山⋤ᶒ現の神ᐑ寺としてὸ野長直によって建されたとఏえられる。神護寺境内の山⋤神
社に至る石ẁ上にある石ⅉ⡲2基一対はᐶ文6(1666)年㖭、社Ẋ前にある石ⅉ⡲2基一対は㈆ா4(1687)年㖭、ᡭὙ石
はᐶ文5(1665)年㖭がある。周世が赤穂城の㨣門にあたることから、ὸ野長直が築城ᕤ事の完成♳ᛕ➼のために神護
寺を⯆したとఏわる。市指定。

4 水神 ● 16 ● ●
神護寺跡境内の山⋤神社前にある戸⬥に♭られている、ീ高42䟛の༙⫗᙮り石仏。

5 周世坂峠地ⶶ ● 16 27 ● ●

周世坂の峠にあり、高さ185䟛、ീ高147䟛。造立年᭶᪥不明。立ീ、᙮り、前座の正面には「ᩍᚸ䚷南無㜿ᘺ㝀仏
┿心」ᕥには「ጁᑓ䚷ጁ善䚷ᜨ⪺䚷⩏㉸䚷⩏奥䚷㢪西」とあり、ྑᡭに㘏᮫、ᕥᡭにᐆ⌔をᣢつ。前座はูの地ⶶの台座
であるྍ⬟ᛶがある。峠の地ⶶがᝏඪを㏣いᡶった昔話が残る。（赤穂の昔話）

6 高㞝⸆ᖌ地ⶶ ● 16 ● ●
高さ58䟛、ീ高33䟛。座ീ、᙮り、台石正面には「⸆ᖌዴ᮶」、ྑに「明治ᅄ十(1907)年」、ᕥに「施大ᓮ平同人
ハル」と้む。ᕥᡭにᐆ⌔をᣢつ。ീと台石の石ᮦが␗なる。

7 高㞝ษ山地ⶶ ● 16 ● ●
高さ166䟛、ീ高90䟛。立ീ、᙮り。台石正面に「明治三(1870)年䚷南無㜿ᘺ㝀仏䚷ᗒ༗正᭶᪥」䚷ྑに「ᑽᖌⰋ道䚷カ
䕕コやභ兵䝿䚷世話人䚷ྜྷஂ႐平」䚷ᕥに「村中䚷前田ᘺ㑻䚷ྜྷஂᚨྑ䝿門」と้む。地ⶶは合ᤸしている。

8 ᯤ木地ⶶ ● 16 ● ●

ሷ屋と木津とを、結ぶ山道の頂上にある身の96䟛の立ീで、基ቭ➼をྵめると1.8ｍある。仏身を完に造りฟした一
ᑛ᙮の石仏で、ྑᡭに㘏᮫、ᕥᡭにᐆ⌔をもつ。慶応2（1866）年7᭶23᪥、大津屋善ྑ⾨門他8名によって建立され
た。かつては8᭶23᪥に地ⶶ┅が行われ、農స業をఇんで村の代表が参る᪥とされていた。

9 道ᶆ地ⶶ ● 14 15 16 27 28 ● ● ●

千種川ἢいの県道赤穂బ線を木津ሖから400ｍほどの上流ഃに㐳ったガー䝗䝺ール⬥にある。高さ68䟛、20䟛㽢
18䟛を測る花ᓵᒾ〇のもので、正面上部には༙⫗᙮りの地ⶶ、その下に「ྑ䚷城下道䚷䚷ᕥ䚷㜰㉺ᾆ䚷下道䚷∵馬無用」
と้まれている。「下道」に∵馬が入ってはならないのは、城下への道の⬥を流れていた水道のᑟ水路の⾨生⟶⌮のた
めである。ู名䠖上河原道ᶆ地ⶶ。

10 භ地ⶶ(ᐩ原) ● 16 ● ●
ᐩ原ඹ同地内にあり、Ᏻᨻ2（1855）年に造立された。1体のみ石ᮦが␗なる。

11 භ地ⶶ(門前) ● 16 ● ●
門前ඹ同地内にあり、ീ高䠒䠍～68䟛を測る。もともとは┿Ẋ門前に建てられていたが、新ᖿ線建設にకって移転し
た。

12 ฟ口地ⶶ ● 16 ● ●
中山地ⶶノ下ሐ防ノ外にᏳ置されている、༙⫗᙮りの立ീ。ീ高54䟛。

13 釣⎼ⴠし地ⶶ ● 16 ● ●
┿Ẋ村のఫ民によって中山林谷に♭られた、明治21（1888）年造立の༙⫗᙮りの立ീ。ീ高87.5䟛。

14 ㏄え仏（門前ඹ同地） ● 16 ● ●
┿Ẋの門前ඹ同地に♭られた㏄え仏。ா保17（1732）年造立、ീ高77䟛の᙮りの立ീ。

15 ㏄え仏（目坂ඹ同地） ● 16 ● ●
目坂のඹ同地に♭られた㏄え仏。ീ高160䟛の᙮り立ീ。

16 地ⶶ(稗田) ● 16 ● ●
もともとは坂㉺にあったとされるが、明治の⤊わりから大正ึめにᕤ事の㝿に移された。ീ高45䟛の༙⫗᙮りの立ീ石
仏。

17 周世黒谷้印石 ● ●
黒谷の西ഃ尾根中腹、周世黒谷古ቡより上方20ｍのところに不思議な้文のある石がある。約1ｍ㽢0.6ｍのつᶍの石
ᮦで、いくつかの正に直線が㈏通している図が」ᩘ描かれている。

18 高㞝村道路ඖᶆ ● 14 27 ●
周世の八幡神社鳥ᒃ前の県道高㞝有年横尾線⬥に立つ。高さ66䟛、25䟛ゅの花ᓵᒾ〇で、正面に「高㞝村道路ඖ
ᶆ」⫼面に「兵庫⦩」と้む。

19 大㑊神社グ☃ ● 14 ● 大㑊神社（中山）境内にある。明治32(1889)年建立、明治ึ年に社Ẋを改築したことが᭩かれている。

20 大山積大明神☃ ● 14 ● 木津ハイラン䝗頂上にある。建立年᭶᪥不明。

21 ኴ子堂⦕㉳☃ ● 14 ●
大正10(1921)年建立。⪷ᚨኴ子によるᆞ山㝯㨱寺の創建以᮶、1,337年目にあたる大正15(1926)年5᭶21᪥と้まれ
ている。

22 中山地ⶶ跡☃ ● 14 ● 大㑊神社（中山）境内にある。明治42(1909)年建立。

23 御大グᛕ植ᶞ☃ ● ● 大㑊神社（木津）境内にある。大正4(1915)年に在郷㌷人らによって建立された。

24 ᱵ流㌺花㤶⩝☃ ● 14 ● 赤穂郡中山村の人。華道ᩍᤵで農業のഐらᘵ子を⸅㝡したとある。明治33(1900)年建立。

25 ᐊ治平ඛ生の ● 14 ●
┿Ẋ門前地内にある。江戸ᮎ期から学ᰯ創立までの間、子౪たちにຮ強をᩍえていたとされる。明治19(1886)年建
立。

26 ᐊ林助ඛ生の ● 14 ●

┿Ẋ門前地内にある。お花のඛ生で、その一方村の指ᑟ者として村議ဨ、助役、村長ならびに郡議ဨなど30年
近く村のために活㌍。事業家としてブ䝗ウ栽培、㓇・㓺Ἔの㈍業もᡭけていた。ᬌ年は┿Ẋኤ㞼寺のൔとなった。
大正13(1924)年建立。

27 ᩗ神表ຌ☃ ● 14 ● ้まれた文Ꮠのấは大石神社のᐑྖとなっている。昭和5(1930)年建立。

28 里正大谷⏒ྑ⾨門 ● 14 ●
周世地内にある。明治14(1881)年、周世村の村長。治水ᕤ事をして洪水から村人をᏲるためሐ防を築くなど、村のた
めにຌ⦼を残したことにឤㅰし、☃を立てた。

29 中原ඛ生ㄅ㖭 ● 14 ●
建立年不明であるが、☃文の中に明治22(1889)年と้まれており、学ၥにษ☩しᩘ十人のᘵ子にᩍᤵしたとある。

30 里正山ᮏ直治㑻☃ ● 14 ●
明治39(1906)年建立、里正とは村長のព。

31 ᐊ資ྜྷ㡴ᚨ☃ ● 14 ●
建立年᭶᪥不明。村の庄屋で、土木ᕤ事などのຌ⦼が้まれている。

32 山ᮏ源ᕥ⾨門☃ ● 14 ●
建立年᭶᪥不明。池ᆓ流のඛ生の。

33 高㞝橋㖭板 ● 14 27 ●
昭和26（1951）年の赤穂鉄道廃Ṇ後、根木鉄橋は道路橋として改ಟされた。昭和54（1979）年に新橋が架け᭰えられた
㝿、現・高㞝橋の南ワめ付近のコンクリート柱に㖭板がᇙめ込まれた。

34 ᐩ原㑇跡 ● 34 ● 昭和61(1986)年のほ場整備にకって発᥀ㄪᰝされ、ᘺ生時代後期や中世の土ჾ片などがฟ土した。

35 ┿Ẋ・門前㑇跡 ● 34 ●
昭和40(1965)年に、山陽新ᖿ線建設にඛ立って兵庫県ᩍ⫱ጤဨによる発᥀ㄪᰝが行われ、㡲ᜨჾ、土ᖌჾ、Ᏽ㖹
などがฟ土している。

36 ┿Ẋ門前古ቡ⩌ ● 34 ●

集ⴠの西ഃに㏕る山〈から山中の㞧木林の中に4基の古ቡがある。このあたりの山のᏐ名は門前奥である。門前奥の
南ഃの谷を清水谷とよび、この谷の奥にも古ቡが1基ある。この谷の入口付近にも古ቡがあったようで、㡲ᜨჾや໙⋢が
採集されている。古ቡはい䛪れも横✰ᘧ石ᐊቡ。

37 ┿Ẋ・林㑇跡 ● 34 ●
┿ẊᏐ林にある土ჾ採集地。

38 周世ᐑ裏㑇跡 ● 34 ●
周世八幡神社の裏ഃにある土ჾ採集地。

39 周世ᐑ裏山古ቡ⩌ ● 34 ●
周世八幡神社の裏山斜面にあり、古ቡ⩌は27基でᵓ成されるが、ほぼすべて小ᆺの横✰ᘧ石ᐊቡであることが≉ᚩで
ある。

40 周世黒谷古ቡ ● 34 ●
当ึ、周世ᐑ裏山28号ቡと呼ばれていたが、築造時期が早くᛶ᱁も␗なることからูグされた。㑇物は、石ᐊの入り口
近くで10片以上にቯれた㡲ᜨჾの◚片が㔜なりあってฟ土した。

41 周世水木原古ቡ ● 34 ●
高㞝山の東、山〈に㐃なる民家のすぐ裏にある。ቡୣの前༙部は๐りとられているが、後༙部は残っておりᚄは約13
ｍ。㑇物などがないため築造年代は明らかでないが、同じ周世のᐑ裏山にある⩌集ቡにẚべてⴭしく大きい。

42 周世・入相㑇跡 ● 34 ●
現在の周世集ⴠと山陽新ᖿ線との間のἈ積平野にある。県道敷設にకって兵庫県ᩍ⫱ጤဨによる発᥀ㄪᰝが行わ
れ、ᘺ生時代中期にはじまる㑇跡が見つかっている。≉にᘺ生時代後期ではⰋዲな土ჾ⩌が見つかった。

43 ⯪戸山古ቡ⩌ ● 34 ●
周世集ⴠ東方の山には、横✰ᘧ石ᐊをᇙⴿ体とする5基の古ቡがある。これらは6～7世⣖前༙にかけての⩌集ቡで
ある。

名　称 もの 場№ こと 解　説
地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化



14�

ୈ̐ষɹ̏ɽ地Ҭʹࠜࠩしͨྺ࢙จԽのࢹ

Ұཡʢ�ʣ࢈จԽҨ࢙༤۠ͷྺߴ ൪߸ࢹ˞ ��� ทΛࢀরɻ

1 2 3 4 5 6
名　称 もの 場№ こと 解　説

地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化

44 ⯪戸山㑇跡 ● 34 ● 古ቡ時代から平Ᏻ時代にかけての土ჾがᩓᕸする。千種川流域において㈗㔜な資料である。

45 周世開㑇跡 ● 34 ● 周世集ⴠ東ഃの山中にある土ჾ採集地。

46 高㞝・根木㑇跡 ● 34 ●

ほ場整備とබ民館、体⫱館新築ᕤ事にకって発᥀ㄪᰝされた㑇跡で、⦖文時代後期から江戸時代までの㑇物、㑇ᵓ
が見つかった。≉にᘺ生時代後期の❿✰ఫᒃ内の土ჾ⩌や、古代のᐁ⾦に関ಀすると思われるᆒ整な配置をもつ᥀
立柱建物⩌がὀ目される。旧千種川の護岸や旧赤穂上水道ᑟ水路跡なども☜ㄆされており、西山にᏲられたẚ㍑的
Ᏻ定した土地で、Ⴀ々と集ⴠがႠまれてきたことがよくわかる。

47 木津・原㑇跡 ● 34 ●

千種川のỏ℃原及び中ᕞのᚤ高地に立地する㑇跡。㙊時代以㝆の建物跡が見つかっている。㙊時代の㑇ᵓとし
て᥀立柱建物跡7棟、土ᆙ8基、⁁跡1᮲、柱✰跡多ᩘがあり、ᐊ町時代の㑇ᵓとして᥀立柱建物跡10棟、土ᆙ8基、柱
✰跡多ᩘがある。赤穂市内ではᐊ町時代の建物跡のㄪᰝがᑡなく、㈗㔜である。

48 木津・野垣内㑇跡 ● 34 ● ほ場整備事業にకい発᥀ㄪᰝされた㑇跡で、江戸時代頃の᥀立柱建物跡が発見されている。

49 木津・ẁノ上㑇跡 ● 34 ●

ᘺ生時代中期から始まる集ⴠ跡で、中期ᮎの❿✰ఫᒃ跡4棟、後期の❿✰ఫᒃ跡4棟が検ฟされた。また中世になる
と、多ᩘの᥀立柱建物跡とともに㟷☢、ⓑ☢などの多種多様な㑇物がฟ土し、周辺地域との交流が活発であった集ⴠ
の存在が明らかとなっている。

50 大㑊神社(中山) ● 16 31 33 ● ●

江戸時代、中山は尾ᓮの八幡ᐑを氏神としていたが、明治に東有年の八幡神社の氏子にኚわる。明治7(1874）年5᭶
ዊ納の㙚Ṋ者絵馬が一␒古く、それ以前に建てられたと推定。明治9(1876）年9᭶17᪥に神前形の石ⅉ⡲が、明治
32(1899）年に≻≟、⋢垣がዊ⊩されている。境内にはா保16（1731）年造立の㣹㨣地ⶶと呼ばれる舟形後⫼をもつ༙
⫗᙮り石造地ⶶなどの石仏が見られる。

51 ኳ満ᐑ（┿Ẋ） ● 16 33 ● ●
千種川の東ഃ周世から有年へ通䛪る道路ἢいに♭られていたのを現在地に移したものである。┿Ẋはかつて周世の
八幡ᐑの氏子だったが、「村の鎮Ᏺの神」としてኳ満ᐑを移しかえたとఏわる。

52 八幡神社(周世) ● 16 31 33 ● ●
祭神は、田ู命、息長足ጲ命、Ṋ内宿⚇。境内にはⲨ神社、ྑにはⅆ㨦神と⛙河を合♭、ᕥにはⅆ㨦神を♭るほ
か、土ಥが設置されている。現在は毎年の秋祭りで⊺子⯙が⯙う⯙台となっている。

53 Ⲩ神社（高㞝） ● 16 33 ● ●
祭神はⅆ㨦神で、千種川の流れを⦆やかにする西山の中腹にある。高㞝村にとって、西山は千種川の洪水からᏲって
くれるሐ防の役をᯝたし、人々が洪水ᅇ㑊♳㢪として建立とఏわる。ඖは西山の南にあったというఏᢎあり。

54 Ⲩ神社（目坂） ● 16 33 ● ●
祭神は⣲ᡆႲᑛ、境内に✄Ⲵ社がある。かつての目坂から┿Ẋへ通䛪る山道の峠に鎮座している。┿Ẋから峠を㉺え
て移ఫしてきた人々が♭ったものではないかと推測される。

55 大㑊神社(木津) ● 16 31 33 ● ●

明ᬺ2(1656）年大ᕤ山の麓に建立とఏわる。ⓚᴟኳⓚ3(644）年⸽ᡃ氏の㏕ᐖから㏨れるため難Ἴ津を⯪ฟした⛙河
は、坂㉺に⁻╔後、鳥の坂を㉸えて⯪で千種川を上り、この地に上㝣したという。上㝣地点に♭られているのがこの
神社で、境内には✄Ⲵ神社、Ⲩ神社がある。

56 ኤ㞼寺 ● 16 ● ●
┿Ẋ村民のᕼ望によりᐶᨻ11(1799）年に⚟寺内のኤ㞼ᆓを移したものである。明治11(1878）年に寺号のබドがチ
ྍされた。┿᐀大谷ὴで山号は播龍山。

57 Ᏻ楽寺 ● 16 29 ● ●

ᏳᐊⲮの大⪷寺城Ᏻᐊ㑻（文Ᏻ5年䠙1448༞）が発心し、┿Ẋ村ᮏ西門前に一ᆓを建てて、Ᏻ楽ᆓと号したとい
われ、現┿Ẋ門前のᏐ名はᏳ楽ᆓが在ったことに由᮶。寺は明応4(1495）年8᭶13᪥に道ㄋが開基。┿ゝ᐀から┿᐀
大谷ὴに改᐀し現在地に移転。明治31(1898）年、平成ඖ(1989）年の大改ಟを経て現在に至る。山号はష᪥山。

58 ᑓᛕ寺 ● 16 29 ● ●

┿᐀大谷ὴ。文亀3(1503）年、ൔ玄ㄋの開基。玄ㄋは俗名山名三㑻ᕥ⾨門時氏といい、ⓑ城の戦でᩋれ家᮶36人と
ともに周世に㏨れて仏門に入り、草ᗡを結び開基したとされる。『⚟寺総ᮎ寺ᖒᖽ㑚郡㝃』ではኳ文12(1543)年開基
とする。➨三世玄ᬛがᮏ㢪寺より寺号を㈷った山号は一乗山。境内のイ䝏䝵ウはᕧ木で有名。明治26(1893）年にᮏ堂
建。

59 ᖖᚨ寺 ● 16 29 ● ●

開基は文亀ඖ(1501）年、㔘㡰正による。⚟寺下で┿᐀大谷ὴにᒓする。文亀ඖ(1501）年、目坂村Ꮠ清水に一Ᏹを
建て、龍Ọ寺と号す。後に┿᐀に改め寺号を山号にし、さらに寺号ᖖᚨ寺をうけ、以後現在地に移して西ᮏ㢪寺ὴに
ᒓしていたが、ඖ⚘12(1699）年には東ᮏ㢪寺ὴに入った。『⚟寺総ᮎ寺ᖒᖽ㑚郡㝃』ではኳ文15(1546)年開基とす
る。山号は龍Ọ山。

60 龍Ἠ寺 ● 16 29 ● ●

開基年᭶不ヲ。『龍Ἠ寺␎⦕㉳』によると文亀ඖ(1501）年3᭶、ఫ⫋のᩍ♸は高野村田➃にあった㔘善寺が㞽ⴠするに
つけ、ቭ頭平松三㑻ᕥ⾨門と村内の郷ኈとで相ㄯし、┿᐀大谷ὴへの改ಟの᪨をᮏ㢪寺➨9世ᐿዴ上人にᒆけ、木津
村のᰗ地区に一Ᏹを建てたという。現在はᡭ⬟に移転、⚟寺のᮎ寺。山号はኤ山。境内には子Ᏻ地ⶶ（ീ高78䟛
の᙮りのᆘീ地ⶶ）がある。

61 神護寺跡 ● 16 29 32 ● ●

周世集ⴠの西方山頂にあり、文治2(1186)年、文ぬが開創。『播磨㚷』によると同寺をኳ台᐀の寺としኳ平神護のඖ号
(765～767)にちなんで寺号が付けられ、和Ẽ清㯞࿅が建立したとある。その後、豊⮧秀ྜྷの中国侵ᨷで兵ⅆにかかり、
後年に建されたとఏわる。ὸ野長直寄進のᡥ㢠、大石Ⰻḯ寄進のᡭὙ石の他、大石内ⶶ助Ⰻ㞝寄進の石ⅉ⡲など
がある。山号は高㞝山。内には昭和7（1932）年に造立された༙⫗᙮りの立ീ石仏がある。

62 ኴ子堂(木津) ● 16 ● ●

旧大ᕤ村の東のሐ防のすぐ下にある。境内には大正11(1922）年にዊ納されたኴ子堂⦕㉳を᭩いた☃がある。境内正
面にはኴ子堂が建てられており、壁を㝸てて北ഃに観㡢堂（護ᦶ寺）があるほか、ᮏ堂の東ഃには✄Ⲵ社が♭られてい
る。創建はᐶ文2(1662）年で龍Ἠ寺の支ᆓとなっている。

63 ᐩ原㌴場跡 ● 14 27 30 ● ● ●

大正10(1921）年に播ᕞ赤穂䠉有年間を結ぶ軽便鉄道が開通した。ᐩ原駅跡は┿Ẋ駅間1.5㎞、有年駅間2.3㎞の㌴
場で、乗ᐈがある場合にのみ列㌴が㌴していた。駅舎は無人で、待合所のみの⡆便な建物であった。

64 ┿Ẋ駅跡 ● 14 27 30 ● ● ●

大正10(1921）年に播ᕞ赤穂䠉有年間を結ぶ軽便鉄道が開通した。┿Ẋ駅は乗ᐈの乗り㝆り用の駅ではなく、Ẽᶵ
関㌴に給水したり、石Ⅳを積み込むための駅であった。駅舎はᮏ屋と便所のほか、設置㌶道⬥に給水場としての貯水
ᵴが設置されていた。

65 周世㌴場跡 ● 14 27 30 ● ● ●

大正10(1921）年に播ᕞ赤穂䠉有年間を結ぶ軽便鉄道が開通した。周世駅は根木駅間0.8㎞、┿Ẋ駅間1.5㎞の㌴場
で、乗ᐈがある場合にのみ列㌴が㌴していた。駅舎は無人で、待合所のみの⡆便な建物であった。

66 根木駅跡 ● 14 27 30 ● ● ●

大正10(1921）年に播ᕞ赤穂䠉有年間を結ぶ軽便鉄道が開通した。根木駅舎は駅長がᖖ勤していた。ここから千種川
を渡った山〈に線路が通っていた。

67 根木鉄橋基♏跡 ● 14 27 ● ●
赤穂鉄道が千種川を渡る時に設置されていた鉄橋の石造基♏跡。

68 目坂㌴場跡 ● 14 27 30 ● ●

大正10(1921）年に播ᕞ赤穂䠉有年間を結ぶ軽便鉄道が開通した。目坂駅は坂㉺駅間1.8㎞、根木駅間1.1㎞の㌴場
で、乗ᐈがある場合にのみ列㌴が㌴していた。この駅から根木駅にかけてⓏり坂となり、しばしば列㌴が立ち 生し
た。

69 ษ山㞈道 ● 15 28 ● ●

ษ山㞈道は赤穂上水の水路の基点で、池田㍤ᨻ時代、慶長19(1614）年から3年のṓ᭶をかけ、時の代ᐁᆶ水༙ᕥ⾨
門㔜の指のもと完成。その後、取水口は高㞝の⯪渡ሖにኚ᭦され、さらにඖ⚘15(1702）年までには木津取水
ሖにኚ᭦された。㞈道は昭和38（1963）年にᣑᖜやฟ入口部の強化➼の改ಟᕤ事が行われた。

70 高㞝川ቧ道 ● 15 28 ●

昭和51（1976）年の豪㞵⅏ᐖをཷけて実施した河川改ಟ事業の一⎔で、昭和60（1985）年に完成した。ษ山㞈道の水㔞
ᣑ大のため㞈道のᣑ張が兵庫県によって計画されたが、赤穂市が旧赤穂上水道関㐃施設の保存を図っていたことか
ら、計画をኚ᭦してษ山㞈道に隣接して新たに高㞝川ቧ道を築いたもの。

71 高㞝⯪渡取水ሖ ● 14 15 28 ● ●

旧赤穂上水道の取水口は、ὸ野時代はษ山㞈道から高㞝⯪渡へと移動した。千種川護岸に築かれていた高瀬舟の⯪
渡を活用し、水を引き入れて旧赤穂上水道の取水口としたものである。も千種川の中にᩓするሖの石を見ること
ができる。

72 木津取水口・取水ሖ ● 14 15 28 ● ●

旧赤穂上水道の取水口は、ඖ⚘15(1702)年までには木津へとኚ᭦されていた。ここでは水を一部ሖきṆめて西ഃに取
水し、市の山〈までᑟ水されていた。高瀬舟の通行のጉげになることから、一部のሐを開けていたという。

73 ᑟ水路跡 ● 15 28 ● ●

地下1.5ｍのところから木津取水ሖと旧赤穂上水道とを結ぶᑟ水路跡が見つかった。ᑟ水路はᖜ約5ｍを測り、4ẁの
石垣（深さ約1ｍ）によって護岸されていた。

74 ᝏ水路との交ᕪ ● 15 28 ●

木津取水ሖからᑟ水された上水と周辺の農業用水(ᝏ水)が交ᕪする地点で、この上水は城下北の戸ᓥᯠまで山〈
を流れていた。

75 三ケ村のᵽ跡 ● 15 28 ● ●

上水道の取水口が高㞝⯪渡から木津にኚ᭦されると、それまで木津ሖから取水していた市・◁子・北野中への農
業用水は高㞝取水ሖからのᑟ水路に接続され、「三か村のᵽ(⁁)」と呼ばれるようになった。
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76 猪垣とᆓ開き ● 16 ●
ẁ々⏿のᅄ方を石垣でᅖみ䠈集水施設・貯水池・戸などが見られる。この地を「ᆓ開き」と呼び䠈高㞝山神護寺のൔ
が⸆草園として開拓したものとఏえる。

77 周世坂峠 ● 16 27 32 35 ● ●
赤穂市南部より有年へ通じる㝣路で、かつては川ἢいではなくこのルートがせ道だったという。峠に地ⶶがᏳ置され
ている。

78 大ᕤ村 ● 14 ●

旧集ⴠ名。18、19世⣖頃、赤穂城下の大ᕤとはูに堂ᐑ建築をᚓᡭとする、⊂立した大ᕤ集ᅋが木津に集まってい
た。木津大ᕤのᵓ成については『Ọᐩ家ఫᏯ普ㄳᖒ』にヲしい。現在はኴ子堂が江戸中期の様ᘧを保ち、小さいなが
らจった造りで、そのṔྐをംばせている。

79 釣⎼ⴠしの滝 ● 16 ● ●
┿Ẋ・中山林地区から大津へ通䛪る山道を1.2㼗㼙あまりⓏると、2ẁになった約8ｍの滝がある。滝の上には明治
21(1888）年5᭶に┿Ẋ・中山の世話方、ᐊ定ᅄ㑻と前田ᘺᅄ㑻が寄進した地ⶶᑛが♭られている。

80 ハマウツ䝪自生地 ● 16 ● ●

高㞝地区を流れる千種川流域一帯は、水辺の風景だけでなく、河川敷や‵地・ỏ℃原など、自然度が高く、護岸ᕤ事
された河川流域では見ることができない動植物が生息し、㈗㔜な生態⣔が保ᣢされている。ハマウツ䝪は兵庫県䝺ッ䝗
データブックでは⤯⁛༴種ランク䠝に指定されている。高㞝地区には自生地があり、地域での観察や学⩦が実
施されている。

81 赤穂ふれあいの森 ● 16 ●

有年横尾の㦂行寺から周世の神護寺跡までをྵむ約180haの森林区域。シイ・アカマツ・コナラ・シリブカガシといった
植生を見ることができ、遊歩道、ఇ᠁所、展望台やキ䝱ンプ場などが整備されている。神護寺近くには䝻ッ䝆「高㞝山
Ⲯ」、䝰リアオガ䜶ルのいる䜂䜗うたん池、シイ林、ヒノキ林があり、森林ᩓ策を楽しめるようになっている。

82 赤穂市⤫合取水ሖ ● 15 28 ●

かつて農業用水は村ごとに引かれていたため、そのᶒ利をめぐって対立が㉳こるなどしていた。昭和42(1967)年に中山
に赤穂市⤫合取水ሖができ、ようやく解ᾘされた。

83 山陽新ᖿ線 ● 27 ● ● 昭和47（1972）年に新大㜰䠉岡山間が開業した。

84 山陽自動㌴道 ● 27 ● ● 昭和57（1982）年に開通した。なおインター䝏䜵ン䝆設置の㝿にㄪᰝされたのが堂山㑇跡である。

85 中山 ● 32 ●
地名。中世は有年庄にᒓし、はじめ尾ᓮの八幡ᐑの氏子であった。村の北➃にある㘠子城(中山城)は赤松満♸の一᪘
岡豊前Ᏺらのᒃ城で、城郭の戸には㟋水がくという。

86 周世 ● 32 36 ● 地名。周世の地名は『和名類⪹ᢒ』に周ໃ(㡲世)とึฟする。

87 ┿Ẋ ● 32 36 ●

地名。13世⣖に土豪┿Ẋ氏がఫんでいた。⫼後の山には5基の古ቡがあることから、地名の㉳源はそのᩘ世⣖も以前
であろう。この土地が古代～中世は周世郷にᒓしていたことは「周世郷┿Ẋ村」と『文⚘検地ᖒ』にグ㍕されていることか
らわかる。

88 門前 ● 36 ●
地名。門前の名は15世⣖のึめに大⪷寺城Ᏻᐊ㑻⩏長が⫼後の山〈にᏳ楽ᆓを建立していたことによる。

89 高㞝 ● 32 36 ●
地名。㙊時代のൔ文ぬの開基とఏえる高㞝山神護寺に由᮶する。江戸時代は根木村といったが明治⥔新以後、周
世村と合ేし立ᕑ村となった。明治22（1889）年には目坂、木津、┿Ẋ、中村の各村と合ేして高㞝村となった。

90 根木 ● 32 36 ●
地名。根木のおこりは昔、周世八幡神社の神ᐁ(⚲ᐅ)のᒃఫ地からኚ化したものと推測される。

91 目坂 ● 32 ●
地名。古い昔の交通は、奥の谷から大谷平へ峠㉺えであったので、木のⱆ(目)と峠の(坂)より目坂となった。

92 木津 ● 27 32 36 ● ●

地名。木津のᏐ源から木の集ᩓ のពで、千種川河口のᮦ木集ᩓ地であった。大ᕤ山・奥山からᮦ木をఆり、積みฟ
していたのであろう。自然ሐ防ができてから、平地に移りఫんだところに大ᕤ村・ᡭ⬟(ᡭ᩼)の名が残る。

93 立ᕑ ● ●

地名。たていわ、り䜕うがん。千種川の流れを㐽り立ちはだかるᒾ山のようであり、深淵・ወᒾ・⪁松の景地であった。
大正時代頃には絵葉᭩にも┿が使われていた。現在の高㞝小学ᰯの前身である立ᕑ小学ᰯの由᮶にもなってい
る。

94 タデの原風景 ● 16 ● ●
赤穂のㄒ源は、タデの花がဏく様子を赤い穂に見立てているとの説がある。千種川河川敷に広がるタデの⩌生地。

95 ㍯中集ⴠ ● 16 ● ● 現在の高㞝集ⴠは、千種川のሐ防にᅖまれた景観を見せている。

96
神護寺跡周辺からの
眺め

● 16 ●
南を⮫むと、千種川とそれに寄りῧう集ⴠ、新ᖿ線が見渡せる眺望がᚓられる。

97
Ⲩ神社（高㞝）からの
眺め

● 16 ●
北を⮫むと、山、千種川、新ᖿ線の広大な眺望が広がる。

98 新ᖿ線䝇䝫ット ● 16 27 ● 山陽新ᖿ線のᙳ䝇䝫ットからは、千種川や高㞝地区を一望でき、眺望がⰋい。
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ʲετʔϦʔʳ
　市内を南に؏ྲྀする千種川には、かつて舟ӡ
が発ୡし、ߴ瀬舟による南ྲྀ通が׆発に行われ
ていた。「木」は、文字通り大工村へӡͼ込む
ための「木の（港）」であり、木・ஈノ上Ҩ
では、中世の༌入ಃ࣓が出土するなど、河口に
立地する港のようなੑ֨をもっていたようだ。
、はࣦわれているがࢭ雄地区では、かつてのߴ　
旧赤穂上水道の木取水井ԃには、ߴ瀬舟通行
路として使われたఅの名残を見ることができる。

瀬舟による舟ӡは、大正ߴ　 10（1921）年に敷
設された、ܰศమ道の赤穂మ道によるӡによっ
てその役目をऴえた。赤穂మ道のي道の多くは
市にدされて現ࡏは道路となっており、ࠜ木మ
橋のૅجが現ࡏも残る΄か、周世から原そして
の有年地区にൈける道は、現ࡏもమ道路ઢの景
。งғ気をそのままに残している、؍
　このように、ߴ雄地区には現ࡏも舟ӡやӡの
景؍、名残がΈられ、今にその歴史を伝えている。

༤地۠ߴ 歴史文化の視点̍

��ɽߴसとึమಓ

千
種
川

高雄ଜಓ路元ඪ

高स௨ߦ路
木津 ŋஈノ上Ҩ

大ଜ

木津取水Ҫԃ

根木మ橋ૅج

高雄橋൘

原ఀं

真殿Ӻ

周世ఀं

高雄船渡取水Ҫԃ
根木Ӻ

目坂ఀं

ಓඪ地ଂ

の  ͜ͱຌྫ

根木మ橋ૅج

木津取水Ҫԃ

赤穂మಓ真殿Ӻ千छ川
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ʲετʔϦʔʳ
　400 年前、池田家が加ཬ屋に城と城下町を新
たに築く際、地であったために水の֬保が大き
な՝となった。時の代官、ਨ水半左Ӵ門は
7LN 上ྲྀの山にτϯωϧ（山ᯄ道）を۷し、
ここから千種川の水を取水することによって、城
と城下町へのಋ水をՄ能とした。
　江戸時代の水道は、ҿ用水と農業用水を݉Ͷて
いるのが一ൠ的であり、赤穂でも浅野長直が戸島

新田村の開発のため、上水道に戸島用水をଓし
た。
　近代までの農業用水は村͝とに築かれており、
ׇ水時には水争いなど、ۓഭすることもあったが、
昭和 41（1966）年に赤穂市౷合取水井ԃが中山
に成し、は改ળされた。
　かつての上水道を取水した木には、今も取水
口が設置され、赤穂市の水ᙈとなっている。

༤地۠ߴ 歴史文化の視点̎

��．ۀ༻ਫͱึԼのਫᙈ

木津取水ޱ
ѱ水路ͱのަࠩ

山ᯄಓ
高雄川ࠖಓ

ಋ水路

高雄船渡取水Ҫԃ

赤穂市౷߹取水Ҫԃ

千
種
川

木津取水Ҫԃಓඪ地ଂ

の  ͜ͱຌྫ

山ᯄಓ高雄船渡取水Ҫԃ ಋ水路 ಓඪ地ଂ

0 1LN
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ʲετʔϦʔʳ
、くڱまれたฏ野がڬ雄地区は、千種川と山にߴ　
集མはߑ水のඃをडけにくい、千種川が生Έ出
した自然అ上にӦまれていた。江戸時代には、
一村͝とに神社と寺が築かれ、山にدりఴう社寺
景؍、旧村མの৴ڼのよりどころとして築かれた
社寺景؍など、自然とௐ和した集མとཬ山の景؍
が保たれている。

雄地区は、ਗ਼ྲྀ千種川と森の景৭が༥合したߴ　
景؍がૉらしく、特に、神ޢ寺周ลから南ଆ
をむ、千種川と山々の景؍はઈ景である。
　さらにߴ雄橋とその周ลは新װઢのࡱӨεϙο
τとしてもஶ名であり、千種川のඒしさを体感で
きる地区となっている。

༤地۠ߴ 歴史文化の視点̏

��ɽཬࢁの؍ܠͱଜʑのࣾࣉ

大ආ神ࣾʢ中山ʣ

千छ川

༦Ӣࣉ
λσの原෩ܠ

天ຬ宮ʢ真殿ʣ

真殿門前ݹ܈

神ࣉޢ

ീ഼神ࣾʢ周世ʣ

ઐ೦ࣉ

ྠ中ूམ

ோ

新װઢεϙοτ
新װઢεϙοτ

神ࣾʢ高雄ʣߥ
中原ઌ生ุࢽ

高雄ༀࢣ地ଂ
高雄橋

ࣉָ҆

神ࣾʢ目坂ʣߥ
ৗಙࣉ

大ආ神ࣾʢ木津ʣ

ළམͱ͠のୌ

赤穂;Ε͍͋の

六地ଂʢ原ʣ

周世坂ಕ地ଂ

周世坂ಕ

木地ଂރ
大山ੵ大明神ൾ

大石ྑ雄دਐ石౮

高雄ଜಓ路元ඪ

水神大石ྑدێਐ手ચ石

ग़ޱ地ଂ

大ආ神ࣾࣾ記

中山地ଂൾ

ළམͱ͠地ଂ
六地ଂʢ門前ʣ

ࣨҪฏઌ生のุ
ࣨҪྛॿઌ生のุ

ܴ͑仏ʢ門前ڞಉุ地ʣ

高雄山地ଂ

ܴ͑仏ʢ目坂ʣ
地ଂʢඕ田ʣ

ࣨҪ٢ࢿᰌಙൾ

船ށ山ݹ܈

ཾઘࣉ

ಓඪ地ଂ

ଠ子ಊԑىൾ
ଠ子ಊʢ木津ʣ

周世宮ཪ山ݹ܈

の  ͜ͱຌྫ

赤穂;Ε͍͋のからのோ 大ආ神ࣾʢ中山ʣ ീ഼神ࣾʢ周世ʣ 神ࣾʢ高雄ʣߥ
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᭷ᖺᆅ༊

地ɹ
ɹ༗۠ɺࢢ໘ੵͷ �0� ΛΊɺͦͷ΄
ͱΜͲ͕ྛࢁ෦Ͱ͋ΔɻઍछΛڬΜͰ౦ʹ
͍ฏ͕͋Γɺ౦͔ΒͦΕͧΕɺ୩
͕ઍछʹ͗ࠐΜͰංཊͳΛੜΈग़͠ʮจ
ԽࡒͷๅݿʯͱݺΕΔ΄Ͳଟ͘ͷݹҨ͕ଘ
ʹͱ͠ɺํࢢொɺ౦૬ੜ܊Δɻ্͢ࡏ
͠Β͘ฏ͕ܗͳ͍ͨΊɺதੈͷஜࢵେಓɺ
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1 2 3 4 5 6

1 地ⶶ立ീ板☃ ◎ 24 25 29 35 ● ●

中世の石仏では市内最大で、ᘏ文3（1358）年の⣖年㖭をもつ。この石仏は᙮られた石が地中から生えฟたように見える
ことから「はえ䛼き地ⶶ」もしくは「ṑᢤけ地ⶶ」と呼ばれている（赤穂の昔話）。近隣には㜿ᘺ㝀ዴ᮶と地ⶶ⸃の石仏
がある。県指定。

2 石造ᐆ⠑印ሪ（ ᮶南） ◎ 22 24 25 29 ● ●

西有年の旧西国街道にἢった北ഃにあり、もとは300ｍほど西の街道筋にあったが、ほ場整備にకい平成7（1994）年に
現在地に移築。⣖年㖭がないが、㝮㣭✺㉳のりやษ込みのල合、ሪ身内の᭶㍯やᲙᏐの大きさ、⸆◊᙮りの᙮法、
花座のⶈᘚの様ᘧ、基♏の᱁⊃間の形などから見て南北ᮅ時代中期ごろ(14～15世⣖ึ頭)のものと推測される。地
ඖでは、大ᑗ㌷のとఏわる。市指定。

3 向山㍯ሪ ◎ 22 24 25 29 ● ●

向山の北麓、中世の⟃⣸大道（近世の旧西国街道）に面して立地する、㙊時代ᮎからᐊ町時代ึ頭頃と推定される
㍯ሪ。花ᓵᒾ〇の高さ約1.7ｍ大形のもので、地㍯・水㍯・ⅆ㍯・風㍯・空㍯のそれぞれのᅄ面にᲙᏐが้まれてい
る。市指定。

4 石造㢟目➟ሪ፠ ◎ 24 25 29 ● ●
黒沢山山頂にある、光明寺ᮏ堂跡を取りᕳく㍯ሪやᐆ⠑印ሪ⩌にΰじって建立されている。「ᗣỌᅄ(1345)年எ㓀
᭶十三᪥」と้まれている。市指定。

5
石造ᐆ⠑印ሪ
（光明寺跡）

◎ 24 25 ● ●

黒沢山山頂の光明寺跡にはᐆ⠑印ሪや㍯ሪが多ᩘ残されており、その多くは南北ᮅ期前後の形ᘧを備えていて、
寺が最も栄えていた時期を示している。その一つに正面ྑ東部に「建Ṋ（1335）எ᭶᪥」、ᕥ東部に「㔠๛షᖌ
Ⰻ」の㖭をもつᐆ⠑印ሪがある。市指定。

6 光明寺町石 ◎ 22 24 25 27 29 ● ●
光明寺奥の院参道にあり（一部は赤穂市立有年考古館に移設）、㍯ሪの地㍯部(基♏)を長くした長⬮㍯༞ሪ፠形
ᘧのもので、基♏部に経名や町ᩘ、㢪名などが้まれている。市指定。

7

楢原村文᭩及び
楢原自治文᭩
(村1,083点)(自治1,375
点)

◎ ●

近世・近代にわたる楢原村文᭩2,139点、近現代の楢原自治文᭩319点からなり、市内最多の村文᭩である。森赤穂
⸬がฟした㡿域支配のための⸬法・触᭩が年ḟを㏣って᭩きされており、⸬の行ᨻ・経῭ᨻ策の推移をヲ⣽にᤊえ
ることができる。村方の≧ἣに関する多年にわたるྐ料が㐃続して㑇されているところはᕼで、楢原自治文᭩には、
田⏿ばかりでなく山林原野の地⛒改正、地౯ಟ正に関するᖒ⡙も西播地域では珍しくᥞって残されている。市指定。

8 原村文᭩ ◎ ●

ᐶỌ2(1625)年以㝆、昭和ึ年に至る同地の村方文᭩(村所文᭩)で、長期にわたる村方支配の様子を示したもの。な
かでも土地関ಀでは江戸時代を通じての土地台ᖒが保存されている。山陽道の宿場(東有年)に隣接し、千種川水運の
中継地でもあったため、交通運㍺に関する通㐩᭩などのྐ料も多い。市指定。

9
有年考古館
収ⶶ考古資料

◎ 23 34 ●
松岡秀夫によって昭和25（1950）年に設立された考古・民俗資料館に収ⶶされた資料で、収ⶶ資料は地域のṔྐ文化
を⌮解する上でᴟめて㔜せなもの。市指定。

10
有年原・田中㑇跡
ฟ土柱部ᮦ

◎ 23 34 ●
発᥀ㄪᰝによって旧河道内から発見された、᥀立柱建物の柱部ᮦ。ᮦ㉁はヒノキ、時代はᘺ生時代後期と考えられて
おり、上部にᱱをかけるพみがあり、㈏を通す✰があけられていることから、庫の柱と考えられている。市指定。

11
西有年・長根㑇跡
ฟ土木ᦾ⮻

◎ 23 29 34 ●
ᐊ町時代の戸内にᢞᲠされて見つかった木〇の木ᦾ⮻。国的にฟ土が珍しく、ฟ土㑇物としては国内最古の
資料である。市指定。

12
有年原・田中㑇跡
ቡୣฟ土土ჾ

◎ 23 34 ●

ほ場整備事業にకう発᥀ㄪᰝによって発見された、大ᆺቡ⩌ฟ土の㣭土ჾ⩌。有年原・田中㑇跡ቡୣは、ᘺ生
時代から古ቡ時代の移行期におけるᇙⴿ㑇ᵓとしてᴟめて㔜せであり、ቡୣの年代をỴ定䛵け、同時期のⴿ㏦礼
の様相を示すものとして㈗㔜である。市指定。

13
黒尾㡲㈡神社⩏ኈ画ീ図
絵馬及びዊ納㢠

◎ 26 ● ●

Ọ2（1849）年に地域ఫ民を施としてዊ納された絵馬⩌。ி⊁野ὴとされるⳢ原Ọᚓ画の⩏ኈ絵馬49ᯛとそのዊ納
㢠1面でᵓ成される。旧赤穂郡内最古の⩏ኈ絵馬として市指定文化財(Ṕྐ資料)に指定されている。現在、ຎ化のため
Ṕྐ༤物館に寄クされており、現地には䝺プリカが展示されている。市指定。

14 前ྃ集㢠 ◎ ● 明和5(1768)年にዊ納された前ྃ集㢠で、当時のᗢ民の文ⱁ㝯盛の様子がうかがえる資料。市指定。

15
牟礼八幡神社
農⪔図絵馬

◎ 33 ●
明治10（1877）年代にዊ納された木〇ᡥ㢠で、農స業絵や祭礼絵が区画に分して描かれている。描かれた農ලと
用法がよくわかり、江戸時代ᮎ期の農業の実態をよくఏえている。市指定。

16 භ地ⶶ ● 25 ● ●

赤穂市南部にあったභ地ⶶのほとんどは南野中のᩪ場付近に移築されているが、有年地区については現在も場周
辺にභ地ⶶが残り、横山地、上北原ᐑ（2か所）、東中野、西中野、上Ⳣ生、光明寺、中所、原、河原、谷口、横尾、片
山、野田、新田、北␊、田、山田、黒尾、中ᓥの20䞃所の分ᕸが▱られている。

17 地ⶶ（田中） ● 25 ● ● ⽥無山山麓にあり、舟形後⫼をもつ༙⫗᙮りの石仏。ീ高117䟛、正ᚨ2（1712）年2᭶9᪥の造立。

18
地ⶶ・㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീ
（明ᗡ跡）

● 25 ● ●
かつてのᗡ寺跡に᙮りの地ⶶᆘീ（ീ高30䟛）、板☃形後⫼をもつ㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീ（ീ高47䟛）がある。

19 ᭶見地ⶶ ● 25 ● ● かつては戦時中に有年横尾谷口に開していた人々によってಙ௮されていた。ീ高24䟛の᙮りの石造地ⶶ。

20 ሯのඖ地ⶶ ● 22 25 ● ● 旧西国街道の一里ሯがあったところにീ高100䟛の᙮りの石造地ⶶが♭られている。ா保9（1724）年の造立。

21 ⺬淵の⸆ᖌ石仏 ● 22 25 35 ● ● ●
矢野川の深淵のᗏから引き揚げられたものとゝわれ、病Ẽ・ᡃの治⒵や、㞵ஒいの神としてಙ௮されている。（赤穂の
昔話）

22 向山〈地ⶶ ● 22 25 ● ●
国道2号ἢいにあるガ䝋リン䝇タン䝗造成中に発見された、高さ40䟛の花ᓵᒾ〇の座ീ。磨⁛が⃭しいが現在はこのガ䝋
リン䝇タン䝗の東㝮にᏳ置されている。

23 清水山Ⓩり口の地ⶶ ● 22 25 27 ● ● はりま台のᏯ地造成中に発見された、明和9（1772）年㖭の地ⶶ。現在は、はりま台のබ園内にᏳ置されている。

24 大山Ⓩり口地ⶶ ● 22 25 27 ● ●
上Ⳣ生から西有年へ㉺す峠の入口にあり、大山峠方面へ行く人々や山事へ行く村の人のᏳを♳㢪して建立され
たもの。50䟛と70䟛の2体の地ⶶでともに座ീ。建立年代は不ヲだが江戸時代のものと推定される。

25 清水峠地ⶶ ● 22 25 27 ● ●
上Ⳣ生から横山へᢤける道の頂上にある、高さ70䟛の自然石の立ീ。光⫼には「ኳ保(1838）ᠿ年භ᭶䚷世話人谷
中」と้まれている。

26 ഐ示ケ㰯地ⶶ ● 22 25 27 ● ●

旧有年小学ᰯ跡地の西、⣽長く✺ฟした尾根のඛ➃付近をഐ示ケ㰯といい、東有年と西有年の境⏺となっている。地
ⶶはもと旧国道坂折峠に♭られていたが、この尾根のඛ➃東ഃの中腹に移築された後、現在は光明寺の境内に移され
ている。「さかおれ峠の地ⶶ」とも呼ばれ、高さ2ｍ余りの立ീで、当時交通の難所であった坂折峠のᏳを㢪って、時の
庄屋であった有年Ⰻᕥ⾨門が施となりኳ保8(1837)年に建立した。

27 寺山地ⶶ ● 22 25 27 ● ●
片山から光明寺への参道、奥池のሐにある。高さ95䟛ほどの石造で、表に『⌮ぬ᐀⣧䚷ᮏぬ▱⣧』裏に『光屋長ḟⰋ
父』の㖭がある。

28
ඹ同地地ⶶ
（片山ඹ同地）

● 25 ● ●
༙⫗᙮りの地ⶶ⸃ീ・㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീがある。ീ高はそれぞれ36䟛、40䟛。

29
鯰峠の地ⶶ
（馬路の地ⶶ）

● 22 25 27 ● ●
かつて交通の難所であった鯰峠の道中Ᏻを㢪って建立された、高さ1.2㼙の立ീ。明治13(1880)年ごろ建立され、明
治37(1904)年に建された。

30 ⶶ地内の ● 25 27 ● ● かつて西有年から大津へᢤける山道に♭られていた高さ1.6㼙ほどの立ീ。現在は横山集所⬥にᏳ置されている。

31 地ⶶ（横山） ● 22 25 27 ● ● かつて大山西峠に♭られていたが、現在は県道横山線ἢいභ㌺家付近に移されている。高さ43䟛の༙⫗᙮り地ⶶ。

32 不動山石仏 ● 22 25 27 ● ● ●
千種川と長谷川の合流点を不動ケ淵といい、かつては交通の難所であった。㏕るような᩿ᓴ⤯壁のᒾ陰に高さ30䟛の
不動明⋤ീが♭られていたが、近年はⴠ┙のため現在地に社が建立され、移された。

33 八十八ヶ所石仏 ● 25 ● ●
光明寺の奥まった山の斜面に、ᕥྑに整然と88体が୪んでおり、明治明治8～10（1875～1877）年にかけて建立され
た。ほかに明治10（1877）年頃に建立された三十三ヶ所石仏もある。

34 㔜ねⲨ神 ● 25 ● ● ᕧ石をつ㔜ねた⚆。ሰの神、✄Ⲵ社を♭っているという。

35 原組の道ᶆ ● 22 25 27 ●
高さ60䟛、ᖜ28䟛の道ᶆには『䜭䚷ྑハ䚷かみこを里䚷䚷ᕥハ山のさと䚷道」と้まれている。現在は原組集所に移
設されている。

36 有年村道路ඖᶆ ● 22 25 27 ●

㻶㻾有年駅の南「有年駅前」交ᕪ点から県道高㞝有年横尾線を南に入り、かつての旧道との交ᕪ点付近に建つ。戦後の
県道ᣑᖜ時に᧔ཤされていたが、平成3(1991)年にもとの置近くに立て直された。高さ67䟛、25䟛ゅの花ᓵᒾ〇の石
ᶆで表「有年村道路ඖᶆ」、裏「兵庫⦩」と้む。

37 道ᶆ（中ᓥ） ● 22 25 27 ●
矢野川にかかる中ᓥ橋のྑ岸に建つ、高さ62䟛、21䟛ゅの道ᶆ。『ྑ䚷上郡䚷䚷ᕥ䚷ウ䝛䜶キ』と୪び้まれ、その中ኸ
下には『道』が同グされている。他面には『大正十（1923）年十᭶』とある。

38 道ᶆ（ሯのඖ） ● 22 25 27 ●
国道2号ᣑᖜ改ಟ時に取り㝖かれていたが、地ඖの協ຊにより平成3(1991)年にඖの置近くに建て直された。
「ྑ䚷上郡鳥取道」「ᕥ䚷岡山広ᓥ道」「御大グᛕ䚷昭和三(1928)年」と้んでいる。

39 寺山道ᶆ（片山） ● 22 25 27 ●
東有年の片山から谷筋の道をⓏり、◁防䝎ムから北東へ100ｍほどのところにあり、かつて楢原と黒沢への道を示したも
のである。高さ66䟛、17䟛㽢15䟛の花ᓵᒾ〇で、「ྑならはら䚷ᕥくろさは」と้む。

40 寺山道ᶆ（三㌺家） ● 22 25 27 ● ●
有年楢原の三㌺家の谷筋をⓏったところにあり、かつて片山と黒沢への道を示したものである。高さ56䟛、15䟛㽢14䟛
の花ᓵᒾ〇で、「ྑ䚷くろさは䚷䚷ᕥ䚷うね」と้む。

41 村境の道ᶆ ● 22 25 27 ●
旧山陽道ἢいの高山Ꮿ屋敷㝮にある。高さ50䟛、26䟛ゅの村境の石ᶆで、正面に「東䚷牟礼東村䚷䚷西䚷横尾村」と୪
び้まれている。

42 道ᶆ（ᐑ前） ● 22 25 27 ●
旧国道ἢいに東有年集ⴠを西にฟたところにあったが、現在、赤穂市立有年考古館に移設されている。ᕥに行けば赤
穂城下まで三里、ྑへ行けば西国街道という内ᐜが้まれている。

こと 解　説
地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
名　称 もの 場№
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こと 解　説

地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
名　称 もの 場№

43 池㨶ሯ（西有年） ● 25 ● ● ●
高さ約1.5ｍほどの自然石をຍᕤしたもので、表に「南᪢㜿ᘺ㝀仏」とグされた下に横᭩きで「池㨶ሯ」、ഃ面に「Ᏻᨻ
（1858）年ᠿ༗三᭶䚷䕕原䚷ᐑ原中」と้まれている。目の前にある木ノ目池の池㨶に対する౪養ሪ。

44 池㨶ሯ（ሯのඖ） ● 22 25 27 ● ● ● 道路改ಟ資㔠のためにられた池の㨶へのឤㅰと౪養のሯ。ኳ保7（1836）年の年号が見られる。

45
西川㡲㈡神社移転
グᛕᶆ☃

● 25 27 ● ●
明治25(1892)年7᭶23᪥の千種川大洪水の後、㡲㈡神社(西川)を原村に合♭したことにより、明治42(1909)年に⚆跡に
グᛕᶆを建てたもので、高さ150䟛、ᖜ87䟛を測る。

46 奥池ቑ築グᛕ☃ ● 25 ● ● 昭和15(1940)年、奥池のቑ築をグᛕして建立された。

47 有年大池❹ᕤの☃ ● 25 ● ●
戦前から食糧不足、農地の開拓、農業用水の☜保のために県事業によって❹ᕤした有年大池の❹ᕤグᛕ☃。昭和
28(1953)年建立。

48 山林保護グᛕ之☃ ● 25 ●

西有年は山林所有者が多く、野山も1,300町歩と広大な面積をᣢっているが、㗬をᣢって山に入ることはᛌく思われて
おら䛪、時々村役人によって取⥾りが行われていた。この☃文からは、㐪者を取り⥾まったᏳ⸨బኴ㑻のᩘ々の労ⱞ
に対するឤㅰのᛕを▱ることができる。明治34(1901)年に建立。

49 ᒾᮏྜྷኴ㑻ᓫᚨ☃ ● 26 ● ●
昭和27(1952)年、ⱝくして神戸で⡿ၟᗑをႠんで収入をᚓ、郷里の有年牟礼八幡神社、山田地区の池改ಟ➼に多㢠
の寄付を行ったᒾᮏྜྷኴ㑻を㢧ᙲして建てた石☃。

50 立花⦭ඛ生☃ ● 26 ●
明治35(1902)年建立、上郡町大ᯞ新より牟礼立花氏に᎑䛞、近郷の子ዪに⦭、行స法をᩍえた。台石に門下生60
余名の名を้む。

51 里正⏒ⶶ之☃ ● 26 ● Ᏻᨻ2(1855)年、里正⏒ⶶのຌ⦼をㆭえ村の人々が集まって建てた。

52 谷口庄三☃ ● 26 ● 明治35（1902）年、赤穂郡長古田ᗤによってその業⦼が₎文で้まれており、里正⏒ⶶのとともに建ち୪んでいる。

53 田⹒山ඛ生之☃ ● 26 ●

㡲㈡神社(有年原)南西の矢野川土ᡭἢいにある田Ꮿᗞඛに建てられている。学ၥ・多ⱁにඃれ、地ඖ有年の人々の
みなら䛪、㐲く⯪坂・三石・高田の人々にも源氏流活花・⟬┙・⩦Ꮠなどを指ᑟ。大正8(1919)年、門ᘵたちが業⦼・ᚨを
ះって☃を建立。☃文のấは当時、赤穂郡長であった古田ᗤによるもの。

54 三Ꮿඛ生☃ ● 26 ●
三Ꮿ光広は通称新助といい、木生谷の人。有年牟礼原村に移りఫみ、寺子屋「正カ堂」でᩍえた者800余人という。明
治4（1871）年の光広Ṛཤ後、明治5（1872）年に門ᘵが建立した。高さ192䟛を測る。

55 三Ꮿ光ᨻඛ生☃ ● 26 ●
三Ꮿ光ᨻはዴ山と号し、明治7（1874）年から原村時⩦小学ᰯのᩍဨとなり、明治34（1901）年にᰯ長を務めた。明治42
（1909）年にṚཤ。明治43（1910）年に建立された☃は、高さ216䟛を測る。

56 大ᔱඛ生☃ ● 26 ● ຍ里屋に生まれ、41ṓで有年にఫみ子ᘵにᩍᤵした。ኳ保10(1839)年2᭶に病༞。Ọඖ(1848)年に☃を建立。

57 平ඛ生之☃ ● 26 ●
赤穂城下の人、大ᓥ助長直のḟ子。ᗂᑡよりᩘ学をዲみ赤穂⟬学をಟめる。門人⏒だ多く、石☃建立に㝿しては
300人が関ಀしたという。ኳ保4(1833)年建立。

58 山ᓮඛ生之☃ ● 26 ●

赤穂郡原村、ᐊ定㑻の⏨として生まれ、ᗂい頃から文学、⟬⾡がዲきであった。奥⩏をᴟめ郷里にᖐり、ᘵ子千
余人、ᩍᤵとなって各村のබ務所を助けた。明治9(1876)年の地⛒改正௧の後、山林原野のㄪᰝ測㔞を┘╩した。明
治17(1884)年に78ṓでஸくなり、明治23(1890)年に☃建立。

59 江見⦭ඛ生☃ ● 26 ● 㠡ᒃ野᱓より原村江見氏に᎑䛞、近郷の子ዪに⦭をᩍえた。大正2(1913)年建立。

60
生花源氏流家ᮏ
千葉龍ᘦ☃

● 26 ●
明源寺ఫ⫋で源氏流活花家ᮏであった千葉龍ᘦの☃。明治23（1890）年建立。

61 松岡༤ኈ之ീ ● 26 ● ●

松岡與之助医学༤ኈは、松岡ව助の長⏨として明治21(1888)年に生まれ、大正14(1925)年に松岡眼科病院を創立、医
学◊㛑にດめるかたわら地ඖ㟷年の指ᑟ・⫱成や郷土ྐの᥈ồを行った。有年考古館ึ代館長であった松岡秀夫氏
のにあたる。ീは赤穂市立有年考古館の東に建ち、☃文は市川༤ኈによる424文Ꮠに及ぶ₎文㖭。

62 大田松岳⩝ᑑ☃ ● 26 ●
ி㒔භゅ堂池之ᆓに入門し、ᤄ花の道を学び◊㛑にດめ、奥を✲めるとともに㔜せな⫋につき、その道の発展にᑾ
ຊした。大正10(1921)年建立。

63 小河ඛ生☃ ● 26 ●

小河Ꮮྑ⾨門はᮏ名を秀⮧といい、ᗂ児から原村の寺子屋⣲行堂で大ᓥ長直に学んだ。17ṓになるኳ保6(1835)年に
楢原に「㞼龍堂」と称して寺子屋を創立、ㄞみ᭩きをᩍえる。門人は有年を中心に上郡・相生から岡山県にまでおよび、
最盛期は200人以上に㐩したという。石にはඛ生をㆭえた☃文とḷ3㤳が้まれ、台座には建立した門人らの名前が
้まれ、 時の寺子屋の㝯盛がうかがわれる。

64 寺田⩝之☃ ● 26 ● ῟Ὀ寺を創建した寺田ᘺ治㑻（法名῟Ὀ）の㢧ᙲ☃。明治30(1897)年建立。

65 谷内⦭ඛ生ᑑ☃ ● 26 ● 上郡町➉より上Ⳣ生谷内氏に᎑䛞、近郷の子ዪᩘ百名に⦭、行స法をᩍえた。大正2(1913)年建立。

66 ᮏᮡຊኈの☃ ● 26 ●

東有年と西有年の境を「ഐ示ケ㰯」といい、⯉≧にのびた尾根が平野に✺ฟしている。尾根のඛ➃を西有年ഃにまわっ
たところにᩘ基のがある。䜂とつはᮏᮡⱱ兵⾨ので、明治9(1876)年に門人たちが建立したもの。ᖥᮎから明治
にかけて西有年の大㑊神社ではᐑ相᧞が盛んで、ᮏᮡⱱ兵⾨は່進ඖであった。

67 Ᏻඛ生☃ ● 26 ●
Ᏻᩄ一は代々庄屋⫋のഐらᏳሿと称する寺子屋を拓き、村人に造花・三線・ί⍠⍵のㅖⱁをఏᤵした。明治
2(1869)年に59ṓでἐし門人たちが明治14(1881)年に建立。☃に和ḷを一㤳้む。

68 馬ᔱඛ生☃ ● 26 ●
馬ᔱ┆๎は有年村で医業のഐらᩍ㠴をとり、有年小学ᰯで学業をᩍえた。明治37（1904）年に71ṓでἐ。同年に石☃
が建立された。

69 三村ඛ生☃ ● 26 ●
Ọ2(1849)年、西有年に生まれ、代々農業を生業としㅖⱁにᕦみで造花・池ᆓの道を深く✲め、㭯ᾦ㌺⍆山の号をཷ
ける。村議ဨ、村総代の⫋をஂしく勤めるഐら㟷年をᩍᑟした。明治43(1910)年に☃を建立。

70 西田ඛ生ᑑ☃ ● 26 ●
ಙዊཌく、仏ᩍᩍ⫱のഐら、Ⲕ道・㡢᭤・生花・造花のᢏを広く門ᘵに指ᑟ、ඹ有林の⣮議解Ỵにᚑい難ᒁを㔜ね平和
にฎしたຌ⦼を組合長から表ᙲされたグ㘓。明治45(1912)年に建立。

71 清水⦭ඛ生ᑑ☃ ● 26 ●
旧赤穂⸬に生まれ明治5(1872)年に有年村に転ఫ、家事のഐら子ዪに⦭をᩍᤵした。ᩍえをཷけた㔪子は百余人
をᩘえた。大正3(1914)年に門ᘵらが建立。

72 高橋ඛ生☃ ● 26 ●
明治20(1887)年、西有年生まれ。ᗂᑡより華道にᚿし西田ඛ生門下で学び、池のᆓ、立正華、盛花、造花、料⌮を学
び、広く㟷年有ᚿにᩍᤵした。昭和31(1956)年建立。

73 西川岳㌺ᑑ☃ ● 26 ● 大正11(1922)年建立。

74 ᨻ家ඛ生之☃ ● 26 ● 大正13(1924)年建立。

75 ᮏ田ඛ生之☃ ● 26 ● 昭和11(1936)年建立。

76 ⚟ᮏඛ生之☃ ● 26 ● ⚟ᮏ⸨治は㞼㌺人と号し、池のᆓ流ὴに学び、門人は300名を㉸えた。昭和6（1931）年建立。

77 明治ኳⓚ㥔㍫グᛕ☃ ● ● 大正13(1924)年、明治18(1885)年8᭶8᪥、ඖᮏ㝕ᰗ原㐓㑻㑰にて御ఇ᠁された栄を後世にఏえるために建立。

78
明治ኳⓚ⪷ᚨ☃
（東有年）

● ●
大正ඖ(1912)年、東有年、中山、楢原の在郷㌷人が明治ኳⓚのᚨをംんで建立。

79
明治ኳⓚ⪷ᚨ☃
（有年楢原）

● ●
明治ኳⓚのᚨをംんで大正6(1917)年に建立した。

80
明治ኳⓚ⪷ᚨ☃
（有年牟礼）

● ●
大正4(1915)年、牟礼・原・横尾の三か村の氏子が明治ኳⓚを称えて建てた☃。

81 上ኳⓚ༶グᛕ☃ ● ● 大正4(1915)年、大正ኳⓚがኳⓚのについたのをグᛕして牟礼・原・横尾の在郷㌷人が建てたもの。

82 上ኳⓚ㥔㋫之☃ ● ●
明治18(1885)年、明治ኳⓚ中国地方ᕠᖾのᖐ路、鯰峠㉺えのఇ᠁の場所となったことをグᛕし地ඖఫ民が明治
29(1896)年に建立。

83
大㑊神社(西有年)の
ケ䝲キ

● 25 ● ●
ᖿ周り4.3㼙のᕧ木。ケ䝲キとして赤穂➨1と思われる。

84
有年中学ᰯ東土ᡭの
ケ䝲キ

● 25 ●
ᖿ周り3.5㼙のᕧ木。ケ䝲キとして赤穂➨2と思われる。

85
西有年・馬路池㑇跡
採集石㙨

● 23 34 ●
有年考古館には、馬路池で採集されたいくつかのพ基ᘧ石㙨が収ⶶされており、形≧から約10,000年前のものと推定
されている。

86
有年牟礼・山田㑇跡ฟ土
「⛙」線้㡲ᜨჾ

● 23 31 34 ●
有年牟礼・山田㑇跡の発᥀ㄪᰝによって、「⛙」と線้された平Ᏻ時代頃の㡲ᜨჾのᆗ片がฟ土している。赤穂郡と⛙
氏との深い関わりを示す㑇物である。

87
有年牟礼・山田㑇跡ฟ土
㣭土ჾ⩌

● 23 34 ●
有年牟礼・山田㑇跡の発᥀ㄪᰝでは、ᘺ生時代後期ᮎにおける一辺19ｍの大ᆺ方形周⁁が発見され、有年原・田
中㑇跡と類ఝした㣭ჾ台のほか、㣭ና、大ᆺናがฟ土した。

88
有年原・田中㑇跡ฟ土ึ
期㡲ᜨჾ⩌

● 23 31 34 ●
有年原・田中㑇跡の発᥀ㄪᰝでは、5世⣖前༙の㡲ᜨჾ⏎、高ᆗや瓦㉁高ᆗ、土ᖌᐊ⏋などがฟ土しており、渡᮶人
との直接的な関わりが指されている。

89 ⽥無山古ቡ⩌採集ᇰ㍯ ● 23 34 ●
⽥無山古ቡは、発᥀ㄪᰝこそされていないが、⟄・ᮅ㢦形ᇰ㍯のほか、馬・鳥・┪・⯪・・家形ᇰ㍯など多様な形㇟
ᇰ㍯が見つかっており、5世⣖前༙の┕ቡであることがわかっている。
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90 ⽥無山古ቡ⩌ ◎ 23 31 34 35 ●

1号ቡは、⽥無山山頂（ᶆ高70.4㼙）に所在する長52㼙の帆立㈅形古ቡで、東に造りฟしをᣢつ。最古⣭の馬ᆺᇰ㍯
のほか⯪形ᇰ㍯やึ期㡲ᜨჾなどがฟ土。ቡ頂からは有年地区から上郡町、相生市までを⮫む眺望が広がる。古ቡ
時代中期前༙に築造されたものと推測され、この時期の古ቡとしては千種川流域で最大のつᶍをᣢつ。県指定。ほか
に小ቡが2基あり。1号ቡは県指定ྐ跡。赤穂の昔話では、古ቡの築造にかかわる⽥の話が残る。（赤穂の民俗）

91 野田2号ቡ ◎ 23 ● 野田古ቡ⩌中の1基で、玄ᐊに間ษりをᣢつ≉ᚩのある「♲園ሯᆺ石ᐊ」のᶆ㆑㑇跡。県指定。

92 木虎谷2号ቡ ◎ 23 ●

木虎谷古ቡ⩌中の1基で、ቡୣの直ᚄ15.6ｍ高さ6.5ｍのቡで市内最大の横✰ᘧ石ᐊቡ。石ᐊの長9.5ｍ、そのう
ち玄ᐊの長さ5.3ｍ、ᖜ2.2ｍ高さ2.4ｍあり、⩎道は୧⿇ᘧ。「Ჴ」と呼ばれる石の下にほぼ同じ大きさの板石が敷かれて
いたとఏわることから、前方に石を立て、ഃ壁・奥壁を利用して石として用いたものと思われる。Ჴのある横✰ᘧ石
ᐊቡは播磨地方ではẚ㍑的まれである。県指定。

93 ሯ山6号ቡ ◎ 23 ●
ሯ山古ቡ⩌56基中最大の古ቡ。ቡୣつᶍは15.8㼙㽢17.5㼙のቡで、玄ᐊ間ษりをもつ大ᆺ横✰ᘧ石ᐊをᣢつ。
ฟ土土ჾは㡲ᜨჾの付ᮼ、台付長㢕ናなど5点。県指定。

94 有年原・田中㑇跡 ◎ 23 25 29 31 ● ●

ᘺ生時代中期からᐊ町時代まで続く」合㑇跡。建物跡としてᘺ生時代中・後期の❿✰建物跡⩌、古ቡ時代の❿✰建
物跡⩌、㣕鳥・ዉⰋ・平Ᏻ時代の᥀立柱建物跡⩌➼が検ฟされている。ᘺ生時代後期の大ᆺቡୣとそこからฟ土し
た㣭土ჾがⴭ名。県指定ྐ跡で、බ園として整備されている。

95 東有年・Ἀ田㑇跡 ◎ 23 24 25 29 34 ● ● ●

⦖文時代後期からᐊ町時代に至る」合㑇跡で、長谷川周辺から⣽長く南東にのびるἈ積地の最南➃に立地し、東は
千種川、西と南は長谷川、北は有年山にᅖまれている。千種川流域最大⣭の集ⴠ㑇跡で、≉にᘺ生時代、古ቡ時代、
中世の集ⴠ跡がⴭ名。県指定ྐ跡で、බ園として整備されている。

96 有年家長屋門 ◎ 22 25 ●
有年家は江戸時代にはᰗ原家と同様に代々庄屋を務めた。石垣上にᵓえた長屋門は江戸時代後期に建てられたもの
で、庄屋᱁の風᱁を見せる。市指定建造物。

97 ሯ山古ቡ⩌ ● 23 34 ●
総ᩘ56基の横✰ᘧ石ᐊが集中する市内最大の⩌集ቡ。県ྐ跡のሯ山6号ቡのほかにも間ษりをもつ古ቡが4基見ら
れるほか、Ⰻዲな㑇存≧ἣを見せる。

98 片山古ቡ⩌ ● 23 34 ● 平成26（2014）年以㝆の分ᕸㄪᰝで発見された後期古ቡ⩌で、2基からなる。

99 ཪ古ቡ⩌ ● 23 34 ● 平成26（2014）年以㝆の分ᕸㄪᰝで発見された後期古ቡ⩌で、2基からなる。

100 ハトカⲔ⏿㑇跡 ● 23 34 ●
Ⲩ神社(北␊)のある新ᐑケ㰯と八幡神社(有年牟礼)のある八幡山との間の谷間の台地を「ハトカ」という。谷の奥にある
池の辺りは「Ⲕ⏿」と呼ばれ、この付近からᘺ生土ჾ片が採集された。

101 有年牟礼・ᐑノ前㑇跡 ● 23 29 34 ● ● ほ場整備にకう発᥀ㄪᰝが行われ、㙊時代頃の᥀立柱建物跡が見つかり、㍺入㟷☢☇などもฟ土した。

102 有年牟礼・山田㑇跡 ● 23 31 34 ●

昭和61(1986)年から昭和63(1988)年にかけてのほ場整備ᕤ事にకう発᥀ㄪᰝで見つかったᘺ生時代中期から㙊・ᐊ
町時代に至る」合㑇跡。ᘺ生時代中・後期の❿✰ఫᒃ、古ቡ時代・㣕鳥・ዉⰋ・平Ᏻ時代の᥀立柱建物跡⩌などの㑇
ᵓやそれにకうᩘ多くの㑇物がฟ土し、有ຊ者が長い年᭶にわたってఫんでいたことがุ明した。平Ᏻ時代の「⛙」の
ヘラ描き㡲ᜨჾ片は、千種川流域における⛙氏ఏᢎの存在を裏付ける。ᘺ生時代後期の方形周⁁は、有年原・田
中ቡୣ同様㈗㔜な㑇ᵓ。

103 有年牟礼・田㑇跡 ● 23 ● ● ●

平成17（2005）年から行われた有年地区土地区画整⌮事業にకう発᥀ㄪᰝで、⦖文時代後期以㝆の」合㑇跡であるこ
とがุ明した。≉にᘺ生時代中期、古ቡ時代後期の❿✰建物跡⩌が多く見つかり、↝ኻఫᒃや㘫෬関㐃㑇ᵓなどが発
見されている。また集ⴠ⦕辺部では古ቡ時代中期の石〇ᶍ造ရ➼を用いた祭♭跡も検ฟされた。

104 奥山田古ቡ⩌ ● 23 34 ●
ሯ山の谷を北へⓏる斜面及び山頂尾根上にᩓ在する3基からなる後期古ቡ⩌。うち1基は♾園ሯᆺ石ᐊである。

105 ハトカ古ቡ⩌ ● 23 34 ● 有年牟礼Ꮠハトカの谷にある8基でᵓ成される後期古ቡ⩌。

106 Ⲩ神山古ቡ⩌ ● 23 34 ●
有年牟礼Ꮠ⸨ケ谷のⲨ神山にある12基でᵓ成される後期古ቡ⩌。残存≧ἣはᝏく、石ᮦのᩓからุ᩿しているもの
が多い。

107 山田奥❔跡 ● 23 34 ●

市内၏一の古代の❔跡。『赤穂市ྐ』では9世⣖まで᧯業した⅊原(⅊ᤞて場)を☜ㄆしたとされ、平成26（2014）年以㝆
に実施した分ᕸㄪᰝでは、7～9世⣖代の土ჾ類が多く採集されている。

108 北原㑇跡 ● 23 34 ●
山ᔂれのため㑇跡は大きく◚ቯされており、戦後の◁防ᕤ事により㑇跡は完に◚ቯされた。㑇物は◁防ᕤ事中に採
集されたもので、石㙨・石㗹・磨〇石᩼・土ჾなどが見つかっている。

109 北原古ቡ⩌ ● 23 34 ●
奥山の西ഃ斜面一帯に広く分ᕸする古ቡ⩌で、6基でᵓ成されるが、うち3基は⟽ᘧ石で現在☜ㄆできない。5号ቡ
は୧⿇ᘧもしくは♲園ሯᆺの横✰ᘧ石ᐊと推定されている。

110 奥山古ቡ⩌ ● 23 34 ●

原小学ᰯ裏山の奥山にある中後期の古ቡ⩌であるが、昭和20年代の◁防ᕤ事によって、かなりの改ኚをཷけている。
これまでのㄪᰝグ㘓から15基は存在していたと思われるが、現在☜ㄆできるのは11基である。1号ቡからはᇰ㍯、㡲ᜨ
ჾ、鉄㙊が、4号ቡからはᇰ㍯、㗩␃▷⏥➼がฟ土したとされる。

111 有年原・北␊㑇跡 ● 23 34 ●
有年原・北␊㑇跡は、有年原Ꮠ北␊の台地にある。東は計谷を㉺えて津村に接し、西は木虎谷と境している。民家
や田⏿のあるᡪ≧台地からその裏山にあたる北山一帯に広がる㑇跡。採集㑇物は、石ჾ・土ჾなどᩘ十点に及ぶ。

112 有年原・クル䝭㑇跡 ● 23 34 ●

⦖文時代後期以㝆の㑇跡。⦖文時代ᬌ期や古ቡ時代ึ頭の❿✰建物跡が見つかったほか、ዉⰋ時代のቚ᭩土ჾが
発見された。また、8～9世⣖に形成された土ᆙ列が᮲里ᆺ地に୪行して検ฟされ、これまで不明だった地の設定
時期が同時代であるྍ⬟ᛶが高まった。

113 計谷古ቡ⩌ ● 23 34 ●
木虎谷古ቡ⩌の東ഃ尾根上から原地区ඹ同地北西部のୣ㝠斜面一帯にある、21基でᵓ成される後期古ቡ⩌。うち2
基は♾園ሯᆺ石ᐊである。

114 計谷奥古ቡ ● 23 34 ●
直ᚄ12ｍのቡで、玄ᐊᖜ1.9ｍの୧⿇ᘧ横✰ᘧ石ᐊをもつ。♾園ሯᆺ石ᐊであり、市内有ᩘの大ᆺ古ቡである。

115 津村古ቡ⩌ ● 23 34 ●
北山池北ഃのୣ㝠斜面にある、9基でᵓ成される古ቡ⩌。6号ቡは「津村古ቡ」としてሗ࿌されており、⟽ᘧ石内から
鉄㙊がฟ土した。

116 ⋢ᇼ古ቡ⩌ ● 23 34 ● ⽥無山の北東あたりにある5基からなる後期古ቡ⩌で、現≧は4基が☜ㄆできる。

117 有年原・田中ቡୣ ● 23 34 ●

1号ቡୣ(形周⁁)は直ᚄ約19ｍ、㝣橋部と✺ฟ部をもち、ᘺ生時代後期の多㔞の㣭土ჾがฟ土した。。ฟ土
㑇物の中でናやჾ台は、後にฟ現する≉Ṧና・≉Ṧჾ台の祖形とみられ、ⴿ㏦礼に使用された౪⊩土ჾであり、
㑇ᵓとともに兵庫県下でも類を見ない㑇跡である。

118 木虎谷古ቡ⩌ ● 23 34 ●
西池の北ഃ斜面に広く分ᕸする後期古ቡ⩌で、21基でᵓ成される。2号ቡは石Ჴをもつ୧⿇ᘧ横✰ᘧ石ᐊ、8号ቡは
♾園ሯᆺ石ᐊ、11号ቡは発᥀ㄪᰝ後ᾘ⁛した。16号ቡと呼んでいるものは⟽ᘧ石2基である。

119 木虎谷㑇跡 ● 23 34 ●
木虎谷は奥山と北␊北山との間にある谷。⦆い斜面に横✰ᘧ石ᐊቡがあり⩌集ቡを形成している。⩌集ቡに交じって
谷の東よりに2基の⟽ᘧ石が頭を接して୪んでいる。

120 野田㑇跡 ● 23 34 ●
昭和52(1977)年に道路ᣑ張ᕤ事が施されるにあたり事前ㄪᰝがなされた。磨⁛の⃭しいᘺ生土ჾが多く、上流から流
れてきたものと推測される。その他石㙨などの石ჾ類が採集されている。

121 野田古ቡ⩌ ● 23 34 ●
野田地区はかつてᘺ生の大集ⴠがあったところで、ᘺ生中期の土ჾが採集されている。集ᅋの㤳長のቡとして山地
地区に残っている❿✰ᘧ石ᐊቡがあり、その後、横✰ᘧ石ᐊを造ることがἼ及したと考えられる。

122 上所ཪ⁁㑇跡 ● 23 34 ● 昭和57(1982)年、ほ場整備事業の時に、ᩘ点の土ჾを採集。

123 上所山田㑇跡 ● 23 34 ● 山麓の東斜面にあたり、高ᆗ形土ჾを1点発見。

124 三㌺家㑇跡 ● 23 34 ●
昭和15(1940)年頃、付近の西斜面開ቧ中にᩘ片の土ჾ片が発見され、その後に石㙨1点が見つかる。峠上の立地から
高地ᛶ集ⴠのྍ⬟ᛶが考えられる。

125 三㌺家古ቡ⩌ ● 23 34 ●
後⸨㝕山の南ഃ一帯にᩓ在している。峠の山頂に至る間に8基ある。林道ᕤ事によって峠頂上部に近い3基はኻわれ
ている。8基。

126 中所古ቡ⩌ ● 23 34 ● 北は⢭谷山から南は後⸨㝕山に至る東ഃの斜面に7基の古ቡが築かれている。

127 ␒ヶ瀬古ቡ⩌ ● 23 34 ●
東有年から黒沢山へⓏる道の西ഃ山〈にቡが୪んで築かれている。この古ቡを築いた集ᅋの生活基┙は片山地区
の山麓にあったと思われる。

128 ⢭谷山㑇跡 ● 23 34 ●
⢭谷山はᩍᑓ寺の裏にそびえるᶆ高200ｍほどの山。頂上に横✰ᘧ石ᐊቡがあり、その南ഃ下方へ20ｍほど下った平
ᆠ地の北㝮に⟽ᘧ石のᔂれとみられる2つの平石が立っている。

129 下Ⳣ生㑇跡 ● 23 34 ●

西有年から流れていた長谷川が東有年の谷口で千種川と合流するあたり一帯の地。砕石ᕤ場ができて山ᐜはⴭしくኚ
わったが、స業場のあるあたりが「下Ⳣ生」とよばれるところである。採石స業場建築にあたり整地中に土ჾ1点が採集さ
れた。

130 上Ⳣ生㑇跡 ● 23 34 ●

清水山の南東山〈に置し、山からの土◁ሁ積によって形成されたᡪ≧地と長谷川のỏ℃原上に立地。ᘺ生時代後
期の❿✰ఫᒃ跡や柱✰跡などが検ฟされたことから集ⴠ跡と考えられ、長谷川をᣳんで対岸の東有年・Ἀ田㑇跡との
関ಀがὀ目される。❿✰ఫᒃ跡からは、ᘺ生土ჾ以外に柱≧片ล石᩼や鉄㙨などがฟ土。⦖文時代後期の土ჾをໟ
ྵしたᒙが☜ㄆされたおり、周辺に当時のႠみがあったことが推測される。
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131 東有年・Ἀ田古ቡ⩌ ● 23 34 ●
東有年・Ἀ田㑇跡は古ቡ時代後期の❿✰建物跡が多ᩘ見つかっているが、それとはูに横✰ᘧ石ᐊを体部としたと
思われる後期古ቡ⩌の跡が3基発見されている。

132 放亀山古ቡ⩌ ● 23 34 35 ●
大㮚山から東へのびる尾根が一ẁపくなって千種川岸に㐩するあたりを放亀山という。尾根上に4基、南斜面中腹に1
基の古ቡがある。5基。1号ቡは長約40ｍを測る古ቡ時代前期前༙の前方後ቡ。

133 西有年・㐲古Ẋ㑇跡 ● 23 34 ●
有年小学ᰯ付近に広がる㑇跡で、ほ場整備事業にඛ立って平成5(1993)年に発᥀ㄪᰝが行われた。ᘺ生時代中期の
❿✰ఫᒃ跡をはじめとする多くの㑇ᵓ・㑇物が発見され、ᘺ生時代中期の大集ⴠであることがุ明した。

134 西有年・ ᮶南㑇跡 ● 23 34 ●

上組集ⴠの周辺に広がる㑇跡。平成4(1992)年にほ場整備にඛ立つ発᥀ㄪᰝが行われた。南北ᮅ時代ごろの᥀立柱
建物跡13棟と㘫෬ᕤᡣ3基が見つかった。᥀立柱建物跡⩌の中には2棟1組の長屋風の建物と他の1棟がコのᏐᆺに
配置されているものがあり、㘫෬集ⴠを▱る上で⯆深い。㘫෬ᕤᡣ跡には⅔が備えられており、䝣イ䝂の⩚口・鉄・
㔠ᗋ石・◒石などの㘫෬道ලや鉄㔥・ย子などがฟ土。

135 西有年・垣内田㑇跡 ● 23 34 ●
ほ場整備にඛ立つ発᥀ㄪᰝによって見つかった。ᘺ生時代中期にはじまる集ⴠ跡。つᶍは小さいが、このような小集ⴠ
が付近一帯に転々と存在するものと思われる。

136 西有年・ᐑ東㑇跡 ● 23 34 ●
大㑊神社(西有年)の東に置し、平Ᏻ時代ᮎ期と思われる᥀立柱建物跡3棟などが発見された。

137 西有年・玄形㑇跡 ● 23 34 ●
ほ場整備にඛ立つ発᥀ㄪᰝによって見つかった。ᘺ生時代中期にはじまる集ⴠ跡。つᶍは小さいが、このような小集ⴠ
が付近一帯に転々と存在するものと思われる。

138 西有年・㤶山㑇跡 ● 23 34 ● 西有年長根から横山にᢤける街道ἢいにあり、土ჾ類が採集されている。

139 黒鉄山土ჾ片ฟ土地 ● 23 34 ● 赤穂市内最高ᓠ、ᶆ高430.9ｍの黒鉄山の山頂からᑡし東へ下った斜面から土ჾ◚片ฟ土。

140 西有年・ᰘᗋ㑇跡 ● 23 34 ● 馬路池の近くにある。ほ場整備事業にඛ立ってㄪᰝされた近世の㑇跡。

141 西有年・長根㑇跡 ● 23 29 34 ● ●

平成3(1991)年にほ場整備事業にඛ立ち発᥀ㄪᰝが行われ、多ᩘの㑇ᵓ・㑇物が見つかった。7～8世⣖の᥀立柱建
物跡15棟と、付近からฟ土した面◵や「大」とヘラ描きされた㡲ᜨჾ─が≉にὀ目される。この地にはᚊ௧時代の役
所があったと思われる。このほかᐊ町時代の戸跡からは᪥ᮏ最古のฟ土である木ᦾ⮻がฟ土。

142 長根古ቡ⩌ ● 23 34 ● 1号ቡは長根山の東斜面中腹にあり、2号ቡは南斜面にあった。

143 西有年・堂場ヶ市㑇跡 ● 23 34 ● 東中野集ⴠに置し、中世の᥀立柱建物跡が多ᩘ見つかっている。

144 西有年・堂ච㑇跡 ● 23 34 ● 北組集ⴠ周辺にあるዉⰋ時代から平Ᏻ時代の㑇跡。

145 馬路池㑇跡 ● 23 34 ●
市内最古の㑇跡で⦖文時代早期・前期にまで㐳ることができる。松岡秀夫らにより発᥀ㄪᰝが行われ、石㙨など多ᩘの
石ჾ類がฟ土している。

146 西有年・⏿田㑇跡 ● 23 34 ●
ほ場整備にඛ立つ発᥀ㄪᰝによって見つかった。ᘺ生時代中期にはじまる集ⴠ跡。つᶍは小さいが、このような小集ⴠ
が付近一帯に転々と存在するものと思われる。

147 西有年・北㑇跡 ● 23 34 ●
昭和63（1988）年に、ᕤ場建設予定地内の発᥀ㄪᰝで発見された㙊時代の集ⴠ㑇跡。2棟分の᥀立柱建物跡➼が
見つかった。

148 北山古ቡ⩌ ● 23 34 ● 西有年北山一帯にある古ቡ⩌で、西山田に2基、山田に2基ある。い䛪れも集ⴠ地の北の山の中腹斜面である。4基。

149
西有年・木ノ目池の下
㑇跡

● 23 34 ●
古ቡ時代後期の流路が検ฟされ、土ჾや木〇ရが多㔞にฟ土。古ቡ時代後期の❿✰ఫᒃ跡も発見されている。

150 西有年・木ノ目池㑇跡 ● 23 34 ● 原組集ⴠ周辺にある⦖文時代からᐊ町時代にかけての㑇跡。

151 与谷口古ቡ⩌ ● 23 34 ● 33基の小つᶍな積石ሯ⩌。一部が発᥀されて㡲ᜨჾがฟ土し、古ቡ時代後期とされている。

152 西有年・与谷口㑇跡 ● 23 34 ● 東中野集ⴠに置し、中世の᥀立柱建物跡が多ᩘ見つかっている。

153 西有年・大山㑇跡 ● 23 34 ● ● 坂折池南のୣ㝠谷部にあり、ึ期備前↝とともに❔壁片が採集されたことから、❔が築かれていたと推定されている。

154 高野㡲城跡 ● 23 24 29 32 34 ● ●

相生市との境にあるⲨ山(ᶆ高316ｍ)の頂上にある。石垣の一部が残り、谷には馬Ὑ場とఏわるところもあるが、つᶍᵓ
造は不明。城は赤松ྑ馬助正、上᭶城赤松ᨻ⠊のおじにあたる。ኳ正5(1577)年に⩚ᰘ秀ྜྷ㌷が上᭶城をᨷめ
た時、ᨻ⠊とともに戦Ṛ。頂上には「龍⋤山の♲園さん」とよばれた♲園神社があり、㞵ஒいの神として地ඖからಙ௮を
集めていたが、現在は八幡神社(有年牟礼)に合♭。龍⋤山の名は㞵ஒいの神・龍神がఫむとఏわることから、海神社と
もゝう。

155 鴾ヶ堂城跡 ● 23 24 29 32 34 ● ●

㦂行寺裏山の三㔜山の山頂(ᶆ高196ｍ)に㘽形Დ郭ᘧの山城跡がある。三㔜山は小さな山が三つ㔜なり一直線に見え
ることから呼ばれ『播磨㚷』には「ᙳなしのᓟ」と᭩かれている。その昔は山頂にച松(からかさまつ)と呼ばれるᕧ木があ
り、山頂が㗹のඛ➃のようにとがっていたため、一᪥中松のᙳが見えないことからつけられた名で、㦂行寺の不思
議の一つ。山頂から南へ尾根䛵たいに᭤㍯、石垣、ᇼがある。現在山頂には、鴾ヶ堂城展望台がある。城は赤松氏
のฟのኴ田(小田)ᙎ正。

156 後⸨㝕山城跡 ● 23 24 34 ● ●
有年楢原の三㌺家集ⴠの⫼後、ᶆ高150ｍの山頂にある。一部に石垣を備えた広い᭤㍯が東西に୪び、これを帯᭤㍯
が2ẁにᕠっている。城は後⸨᯾とఏえられるのみで、ヲしいことはわからない。

157 㘠子城跡 ● 23 24 29 34 ● ●

東有年と中山の境、ᶆ高147ｍの急ᓧな山頂にあり、ู名を大㮚山城、谷口城、中山城ともいう。『播磨㚷』によれば、最
ึの城は岡豊前Ᏺと呼ばれた土豪であるらしい。その後赤松秀光の三⏨小河後Ᏺ秀やᐩ田ྑிなどがᒃ城し
たという。城跡には、㘽形Დ郭ᘧに配置された᭤㍯の跡が残り、ᐊ町時代と思われる瓦片も見つかっている。城跡の下
方のᒾ┙には水があり、現在これを㟋水とし「大龍ᶒ現」が♭られている。

158 有年山城跡 ● 23 24 29 34 ● ●

八幡神社裏のᶆ高220ｍの山頂にあり、八幡山城・大㮚山城ともいう。現在᭤㍯となる平ᆠ地や土ሠ・ᇼなどの跡が
ㄆめられる。᭤㍯の配置は㘠子城と同じく㘽ᆺᲓ郭ᘧで、市内最大のつᶍを誇る。古᭩によれば、この地に最ึに城を
築いたのは赤松ಙ⃰Ᏺ⠊資の三⏨ᮏ郷ᤲ部直㢗で、㈆和年間(1345㻙50)のことという。直㢗のあとこの城にᒃ城した
のはᐩ田ྑிである。ᐩ田ྑிは有年山城の南に置する㘠子城からこの城に移ったが、その後ᾆ上᐀景にᨷめら
れて⁛ぼされたという。

159 清水山廃寺跡 ● 23 24 29 34 ● ● ●
東有年山ᡭにあるίἨ寺はඖ清水山にあった。๐平地や池が残る。

160 㡲㈡神社(黒尾) ● 25 ● ●
「黒尾のⲨ神社」と呼ばれ、農⪔の神として⣲ᡆႲ命を♭っている。社には、赤穂市指定有形文化財である黒尾㡲㈡神
社⩏ኈ画ീ図絵馬がዊ納されていた。

161 八幡神社(有年牟礼) ● 25 31 33 ● ●
周世八幡神社からの分㟋。祭神は応神ኳⓚ、௰ယኳⓚ、神ຌኳⓚの三神。「農⪔図絵馬」をはじめ法橋⩏ಙ画、清原
千古画の絵馬がᩘ多く残っている。大㑊神社を合♭。

162 八幡神社(東有年) ● 22 25 33 ● ● ●

祭神は田ู命(応神ኳⓚ)、帯中津᪥子命(௰ယኳⓚ)、息長帯ጲ命(神ຌⓚྡྷ)。上郡町山ノ里Ᏻᐊ川␁に鎮座してい
たが洪水のため流れ、東有年中河岸の大ᮡにかかっていたのを土地の人が⚆をたてዊᩪしたという。境内には➉内宿
⚇命を♭る社、水神社、Ⲩ神社3社、もと黒沢にあった㡲㈡神社を合♭。

163 御旅所 ● 22 25 33 ● ● ●
有年保⫱所西ഃにある八幡神社（東有年）の御旅所。かつて上郡町山野里にあった八難神社の社Ẋが洪水で流され、
ここにあった松の大木に流れ╔き、これを現在の場所に♭ったという八幡神社（東有年）のఏᢎ地である。

164 㡲㈡神社(谷口) ● 25 ● ● 明治4（1871）年ዊ㑄。小⚆に✄Ⲵ、Ⲩ神、⊷田ᙪの三神を合♭。

165 㡲㈡神社(有年原) ● 25 ● ● ᐶᨻ5（1793）年、八幡神社(有年牟礼)の改築古ᮦで建て、有年原村のⲨ神を合♭した。ู名「北␊のⲨ神さん」。

166 㡲㈡神社(野田) ● 25 ● ● 祭神は⣲└㬆命、✄㨦命。

167 㡲㈡神社(中所) ● 25 ● ● 祭神は⣲└㬆命とኳ↷大神。

168 㡲㈡神社(楢原新田) ● 25 ● ● 祭神は✄㨦命、⣲└㬆命。境内に明治ኳⓚ⪷ᚨ☃がある。「くもじ祭り」が毎年7᭶に境内でおこなわれていた。

169 㡲㈡神社（上所）跡 ● 25 ● ●
上所の㡲㈡神社は明治42(1909)年、中所の㡲㈡神社に合♭された。跡地にはグᛕ☃が建つ。

170 㡲㈡神社（三㌺家）跡 ● 25 ● ●
三㌺家の㡲㈡神社は明治42(1909)年、中所の㡲㈡神社に合♭された。跡地にはグᛕ☃が建つ。

171 大㑊神社(西有年) ● 22 25 31 33 ● ●

創立年代不ヲ。『播磨㚷』に紅葉の名所と⤂される西有年野々ᐑにあり、祭神は⛙河。その他、寄せᐑにኳ↷ⓚ大
神、Ⳣ原道┿、⣲ᡆႲᑛ、∵頭ኳ⋤、ᑡᑗᐑなどが合♭されている。絵馬堂には、法橋にླྀせられた北᮲文ಙ画の
赤穂⩏ኈ絵馬、ᐑ相᧞ຊኈ␒付表がዊ納されている。なお㡲㈡神社ᮏẊのᗋ下から発見された前ྃ集㢠は市指定文
化財に指定された。

172 大㑊神社(横山) ● 25 31 ● ● 戦後の横山地区の開拓にకって移されたとఏわる。

173 大㑊神社跡（有年牟礼） ● 31 ●
かつて大㑊神社が鎮座していたが、明治38（1905）年3᭶18᪥に有年牟礼の八幡神社に合♭された。近年までは、社と
池≧地形のほか、水路と㝣橋が残されていたが、有年地区土地区画整⌮事業によって整地された。

174 山⋤神社 ● 25 ● ●
ඖは㦂行寺にあり、有年横尾の上の山に横尾Ⲩ神社、✄Ⲵ神社、ሰ之神社を境内社として合♭し、現在地の㡲㈡神社
とేせ移された。
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175 光明寺 ● 25 ● ●

もとは黒沢山山頂にあったが、文化3（1806）年に現在地に移った。境内の石仏としては西国八十八ヶ所石仏、西国三
十三ヶ所石仏のほか㜿ᘺ㝀三ᑛീ、馬頭観㡢⸃ീ、ᘯ法大ᖌീ、地ⶶ⸃ീ（ᘏ命地ⶶ・子Ᏺ地ⶶ・水子地ⶶ）が
ある。山号は黒⃝山。

176
光明寺跡
（奥の院）

● 24 25 29 32 34 ● ● ●

東有年片山⫼後のᶆ高332ｍの黒沢山山頂にあり、┿ゝ᐀高野山ὴ。創建は大同ඖ(806)年にᘯ法大ᖌが၈からᖐ郷
の㏵、この寺を建立とఏわる。南北ᮅ時代の『ᓠ相グ』に名がみえ、᪤に播磨でも有ຊな寺院であったことがわかる。山
頂一帯にあった堂ᏱやൔᆓはỌ⚘年間(1558～1569)のึめ頃にᑽ子ᬕஂのにより↝ኻ。以後江戸ึ期にጲ路⸬池
田㍤ᨻに田⏿の寄進をཷけ、いくつかの建物が建されたが、文化3(1806)年に現在の東有年片山に移った。現在も
いたるところに多ᩘの㍯ሪやᐆ⠑印ሪのほか、不動明⋤ീ、㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീ、地ⶶ⸃ീなどᩘ多くの石造物があ
る

177 ᩍᑓ寺 ● 25 ● ●
創立は戦国時代、赤松๎村の家⮧、清水ᶒኴ夫のᏞ源之進、上郡町⣽野ⓑ山の合戦にᩋれ仏門に入り、㔘♸ᩍと
称し⢭谷山ᩍᑓ寺なる一ᏱをỌா2(1430)年に建立した。山号は⢭谷山。

178 明源寺 ● 25 ● ●

ඖ㦂行寺にあったが、中世頃⽥無山の麓に下山したという。ኳ文ඖ(1551)年、ί土┿᐀東ᮏ㢪寺ὴ十代ドዴ時代、┿
ゝ᐀より転じί土┿᐀となる。山号は㟋᠕山。境内には源氏流活花の家ඖ、千葉龍ᘨの☃や、༙⫗᙮りで舟形後⫼
をもつ石造地ⶶ⸃ീ（ീ高47䟛）がある。

179 ίἨ寺 ● 25 ● ● 大Ọ2(1522)年、ൔᑓ法ᖌが東有年清水山に創立。後に東有年山ᡭに移す。ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴ。山号は清水山。

180 ῟Ὀ寺 ● 25 ● ●
西有年東中野にあるί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。代々西有年の庄屋を勤めていた寺田家のᘺḟ㑻が明治8(1875)年に
開基。山号は小亀山。

181 大寺 ● 25 32 ● ●
ί土┿᐀大谷ὴの寺院で、大Ọ2（1522）年に᐀ㄋによる開基とされる。もとは西有年横山のභ道山にあり、ᮏ堂は5間4
面で㚝ᴥ➼もあったという。山号はභ道山。

182 㜿ᘺ㝀寺 ● 25 ● ● 有年楢原にあるί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。山号➼は不明。

183 㦂行寺 ● 24 25 29 35 ● ●

医⋤山上にある┿ゝ᐀古⩏ὴの寺院で、ኳ平2(730)年に行基が築いたとఏわる。境内はᐊ町時代の㍯ሪが多く残り
その㝯盛がうかがえる。山号は医⋤山。境内や参道には㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീ（体仏）や༙⫗᙮りの㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീ3体があ
る。周辺は県の自然⎔境保地域に指定されており、シイ・ヒノキ・ク䝇ノキなどの自然林が残る。

184 㐢↷院跡 ● 22 24 25 29
32
34

● ● ●

『赤穂郡ㄅ』や『播磨㚷』によると、創建は高㯇のൔᜨ便が推古ኳⓚ8(600)年にこの地に一堂を建てたことに始まるとい
う。寺跡には♏石や㍯ሪなどが多ᩘ残る。採集された備前↝のናは㙊時代ᮎ期からᐊ町時代ึ頭のものと見ら
れ、㍯ሪや採集土ჾからุ᩿すれば、ᐊ町時代の寺院であるྍ⬟ᛶが高い。西有年原組の大寺がこのභ道山に
あり、現在のሷ屋の㜿ᘺ㝀堂にᏳ置されている㜿ᘺ㝀仏が、この㐢↷院のᮏᑛであったとఏわる。

185 小山✄Ⲵ ● 25 ● ●
最上✄Ⲵ小山大明神と称する。昔、西有年清水にあったが上組の人が不便だったのか昭和11(1936)年に上組河ᮏ氏
所有の上組小山に移築し♭られている。

186 ᮎ広✄Ⲵ（西有年） ● 25 ● ●
池㨶ሯ(西有年)の横にある✄Ⲵ神社。昭和20（1945）年代のึめに建立され、もと長谷川に架かる新橋付近にあったも
のが国道ᣑᖜの㝿に移転されたもの。

187 ᮎᘅ✄Ⲵ（横尾） ● 25 ● ● 有年横尾の山〈に多ᩘの鳥ᒃとともに♭られている。

188 ⸆ᖌ堂(山田) ● 25 ● ●
ᮏᑛの⸆ᖌዴ᮶ീには「ᐶỌ十一（1634）年༲᭶（6᭶）八᪥近⸨普῭స」の㖭がある。境内には㍯ሪ、ᐆ⠑印ሪがあ
る。東方に「⸆ᖌの清水」と呼ばれる水戸がある。

189 ⸆ᖌ堂(片山) ● 25 35 ● ●
片山の⫼後の山の中腹にあり「ᢎ応3(1654)年法眼ᗣᬛ᮲大仏ᖌ」と㖭のある木造の⸆ᖌ仏を♭る。境内の片㝮には
㍯ሪがᩘ基♭られている。堂の付近に清水があり、眼病・によくຠいたという。（赤穂の昔話）

190 ጁ見堂 ● 25 ● ● ᮏᑛは約10䟛の木ീ。由᮶➼は不ヲ。ඖは明源寺の西にあった。

191 小㮚の観㡢堂 ● 25 35 ● ●
ὸ野長直の建立とゝわれる。『播磨㚷』によれば、ᒾに㮚の∎跡があることから「小㮚」の名が付いたとఏわる。昔話にᮏ
ᑛを千種川からᣠい上げた説話が残されている（赤穂の昔話）。境内には地ⶶ⸃の石仏が2体Ᏻ置されている。

192 北␊家屋敷跡石門 ● 25 ● 有年原村の庄屋北␊家の門跡、ᕧ石が残されている。

193
有年宿␒所跡
（旧松下家Ꮿ跡）

● 22 25 ●
ᐶỌ年間（1624～44）頃、東有年に有年宿が移された。赤穂⸬役人はฟ張の㝿ここに宿Ἡし、前ᗞをⓑὪにして␒所と
して利用したとఏえられる。周ᅖの人たちは「御␒所」とも呼んだ。

194
有年宿ᮏ㝕跡
（旧ᰗ原家Ꮿ跡）

● 22 25 ●
ᰗ原家は有年家と୪び代々庄屋を務めた家であり、建物は参勤交代の大名の宿Ἡ施設として使用された。有年宿は多
くの旅⡲屋、Ⲕ屋でに䛞わった。なおᮏ㝕跡の建物は赤穂八幡ᐑ南ഃの᱈㑰に移築された。

195 寺子屋「正カ堂」跡 ● 25 ●
赤穂木生谷ฟ身の三Ꮿ光⬟によって創建された。明治6（1873）年には「時⩦学ᰯ」と改名した。現在の原小学ᰯの前
身の䜂とつである。原ᮏ村の中⛬にあった。

196 立場跡 ● 22 25 ●
立場は有年の宿をฟて西に進み、難所の峠にかかる前でここで㥙⡲をಟ⌮、人足・ఏ馬のఇ息や交代に使われたとこ
ろである。この建物は㥙⡲が㌺下まで入るよう㌺が深く⦕が⊃い造りとなっていたが、現在は解体されている。

197 高瀬舟ⅉ台 ● 22 25 27 30 ● ● ● 八幡神社(有年)の境内には「山のⅉ台」があり、かつて千種川を上下した高瀬舟に便を与えた。

198 旧有年橋橋台 ● 22 25 27 ● ●
江戸時代には有年宿東の千種川には橋が架けられていなかったが、明治43(1910)年になって長202㼙の県下最ึの
鉄〇橋が架けられた。現在も䝺ンガ〇の橋台が残されている。

199 ⯪╔場跡 ● 22 25 27 30 ● ● ●
江戸時代に有年横尾はᏳᚿ⸬小➟原㡿にᒓしており、そのᏳᚿ⸬の⯪╔場が千種川と矢野川の合流から上流約
100㼙の山ἢいにあった。

200 亀の⏥ ● 22 25 27 ● ●
千種川にかかる国道2号有年橋ᕥ岸上流約100ｍ間の石␚を亀の⏥と呼んだ。現在は千種川の河川改ಟでその面ᙳ
はない。赤穂⸬ὸ野時代の護岸ව高瀬⯪のⲴ積み場で、城代家⪁大野㑻兵⾨の㝕頭指によるものとఏわる。

201 大ἼṆ・小ἼṆ ● 22 25 27 30 ● ● ●

有年中学ᰯの南、千種川のほとりに大小のἼṆがあり大きい方を「大バト」、小さい方を「小バト」と呼ぶ。ἼṆという名の
通り水流を㏨し高瀬舟が╔岸できる施設があった。明治以㝆のሐ防改ಟの㝿にᡭがຍえられ、現在大バトは間▱積み
のሀᅛな石垣を見ることができるが、小バトは土◁にᇙもれている。

202 一里ሯ跡(西有年) ● 22 25 27 ●
江戸᪥ᮏ橋を㉳点として、国ㅖ街道の一里ごとに土を盛り多くは䜶ノキを植えて旅人の目印とした。有年横尾のሯの
ඖからここまでが一里である。

203 一里ሯ跡（ሯのඖ） ● 22 25 27 ● 「原村文᭩」にある絵図に描かれた一里ሯの場所。「ሯのඖ」という地名の由᮶でもある。

204 一里ሯබ園 ● 22 25 27 ●

国道373号ἢいの㡲㈡神社の北東隣にあり、平成2(1990)年に建設。国道ἢ線の市町観光䝫イントを㝡板タイルにはめ
込んだイラ䝇トマップや⸨Ჴఇ᠁舎が設置されており、千種川を⮫む䝗ライバーのఇ᠁䝇䝫ットとなっている。

205 とんぼሯ跡 ● 25 35 ●
昭和ึめ頃には直ᚄ4ｍ、高さ1ｍぐらいあったとఏえられ、とんぼのすみかとしての昔話がㄒり継がれている。（赤穂の
昔話）

206
さいじ䜗うはん
(ᘚ慶の足がた)

● 35 ● ●
八幡神社（東有年）の上に大きなᒾが㔜なりあったものを「さいじ䜗うはん」と呼び、そこにᘚ慶の足跡があるという。（赤穂
の昔話）

207 大龍ᶒ現 ● 25 35 ● ●

中山集ⴠの北、㘠子山の中腹に♭られている。麓に建てられた鳥ᒃをくぐり山道をⓏると、㏵中に大ᖌ堂があり、そこか
ら᭦にⓏるとྑᡭに大龍ᶒ現と᭩かれた石☃が、その下の清水いているところに⚆がある。昭和10(1935)年ごろ、
きฟる清水を使うと足の病がなおるとክ見せがあったとఏわる。ここには龍が水を㣧みに᮶たといい、病にຠくとされ
ている。（赤穂の昔話）

208 水㌴と用水路 ● 25 ● ● ●
田んぼに水を䜂くための水㌴のある風景はかつては有年の田園地帯でよくみられたが、現在は有年楢原に一基を残す
のみである。

209 旧西国街道 ● 22 25 27 ● 江戸時代の街道の一つで、「近世山陽道」ともいう。ி㒔から下関までの経路。

210 ⟃⣸大道 ● 22 24 27 ●
中世における山陽道。ඖᐧに備え、༤多‴岸の石築地とともに設置された㌷用道路。ி㒔භἼ⨶᥈㢟から༤多まで約
600㼗㼙に及んだと考えられている。ルートは旧西国街道と一⮴していると考えられる。

211 黒鉄山 ● 35 ●

大津地区の北ഃにそびえる黒鉄山はᶆ高430.9ｍを誇る。頂上からは北は中国山⬦、南はῐ路ᓥ・ᅄ国が望める。➨
ḟ世⏺大戦までは山麓で㖡㖔石の採᥀が行われていた。大正時代ึ期頃まで、᪭ばつ時には㝆㞵の♳りをこめて
村人総ฟで山頂にう䛪高く積み上げた⸄をいて㞵ஒいを行った。氏神様をᓫめなかった大津へのኳ⨩に関わる昔話
がある。（赤穂の昔話）

212 鯰峠 ● 22 25 27 35 ● 有年と上郡町ヶ原間の峠。ⱝい⏨ዪに化けた鯰の説話から鯰峠とゝわれている。（赤穂の昔話）

213 有年峠 ● 22 25 27 ● 西有年立場からヶ原へᢤける旧西国街道の峠。

214 清水峠 ● 22 25 27 ● 上Ⳣ生から横山へ至る峠。

215 周世坂峠 ● 22 25 27 ● 周世より有年へ通じる㝣路で、かつてのせ道であった。

216 千種川 ● 25 27 30 ● ● ●
ຍ古川・市川・ᥬ保川・ክ前川と୪び播磨川の一つ。清流で▱られ名水百㑅にも㑅ばれている。水深がὸく流速が速
いために川ᗏの石のⱏの⫱成がⰋく、兵庫県下でᒅ指のアユ釣り場。

217 長谷川 ● 22 25 27 ● ● 横山から西有年を経て上Ⳣ生から千種川へ流れる。

218 矢野川 ● 22 25 27 ● ● 相生ⱝ⊃野方面から有年牟礼、有年原➼を経て千種川へ流れる。
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219 有年大池 ● 25 ● ●
長谷川の上流に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。12年かかって昭和28(1953)年に完成。満水時貯
水面積51,800㎡を測る。

220 馬路池 ● 25 35 36 ● ●
鯰峠の谷に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。満水時の貯水面積が55,800㎡を測る、千種川流域最
大の池。

221 長谷池 ● 22 25 ● ● 長谷川の上流に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。

222 坂折池 ● 25 ● ● 上組の谷に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。満水時貯水面積54,200㎡を測る。

223 木ノ目新池 ● 25 ● ● 山田地区の谷に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。

224 木ノ目池 ● 25 ● ● 山田地区の谷に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。

225 稗田池 ● 25 ● ● 清水山麓に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。

226 片山池 ● 25 ● ● 片山地区の谷に、東有年地区農地の水不足対応のために築かれた。

227 ハトカ池 ● 25 ● ● 牟礼地区農地の水不足対応のために築かれた。

228 猪垣 ● 25 ● 各地の山麓にあり、鹿、猪その他獣類の侵入を防ぐために築かれた土練塀。

229 東池 ● 25 ● ● 有年原地区農地の水不足対応のために築かれた。

230 西池（有年原） ● 25 ● ● 有年原地区農地の水不足対応のために築かれた。

231 西池（有年牟礼） ● 25 ● ● 有年牟礼地区農地の水不足対応のために築かれた。

232 奥池 ● 25 ● ● 有年牟礼地区農地の水不足対応のために築かれた。

233 中池 ● 25 ● ● 有年牟礼地区農地の水不足対応のために築かれた。

234 有年村役場跡 ● 25 ●
明治22(1889)年、東有年に建てられていたが昭和30(1955)年に有年村は赤穂市に編入され旧村役場の玄関部分と門
柱は有年考古館の玄関として移築保存されている。

235 松岡医院病棟跡 ● 25 ●
大正4(1915)年、松岡與之助が松岡眼科病院を創立し、当時多発したトラホームの早期治療とその予防のため学童の定
期検眼、生活改善に寄与した。病棟は木造2階建、桟瓦葺、寄棟屋根、外壁下見板張であった。現在は解体された。

236 赤穂鉄道有年駅跡 ● 22 25 27 30 ● ● ●
大正10(1921)年に開通した赤穂軽便鉄道の有年駅。国鉄有年駅に隣接する形で配置され、軽便鉄道のルートは南部
からのかつての高瀬舟のルートをほぼなぞるように設定されていた。

237 赤穂鉄道線路跡 ● 22 25 27 ● ● ●
赤穂鉄道の線路跡は、昭和26（1951）年に国鉄赤穂線が敷設されて後、赤穂市へ寄付され、市道として現在も市民の
生活に役立っている。

238 赤穂市立有年考古館 ● 23 ●

昭和25（1950）年に松岡秀夫によって開設された考古館。あわせて民俗資料館とも称した。旧赤穂郡内の考古資料を
中心に収集されており、1,250点は赤穂市指定有形文化財となっている。平成23（2011）年に赤穂市へ寄贈され、赤穂
市立有年考古館としてリニューアルオープンした。

239 国道2号 ● 22 25 27 ● 旧西国街道を前身としつつ、ほぼ直線を通すように敷設された国道。

240 国道373号 ● 22 25 27 ● 山陽地方と山陰地方を結ぶ路線で、赤穂市から岡山県を経由して鳥取県鳥取市に至る。

241 ＪＲ有年駅 ● 25 27 ●
明治23(1890)年、山陽鉄道有年駅として開設。隣接して赤穂鉄道有年駅も建てられた。駅舎は県内現存最古であった
が、平成29(2017)年に解体された。

242 あこう河鹿の森 ● 25 ● ●

有年大池の上流一帯約54haに河鹿が生息していることから「あこう河鹿の森」と命名し、平成13・14年度に森林空間総
合整備事業として遊歩道約2.7㎞や林相整備が行われた。上流には百閒滝や百閒岳があり、さらに進むと大津帆坂の
砕石採取場に通じている。

243 赤穂ふれあいの森 ● 25 ●

赤穂市の北部に広がる約180ヘクタールの広大な森林。シイの自然林、人々の生活に深くかかわってきたアカマツ・コ
ナラの里山、県下では珍しいシリブカガシの林などが見られる。毎夏期間限定でカブトムシ観察施設「かぶ～ん うね」が
オープンし、山の斜面を利用した観察場で昆虫に触れながら遊べる。

244

東有年八幡神社
頭人行事
(付)東有年鎮座八幡
神社祭礼絵馬1面

◎ 33 ●

秋祭りは神事・頭人行列が行われ、神社の東約800 ｍにある御旅所まで練り歩く。頭人行列は「お渡り」と呼ばれ、屋台1
基と頭人の乗った豪華な神輿3基が行列をなして御旅所へ向かう。頭人は小学生が務める稚児頭人で、頭人の家であ
ることを示す「オハケ」とよばれる目印を設置するなど、古い祭礼の形態が残り、市の無形民俗文化財に指定されてい
る。絵馬は、山頂の八幡神社から東有年の街道筋を、神輿が御旅所まで練り歩く様子を描いたもの。

245 旧有年宿のまちなみ ● 22 25 27 ● ●
江戸時代の参勤交代で栄えた宿場町の風情が残る。『慶長播磨国絵図』には西有年に有年宿が置かれており、その後
の参勤交代実施にあたって、橋の架けられなかった千種川の川待ちのための宿場町として移転したと考えられる。

246 彼岸花（しぶら） ● 25 ● 「しぶらの里」とよばれる所以となったヒガンバナが自生する風景は、有年を代表する秋の農村風景である。

247 源氏流活花 ● 明源寺の開祖千葉龍卜によって創流され、一時は江戸に三千余名の門人があったいう。

248 アユ釣り ● 25 ● ●
千種川漁業協同組合により保護区、釣場や遊漁期間が定められている。おとりを使った友釣りが一般的で、釣りを楽し
む人々の光景も千種川の季節の風物詩である。

249 タバコ ● ●
大正11(1922)年に西有年で栽培がはじまると急速に普及した。有年駅近くにも煙草収納所が設けられ近隣の村でも葉
タバコ栽培が盛んになった。

250 横山の開拓 ● ●

昭和16(1941)年に食糧自給強化を目指す農地開発法により開始。翌年には神戸より4戸、養父郡より3戸が入植、その4
年後には18戸になり開拓村が組織された。戦後は食糧難と海外からの引揚者の就労対策事業として継続され、昭和
24(1949)年に有年開拓農業協同組合が組織された。

251 千種川の景観 ● 22 25 ● ● 千種川とその支流である矢野川、長谷川は自然豊かな景観を残す。

252 光明寺跡からの眺望 ● 25 ● 光明山山頂の光明寺跡からは、有年原・有年横尾の一帯が広く望める。

253 光明寺の紅葉 ● 25 ● 光明寺境内の八十八箇所石仏周辺の秋の景観。

254
八幡神社(有年牟礼)の紅
葉

● 25 ●
有年牟礼を見下ろす神社の秋の景観。

255 田園風景 ● 25 ● ほ場整備は実施されているものの、水田風景が残されている。

256
鴾ヶ堂城跡展望台からの
眺望

● 24 25 ●
中世城郭の鴾ヶ堂城跡の郭内には展望デッキが設置されており、有年牟礼・有年横尾・有年原の3地区を広く望むこと
ができる。

257 放亀 ● 35 ● 地名。百姓が亀を助けた（放った）おかげで、洪水によって肥沃な土が運び込まれたという。（赤穂の昔話）

258 木虎 ● ● 地名。キタウラが訛ったものという説あり。

259 西有年 ● 32 36 ●
地名。近世は有年庄。水田面積1,194,437㎡を測り（兵庫県2013『西播磨西部(千種川流域圏)地域総合治水推進計画
』）、千種川流域で最大の面積を誇る。

260 東有年 ● 36 ● 地名。

261 有年牟礼 ● 36 ● 地名。

262 黒沢 ● 32 ● 地名。近世は有年庄。かつて黒沢山中腹に黒沢村があったが、昭和30（1955）年頃より人口が減りだし、廃村となった。

263 楢原 ● 32 ● 地名。近世は有年庄。

264 栗栖 ● 32 ● 地名。近世は有年庄。

265 宿村 ● 32 ● 地名。近世は有年庄。

266 原 ● 32 ● 地名。近世は周世郷。

267 東 ● 32 ● 地名。近世は周世郷。

268 横尾 ● 32 ● 地名。近世は周世郷。

269 不動の淵(おけじゃ山) ● 22 27 32 35 ● ● ●
黒鉄山から流れる長谷川が千種川にそそぐところを不動の淵といい、その裏山に建てられた山小屋で不思議なできごと
があったという。（赤穂の昔話）
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にってしまっている。そのோは昔も今もม
わっていない。
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【ストーリー】
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ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽɹ

ʲετʔϦʔʳ

　江戸時代になって播磨をࢧした池田家の代
官、ਨ水半左Ӵ門は、地Խがਐんでいた千種川
河口෦に城と城下町を築くことになったとき、都
市のΠϯϑϥとしてඞཁෆՄܽな上水の֬保に
まされた。時の河口෦のඪߴは1�0̼であり、
井戸を۷しても塩水が出てくるため、ҿΈ水さ
えಘることができなかったためである。
　そこでਨ水半左Ӵ門は、 7L̼方にある西
山に۽見川（現ࡏの千種川）がぶつかってをつ
くっていることをར用し、そこにτϯωϧ（ᯄ道）
を۷することで上水の֬保を行った。
　その後、取水場所はߴ雄船渡取水井ԃ、木取

水井ԃへとม遷したが、それは現ࡏの赤穂城を築
いた浅野長直が、戸島新田を開拓するための農業
用水を֬保するためであったとされる。この頃に
は、取水された水は、戸島ᐩで城下町へのಋ水と
農業用水路とに分ذし、まちと田を५していた。
　この水道は昭和 19（1944）年に近代的水道が
整備されるまで使用された。江戸時代から近代に
いたるまで使用Մ能であったのは、ਗ਼ྲྀ千種川の
Ըܙであろう。
　現ࡏも、ಋ水路の多くは残されており、自然๛
かな景؍を保つとともに、農業用水としてར用さ
れている。

地域を越えた歴史文化の視点

2��ɹچ赤穂্ਫಓをͨͣͶͯ

山ᯄಓ
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島ᐩށ 島༻水ށ

高雄船渡取水Ҫԃ 三ヶଜの樋
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【ストーリー】

時代からࣨ町時代の播磨は、ઓཚに明けח　
れた時代であった。市内には、上交通のཁであっ
た有年地域や、海上交通のڌ点であった坂越地域
に山城が多数築かれた΄か、時ٸに地Խし
ていた河口෦には加ཬ屋古城が築かれるなど、赤
穂がઓུ的なڌ点としてػ能し࢝めていた。
　これらの山城を築いた有ྗऀたちのؗډとして、
౦有年・ԭ田Ҩにおいて大نなݐが発見
されている。

　ઓཚにあけくれた時代はしかし、فりの時代で
もあった。このころには、山にこもってݫしい修
行にྭむ山ַ৴ڼがྲྀ行しており、赤穂でも、特
に有年地域を中৺としてෳ数の山ַ寺Ӄが築かれ
るようになった。
　山ַ寺Ӄが山を下りてӦまれるようになるのは
中世でも期頃であり、この頃に出来たのが、加
ཬ屋古城周ล（現ࡏの市֗地）の寺Ӄであった。

地域を越えた歴史文化の視点
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時代からࣨ町時代の播磨は、ઓཚに明けח　
れた時代であった。市内には、上交通のཁであっ
た有年地域や、海上交通のڌ点であった坂越地域
に山城が多数築かれた΄か、時ٸに地Խし
ていた河口෦には加ཬ屋古城が築かれるなど、赤
穂がઓུ的なڌ点としてػ能し࢝めていた。
　これらの山城を築いた有ྗऀたちのؗډとして、
౦有年・ԭ田Ҩにおいて大نなݐが発見
されている。

　ઓཚにあけくれた時代はしかし、فりの時代で
もあった。このころには、山にこもってݫしい修
行にྭむ山ַ৴ڼがྲྀ行しており、赤穂でも、特
に有年地域を中৺としてෳ数の山ַ寺Ӄが築かれ
るようになった。
　山ַ寺Ӄが山を下りてӦまれるようになるのは
中世でも期頃であり、この頃に出来たのが、加
ཬ屋古城周ล（現ࡏの市֗地）の寺Ӄであった。
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༗ࢁ

᳑ϲಊ

ುࢠ

ਢߴ
༗ໂྱɾҪాҨ

༗ɾಊϲࢢҨ ༗ໂྱɾٶϊલҨ༗ݪɾాதҨ

༗۠ͷࢁͷ

৽ொଂ ӓࢁɾࡔӽӜ （Өɿ出ਫഢ໌ࡱ）ࢁࢠೌ
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坂越浦
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有年山山五ྠౝ石ๅᝫҹౝʢԟདྷ南ʣ

วরӃ

西有年ɾ大山Ҩ

東有年ɾ沖田Ҩ
ਗ਼水山ഇࣉ

西有年ɾ根Ҩ
西有年ɾಊヶ市Ҩ西有年ɾԟདྷ南Ҩ

ਞ山౻ޙ

ޫ明ࣉ町石
目ּౝം
五ྠౝޫ明ࣉʢԞのӃʣ

᳑ヶಊ

地ଂཱ૾൘ൾ

有年牟礼ɾҪ田Ҩ
有年原ɾ田中Ҩ

有年牟礼ɾ宮ノ前Ҩ

ು子

神ࣉޢ
周世ೖ૬Ҩ

主屋ෑ

ࣉ屋ؠ

ಊ山Ҩ

ࣉߦݧ

高野ਢ

の  ͜ͱຌྫ
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ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ

【ストーリー】

ɹึͰɺੜ࣌ऴ͔ظΒثԘ͕ߦΘ
Ε͍ͯͨɻͦͷޙɺԘాΛߏங͢Δٕ๏ཱ͕֬͠
ͯ͘ΔͱɺΕͷ͕ଟ͘ɺԕઙͷւ͕͕Γɺ
ຬͷ͕ܹ͍ࠩ͠ͳͲͱ͍ͬͨ݅Λඋ͑ͨɺׯ
ึΛؚΉށւԊ͕؛Ԙͮ͘Γʹ࠷దͨ͠࢈
ͱͯ͠ӫ͑ͨɻ
ɹึͰɺฏ҆࣌ʹ͢Ͱʹ౦େࣉͷԂͱ͠
ͯԘా͕ܦӦ͞Ε͡Ίɺ࣌ށߐʹೖΔͱా
Ո͕Ԙాׯʹணखͨ͠ɻͦͷޙઙՈʹΑͬ
ͯओʹ౦Ԙాͷຊ֨తͳ։ൃ͕ߦΘΕɺଓ͘
Ո࣌ʹͳΔͱԘా͕։ൃ͞ΕΔͳͲͯ͠Ԙ

ా໘ੵ֦େ͍ͯͬͨ͠ɻԘాׯۙ·Ͱੵ
ΘΕɺতߦʹతۃ 10ʢ1���ʣʹ౦ɺ
͋ΘͤͨԘా໘ੵ ��7��IB Λͨͬތɻ
ɹۙੈͷೖԘాɺۙʹͳΔͱྲྀԼࣜԘాʹ
స͠ɺ͞ΒʹΠΦϯަບʹΑΔԽֶԘͷ࣮
Εͨɻ͞ࢭΑͬͯɺԘాഇʹݱ
ɹ࣌ށߐ͔ΒۙݱʹࢸΔੜؔ࢈࿈ͷҨߏ
ͱΑΓɺԘͷੜ࢈ɺൢചʹ͔͔ΘΔ༌ૹؔ࿈ͷҨ
Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ·͞ʹʮԘͷಓʯΛͨݟଟ͘ߏ
ͲΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δͷ͕ɺึͷಛͰ͋Δɻ

地域を越えた歴史文化の視点

3�.　Ԙのಓ

ઍछԊいの্ߴ୩にઃஔされͨ船着
は、ઍछと坂越とをつないͩ。

河ޱ෦には赤穂とԼொがあり、
。来し͖ͨߦसがߴ

౦ԘాのԘ跡。ݱ在はԘ倉
。るのҰ෦がݿ

文 6（1�2�）年のԘాで、ত和 46
（1��1）年のഇࢭ後、ͦの··されている。

（Өɿग़ਫഢ明ࡱ）
坂越を中৺とし、赤穂のԘӡૹなͲにར用さ
れͨ。࣮物の �の 1ܕ。

明治 41（1���）年にݐ築されͨݐ築
で、ݱ在はຽଏࢿྉؗとなっている。

ฌݝݿ立赤穂ւެԂ内にあり、ݱ在もࢬ
ՍによるԘͮ͘りがߦわれている。

सの船着から坂越とをつな͙大ಈ຺でߴ
。されているతな·ちなΈが࢙在もྺݱ

શ֤ࠃ地のਫらの墓地。墓ੴがނ
地からӡばれͨものもある。

सધணߴ

ઍछՏޱ෦

塩ݿɾ塩 塩ాݹ 㕩ધܕ（ึ࢙ྺཱࢢതؗ）

ہࢧຊઐചެ社ึچ 塩ͷࠃͷ෮ݩ塩ా

ӽେಓࡔ ॴุ࡚ࠇ
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尾
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ึͷԘ༻۩
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ಊࢁҨ
सધணߴ

ӽࡔ
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千
種
川

ॴุ࡚ࠇ
Ԙଜچ

ాՈఉԂ
ాه೦ؗ

ึమಓभึӺ

ंఀࢠ࠭
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ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ

【ストーリー】

ɹࡔӽͷੜౡʹඬணͨ͠આΛͭɺಙଠࢠͷ
ॏਉɺਇՏউɻچึ܊ʢࡏݱͷึࢢɾ૬ੜࢢɾ
ਆࡇொʣʹɺ͔ͭͯਇՏউʹେආେ໌ਆΛ܊্
ͱ͢Δਆ͕ࣾ �0 ͋ͬͨͱݴΘΕ͍ͯΔɻࡏݱ
ͰɺึࢢͰΏ͔Γͷਆࣾͱͯ͠ � ͕ࣾ֬
ೝͰ͖ɺઍछྲྀҬʹͦͷ͕͍͕ͨͯͬ͜
ͱ͕Θ͔͍ͬͯΔɻ
ɹਇࢯঝɺேౡ͔Β༷ʑͳจԽΛ͑ͨ
དྷਓঝͷͻͱͭͰ͋Γɺಸྑݝฏٶͷൃ

۷ௐࠪͰ͔ͨͬͭݟ؆͔Βɺึ܊ͷਇࢯʹ
ؔ͢Δه͕͍͔ͯͬͭݟΔ΄͔ɺ� Β͔لੈ
1� Ί࣏ͯΛ܊ɺึʹݙจݹΒ͍·Ͱͷ͘لੈ
͍ͨਇࢯͷه͕͞Ε͍ͯΔɻ͞Βʹɺ༗ݪɾ
ాதҨٜແݹࢁ͔Βɺேౡ͔Βͨ
Β͞ΕͨจͷҰͭͰ͋Δॳظਢ͕ثܙɺ·ͨ༗
ໂྱɾాࢁҨ͔Βɺʮਇʯͱઢ͞ࠁΕͨ
ͱͷਂ͍͔͔Θࢯग़͢ΔͳͲɺདྷਓਇ͕ث
ΓΛ༧ͤ͞ײΔʹेͳࢿྉʹܙ·Ε͍ͯΔɻ

地域を越えた歴史文化の視点

3�.　ਇࢯɾདྷਓঝ

ٜແ̍ࢁ߸ग़ث

େආ神社（தࢁ）

େආ神社（ࡔӽ） ॴཱྀޚ ੜౡݹ（ਇՏউุ）

ീ഼神社（पੈ） େආ神社（） ੜౡ

ʮਇʯઢࠁث େආ神社（༗）༗ݪɾాதҨग़ث
5 世紀前半の渡来系文物
として知られる。

5 世紀前半の渡来系文物
として知られる。周辺に
窯跡が想定されている。

赤穂郡と秦氏との関わり
を示す平安時代の須恵器
碗の破片。

秦河勝を祭神とする神社。周辺には社叢林が広
がり鎮守の森となっている。

中山集落の北方山裾にある、秦河勝を祭神
とする神社。天満神社、荒神社を合祀して
いる。

秦河勝の漂着地である坂越に鎮座し、生島内に御
旅所をもつ。

生島内にあり、隣接して「坂越の船祭」
で使用される和船の船倉が立地する。

生島内にある径約 21ｍの円墳。築造年代は
明らかでない。

周世集落の背後にあり、
大避神社を合祀してい
る。

秦河勝漂着伝説をもち、
伝秦河勝墓が所在する。

秦河勝を祭神とするもので『赤穂郡誌』
（明治 41 年刊）によれば、明暦 2
（1656）年の鎮座と伝える。
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ʮਇʯઢࠁث
（༗ໂྱɾాࢁҨग़）ॳظਢثܙ

（༗ݪɾాதҨग़）

ॳظਢثܙ
（ٜແݹࢁग़）

େආ神社（ࡔӽ）

ඈͼ͖ͭؠ
ॴཱྀޚ

Έ͔Μͷͨݹࢁ

ਇՏউุ

ࡇӽͷધࡔ

㡣ੜࢁ

࡚ࢁ
ੴ塩ੜ（ึ）

ϋϒ

ੜౡ

େආ神社（）

荒神社（塩屋）

ീ഼神社（पੈ）

େආ神社（༗）

େආ神社（தࢁ）
େආ神社（ԣࢁ）

ീ഼神社（༗ໂྱ）

ͷ  ͜ͱຌྫ

0 1km
1:70,000

˞େආ神社Λ߹

˞େආ神社Λ߹
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ヶऱ

՚ባࣉ 	 Ֆַࣉ 

池

上町

大
川
・
啼
川
・
中
村
川

	

熊
見
川
跡


尾
崎
川
・
弓
ノ
木
川

（
千
種
川
）

黒
谷
道

百
目
堤
水
道

仮屋ଜݹ
	 加里屋ݹ 


ສࣉ

前川

塩屋門 	 西門 


ࣉڵݰ 	 ԕྛࣉ 

ਵᷞࣉ

津࿘๏ҹॴ
ਨ水ࠨӴ門ॴ

中ଜ船渡
Ӭጯࣉ

大広門ଜ

中ଜ船渡

【ストーリー】

保ڗ　 12（1727）年、藤江۽ཅ（྿）によっ
てهされたh 播भ赤穂ࢤ܊ はɦ、旧赤穂܊（赤穂市、
૬生市、上܊町）における、主に中世以߱の歴史
をهした地ࢽである。
　ςʔϚは、赤穂܊の庄ڷ、領主、城ֲ、町割・ॾ村、
川ے、道ے、古城、古・古人、神社、ֳ、土࢈、
風ଏに分かれており、昔の村、城や城下町の様ࢠ、
地形、時の神社ֳなどが、どのような࢟であっ
たのか、ৄ細にهされている。

　 300 年前にॻかれた「現ࡏ」のه。そこ
にࡌهされたものの多くが、現ࡏも残されている
ことに気づく。
　たとえ、区ը整理や΄場整備が行われた場所で
あっても、旧֗道の多くはมわりなく見ることが
できる。また社寺をはじめ、地名にいたっては
その多くが残されており、300 年前とมわら͵
風景、景؍、社寺、地名が多く残っていることを
。えてくれるڭ

地域を越えた歴史文化の視点

32．江戸時代の赤穂を歩く－『播州赤穂郡志』の世界

ඦఅ ຏඋલڥࠃੴ ؠ（େԂ）
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崎ߝ

୩ࠇ

細野

坂越

南野中
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新田
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ॕ石 	 ノοτ 


ੜ島
খ御前 	 খ御前ؠ 


ು島
स・船ށ 	 船渡 


࿀ヶ浜
	 ࿀ͷ浜 


୩ޱ大ୋ・ುࢠʢುࢠʣ

ҏ和ൺച神ࣾ
大Ԃ 	 ؠ 
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大津ീ഼宮ࣾ 	 大津ീ഼神ࣾ 


৫ׁݱݖ
ʢݱݖ神ࣾʣ

໋坂

ࣉᖒ山ޫ明ࠇ
ʢޫ明ࣉԞͷӃʣ

六ಓ山วরӃ

大ԁࣉ
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ࣉڵ

ඣ
路
海
ಓ ُノߕ

খ広門ଜ

坂越ঙ
有年ঙ

周世ڷ

ʰ播भ赤穂ࢤ܊ʱࡌهの庄ڷ所ଐ

「播भ赤穂ࢤ܊」で
された旧河道ه

ಓݝಓɾࠃ
里ಓ ( ୡ路ɾ࿆路 )
里ಓ ( ୡ路 )

明治 39～ 40 年に地
ଌྔ෦が発行した地形ਤ
にࡌهされ、現ࡏも֬ೝ
できる道

項目名は藤江熊陽 1727『播州赤穂郡志』に記載の名称。（　）内は現在の名称。 の  ͜ͱຌྫ
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ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ

【ストーリー】

ɹʮࢠࢰͲ͜ΖʯͱݴΘΕΔຏҬͷͳ͔Ͱಛ
ࢢ͕ΜͰ͋ΔɻึࢠࢰͰ܊ึچʹ ��
۠ͷ͏ͪɺळࡇΓͰࢠࢰΛไೲ͍ͯ͠Δ۠
 �� ͋ΓɺΓͷ۠ɺ͔࣮͍ͭͯͨͯ͠ࢪ
͔ྡͷ۠ʹͬͯΒ͍ͬͯͨͱ͍͏͔Βɺຊ
དྷɺͯ͢ͷ۠ͷळࡇΓʹࢠࢰ͕͋ͬͨͱ
Δɻ͑ݴ
ɹࢠࢰͷ͏ͪɺࢠࢰͱಉ༷ॏཁͳׂΛΊΔ
ͷ͕ϋφμΧʢఱۡʣͰɺ֤۠ͷࢠࢰͰߦ
ྻͷઌ಄ʹཱͪɺΛড়Ίઌಋ͢ΔׂΛ୲͏ɻ
͞ΒʹΧϥίɺΦλϠϯɺϘϯαϯɺαϧɺΩπ

ωͱ͍ͬͨ۠͝ͱʹଟ༷ͳʮʯ͕ొ͠ɺͦ
ΕͧΕಛͷ͋Δ͕ไೲ͞ΕΔɻ
ɹึͰɺळࡇΓͷ 1ϲ݄Ҏ্લ͔Β֤۠Ͱ
࿅श͕࢝·Γɺ༮͔ࣇΒେਓ·Ͱ͕ڞʹ࿅श͠ɺ
ͦͷ݁Ռɺ۠ʹ͓͍ͯإͷ͑ݟΔؔܗ͕
͞Εɺ۠ίϛϡχςΟ͕อͨΕ͍ͯΔɻͦͷ໊
ࡏݱΘΕΔ੍Ͱ͋Γɺݴʮ಄ਓʢਓʣʯͱ͕
Ұ෦ͷࡇΓʹ͍ͯͬΔɻ
ɹ·ͨɺށւʹ໘ͨ͠ึΒ͘͠ށࡾେ
ધࡇͷҰͭʹ͑ΒΕΔࡔӽͷધࡇʢࠃॏཁແܗ
ຽଏจԽࡒʣͳͲɺଟ༷ͳࡇΓ͕ݟΒΕΔɻ

地域を越えた歴史文化の視点

33.　秋祭りと獅子舞

ɹࡔӽͷધࡇ
ʢେආਆࣾʗࡔӽʣ

ɹึീ഼ࢠࢰٶ
ʢึീ഼ٶʗඌ࡚ʣ

ɹԘ荒神社屋台行事
（荒神社／塩屋）

ɹ༗ໂྱࢠࢰ
ʢീ഼ਆࣾʗ༗ໂྱʣ

ɹ༗ࢠࢰݪ
ʢਢլਆࣾʗ༗ݪʣ

ɹਅ఼ࢠࢰ
ʢఱຬٶʗਅ఼ʣ

��ௗߥਆࣾࢠࢰ
ʢߥਆࣾʗ鷏ʣ

ɹ౦༗ɾീ഼ਆࣾ಄ਓࣄߦ
ʢീ഼ਆࣾʗ౦༗ʣ

ɹ༗ࢠࢰ
ʢେආਆࣾʗ༗ʣ

ɹதࢠࢰࢁ
ʢେආਆࣾʗதࢁʣ
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【ストーリー】

ɹʮࢠࢰͲ͜ΖʯͱݴΘΕΔຏҬͷͳ͔Ͱಛ
ࢢ͕ΜͰ͋ΔɻึࢠࢰͰ܊ึچʹ ��
۠ͷ͏ͪɺळࡇΓͰࢠࢰΛไೲ͍ͯ͠Δ۠
 �� ͋ΓɺΓͷ۠ɺ͔࣮͍ͭͯͨͯ͠ࢪ
͔ྡͷ۠ʹͬͯΒ͍ͬͯͨͱ͍͏͔Βɺຊ
དྷɺͯ͢ͷ۠ͷळࡇΓʹࢠࢰ͕͋ͬͨͱ
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【ストーリー】

　赤穂市は、その地形から山、川、海のܙΈをڗ
डでき、さらに住Έやすい瀬戸内ܕ気ީも૬まっ
て、古来より人々が生׆をӦんできた。その歴史
は 10000 年前にまで遡り、ೄ文時代後期
（4000 年前）には、市内֤地で人々の生ࠟ׆が
発見されている。
　集མが特にܹ૿するのは、生時代中期（
2200 年前）になってからで、この頃の中৺෦で

あった市෦の有年地区には、શ国的にられた
Ҩも存ࡏしている。
　市南෦は、中世頃になって千種川のӡんだ土࠭
がଯ積し࢝め、地が֦大していった後に港町が
Ӧまれるようになり、赤穂城や城下町のݐ設にっ
て発లする。このようにҨの分は、地区の成
り立ちを語っていると言える。

地域を越えた歴史文化の視点

3��ɹҨのๅݿ

1　西有年・馬路池Ҩ
2�5　山古墳܈
6　西有年・ࣲচҨ
7　西有年・木ノ目Ҩ
8　西有年・ಊ໔Ҩ
9　西有年・ݰ形Ҩ
10　西有年・木ノ目池下Ҩ
山ޫ明寺ࠇ　11
12�16　野田古墳܈
17　野田Ҩ
18　上所ೋຢߔҨ
19　上所山田Ҩ
20　ਫ਼୩山Ҩ
21�27　中所古墳܈
28　原Ҩ

29�33　原古墳܈
34�40　Ԟ山古墳܈
41�51　ܭ୩古墳܈
52�57　Ԟ山田古墳܈
58�77　௩山古墳܈
78　山田Ԟ༼
79　村古墳
80�81　長ࠜ古墳܈
82　西有年・長ࠜҨ
83　西有年・߳山Ҩ
84　西有年・往来南Ҩ
85　西有年・Ҩ
86　西有年・֞内田Ҩ
87　西有年・畑田Ҩ
88�120　与井୩口古墳܈

121　西有年・宮౦Ҩ
122　西有年・与井୩口Ҩ
123　西有年・ಊ場ヶ市Ҩ
124　西有年・ԕ古殿Ҩ
125�127　൪ヶ瀬古墳܈
128　౦有年・ԭ田Ҩ
129�131　౦有年・ԭ田古墳܈
132　下菅生Ҩ
133　上菅生Ҩ
134　六道山ว照Ӄ
135　坊主屋敷
片出土地ثమ山土ࠇ　136
137　大出口௩
138　天神山古墳
139　後藤ਞ山城

140�147　三ݢ家古墳܈
148　有年山城
149�153　์ُ山古墳܈
154�156　ٜແ山古墳܈
܈ງ古墳ۄ　157�159
160�162　有年原・田中Ҩ
163�177　木虎୩古墳܈
178　木虎୩Ҩ
179　Ԟ山Ҩ
180　有年原・山Ҩ
181　有年原・ിҨ
182　村 2号墳
183�189　ϋτΧ古墳܈
190　ϋτΧ畑Ҩ
191　有年ໂྱ・宮ノ前Ҩ

192　有年ໂྱ・山田Ҩ
193�198　荒神山古墳܈
野ਢ城ߴ　199
200　᳑ヶಊ城
201　ҩԦ山ݧ行寺
202　原Ҩ
203　ುࢠ城
204�232　周世宮ཪ山古墳܈
231　周世ࠇ୩古墳
232　周世水木原古墳
233　周世・入૬Ҩ
234�238　船戸山古墳܈
239　船戸山Ҩ
240�244　真殿門前古墳܈
245　真殿ྛҨ

˞数字は周の埋ଂ文Խࡒแଂ地൪号

246　真殿・門前Ҩ
寺ޢ雄山神ߴ　247
雄・ࠜ木Ҩߴ　248
249　木・原Ҩ
250　木・野֞内Ҩ
山城ࢠೌ　251
252　上ߴ野Ҩ
܈取山古墳ߴ　253
܈取山積石௩古墳ߴ　274�279
280　八ॏ山古墳
܈෬山古墳ߴ　281�283
284　Έかんのへた山古墳܈
285　小島Ҩ
286�292　小島古墳܈
293�295　生島古墳܈

296　坂越浦城
297　ӓ山城
298　宝च山ົ見寺
299　八山ܦ௩Ҩ
300　下ߴ୩Ҩ
301　Ӣ୩山常楽寺
302　宝ण山西山寺
303　宝ੑ山長楽寺
304　南野中中भҨ
305　南野中川岸Ҩ
屋寺ؠ　306
307�310　大ྛ古墳܈
311　ӊ୩目נ出土地
312　赤穂市役所Ҩ
313　塩屋築田Ҩ

314　塩屋Ѩଫಊ௩
315　ಊ山Ҩ
山Ҩߴ　316
317　三ݢ家Ҩ
318　ΫϧϛҨ
319　有年ໂྱ・井田Ҩ
321　周世宮ཪҨ
322　周世開Ҩ
野Ҩߴ　324
326　真木௩
327　天和田ノ浦௩
328　赤穂城下町
330　大島山ສ寺
331　朝日山永応寺
332　赤穂大橋下Ҩ

333　千鳥ヶ浜土ث採集地
334　ழᆵ୩Ҩ
335　大௩Ҩ
336　尾崎・大௩古墳
337　ਗ਼水山ഇ寺
338　木・ஈノ上Ҩ
339　浜市Ҩ
340　西有年・大山Ҩ

周世宮ཪ山ݹ܈真殿・門前ݹ܈

木虎୩̎߸ 塚山 �߸ٜແ山̍߸

܈ݹ取山ߴ ึԼ町 ึ

Έ͔Μͷͨ山ݹ

ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ
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は 10000 年前にまで遡り、ೄ文時代後期
（4000 年前）には、市内֤地で人々の生ࠟ׆が
発見されている。
　集མが特にܹ૿するのは、生時代中期（
2200 年前）になってからで、この頃の中৺෦で

あった市෦の有年地区には、શ国的にられた
Ҩも存ࡏしている。
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がଯ積し࢝め、地が֦大していった後に港町が
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8　西有年・ಊ໔Ҩ
9　西有年・ݰ形Ҩ
10　西有年・木ノ目池下Ҩ
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19　上所山田Ҩ
20　ਫ਼୩山Ҩ
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28　原Ҩ

29�33　原古墳܈
34�40　Ԟ山古墳܈
41�51　ܭ୩古墳܈
52�57　Ԟ山田古墳܈
58�77　௩山古墳܈
78　山田Ԟ༼
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80�81　長ࠜ古墳܈
82　西有年・長ࠜҨ
83　西有年・߳山Ҩ
84　西有年・往来南Ҩ
85　西有年・Ҩ
86　西有年・֞内田Ҩ
87　西有年・畑田Ҩ
88�120　与井୩口古墳܈

121　西有年・宮౦Ҩ
122　西有年・与井୩口Ҩ
123　西有年・ಊ場ヶ市Ҩ
124　西有年・ԕ古殿Ҩ
125�127　൪ヶ瀬古墳܈
128　౦有年・ԭ田Ҩ
129�131　౦有年・ԭ田古墳܈
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154�156　ٜແ山古墳܈
܈ງ古墳ۄ　157�159
160�162　有年原・田中Ҩ
163�177　木虎୩古墳܈
178　木虎୩Ҩ
179　Ԟ山Ҩ
180　有年原・山Ҩ
181　有年原・ിҨ
182　村 2号墳
183�189　ϋτΧ古墳܈
190　ϋτΧ畑Ҩ
191　有年ໂྱ・宮ノ前Ҩ

192　有年ໂྱ・山田Ҩ
193�198　荒神山古墳܈
野ਢ城ߴ　199
200　᳑ヶಊ城
201　ҩԦ山ݧ行寺
202　原Ҩ
203　ುࢠ城
204�232　周世宮ཪ山古墳܈
231　周世ࠇ୩古墳
232　周世水木原古墳
233　周世・入૬Ҩ
234�238　船戸山古墳܈
239　船戸山Ҩ
240�244　真殿門前古墳܈
245　真殿ྛҨ

˞数字は周の埋ଂ文Խࡒแଂ地൪号

246　真殿・門前Ҩ
寺ޢ雄山神ߴ　247
雄・ࠜ木Ҩߴ　248
249　木・原Ҩ
250　木・野֞内Ҩ
山城ࢠೌ　251
252　上ߴ野Ҩ
܈取山古墳ߴ　253
܈取山積石௩古墳ߴ　274�279
280　八ॏ山古墳
܈෬山古墳ߴ　281�283
284　Έかんのへた山古墳܈
285　小島Ҩ
286�292　小島古墳܈
293�295　生島古墳܈

296　坂越浦城
297　ӓ山城
298　宝च山ົ見寺
299　八山ܦ௩Ҩ
300　下ߴ୩Ҩ
301　Ӣ୩山常楽寺
302　宝ण山西山寺
303　宝ੑ山長楽寺
304　南野中中भҨ
305　南野中川岸Ҩ
屋寺ؠ　306
307�310　大ྛ古墳܈
311　ӊ୩目נ出土地
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313　塩屋築田Ҩ

314　塩屋Ѩଫಊ௩
315　ಊ山Ҩ
山Ҩߴ　316
317　三ݢ家Ҩ
318　ΫϧϛҨ
319　有年ໂྱ・井田Ҩ
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326　真木௩
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330　大島山ສ寺
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333　千鳥ヶ浜土ث採集地
334　ழᆵ୩Ҩ
335　大௩Ҩ
336　尾崎・大௩古墳
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338　木・ஈノ上Ҩ
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【ストーリー】
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おੴ・ڇੴ・おΜͼ͖ؠ（のྑ͍ͭࡾのؠ）

ീෑ͖（ԣ୩のീෑ͖） ົಓࣉ（ົಓࣉのѨଫ͞·）

ఱਆؠ（ఱਆؠ）
小ޚલのุ（小ޚલのุ）

生ౡथྛ（生ౡのथ）

大ധ（ఱਆؠ）

（ܙとのܙのᩜ）୩ࡩ

帆坂（の主ݰԧ）

西ώδϦコ（ੴのଫ）

রӃ（͖Μ͜Μ主）ܙ

ೖి（大ऄとೖి）

ཾਆࣾ（大ऄとೖి）

（Μの࣌ۚ͞）Μの࣌ۚ͞
͛Μ͡ΐの（おҏ·͍り）

大࿇ࣉ（大࿇ࣉにΘる）

ઍछ（ݟ۽の༝དྷ）

ਗ਼ਫଂ（टより্のපΛͳお͢ଂ͞Μ）

（ਆ༷ࢯおͬͨ͜）ࢁమࠇ

౦ւ؍Իಊ（౦ւࢁの؍Ի͞·）

船（ṖΛൿΊるౡ）

ኍࣉ（ݽ念とւҹࣉ）

หܚのࢭΊؠ（หܚのࢭΊؠ）赤穂・ఉԂ（赤穂のੴस）
ఱਆງ（Ψλϩのༀ）

新（ޅの༝དྷ）

࿀の（࿀ϲ）
（࿀ϲ）࡚ߝ

ௗଧಕ（࿀ϲ）

ௗҪ坂（ೋਓの୴ಹΜ）

पੈ坂（とと·のଂ・ރΕඌՖ）

ಎཽ（ఱਆؠ）

ඌ・टଠඌ（ඌの）

औಕ（ೋਓの୴ಹΜ）ߴ

ෆ動の（おけ͡Όࢁ）
大ཾݱݖ（大ཾݱݖ）

Ქಕ・അ࿏（Ქಕのઆ）

とΜ΅௩（とΜ΅௩）
ऄのੴ（ऄのおༀ͞ࢣΜ）

ༀࢣ（ࣉߦݧのおༀ͞ࢣΜ）

์ُ（์ُの໊）
（ޅのؠೣ）ُ์

ଂ立૾൘ൾ（͑͵͖ଂ）

͍͞͡ΐ͏Μ（หܚの͕ͨ）
ยࢁༀࢣಊ（ༀ͞ࢣ·のਫ）

ٜແݹࢁ（ٜແࢁ）
小ୋ؍Իಊ（小ୋの؍Ի͞·）

向ࢁ（向ࢁの大ऄ）
ழᆵ୩（Ͱ塩Λ作るਓΛͨݟ）

߲赤穂市ڭҭҕһձ 1984・1985『赤穂のੲ』ͦの̍・̎
に記ࡌの歴史文化Ҩ࢈ɻ（　）ੲの໊ɻ ͷ  ͜ͱຌྫ
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ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ

【ストーリー】

　私たちが何気なく使用している地名。実はこれ
らの歴史はかなり古く、中世に遡ると推定される
ものも少なくない。
　地域それぞれが持っている自然的背景のもと成
立したものや、歴史的な事由によって成立したも
の、さらには伝承によるものなど、その成立原因
は様々であるが、私たちが日常的に地名を呼ぶこ
とによって、未来への継承に一役買っていること

を考えると、今も私たちが歴史の真っただ中にい
ることを実感させてくれる。
　特に赤穂では、江戸時代の事象に由来する地名
や、塩田に関する地名が多く残されており、近現
代に成立した町名であっても昔の地名を採用した
り参照したものも少なくない。
　地名を見れば、その地域の自然や歴史が想像で
きるまち。赤穂では今も地名が生きている。

東有年・西有年　　傍示ヶ鼻を境として分けた。
　有年は田畑の「畝」が転じたものか。
馬路池　　山越えのため馬が用意された「馬路」　
　の近隣の池であったため。
木虎　　楢原新田開拓に際し藩主から「意気虎の
　如し」と褒められて姓を与えられたためという。
有年牟礼　　古代朝鮮語の「山」が起源か。
真殿　　13 世紀に土豪真殿氏が住んでいたためと
　いう。
門前　　15世紀に安楽坊の門前であったため。
周世　　洲瀬か。かつては周勢であった。
根木　　周世八幡神社の神官 ( 禰宜 ) が住んでい
　たためという。
木津・手能　　千種川河口の材木集積地であった
という。大工村には手能（手斧）の地名も残る。
加里屋・上仮屋　　明応・永正 (1492 ～ 1521) 年
　間ころに雄鷹山の西の加庄村から人々が仮の家
　をつくって移り住んだためという。上仮屋は「上」
　＝侍屋敷。
南組・西組・北組・東組　　旧城下町を方位で区
　分したもの。
農神　　森時代に農神社があったため。
橋本町　もとは池田時代の船つなぎ場という。浅
　野長直が慶安２（1649）年に埋め立てた。
中広　　中世以来の中村の名による。
磯　　森時代初期に開墾した塩田。
西沖・東沖　　大正 6 年から耕地整理事業で整備
　された敷地。
千鳥　千種川河口に浜千鳥が多くいたため。
塩屋　　製塩のための施設（塩屋）があったため。
六百目　　塩屋の上田で一反六百目の値打ちから。
三ツ樋　　池田時代の古塩浜で片浜・加藤・新川
　の三樋門があったため。
片浜　　浅野時代の承応 2(1653) 年の開浜。
若宮　　京都若宮神社の分霊を祀っていたが、明
　治 42(1909) 年に荒神社に合祀された。
新田　　浅野長直が新田開発をした。
五軒家・十五軒家・七軒家　　それぞれ江戸時代
　に入植した家数による。
大津　　かつてこの一帯は海で、港であったため。

湯ノ内　　往昔は山中に湯がわき出ていたという。
船渡　　対岸の長尾と舟で交通していたため。
天神山　　天神社があったため(明治後期に移転)。
石ヶ崎　　江戸時代の中頃までは大石の山が海中
　に突き出ていた景勝地であった。
鷏和　　明治 9（1876）年に真木村と鳥撫村が合
　併した際、頭字の真と鳥を合体させて名づけた。
大泊　　入江であって船を繋いでいたという。
船隠　　古新田の干拓前の入江であり、船を風か
　ら隠す場所であった。
水尾　　塩田に入り込むように築かれた水路 ( 水
　尾 ) にちなむ。
坂越　　鳥井坂を越して坂越浦に行くことにちな
　む。秦河勝が「難を避け来し地」の説もある。
潮見　　坂越湾内の鯔漁の旗振り場であったため
　という。
石仏　　現存する石塔から。近くの荒神社に移し
　ても、いつの間にか元の場所に戻るという。
洞竜　　菅原道真が大宰府左遷の際に逗留したた
　めという。大泊も同じ。
浜市　　地勢から古代は千種川河口であって魚市
　があったためという。
細野　　南野中と中村にはさまれた細い帯のよう
　な形のため。明治 26（1893）年の千種川改修
　によって半分が河川敷となった。
西ノ町・南ノ町・東ノ町・北ノ町　　宝専寺を起
　点として町割りされたもの。
大塚　　古墳があり、弁慶穴とも言われた。
明神木　　応神天皇が筑紫から帰途、船つなぎし
　たと伝える。
川馬　　川端と馬場町の頭文字をとったもの。
磯釜　　磯ノ橋と釜屋本町の頭文字をとったもの。
御崎　　三崎山に由来。
東海　　江戸中期に小舟が出入りしていた（渡海）
　ためか。
取揚島　　江戸初期に播磨・備前国の間で島の領
　有権争いがあり、幕府が取り上げたため。
正保橋町　　浅野長直入封の正保 2（1645）年の
　年号にちなんだもので名づけられた正保橋（昭
　和 3（1928）年設置）から。

地域を越えた歴史文化の視点

36．地名の生きるまち
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【ストーリー】

　私たちが何気なく使用している地名。実はこれ
らの歴史はかなり古く、中世に遡ると推定される
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　された敷地。
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東有年

真　殿

上仮屋

磯

千　鳥

西沖

加里屋
中　広

御　崎

農神
六百目
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主に、赤穂市 1985『赤穂の地名』記載の地名から抜粋。
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　坂越は、湾状を呈
する地形と、湾内に
に浮かぶ生島によっ
て、天然の良港で
あったため、古くか
ら港町として栄え、

天候改善や追風（順風）を待つ「風待ち港」
として利用されてきました。
　古文献によると、仁安 3（1168）年には
船や航海技術をもった集団が坂越に存在し
たこと、また文安 2（1445）年には坂越の
船が兵庫北関へ入船した記録が見られるな
ど、主に瀬戸内海沿岸を行き来する船の港
として機能していたようです。

　北前船の出現によって、大坂・瀬戸内の
廻船業者の多くは没落しましたが、坂越で
は、廻船業者は赤穂塩を江戸市場に運び販
売する「塩廻船」として命脈を保つとともに、
北前船の寄港地として栄えることとなりま
した。北前船の寄港地となった坂越は、全
国の文物を赤穂に呼び込む窓口となったの
です。
　平成 30 年 5 月には、日本遺産「荒波を越
えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄
港地・船主集落～」の構成文化財として、
市内 7件の遺産が追加認定されました。

　江戸時代になると、寛文年間（1661 ～
1673）に開かれた西廻り航路によって、瀬
戸内海の海上交通は活発化し、坂越も大き
く発展しました。元禄 4（1691）年の記録
によると、坂越浦の船数は 113 艘あり、こ
のうち内海航路用の小型廻船（6 反帆～ 8
反帆）9 艘、西廻り航路用の大型廻船（13
反帆以上。300 石積以上と推定される）31
艘によって、廻船業が営まれていたようで
す。その航行範囲は広く、このころの遭難
記録には豊後国臼杵（現在の大分県）、出羽
国酒田（山形県）など遠方の地名を見るこ
とができます。
　しかし、こうした廻船業は 18 世紀後半頃
から陰りを見せ始めます。上方（大坂）、瀬
戸内の廻船が、北国海運の主導権を北陸地
方の廻船業者に奪われたためです。こうし
た日本海海運に従事した廻船を一般に「北
前船」と呼び、500 石～ 1,500 石積の大型
廻船が用いられました。
　北前船は、大坂を起点として瀬戸内海を
航行し、下関を回り日本海に抜け、北国さ
らに蝦夷地（北海道）にまで行き、全国の
特産品やあらゆる生活物資を積み、それら
を各地で売買することによって、莫大な利
益を得たと言います。

コラム

北前船の
寄港地、
坂越浦

坂越湾

赤穂市立歴史博物館の廻船模型
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坂越廻船数の変化
（西畑俊昭 1991「幕末・維新期における赤穂塩廻船の動向」
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